















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　明治二年五月十一日。蝦え夷ぞ地ち箱はこ館だて改め、北海道函はこ館だての新市街地にて──。

　突如として、異変は起きた。

「おかえりなさいませ、ご主人さま～♪　メイド長の近こん藤どう勇いさみで～す♪　最新の西洋料理と見み目め麗うるわしいメイド軍団によるご奉仕サービスの数々に癒やされてくださいね～♪」

「……副長の土ひじ方かただ……こっち見るな、斬るぞ。どうして私がこんな恥ずかしい格好を!?」

「一番メイド隊長の沖おき田た総そう司じだよー！　どんな注文でも受け止めてみせよー！　さっさとかかってこい、ご主人どもー！　あっ、お子さまは半額料金でどうぞー！」

　白塗りの洋館の一階二階を占拠した、日本初の純メイド喫茶「箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂」が新装開店したのだった。

　メイドさん姿に身を包んで来客をもてなすのは、旧新選組の面々。かつて「人斬り集団」と恐れられた元新選組隊士たちの今の姿を見れば、幕末の京で新選組と白はく刃じんを交えて斬り合ってきた連中はあまりの彼女たちの豹ひよう変へんぶりに腰が砕けることだろう。

　誰よりも、黒執事コスチュームに身を包んだ店長の近こん藤どう周しゆう平へいが「これが時勢か……土ひじ方かたさんに斬り殺されても文句は言えない」と頭を抱えていた。

　なぜ？　いったい、どうしてこんなことに？

　思えば、すべては幕末の土ど壇たん場ばで新選組が坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺を阻止した時からはじまったのである。




　　※




　過ぐる慶けい應おう三年十一月。

　幕末の政局は、クライマックスを迎えていた。

　長ちよう州しゆう藩はんと同盟を組み、武力クーデターによる討幕を目もく論ろんでいた薩さつ摩ま藩はんの西さい郷ごう吉きち之の助すけ・大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうのコンビが「王政復古の大号令」を繰り出して徳とく川がわを討つか。

　公こう武ぶ合がつ体たい派はの将軍・徳とく川がわ慶よし喜のぶが土と佐さ脱藩浪士の坂さか本もと龍りよ馬うまさんから献策された「大たい政せい奉ほう還かん」という奇手を用いて薩さつ長ちようの武装蜂起を抑え、新政権を平和裏に樹立するか。

　文字通り、一進一退のぎりぎりの戦いが繰り広げられる中。

　西さい郷ごうが薩さつ摩ま藩はんから兵を率いて上じよう洛らくする最中に、先行して京に入った大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうは、西さい郷ごうの用心棒を務める「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」こと中なか村むら半はん次じ郎ろうに独断で坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺を命じた。坂さか本もとさんが死ねば公こう武ぶ合がつ体たい派はは空中分解し、蝙こう蝠もりのように腰が据わらない土と佐さ藩はんも武力討幕派に参加せざるを得なくなり、武力討幕が成功に近づくからだ。

　この坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺の陰謀に、大たい政せい奉ほう還かんに憤いきどおる幕府方の佐さ幕ばく派は・京都見み廻まわり組ぐみも呉越同舟とばかりに参戦し、陰謀は成功するかに思われた。

　しかし、この俺・近こん藤どう周しゆう平へいがいちど失っていた「死に戻り」の力を再び取り戻すことで、新選組隊士たちは一丸となって近おう江み屋やに向かい、坂さか本もとさんの救出に成功。薩さつ摩まの大おお久く保ぼと中なか村むらが龍りよ馬うま暗殺の主犯だという動かぬ証拠をも押さえた。大おお久く保ぼは、まるで俺が近おう江み屋やでどう行動するかを先読みしているかの如ごとく先手先手を打ってきたが、最後には執念で何度も死に戻ってきた俺の裏を搔かこうと増援部隊を増やしすぎたことで、ついに足が付いたのだ。




　西さい郷ごう吉きち之の助すけが薩さつ摩ま兵へいを率いて入京した直後。

　俺と近こん藤どうさん、そして土ひじ方かたさんの三名は京の薩さつ摩ま藩はん邸ていを訪問し、西さい郷ごうの前で大おお久く保ぼと中なか村むら半はん次じ郎ろうの二人に「坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺未遂の陰謀」について詰きつ問もんした。

　西さい郷ごう吉きち之の助すけは、もともと俺が生きていた未来世界で語り継がれている西さい郷ごう像ぞうと似ていて、肥満した大男だった。薩さつ摩ま藩はん公こう・島しま津づ久ひさ光みつに嫌われて喜き界かいヶが島じまに遠島となり幽閉されていた頃の西さい郷ごうは骨と皮ばかりに瘦せていたというが、その時期の反動で急激に太ったらしい。過度のダイエットでリバウンドしたのと同じ理屈だろう。

　ただ、ほんものの西さい郷ごうは凄すさまじい「眼力」の持ち主だった。上うえ野のの銅像の西さい郷ごうさんとは印象が違う。異様に目が大きい。ことに黒目が巨大なのだ。異相そのものだった。

「おいがおらんうちに一いち蔵ぞうどんと半はん次じ郎ろうどんが坂さか本もとさぁに刃を向けるとは、申し訳なかこつでごわす。どうかおいに免じて、今回だけは許してたもせ」

　そんな異相を誇る大男の西さい郷ごうが何度も何度も頭を下げて巨大な身体を縮め目を伏せて謝り続けたため、近こん藤どうさんはすっかり恐縮し「もういいですよ～今後は坂さか本もとさんを斬るのはなしでお願いしますね～」と西さい郷ごうに吞のまれて許してしまった。が、手厳しい土ひじ方かたさんが「生ぬるい。首謀者の大おお久く保ぼが土下座するべきだろう。西さい郷ごうはお前の保護者か、大おお久く保ぼ」と迫ったため、ずっと「なんのことかしら？」としらを切っていた大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうもついに屈服して頭を下げた。

「……吉きち之の助すけさぁは悪くないわ。すべてはこの私の一存でやったことよ。あなた方が望むなら、ここで切腹してもいいけれど──」

「そこまでは望んでいない、薩さつ摩まと徳とく川がわの開戦の口実になるからな。こたびの件は今こ宵よいを限りに闇に葬ほうむり、なんとしても薩さつ長ちようと徳とく川がわとの内戦を避けたい。それが新選組の意志だ。同時に長ちよう州しゆうの久く坂さかの意志でもある」

「久く坂さか玄げん瑞ずいがそちらと組んだのなら、薩さつ摩まに勝ち目はないわね。じゃあ坂さか本もと龍りよ馬うま風ふうに、シェイクハンドで手打ちにしましょう。はい、近こん藤どう。握手握手。土ひじ方かたも仏ぶつ頂ちよう面づらをしていないで握手よ。そして近こん藤どう周しゆう平へい。ふふ、きみと握手するのはこれが二度目ね──」

　大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうは瘦そう身しんで怜れい悧りな美女だ。薩さつ摩ま藩はんは、女武士が大勢いるこの世界では異端の藩で、男尊女卑指向が極端に強い。女は武士になれない、なったとしても真の武士とは認められず出世など到底おぼつかない。それが薩さつ摩ま藩はんなのだが、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうだけは例外だ。西さい郷ごう吉きち之の助すけの幼なじみで、血を分けた兄きよう妹だいよりも仲がいい妹分だったからだ。

　西さい郷ごうが島流しにされていた時、薩さつ摩まの西さい郷ごう党とうは大おお久く保ぼが仕切ってきた。「偉大な先代斉なり彬あきら公こうに到底及ばぬジゴロ（田舎者）」と主君島しま津づ久ひさ光みつを嫌う西さい郷ごうの代わりに、自ら久ひさ光みつの側近になるべく碁を学んで久ひさ光みつに取り入り藩の実権を握るなど、その狡こう猾かつさと合理主義は剛直な他の薩さつ摩ま武士とはまるで違う。

「それでは坂さか本もとさんの件はこれまでということで。でも俺、あなたといちど握手しましたっけ？」

「ええ。ずいぶん以前、宴会の際にいちど握手したわ。宴会場には大勢の人間がいたし、あなたの膨大な記憶に紛れているのではなくて？　なにしろあなたの記憶量といったら、常人の何十倍なのかしら。いちいち全部は覚えていられないわよね。ふふっ」

「……えっ？　いったい、な、なんのことです？」

「なんでもないわ近こん藤どう周しゆう平へい。どうやら私の完全な敗北ね。吉きち之の助すけさぁ、今まであなたの武力討幕の志を果たすために半はん次じ郎ろうたちを動かして暗躍してきたけれど──新選組は私の想定以上に強大な組織になったわ。近こん藤どうたち新選組が守護している徳とく川がわ慶よし喜のぶを武力で倒すのはもう不可能よ。ほんとうに……ごめんなさい」

「もうよか、一いち蔵ぞうどん。ここで徳とく川がわば潰せんなら後々の遺恨になりもそうが、盟友坂さか本もとさぁの命ば獲とってまで戦うつもりはおいにはありもはん。ここいらが落としどころでありもそ。半はん次じ郎ろうどんにも、そろそろ『人斬り』ばやめてもらわなにゃならん。人斬りは人斬りにすぎもさん。薩さつ摩ま男子たる者が生涯の仕事とすべきもんではなか。ましてやおいの盟友坂さか本もとさぁを斬るなど、絶対にならぬでごわすぞ！」

「……誠にあいすいません、西せ郷ごどん……今こ宵よい限りで、人ひと斬きり半はん次じ郎ろうの渾あだ名なは捨てもそ」

　西さい郷ごうに𠮟られて縮こまっていた中なか村むら半はん次じ郎ろうはあの「人斬り」の仮面を脱いで、一介の薩さつ摩ま武士の素顔に戻っていた。本来の半はん次じ郎ろうは情の深い典型的な薩さつ摩ま武士である。

　薩さつ摩まと新選組とは、これで手打ちとなった。あとは酒宴となり、ユーモアセンスの欠かけ片らもない大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが「畳を担かついで回します。いつもより多く回しています」と滑り芸を見せて西さい郷ごうと近こん藤どうさんに呆あきれられているうちに朝を迎えていた。桂かつら小こ五ご郎ろうも、この大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうの畳回し芸を見る度に「やめて頂戴」と辟へき易えきしていたという。




　以後の歴史は、俺が教科書で学んだものとはまったく違う方向に突き進んだ。

　公く家げの岩いわ倉くら具とも視みと大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうによって準備されていた「王政復古の大号令」は下されたものの、すでに大政を朝廷に返還していた徳とく川がわ家けも会あい津づ藩はんも朝敵とはされず、新政府には薩さつ長ちよう土と佐さに加えて旧幕臣及び会あい津づ藩はん・桑くわ名な藩はんら佐さ幕ばく藩はん士しの参加が認められ、ついに「公こう武ぶ合がつ体たい」が成った。新政府のメンバーには、徳とく川がわ慶よし喜のぶも会あい津づ中将も名を連ねた。坂さか本もと龍りよ馬うまさんが構想していた新政府人事案が一部調整を施されてほぼそのまま通ったのである。坂さか本もとさん自身はもちろんフリーのままで、海かい援えん隊たいを「三みつ菱びし」と改名して念願の海洋貿易商人となった。ちゃんと経営できるのかどうか甚だ疑問だが……。

　翌慶けい應おう四年。

　あの鳥と羽ば伏ふし見みの戦いは勃発せず、土ど壇たん場ばで西さい郷ごう吉きち之の助すけが「こいでは薩さつ摩ま士族たちの革命への情熱は燃え尽きもはん。やはり江戸ば攻めもす」と言いだしたものの、西さい郷ごう・勝かつ海かい舟しゆう・近こん藤どう勇いさみの三者による話し合いによって江戸城無血開城が達成され、江戸城は徳とく川がわ家けから新政府に移譲された。一部の幕臣による小さな抵抗（上うえ野の戦争）こそあったが、会あい津づ戦争を含む戊ぼ辰しん戦せん争そうは回避された。会あい津づ、奥おう羽う、箱はこ館だては戦火を免まぬがれたのである。会あい津づ藩士たちが新政府に弾圧され地獄の苦しみを味わうという悲劇を阻止できたことが、俺にとってはなにより大きな歓よろこびだった。

　江戸無血開城と内戦回避を成し遂げた「維新三傑」には、薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけ改め西さい郷ごう隆たか盛もり、旧幕臣の勝かつ海かい舟しゆう、そして新選組の近こん藤どう勇いさみの三人が数えられることとなり、「お腹なかが痛い」と繰り返して再三引きこもっているうちに三傑から漏れた桂かつら小こ五ご郎ろう改め木き戸ど孝たか允よしは「なんでよーっ！　長ちよう州しゆうあってこその維新でしょー！」と悔し泣きしたという。

　同年、薩さつ摩ま・長ちよう州しゆう・土と佐さ・徳とく川がわを中心に成立した新政府によって明治と元号が改められ、江戸は東京と改名され、新政府の体制が固まった。

　その直後、徳とく川がわ慶よし喜のぶと会あい津づ中将は薩さつ長ちよう土と佐さに功を譲り中央政界から離れ、隠居した。

　慶よし喜のぶは徳とく川がわ家けとはいえ勤王派の水み戸と家け出身だったため、徳とく川がわよりも帝みかどを新国家の中心に据えるべきだという尊皇思想をもともと抱いていた。長らく尊皇と佐さ幕ばくの板挟みとなってずっと苦悩してきたが、ようやく「新時代に徳とく川がわ家けを遺のこす」という責任を果たしたことで、楽隠居の道を望んだのだろう。喜々として静岡に引っ込んで、写真撮影やサイクリングに興じる道楽男になった。やはり根はお気楽な御仁である。

　政治思想を持たない会あい津づ中将はその慶よし喜のぶに付き合って一緒に隠居したのだが、生まれつき身体が弱い中将は幕末の京での政争に疲弊しきっており、幕末の動乱の中、会あい津づの民を最後まで守り抜けたことで自分の歴史上の役目は終わったと考えたようだ。東京を去る際、中将は「そなたたちのおかげで滅びる定めだった会あい津づが救われた。この恩は生涯忘れぬ」と近こん藤どうさんに何度も何度も礼を言ってくれた。ほんとうに、愚直な人だった。

　ただし、勝かつ海かい舟しゆうや山やま本もと覚かく馬ま、佐さ久く間ま象しよう山ざんをはじめ、開明派の旧幕臣や旧会あい津づ藩士は慶よし喜のぶのたっての願いで新政府に留まり、「徳とく川がわ派は」として中央政界に確固たる勢力を保持した。薩さつ摩まと長ちよう州しゆうが新政府を独占せぬよう、対抗勢力として徳とく川がわ派は（東日本派）の存在は必要だと慶よし喜のぶは考えていたようだ。ただし、自分がそんな重責を負うのはまっぴらだとも思っていて、すべて勝かつ海かい舟しゆうに押しつけたわけだが。

　意外にも同年、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞう改め大おお久く保ぼ利とし通みちは、「お腹なかが痛いから洋行はイヤ」と愚ぐ図ずる木き戸ど孝たか允よしや久く坂さか玄げん瑞ずい、岩いわ倉くら具とも視みたちを連れて大急ぎで洋行の旅に出立。慶よし喜のぶが抜けた新政府を、薩さつ摩まに引きこもって猟師になろうとしていた西さい郷ごう隆たか盛もりに強引に押しつけて、自らはアメリカやヨーロッパを回って西洋文明を実見し、不平等条約改正のための奔走を開始。坂さか本もと龍りよ馬うまさんから洋行を勧められたとも聞くが、どうも大おお久く保ぼは、隠いん遁とんを望んでいた西さい郷ごうを薩さつ摩まに籠もらせたくなくて彼に政府を預ける口実を急いで作ったという気がする。

　幕末から維新にかけてトップランナーとして活動してきた諸勢力のリーダーには、三百年近く続いた徳とく川がわの世を終わらせるという巨大な仕事を成し遂げた時点で完全に燃え尽きた者が多く、なお維新を完遂するべく燃えている大物は少ない。

　西さい郷ごうも木き戸ども慶よし喜のぶも中将も、そして近こん藤どうさんもまた、真っ白に燃え尽きて「隠いん遁とん」を望んだ。あの全身革命児だった高たか杉すぎ晋しん作さくが生きていても、これからは道楽一本で生きると宣言して隠いん遁とんしていただろう。

　数少ない例外が、大おお久く保ぼ利とし通みち。

　彼女だけはなおも異常な執念を抱き続け、新政府の体制固めとさらなる革命の継続に情熱を注ぎ込み続けていた。

　そう──憧れの武士になれた上に守るべき徳とく川がわ幕府が消滅した時点で、新選組局長の近こん藤どうさんもまた「隠いん遁とん」を望むようになり、そして実際に隠いん遁とんしてしまったのである。




　明治元年十二月。

　旧新選組の主要な隊士たちは、近こん藤どうさんにお供して寒い寒い蝦え夷ぞ地ちへとやってきていた。隠いん遁とんするのはいいとして、どうして維新三傑の近こん藤どうさんがわざわざ蝦え夷ぞ地ちに？　故郷の多た摩まに凱がい旋せんすればよくない？　と誰もが疑問を抱いていた。

「あの坂さか本もとさんが、これからは貿易港を持つ箱はこ館だての時代が来るって言うんだもの～♪　京や江戸で勇名をはせたこの新選組局長が未来都市箱はこ館だてに試し衛えい館かんを再建すれば、道場繁はん盛じよう間違いなし♪　士族には新政府から扶ふ持ちも出るし、のんびりやっていこうねえ♪」

　どうやら近こん藤どうさんは、ずっと以前から蝦え夷ぞ地ち開拓にこだわっていた坂さか本もとさんの口車に乗せられて箱はこ館だてに引っ越してしまったらしかった。あの人、限りなく詐欺師みたいなものなんだけど。だいじょうぶなのか。

「なんでおいらたち、蝦え夷ぞ地ちにいるんだよ？　やってらんねーぜまったく。すっげー寒い！　寒いんだよ！　だーっ！　がらっぱち、抱っこさせろー！　まだ凍死したくねー！」

「く、くっつくな左さ之の助すけ。あたしは近こん藤どうどのの行くところなら、地の果てまでお供するよ！　あたしはもう絶対に試し衛えい館かんから抜けたりしない！　永なが倉くら新しん八ぱちは生涯、誠の旗のもとで生きるんだから！　ぶる、ぶる、ぶる……やっぱり抱っこさせて左さ之の助すけ」

「……平隊士はほとんど逃げた……男隊士で付いてきたのは、周しゆう平へいと源げんさんだけ……」

「斎さい藤とうちゃん。この源げんさんがいなきゃあ、近こん藤どう先生ちゃんはでくの坊だからよ。平隊士が抜けたのはしゃーねえ。新選組はもう解散しちまったんだし、箱はこ館だてで食くい扶ぶ持ちを捜そうぜって言われりゃあ、普通は東京に居残るわな」

「いやー、あれだけ京で大暴れしたのに結局もとの試し衛えい館かんの面メン子ツに戻りましたねー！　あははっ！　あ、違うね、今は周しゆう平へいくんがいるよね！　そこが昔とは大違いだー！　ねえねえ周しゆう平へいくん？　ボクと土ひじ方かたさん、どっちをお嫁さんにするか決めたー？」

「そ、総そう司じ。いつの間にかお前と私が周しゆう平へいを取り合っているという話が既定路線になっている気がするのだが……しかし、明治の世に剣道道場など開いて食えるものだろうか？　明らかに時代遅れでは……」

「土ひじ方かたさん、私もそこが心配です。箱はこ館だてには次々と入植者が入ってきていますし、子供相手の学習塾でも開きましょうか？　当世風の寺子屋です」

「無理ですわ、先生役を務められるのは山やま南なみさんしかいませんもの。残りは剣を振ることしか取り柄がない剣術バカばかりですわ。あ、わたくしは例外ですわよ？　薩さつ摩ま武士どもに『どうかおいのお稚ち児ごさんに』と絶賛されたこの美貌をもってすれば、箱はこ館だて小町として輝くくらいお茶の子さいさいですわ──って、わたくしを売り飛ばして金策とかイヤですわよ？」

「平へい助すけも山やま南なみさんも心配しすぎだって～。箱はこ館だてには海も川も山もあるし、自活すれば食糧くらい調達できるって♪　熊をいっぱい狩ろうねえ♪　ああ、試し衛えい館かんのみんなが揃そろって明治の夜明けを迎えられるなんて、とっても幸せ♪　これからは箱はこ館だてでお気楽にまったりと生きていこうねえ♪」

　そう。俺たちは決定的に選択肢を間違った。多た摩ま時代を知らない俺は、近こん藤どうさんの経営感覚のなさを甘く見ていたのだ。考えてみれば、江戸の試し衛えい館かん道場をいちど潰してる人だった。

　しかしまさか、あっという間に試し衛えい館かん組ぐみが飢餓地獄に陥る羽目になろうとは──。




　　※




　年が明けて明治二年。

　極寒の冬山で狩りをやる技術を持たなかった俺たちは、飢餓状態に陥っていた。しかし結局のところ最大の問題は、試し衛えい館かん道場に入門する者がまったくいなかったということに尽きる。やはり、剣術道場の時代は明治維新の到来とともに終わりを告げていたのだ。

「悪即斬」を貫いてきた新選組体質の哀かなしさというか、不運も重なった。

　道場を開いた当日、地元の港湾やくざたちがどっと道場に押し寄せて来て「ショバ代をよこしやがれ」とドスを手に構えて恐喝してきたのだ。箱はこ館だてはまだ新しい町なのに、もうやくざが縄張りを……と俺たちは驚いたが、穏便に話をつける暇もなかった。

　というのは、気が短い江戸っ子の永なが倉くら新しん八ぱちさんが「待ってました」とばかりに、

「んだと、てめーら!?　こちとら長らく真剣を抜いてねーんだ、ケンカを売るってんなら大喜びで買ってやらあ！　泣く子も黙る新選組二番隊長永なが倉くら新しん八ぱちとは、あたしのことだ！」

　と池いけ田だ屋やの激闘でも用いた愛刀・播ばん州しゆう住じゆ手うて柄がら山やま氏うじ繁しげを抜刀。喜々としてやくざ軍団のまっただ中に飛び込んで暴れはじめたからである。峰みね打うちとはいえ、新選組最強の一角を占める永なが倉くらさんの太た刀ち筋すじは凄すさまじい。百人が束になってもやくざ者が敵かなう相手ではない。

　ケンカ好きでは永なが倉くらさんの上手を行く相方の原はら田だ左さ之の助すけさんも「おっしゃあ！　がらっぱち、背中はおいらに預けろー！　てめーら全員田楽刺しにしてやんよ！　新選組十番隊長原はら田だ左さ之の助すけ、行きまーっすっ！」と爽やかな笑顔で朱しゆ槍やりを持ちだし「おらおらおら」と槍やりを振り回したために、やくざ軍団の男たちは「ヒエッ……」と揃そろって顔面蒼そう白はくに。

　まさか会あい津づ藩はんと徳とく川がわ将軍に仕えて幕末の戦場を戦い続けてきた伝説の武闘派剣客集団新選組が蝦え夷ぞ地ちの箱はこ館だてで小さな道場を構えていたとは、彼らは想像もしていなかったのだろう。

　ついには恐怖のあまり錯乱したやくざの一人が「うわあああああ」と泣きながら小銃を構えて発砲したが、「……迷惑至極」と放胆にも身を乗り出してきた斎さい藤とう一はじめさんが居合一いつ閃せん、刀で弾丸を防ぎ止めて薙なぎ払はらってしまった。それでやっとケンカは終わった。

「げーっ!?　ハジキの弾を剣で払いやがったーっ!?　ほ、ほ、ほんものの新選組だ！」

「それでは、道場主はあの伝説の多た摩まの剣客・近こん藤どう勇いさみ大先生!?」

「ししし新選組の皆さまだとは知らず、失礼致しました！」

「二度と失礼は働きません。どうか、どうかご勘弁を！　こ、これは詫わび料りようですんで！」

「なにとぞご容赦！　うわああああ、恐ろしい……！　恐ろしい……！　てめえら、今すぐ箱はこ館だてから夜逃げだ！　新選組に楯たて突ついた俺らは、このままじゃ全員始末されちまう！」

　詫わび料りようは近こん藤どうさんが「いえいえ、いただけません～」と突き返した。だが、不幸なことにこの試し衛えい館かんの面々と地回りやくざとの丁ちよう々ちよう発はつ止しの激闘を、道場見物に来ていた箱はこ館だての地元の皆さんにばっちり目撃されてしまったのである。

　彼らは、やくざを町から追い払った試し衛えい館かんの働きには感謝してくれたが、

「……新選組って、あの新選組？　池いけ田だ屋やで長ちよう州しゆうの志士たちに斬り込みをかけた、あの？」

「長ちよう州しゆう征伐で小こ倉くら城じように籠もって最後まで奇き兵へい隊たいと戦い続けた、あの？」

「土ひじ方かた歳とし三ぞうというとても怖い人が局きよく中ちゆう法はつ度とを盾に片っ端から隊士を切腹させてきた、あの？」

　と幕末最強軍団新選組の唐突な登場に完全に震えあがってしまった。土ひじ方かたさんによる隊士粛清は俺が防いできたはずなのだが、「切腹しろ」という土ひじ方かたさんの口癖だけは矯正できなかったので、噂うわさに尾ひれがついて「鬼の副長伝説」ができあがってしまったのだろう。

「いえいえ皆さん、うちは新選組ではなくて試し衛えい館かん道場ですから～。切腹とかそういうのはありませんから、ぜひ天てん然ねん理り心しん流りゆうを学んでみませんか～？　これからの時代、剣は天てん然ねん理り心しん流りゆう！　必ず流は行やります！　北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうよりも実戦的なことは、先の将軍さまにお取り立ていただいた新選組の数々の武功が証明済みです～♪」

「そうそう。うちはもともと剣術道場だったんだよー、新選組のお仕事が終わったので本業に戻ったんだー！　みんな、今ならこの新選組一番隊長沖おき田た総そう司じさんが稽古をつけてあげようー！　とりあえず木刀で毎朝素振り一万回からっ！　むふー！」

「……さっさと入門しろ。うちの道場には銭がない。たくあんの在庫も尽きた。今後はわれらがやくざから町を守ってやろうというのだ、入門しないなんて士道不覚悟だぞ」

　入門しないなら士道不覚悟で切腹、入門したらしたで沖おき田た総そう司じの猛稽古に耐えかねて脱走しようとして切腹、どのみち切腹だあ、と見物客たちは土ひじ方かたさんの氷の視線に睨にらまれて震えあがってしまった。

　その視線のきつさと人見知りするぶっきらぼうさ故に初対面の人への印象が最悪というのは、土ひじ方かたさんの悪癖である。

　見物客たちは、みな「俺には大事な家族が……」「持病の癪しやくが……」「もう強くなれなくていい！　剣とは無縁なカタギとして生きていきます！」と尻込みして、試し衛えい館かん道場から蜘く蛛もの子を散らすが如ごとく逃げ去ったのだった。

　以後、「新選組の剣けん鬼きたちが巣くっている」と噂うわさになった試し衛えい館かん道場を訪れる者は完全に絶えてしまった。

　雪の冬山での狩りは多た摩ま育ちの近こん藤どうさんたちには困難。川は凍りつき、海に繰り出すにも船がなく、食糧自給の道を早々と断たれた上に、道場の立ち上げに見事に失敗。

　その上悪いことは重なるもので、洋行中の大おお久く保ぼ利とし通みちから東京の留守政府を預かっていた西さい郷ごう隆たか盛もりが、大おお久く保ぼが準備していた「士族への扶ふ持ちの打ち切り」や「廃刀令」「廃藩置県」といった士族切り捨て政策を続々と実行させたという悲報が箱はこ館だてにも舞い込んできた。同時に帝都東京を防衛する「近この衛え兵へい」が陸軍大将西さい郷ごうのもとに結成されたため、各地の士族たちは反対する暇もなかったという。全国の諸藩はすべて県へと改められ、たとえば薩さつ摩ま藩はんは鹿児島県に。薩さつ摩ま国主の島しま津づ久ひさ光みつも「元殿様」という立場に転落した。「西さい郷ごうははじめから安あん禄ろく山ざんだったが、大おお久く保ぼめ、忘恩の女め狐ぎつねめ！　今まで儂わしは大おお久く保ぼに利用され騙だまされていたのか！」と久ひさ光みつは激怒したというが、後の祭りである。

　電撃的な「第二維新」であり、中央集権政府を一挙に完成させた見事なまでの無血クーデターだった。

　廃藩置県は試し衛えい館かんには関係のない話だったが、道場の立ち上げに失敗したこの時期にいきなり扶ふ持ちの給付を打ち切られたのはあまりに痛手である。新規事業が軌道に乗るまでは支払ってもらえるはずだったのに。どうやら新政府は、最初から士族階級そのものの息の根を止めてしまうつもりだったらしい。つまり、近代日本国家から「武士」を消し去ったということだ。薩さつ摩ま人じんの西さい郷ごうにとっては辛つらい選択だったろうが、大おお久く保ぼのみならず「四民平等」を望み続けていた長ちよう州しゆうの木き戸どや坂さか本もとさんたちの意向もあったのだろう。

　ともあれ、試し衛えい館かんは大騒ぎになった。

「えええ？　私たち士族になったばかりなのに、もう政府から扶ふ持ちをもらえないのっ？」

「不人気な大おお久く保ぼが士族切り捨て政策を強行すれば、各地で士族が大荒れに荒れる。だが士族たちから巨大な人望を得ている西さい郷ごうがやったことならば、士族たちもそう簡単には反乱を起こせない……相変わらずあの二人の息はぴったり合っているな」

「感心している場合じゃないよ土ひじ方かたどの。廃刀令ってなんなのさ？　あたしたちに刀を捨てろと言うのっ？　刀は武士の魂なのにさ！　もう剣術道場の経営なんて絶対に無理じゃないの！」

「いやあ。十年くらいは新政府から扶ふ持ちをいただけると楽観してこうして箱はこ館だてに来ましたが、見事に失敗しましたなあ～。新政府に居残っておけばよかったねー周しゆう平へいくーん」

「どうしましょう周しゆう平へいさん。新選組が解散した際に手て許もとに残った資金は、除隊する平隊士たちに近こん藤どうさんが豪快に配って半減した上、箱はこ館だて道場建設でほぼ使い果たしてしまいました。困りましたね」

「……未来から来ておきながら、すみません……俺は元来、政治には疎うとくて……」

　ここに試し衛えい館かんの面々は、たちまち飢餓地獄に追い詰められたのであった──。




　というわけで、試し衛えい館かんは大至急経営方針を改めて、食くい扶ぶ持ちを稼がなければならなくなった。一応季節は春に向かっていて、山狩りや川釣りは可能になりつつあったが、なにしろ試し衛えい館かんの面々は大食らいばかりなので自給自足生活ではまるで食糧調達が追いつかない。

　ある日の夜、閑かん古こ鳥どりが鳴く稽古場にみんなを集めた近こん藤どうさんは「よよよ」と泣き崩れた。

「江戸に続いてまたしても道場を潰してしまって、ふがいない大将でごめんねえ。新選組の名前が京や江戸で売れていたものだから、必ず門下生が殺到すると甘いことを考えていた私の責任だよ～。ここ箱はこ館だてでは新選組って悪評だらけで～」

「かっちゃんのせいではない。新選組時代に副長だった私の悪評があまりにもアレすぎてかっちゃんの人気を打ち消してしまい、箱はこ館だてで人望を得られなかったことが最大の問題だ。わ、私は責任を取って切腹する。そ、それで道場に人が戻るのならば……」

「いけません土ひじ方かたさん。切腹者など出せば、ますます箱はこ館だての皆さんは怖がって試し衛えい館かんを避けるようになってしまいます。やはり時代は剣よりペンです。道場を畳んで学習塾に改修しましょう。最近、周しゆう平へいさん相手の講義をやっていないので、私なんだか欲求不満で」

「だからよ。山やま南なみちゃん以外に、塾の先生を務められる人間がこの場にいるか？　この源げんさんには無理だぜ。剣術の才がなくても確実に相手を仕留める卑劣な暗殺術くらいしか、おじさんは教えられねーぜ？」

「ボクたちは剣術、槍そう術じゆつ、鉄砲術しか能が無いもんねー。うーん見事にヒトゴロシの技術ばっかりだー。明治の世には要らないかもねー。ボクは山やま南なみさんの門下生になら喜んでなるけどさー。それじゃタコが自分の脚を食べるのと同じで銭は増えないよね、あははっ！」

「……はっ？　かつて京で、エロ医者の松まつ本もと良りよう順じゆん先生が『祇ぎ園おん新選組』を開けばボロ儲もうけできると言っていた……」

「ちょっと斎さい藤とう？　どうしてこちらを見るの？　わたくしを遊郭に売り飛ばして銭を作ろうだなんて絶対に拒否しますわよっ!?　イヤっ、絶対にイヤーっ！」

「そういえば周しゆう平へいは未来から来たんだっけ？　ちょっとずるいけど、未来知識を利用してなんとか金策できないかなあ？　もちろん遊郭はなしだぞっ、あたしたちはこれでも武士娘だもの。結婚するまでちゃんと操みさおを守るんだからねっ！」

　永なが倉くらさんの「操みさお」の一言を耳にした途端に、最後の一切れになったたくあんを囓かじっていた土ひじ方かたさんが真っ赤に頰を染めて「げふんげふん」と咳せき込こんだ理由は、言うまでもない。

「それだ、がらっぱち！　なんかいい商売の種はねーか周しゆう平へい？　これから売り出される富くじの当たり番号を知ってっかー？」

「そうですね、左さ之の助すけさん。今まで新選組一筋に生きてきたので考えたこともありませんでしたが、俺の微妙な未来知識もうまく使えば商売に利用できるかもしれません──超未来技術を用いてＩＣチップやワクチンを製造したりするのは無学な俺には無理ですが、ほんの数年ばかり時代を先取りして文明開化の流れに先乗りし、市場の先行者特権を頂いてしまうくらいならば可能かも」

「先取り、先乗り、先行者？　なるほど。数年後に流行する商売を周しゆう平へいは知っているわけだな！　わかった！　周しゆう平へいの新規事業案に乗ろう！　諸君、最初に新試し衛えい館かん法はつ度とを決めておこう。祇ぎ園おん遊郭路線以外ならなんでもやること！　道場主は引き続きかっちゃんだが、今後は周しゆう平へいを『店長』に据えて、みな周しゆう平へいの商売に文句を言わないこと！　いいな？」

「土ひじ方かたさんは組織作りをはじめると活いき活いきとしますね、ふふ。私も賛成です」

「富くじの当たり番号読みよりも稼げそーだな。よっしゃー！　左さ之の助すけさま、乗ったー！」

「あたしもっ！　祇ぎ園おん新選組以外ならなんでもやるよっ、周しゆう平へい！」

「こほん。遊郭に売られずに済むのなら、わたくしも全面的に周しゆう平へいくんに協力致しますわ」

「あらあら、周しゆうちゃんがいよいよ店長に出世したのね。義母ははは嬉うれしいですよ、よよよ……で、なにをやればいいの～？　坂さか本もとさんの海運事業にいっちょかみする？　あ、でも、船を買うお金も担保もうちにはないもんねえ。せいぜい鴻こうの池いけさんから借金して道場を改築するくらいが限度だよ、ぐっすん」

　これは新選組時代よりも責任重大な任務だ。俺は、さんざん無い知恵を絞った。箱はこ館だては、「一周目」で五ご稜りよう郭かくを本拠として土ひじ方かたさんとともに官軍と戦った戦地。激闘の記憶ばかりが思いだされる。だが思えば「一周目」以前の、未来で生きていた頃の俺にも、箱はこ館だてを旅行した記憶があったのだ。箱はこ館だて戦争の記憶が強烈すぎてほとんど忘れていたが、確か──未来の五ご稜りよう郭かくは展望タワーが建てられた観光スポットになっていて、箱はこ館だて山やまから見下ろせる夜景は日本三大夜景のひとつに数えられるほど美しくて、そして。

「そうだ、思いだしました。まもなく箱はこ館だてで流は行やる商売は──『洋食』です！」

「「「洋食!?」」」

「政治体制だけではなく食文化においても、文明開化・西洋化の波が来ます。もうすぐ、ロシア料理を学んだ料理人が箱はこ館だてに洋食店を開きます。その洋食店が、二十一世紀にまで続く洋食の老舗になります。今風に言えば京の名菓店みたいなものに。ちょっとずるいですが、俺たちが先に箱はこ館だてに洋食店を開いてしまえば、百年続く商売を先取りできます！　これで身売りも遊郭送りもなくなりますよ藤とう堂どうさん！」

「ああ。素晴らしいですわ周しゆう平へいくん！　わたくし、はじめて周しゆう平へいくんが美青年に見えてときめいてしまいましたわ！　はっ？　もしかして、これが恋……？」

「……おい周しゆう平へい。浮うわ気きしたら切腹だぞ。わかっているだろうな？」

「もう新選組は解散したじゃないですかー土ひじ方かたさん。ただ少し問題が……試し衛えい館かんには腕うで利ききの西洋料理人がいません。フリーの西洋料理人を雇いたくてもそうそう見つからないでしょうから料理の味は本家より落ちます。そこをカバーするもうひとつのサービスを付け足さないと、商売にならない恐れが……ですが、未来人ではない武士娘の皆さんにとっては、これは屈辱的なサービスかもしれません」

「よかろう、働かざる者食うべからずだからな。周しゆう平へい、そのもうひとつのさあびすとは？」

「俺の言う通りに働いてくれますね皆さん？　後から掌てのひらを返してもダメですよ？」

「あたしたち武士娘に二言はないよ！　さあ周しゆう平へい、どんな難行苦行でも命じてっ！　この永なが倉くら新しん八ぱちに不可能はないからっ！」

　それは──「メイド喫茶」です、皆さんにはメイドさんになっていただき、来店した客を「ご主人さま」と見なしてご奉仕していただきます、時代を先取りしたサービスの圧倒的な質で料理の味の不備をカバーできますと俺は告げていた。

　西洋へ渡った経験がない土ひじ方かたさんたちは「???」と首を傾かしげていたが、数週間後、メイド服が完成していざ着用させられた時点で、全員が「いやあああああああっ！」「祇ぎ園おん新選組より恥ずかしいよお！」と涙目になって黄色い悲鳴をあげることになり、俺は危うく「貴様、われらを夷い狄てきの女郎にするつもりかっ！　自分の恋人によくもこんな格好を……！　外道め！」「なにこれえ、いやらしすぎる！　これは異国の遊郭衣装じゃないの、よくも騙だましたな周しゆう平へい！」と勘違いした土ひじ方かたさんと永なが倉くらさんに斬られそうになった。

　だが、もはや他に試し衛えい館かんがこの先生き残る道はなかったのだ。




　　※




　そして時は明治二年五月十一日。蝦え夷ぞ地ち箱はこ館だて改め、北海道函はこ館だての新市街地にて──。

「おかえりなさいませ、ご主人さま～♪　メイド長の近こん藤どう勇いさみで～す♪　最新の西洋料理と見み目め麗うるわしいメイド軍団によるご奉仕サービスの数々に癒やされてくださいね～♪」

「……副長の土ひじ方かただ……こっち見るな、斬るぞ。どうして私がこんな恥ずかしい格好を!?」

「一番メイド隊長の沖おき田た総そう司じだよー！　どんな注文でも受け止めてみせよー！　さっさとかかってこい、ご主人どもー！　あっ、お子さまは半額料金でどうぞー！」

　ついに、試し衛えい館かん道場を改装した白塗りの洋館──日本初のメイド喫茶「箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂」が新装開店したのだった。

　メイドさん姿に身を包んで来客をもてなすのは、旧新選組の面々。かつて「人斬り集団」と恐れられた元新選組隊士たちの今の姿を見れば、幕末の京で新選組と白はく刃じんを交えて斬り合ってきた連中はあまりの彼女たちの豹ひよう変へんぶりに腰が砕けることだろう。

　誰よりも、黒執事コスチュームに身を包んだ店長の俺が「これが時勢か……土ひじ方かたさんに斬り殺されても文句は言えない」と頭を抱えていた。

　開店までには様々な苦難というか試し衛えい館かんメンバーによる激しい抵抗運動があったが、「遊郭ではありません」「お触りもありません」「健全な商売です」「メイド喫茶は大正時代にいちど大流行して、二十一世紀に進化した形となってさらに流行するのです」「西洋文明に慣れた未来の女の子にとってはふしだらなものではなくなっています」と何度も何度も土ひじ方かたさんたちに説明して、なんとか納得してもらった。

　説明している間、「周しゆう平へいが女好きで見境がない浮うわ気き者ものに育った理由がやっとわかった。未来の日本人は男女ともに変態になってしまったのだな。やはり攘じよ夷ういが正しかったのかもしれん」と土ひじ方かたさんに思いきり侮蔑の視線を向けられたが、我慢我慢。

　乗りがいい沖おき田たさんは「慣れてみたら、この衣装すっごくかわいいねー♪　ボクはアサギロのダンダラも似合うけれど、メイドさんの衣装も似合うよねー♪　頭のカチューシャが特にかわいーい♪　ダンスの振り付けもばっちりだー♪」とすっかりメイドさんになりきって、開店初日から張り切っている。

「……はい総そう司じ、お手を拝借。ダンス、ダンス……」

「おー！　はじめちゃんとは息もバッチリー！　互いに背中を預け合って戦ってきた『ずっ友』だもんねー！　昨夜覚えた未来語、早速使ってみました！」

「……うん……総そう司じが労ろう咳がいにかからなくて、ほんとうによかった……あとは周しゆう平へいと総そう司じがくっつけばすべて完璧……」

「土ひじ方かたさんが暴れるから、今日はその話はダメだよーあははっ！」

　みんな、かつて真剣を振り回して志士を斬っていたとは思えないかわいい女の子揃ぞろい。しかも運動神経は抜群。ただコスプレさせるだけでは惜しい気がしたので、俺は試し衛えい館かんメイド組にダンスまで教えたのだった。残念ながら俺はあまりこういう世界には詳しくないので、さほど凝った振り付けはできなかったが、こういうものはなんでも最初にやった者勝ちなのだ。

　ちなみに、箱はこ館だてに支店を構えている鴻こうの池いけ善ぜん右衛え門もんさんにお願いして改装資金をお借りした際に、幸運にも腕のいい西洋料理人を調達できた。ボースさんと名乗る謎のインド人なのだが、イギリス料理の達人だという。英国式カリーを作らせてもインド式カリーを作らせても名人級。俺が教えたハヤシライスやボルシチの調理法も、さらにブラッシュアップしつつマスターしてくれた。残る課題は、安定した香辛料調達ルートの確保だけだった。なので料理の味の不備問題は実は半ば解決できているのだが、今さら「もうメイドは要りません」とは怖くて言いだせないのでこのまま押し通す。

　事実、試し衛えい館かんを恐れて接近しなかった箱はこ館だての人たち──主に若い男たちが「箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂」の開店初日に「押すな」「押すな」「俺が先だ」「土ひじ方かたさん、どうか俺を罵ってください！」「俺の顔面を踏んづけてください！」と一斉に目の色を変えて殺到してきた。

　近こん藤どうさんが「よよよ。わが息子ながら周しゆうちゃんってばどうしてこうも天才なの。商売は大成功だわ……」と感激のあまり泣き崩れ、殺到してきた男たちが「ああっメイド長！」「俺たちが貢みつぎますから！」「もう生活の心配はさせませんよ！」「誰がメイド長にいちばん貢みつげるか勝負だー！　俺は英国式カリーを三皿いくぜー！」「俺はインド式カリーを五皿だーっ！」「こっちはナンだ、ナンを十枚！」と盛り上がる中。

　メイド衣装に身を包んだ土ひじ方かたさんは、照れながらもずっと仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

「……ぐぬぬ。こいつら、こうも掌てのひらをあっさり回転させるとは。人間の本質は性欲だな、周しゆう平へい。こいつら全員、士道不覚悟で切腹させてやりたい」

「まあまあ土ひじ方かたさん。働かざる者食うべからずですよ？　遊郭に身売りするよりぜんぜんいいじゃないですか。人斬りとして恐れられてきたみんなも、今日からは箱はこ館だて小町として町のみんなに慕われる立場に。土ひじ方かたさんにも久々に恋文殺到ですよ」

「……わ、私は溜たまった恋文などは箱にまとめて日ひ野のの実家に送りつけるからどうでもいい。剣も恋も一いち途ずであるべきなのだ、私に浮うわ気きの二文字はない──お前もだぞ周しゆう平へい。みんなにメイドさんの格好をさせることでいちばん危惧している弊害が、今までは冷徹な新選組の参謀だったお前がただの惰弱で助平な未来人男に戻って動揺することだ。私と契ちぎっておきながら浮うわ気きしたらどうなるか、わかっているだろうな？」

「……わ、わかっていますよ……でも廃刀令を喰くらったのは痛いですね。新選組で戦ってきてやっと武士になりきれたのに、ほんとうにこのままじゃ未来人時代の俺に逆戻りしそうです」

「だから、私はそれが怖いのだ。お、お前には平和な明治の世でも、どうか気概は武士らしくあってもらいたい。わ、私が惚ほれた近こん藤どう周しゆう平へいは、武士の中の武士だったのだから」

「……はい。心しておきます、土ひじ方かたさん」

　こうして、開店初日は大成功のうちに終わった。

　箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂は、僅か一日にして箱はこ館だてを代表する名物西洋料理店となった。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て、試し衛えい館かん組ぐみはようやく明治の世に生きる道を見つけたのだった。

　だがしかし──明治維新はまだ「完成」に至っていなかったのである。




　　※




　季節は夏に入り、食堂はいよいよ大盛況。試し衛えい館かんの面々の暮らしもようやく安定した。

　休日になるとめいめい、川や海に魚釣りに出かけたり、箱はこ館だて山やまに登って獲物を捜したりという、新選組時代からは想像もできないスローライフを過ごす日々。

　店長を務める俺は調理場のレベルアップとともに、食材の自給率アップにも励んでいた。すなわち。

「ああもう、鶏どもお待ちなさい！　どうしてこの津つ潘はん藤とう堂どう家けのご落らく胤いん・藤とう堂どう平へい助すけが箱はこ館だてでも鶏飼育係をやらされていますの？」

「「「ぴよぴよぴよぴよ」」」

「ひよこたちは、こっち！　芝生の上を散歩よ散歩！　ねえねえ周しゆう平へいくん？　わたくし、ひよこのオスとメスを鑑定する技術がどうしても身につかないんですの。あなたがひよこ鑑定士役をやってくださらない？」

「簡単ですよ藤とう堂どうさん。北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうを究めた藤とう堂どうさんなら、心眼だけで鑑定できるプロのひよこ鑑定士になれます。ついに近こん藤どうさんから天てん然ねん理り心しん流りゆうの免許皆伝も受けましたし」

「……剣術の腕とひよこ鑑定士の才能になんの関係が？　騙だまされている気がしますわ……ま、まあ、遊郭に売り飛ばされるよりはマシですけれどっ！」

　第一の食材──鶏肉と卵の自給率アップのため、箱はこ館だて山やまの麓に養鶏場を開設。京の西にし本ほん願がん寺じで鶏係を勤めた藤とう堂どう平へい助すけさんを責任者に任命。今や当食堂で提供する卵料理の三割は、藤とう堂どうさんが責任を持って飼育した鶏が産んだ日本初の「生産者の顔が見える卵」を使用している。「お稚ち児ごさんなのか女の子なのか判然としないぎりぎりのきわどさがたまらない」と藤とう堂どうさんを推す常連客たちが指名買いしてくれるので、通常の卵料理の三倍の値段で売れる。

　また、第二の食材──豚肉についても。

「ぶきー、ぶきー」

「これじゃ西にし本ほん願がん寺じと同じじゃねーかよ周しゆうの字じ！　どーしていつもおいらが豚さん飼育係担当なんだよー!?　腹が減ってしょーがねーっての！　ああ、とんかつが食べたい……よしよし黒こく王おう号ごうよ、おめーはほんとにかわいいなあ。こんなにかわいいのに、美お味いしくいただけるなんて……胸が苦しいぜ。おいらさー、人斬りって悪いことだったんだなーって近頃やっと命の尊さに気づいたんだよなー。もしかして乙女化してきてんのかナ？」

「なぜか豚たちって左さ之の助すけさんに懐なつくんですよね。左さ之の助すけ印じるしのとんかつは大人気です。いよいよカツカリーの開発完成も間近ですし、引き続き愛情ある飼育をお願いしますね」

「カツカリーってあれか？　謎のインド人のおっさんが煮込んだカリーにとんかつを載せるっていう、冗談みてーなゲテモノ料理か？　ほんとに売り出すのかよ周しゆうの字じ？」

「はい、お客さまたちがカリーに慣れた頃合いを見計らって。いずれ日本全土を征服し、海を越えて世界に飛ひ翔しようする究極の日本料理ですからね。カツカリーは」

「どのあたりに日本食要素が!?」

「白米……ですかね。ただし女の子にはお勧めできません。カロリー過多で太ります」

「わっはっは！　おいらはいくら食っても、食った分以上に運動すっからよ。だいじょうぶだいじょうぶ！　ああでも、この黒こく王おう号ごうをカリーの具にはしたくねーなー。黒こく王おう号ごう、おめーはおいらのベストパートナーだぜ～！」

「ぶきー、ぶきー」

　原はら田だ左さ之の助すけさんに養豚場をお任せして、こちらも左さ之の助すけ印じるしの「生産者の顔が見える豚肉」としてメニューに使用。俺は食堂オープンにあたって、素材だけは千年に一度の美少女である左さ之の助すけさんを、メイド服着用時にはガサツなキャラを封印して愛らしくメイドらしく振る舞うよう調教……いや訓練しておいたので、左さ之の助すけさんの素を知らない左さ之の助すけ推しファンが想定以上に激増。みんな「あのかわいい左さ之のちゃんが泣きながら豚さんを出荷して、とんかつの具に」「俺たちも泣きながら完食しようぜ。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ。左さ之のちゃんの豚よ、どうか極楽へ行ってくれよ」「人間の命って、こうして豚や鶏やキノコに生かされているんだなあ」と合掌しながら料理を完食してくれる。左さ之の助すけ豚ぶたも当然、料金三倍増しだ。

　目下の問題は厨ちゆう房ぼう──調理場である。

「香辛料が足りネーヨー！　インド式と英国式じゃあ、使うスパイスが違うンダヨー！　オキタ、それはターメリックじゃネーヨ、シナモンだっつーノ！　オメー、いつになったら覚えるンダヨー！　あと、カリーをつまみ食いするならちゃんとかき混ぜて食いヤガレ！　混ぜるンダヨ！」

「ボースさんはうるさいなーもー。スパイスって、どれも似たようなもんじゃなーい。そもそも日本の乙女は、ご飯とおかずを手でこねこね混ぜて摑つかみ食ぐいしないよー。スプーンちょうだーい♪」

　頭にターバンを巻いたインド人料理人、コック長のボースさん（年齢不詳経歴不明）が、にわか仕込みの日本語を駆使して今日もまた沖おき田たさんと口ゲンカしていた。ボースさんは誰に教わったのか、日本語で喋しやべる時は常にケンカ腰なのである。英語で喋しやべっている時はずいぶん落ち着いた紳士なのに。彼に日本語を教えた人が江戸っ子だったのだろうか？

「にゃーお♪」

「あーっ、オキタテメー！　猫を厨ちゆう房ぼうに入れるンジャネーヨ！　何度言ったらわかるんダ、不衛生ダローガヨー！」

「いいじゃーん。この子をカリーの具にしちゃダメだからねーボースさーん♪」

「入れネーヨ！　カリーに入れていいのはカエルまでだヨ！」

「カエルはいいのー？　インド人ってカエル食べるのー？」

「食わねーヨ！　トードーのオムライスが売れすぎて鶏肉が足りてねーんだヨ！　あげく牛まで煮込まされるし！　インドじゃビーフカリーはタブーなんだヨ！」

「でもでも。英国式カリーは牛肉でしょー？」

「あれはエゲレス人どもに強制されて仕方なく作ってたんだヨ！　でもウメーヨナ、ビーフカリー！　インド人もビックリダヨ！」

　インドの本格香辛料を調達するのはなかなか難しい。常に「スパイスが足りネーヨ！　日本でカリー料理を安定供給なんて無理ダヨ！　ネギ入れたりカエル入れたり醬しよ油うゆ入れたり、もはやカリーでもなんでもネーヨ！　あとインド人はこんなにナン食わねーヨ！」と難題続きで頭を抱えているボースコック長にとって、猫を連れて調理場でつまみ食いを繰り返す沖おき田たさんは倒すべき駆除対象であった。

　でも、なんだかんだ言って、二人は仲良くケンカしているらしい。

「テンチョー！　オキタに猫を連れ込むなと言ってヤッテクレヨ！　あと、新作メニューのカツカリーっていったいナンダヨ？　ワケワカンネーヨ！　でも試食したら危うく昇天しかけるほど美う味まかったゼコノヤロー！　テメー、サテハ天才カ？」

「はい。いずれ日本を征服する勝利を約束された料理です。ボースさんの名はカツカリーとともに未来永えい劫ごう、日本史に刻まれますから。正式メニュー化目指して頑張りましょう」

「ガンバルけども、猫娘を厨ちゆう房ぼうに入れンナヨー！　オラあっ小娘、石せつ鹼けんで手ぇ洗エ！」

　……

　こうして、箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂の騒がしい日々が過ぎていく。

　もう新選組も解散したし、完全に歴史が分岐してしまって俺の知らない世界に突入してしまったしで、俺は一時「これからどうすればいいのか」と悩んだこともあった。だが、試し衛えい館かんのみんなと新時代を生きていくために店長に任命されて以来、忙しくも充実した毎日を過ごしている。




　その日の午後、俺たちは食堂一階の客席を囲んでお手製のディナーをいただき、そのまま恒例の酒盛り宴会に突入した。メイドさんの衣装が似合う土ひじ方かたさんはすっかりワイン好きになっていて、日本酒派の永なが倉くらさんに「完全に武士の魂を捨てたねー」とからかわれているが、素知らぬ顔。近こん藤どうさんは下戸なのでレモネードを頂いている。そして子供舌の沖おき田たさんは「カリーって美お味いしいけどかっら～い！　二口が限界！　ハヤシライスをお願い！」とはちみつ入りの甘口カリーにすら舌を痺しびれさせていた。

　近こん藤どうさん以外の全員が酔っ払ってできあがったところで、恒例のヤバい話題に──。

「ひっく。一時は遊郭落ちの危機だったが、無事に食堂経営も黒字化したし、そろそろ結婚して落ち着いてもいいのではないか周しゆう平へい。というか、いつまで私を独身のまま放置しておくつもりなのだ貴様は。士道不覚悟だ、切腹しろ！　ひっく」

「あらあら。そうねえ～周しゆうちゃんも店長職が板に付いたし、所帯を構えるいい機会よね～。とうとうトシちゃんが私の義理の娘になる日が来るんだねえ～♪」

「……まだ周しゆう平へいを養子にしているつもりだったのか、かっちゃんは」

　いいねえヒューヒュー！　と左さ之の助すけさんたちがはやし立てる、そして、ここでいつもの通りに沖おき田たさんと斎さい藤とうさんが「待ったー！」と楽しそうに騒ぎだすのである。基本的に、いつも斎さい藤とうさんが酔った沖おき田たさんをけしかけて遊んでいる。

「周しゆう平へいくーん、ボクもお嫁さんにしてー！　本妻が土ひじ方かたさんで、ボクはお妾めかけさんでいいよ？　もう労ろう咳がいにかかることもないだろうし、いいよねー？　ね？　ね？　ういうい」

「……総そう司じの運命を変えた以上、責任は最後まで取るべき……剣一筋に生きていた総そう司じがその剣を取り上げられた今、総そう司じを生かす道は恋あるのみ。自分はあくまで総そう司じを推す」

「またお前たちは!?　そ、総そう司じは悪酔いするからアルコールは飲むな！　かっちゃんもなんとか言ってやってくれ。試し衛えい館かん食堂がなし崩し的に周しゆう平へいの爛ただれたハーレムになってしまうなんて冗談じゃないぞ!?　局きよく中ちゆう法はつ度とを復活させるしかなくなる！」

「そうねえ～。みんな青春を捧ささげた剣を失って、心にぽっかり穴が空いてるのよね～。かく言う私も、みんなと騒いでいないと急にしおしおになっちゃう夜も。もうしばらく、今の生ぬるい友達関係のまま楽しく過ごす～？」

「私は、土ひじ方かたさんと周しゆう平へいさんは早く結婚したほうがいいと思います。周しゆう平へいさんは生真面目な殿方ですが、酒の席の冗談でも二人の女性との同時交際を公認してしまうと、いずれ勝かつ海かい舟しゆう先生や慶よし喜のぶ公こうのように際限なくお妾めかけさんを増やしていくおそれが──殿方の性とはそういうものです。あまり甘やかすのも周しゆう平へいさんにとってよくないかと」

　緩い近こん藤どうさんは相変わらず男女の問題には適当だったが、「勝かつ海かい舟しゆう」の名を出した山やま南なみさんの目は笑っていなかった。勝かつ先生は江戸の町を救った偉人だが、なにしろ家に本妻とお妾めかけさんを片っ端から住まわせてリアルハーレムを築いている困った御仁だからな。山やま南なみさんは勝かつ海かい舟しゆうのそういう女性にだらしないところが耐えがたいらしく「周しゆう平へいさん？　師匠の私生活を真ま似ねしてはいけませんよ？」と微ほほ笑えみながらもちょっと怖い声色で忠告を発してきた。

　むろん俺は土ひじ方かたさん一筋なので山やま南なみさんに全面賛成なのだが、「そんなのつまんねー！　もっとドロドロやり合えよ、おらー！　おいらがハーレムに入ってやろっか周しゆうの字じ？　『ご主人さま、どんなご命令でも左さ之のに申しつけてくださいね？　精一杯ご奉仕させていただきますう』って恥じらいながら囁ささやいてやっからよー！　どう、興奮した？　ん？　ん？」と泥でい酔すいした左さ之の助すけさんが茶々を入れてきたので、この日の宴会もたちまちカオスと化した。この人がメイドさんになりきると、破壊力が凄すごいな。一瞬くらっと来た。

「源げんさん、源げんさん。数少ない男子組なんですから、この場を収拾してくださいよ」

「さてな。俺ぁ剣術娘は遠くから眺めて愛めでる主義でな。夢は夢だから美しいのよ。現実の修羅場はやだやだ。それより、箱はこ館だてにいい後家さんがいるんだよー周しゆうの字じ！　二人の子持ちなんだが、脈アリと見たぜ！　この源げんさんもついに所帯を構える時が来たかもなーっ！　あの人こそ、おじさんの母になってくれる人かもしれねえーっ！」

　剣術娘に独自の美学を持つ源げんさんは相変わらず、試し衛えい館かん組ぐみの恋愛話には決して立ち入ろうとしない。

　さらにこの日は、東京から珍しい旧友が招かれて途中参加したので、いつもよりも宴会は混乱した。

「おめーさんがた、面白ぇ話してんじゃねーか！　いやあ、西洋メイドさん姿のお嬢さん方のまあ愛らしいこと！　ここはまさに夢の祇ぎ園おん新選組だあ、竜宮城だあ！　文明開化、万歳万歳万々歳！　さっさとハーレムにしちまいナ周しゆう平へい！　『英雄色を好む』だ！」

　そう。京で沖おき田たさんたち新選組隊士を診察してくれていた、あの松まつ本もと良りよう順じゆん先生である。通称エロ医者。かつて「祇ぎ園おん新選組を開けばボロ儲もうけだゼ」と言いだした張本人だ。今は新政府で医学関係の仕事に就いている。西洋医師を養成する官製の学校を運営したり、医学関連の法体系の整備に関わったりと相当に忙しそうなのだが、どうして箱はこ館だてに？

「え？　ん、んー、まあナ。俺もちょっとばかり夏休みが欲しくてヨ？　目の保養に来たのヨ、目の保養に。箱はこ館だては涼しいしヨ、避暑地に最適だゼ！　あとは海水浴だナァ。周しゆう平へいヨ、海水浴に出かけて試し衛えい館かんの別べつ嬪ぴんさんたちに水着を着せりゃあ、合法的にこの娘さんたちの芸術的な半裸姿を拝めるゼ……ゴクリ」

　松まつ本もと先生は「海水浴は健康にいい」と言いだした日本初の「海水浴論者」なのだが、実はとにかく女子の水着姿が見たいだけらしかった。

「こほん、松まつ本もと先生。海水浴とは例のあれですか、みんなで水着を着て海で泳いだり砂浜でスイカを割ったりするという……われらは一向に構わぬのですが、周しゆう平へいが参加するのは反対です。私と二人きりなら構いませんが、かっちゃんや総そう司じの水着姿を周しゆう平へいに見せたら、周しゆう平へいが勝かつ海かい舟しゆうと化して試し衛えい館かん食堂は酒池肉林のハーレムに！　阿あ房ぼう宮きゆうにされてしまいます！　そんなことになったら私は、周しゆう平へいの頭を木刀で叩たたき割わらねばならなくなる！」

「土ひじ方かたちゃんは相変わらずお堅いネエ。お前さんは押しも押されもせぬ周しゆう平へいの本妻なんだからドーンと構えてりゃあいいノヨ。お友達の水着姿くらい見せてやれや。あ、俺も付いて行っていい？　いい？　海には危険が一杯だ。いざという時に医者がいると便利だゼ？」

「お断りします！」

「慶よし喜のぶサンもやっと徳とく川がわ家けから解放されて、女好きの本性を剝むき出だしにして楽しそうだぜえ周しゆう平へい？　将軍になっても、政治が絡からんでいる大奥には決して寄りつかなかったのにヨ。『自由とは実に素晴らしい。余は自由だ』と勝かつ海かい舟しゆうと競うように本気で真剣に女遊びに邁まい進しん中ちゆうヨ。おめーも試し衛えい館かんのお嬢さん方を全員嫁にしちまいナ、ガハハ！」

「……エロ医者、殺すぞ」

　土ひじ方かたさんの酔いが覚めてきた。やばいやばい。明日の朝、俺がこってり𠮟られる。しまいには「土ひじ方かたさんと結婚しますと早く宣言しろ！　私のほうから言いだせるわけがあるか、男のお前が言うのだ！　それとももう私の身体に飽きたのかっ？」と泣かれてしまう。なんで剣を抜けば万ばん夫ぶ不ふ当とうの英傑なのに、色恋の道に関してだけは乙女らしく奥手なのかなこの人は。さすがは豊ほう玉ぎよく宗そう匠しようというか。

　よし、やるか。俺は意を決して、酔った勢いで土ひじ方かたさんとの結婚を宣言しようと──。

　だが。

　招いていない珍客がこの時、松まつ本もと先生より少し遅れて飛び込んできた。とてつもない爆弾が投げ込まれたかのようなものだった。このために俺は宣言する機会を逸してしまった。

「近こん藤どう氏うじ、お久しぶりでござる！　元京都見み廻まわり組ぐみの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうにござるよ、うわははは！　本日は松まつ本もと先生に同行して箱はこ館だてに参った──箱はこ館だてに移住し近こん藤どう氏うじに結婚を申し込むためでござる！　この通り！　どうか拙者の生涯の伴侶になってくだされ、近こん藤どう氏うじ！」

　江戸で京で剛勇を誇った「小こ太だ刀ち日本一」の達人・佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう。近こん藤どうさんに心酔するあまりあれこれ親切にしてくれたのだが、熱意が空回りして近こん藤どうさんをいつも困らせていたという奇妙な大男。そのため、近こん藤どうさんは彼を極度に苦手にしている。

　うげっ!?　と近こん藤どうさんがたちまち顔を引きつらせる。

「拙者は坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺に加わり新選組を破滅寸前に追いやった愚か者、無理難題ということは承知の上。が、武士の魂たる刀を奪われた拙者にはもう近こん藤どう氏うじしか見えぬのでござる！　結婚してくださらぬのなら拙者この場で潔いさぎよく切腹致す覚悟！　さあ、この首を虎こ徹てつで落としてくだされい近こん藤どう氏うじ！　妻になってくれぬのならば、せめて介かい錯しやくを！　それで拙者は大往生できまする！　せめて、せめて！　後生！　お慈悲！」

　土下座──これ以上の角度はもう無理という完璧な土下座。

　いい感じにアルコールが回ってきて頰を赤らめた松まつ本もと先生が「俺はウゼエから付いてくんなつったんだけどヨ、勝手に来ちまった。どうするヨ近こん藤どうちゃん？　結婚してやっか？」とニヤニヤ笑いながら修羅場を肴さかなにワインをぐびぐびと飲み干していく。

「……え、え、ええと～。ざ、残念ながら一歩遅かったということで……わ、私にはもう婚約者が……ですから決して佐さ々さ木きさんを袖にするというわけでは。ただ少しばかり時期が悪かったということで……切腹は思いとどまっていただけませんか～？」

「婚約者ですとっ？　拙者を振るわけではないと？　ならば、生きてさえいれば拙者に次の順番が回ってくる希望が……了解致しました！　男佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、生涯の最後に隣に近こん藤どう氏うじがいてくれればそれでよい！　ですがいったい誰です、その婚約者とは？　拙者、常に近こん藤どう氏うじを監視しておりましたが、近こん藤どう氏うじに男の影などついぞ見たことがない」

　言い逃れの作り話なのであれば、拙者は抗議のために今すぐ自決しますぞ！　と佐さ々さ木きは泣きながら吼ほえる。っていうか監視してたのかよ。愛が拗こじれているというか、困った人だな……ああもう。店内で切腹されたらまた閉店じゃないか、やめてくれ。

　土ひじ方かたさんが源げんさんに（かっちゃんの婚約者だと言い張ってくれ）と囁ささやくが、源げんさんは（俺には狙っている後家さんがいるんだ、やだね）とそっぽを向く。まずいぞ。近こん藤どうさんは噓うそが下手なんだ。すでに目が泳ぎ、冷や汗をかきまくっている。絶対、すぐに噓うそだとバレる。バレたら佐さ々さ木きは人生に絶望して切腹だ……試し衛えい館かん食堂、閉店！

「え、ええと～。そ、それは……そう、養子の周しゆうちゃんで～す！　実は養子というのは世間を欺くための方便！　ほんとは、私と周しゆうちゃんは恋仲だったんです～！　こうして箱はこ館だてで自活できるようになったので、この夏にも晴れて夫婦になる予定です～♪」

「お、俺っ!?」

「もう親子のふりをしなくてもいいのよ～、あ・な・た♪　一緒に試し衛えい館かん食堂を繁はん盛じようさせていきましょうねえ～、旦那さま♡　んちゅっ」

「……???????」

　近こん藤どうさん……試し衛えい館かん食堂とご自分の貞操を守りたいという気持ちはわかるのですが……これは……この接せつ吻ぷんは……いや、佐さ々さ木きを諦めさせるには、これくらいやらないと無理だということはわかるのですが……。

「うおおおおん!?　そうでござったかーっ!?　わが恋愛に一片の悔いなし！　近こん藤どう氏うじ、周しゆう平へい氏うじ、おめでとうございまする！　お幸せに！　拙者、潔いさぎよく身を退きまする！　そして、草葉の陰から二人の破局を何十年でもお待ちしておりますぞーっ！　これにてご免っ！」

「ぶわっはっはっは！　佐さ々さ木きが泣きながら走り去ったゼ！　こいつはすげぇ！　噓うそから出た実まことだ、このまま近こん藤どうちゃんも嫁にしろ周しゆう平へい！　佐さ々さ木きは今後も近こん藤どうちゃんをずっと監視してるゼ、噓うそだとバレたら箱はこ館だてに血の雨が降るゼ～ッ？　佐さ々さ木きがてめえの腹をかっさばいて降らせる自害の血雨だがヨ～」

「かっちゃんっ？　こらっ、周しゆう平へいと接せつ吻ぷんするなーっ！　返せ、戻せっ！　私の男だぞっ！」

「だ、だって、佐さ々さ木きどのを切腹させないためには、これしか……この先もずっと監視されるってほんとうなの～？　どうしよう？　もう結婚しちゃうしかないかな、周しゆうちゃん？」

「え、ええええええっ？　いや、俺はその、土ひじ方かたさんとですね？」

「噓うそ～っ、近こん藤どうさんがいきなり抜け駆けしたーっ!?　土ひじ方かたさんとの姉妹の絆きずなはどうなるのー？　これは……本ほん能のう寺じの変へんだーっ！　下げ克こく上じようだーっ！」

「……自分はあくまでも総そう司じを推す。これより試し衛えい館かんは、近こん藤どう派は、土ひじ方かた派は、沖おき田た派はが鼎てい立りつする三国時代に突入する……すべてこの斎さい藤とう一はじめに任せて、総そう司じ」
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「げーっ、なんだこの展開？　幼なじみの姉妹分同士で男の取り合いたぁ、面白ぇーっ！　左さ之の助すけさまは近こん藤どう局長につくぜーっ！　池いけ田だ屋やよりも燃えるじゃねーかよ、このドロドロの恋愛修羅場はよー！　なんか盛り上がってキターッ！」

「じゃ、じゃあ、あたしも近こん藤どうどのの派閥につくよ。左さ之の助すけがつくならさ。でもさ、まさか二人はほんとにそういう関係だったのっ？　もしかして京時代からっ？　それって、土ひじ方かたどのが収まらなくないっ？」

「んもう、試し衛えい館かん一の美少女であるわたくしが派閥の長になれないなんて納得いきませんわね。まあでも江戸以来さんざんただ飯を食べさせてもらった恩義があるし、近こん藤どうさんにつくしかないかしら」

「……むむむ。最悪のさらに下を行く地獄の修羅場になってしまったようです、箱はこ館だて試し衛えい館かんは。ですから早く土ひじ方かたさんと結婚しろとあれほど言いましたのに。この山やま南なみはあくまでも土ひじ方かたさんを後押ししますね？　ハーレムはいけませんよ周しゆう平へいさん？　い・い・で・す・ね？」

　貴様ら全員士道不覚悟で切腹しろ、と土ひじ方かたさんは怒りを抑えながら静かに呟つぶやいていた──白い壁に向かって。

　もう佐さ々さ木きを闇討ちするしかないんじゃないかと俺は思った。が、相手は小こ太だ刀ち日本一。しかも近こん藤どうさんのこととなると尋常ではない気き組ぐみを発してくる怪物。すっかり剣の腕が鈍なまった今の俺がそう容易たやすく倒せる相手ではない……三さん千ぜん世せ界かいでまた鴉からすを殺し続けて死に戻れる自信もないし。これは、詰んだかもしれない。

　この夜から、箱はこ館だて試し衛えい館かんは俺を奪い合う三国鼎てい立りつ状態となってしまった。

　だが、これは来きたるべき大動乱の幕開けにすぎなかったのだ。




　　※




　誰も予期していなかった珍妙な「第三の男」が客として不意に来店したことが、思えば「発端」だった。

「おおお、これが文明開化でごわすか。おいは噂うわさの『びいふかりい』を食したいでごわす」

　ヨーロッパでしつらえたピカピカの洋装軍服に、金作りのド派手なサーベル、そして思わず鼻を突くほどにたっぷりとフランスの香水を振りかけていたその男は、忘れたくても忘れられない相手だった。

　そう。かつて京で佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと組んで坂さか本もと龍りよ馬うまさんを暗殺しようとした薩さつ摩ま藩はんの「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」こと中なか村むら半はん次じ郎ろうだったのだから。

　人ひと懐なつっこい笑みを気軽に振りまき、しかもとんでもない西洋かぶれ姿になってはいたが、その鋭い眼光は一目見たら誰だって忘れられるものではなかった。

「中なか村むら？　貴様、いったいなにをしに来た？　なんだその格好は。もしやまた大おお久く保ぼに命じられて試し衛えい館かんを潰しに？　うちは健全な食堂だ、腹黒い隠し事も企たくらみもなにもないぞ！」

　真っ先に反応したのは、もちろん土ひじ方かたさん。すわ人ひと斬きり半はん次じ郎ろうが試し衛えい館かん食堂を襲撃に来たと思い込んで、半はん次じ郎ろうのテーブルへと突進。しかし、ついメイドさんの習性で「とりあえずお冷やだ、ほら。メニューはこちらだ。暴れるなら、なにか注文して食ってからにしろご主人さま」と無意識のうちにルーチンワークを済ませてしまうその姿は、土ひじ方かたさんも丸くなったなあと愛らしくもあり、これが幕末の京を震しん撼かんさせた鬼の副長の今の姿なのかとちょっと哀かなしくもあり。

「なにしに来たのさ中なか村むらどの？　もう幕末は終わったの。あたしたちは箱はこ館だてで静かに暮らしているんだから放っておいてくれないかな？　剣で勝負したいというのなら裏庭に回ってくれる？　メイドさん衣装だと動きづらいから、着替えないといけないし」

「……サーベルを店内に持ち込むとは……やる気？　総そう司じを斬りに来たのなら、この斎さい藤とう一はじめが相手する……」

　永なが倉くらさんと斎さい藤とうさんも、中なか村むら半はん次じ郎ろうの出現に驚いて一斉に詰め寄った。

　だが中なか村むら半はん次じ郎ろうはけろりとした表情で、

「おいは今、休暇中じゃ。この軍服は格好がいいので気に入って着ちょるだけじゃ。サーベルも抜かん、抜かん。実は中身は日本刀じゃ、おいは身なりは文明開化したが魂までは西洋にかぶれちょらん。新選組もずいぶん垢あか抜ぬけてええおなご揃そろいになったのう、ここが遊郭でのうて残念じゃ。あっはははは！」

　と陽気に高笑いしていた。なぜかわからないが、半ばヤケクソ気味に聞こえる。土ひじ方かたさんたちが啞あ然ぜんとしている中、「いいから、びいふかりいを。おいは腹ん減った。つらか～」と中なか村むら半はん次じ郎ろうは付け加えた。

「まあ佐さ々さ木きも来店したことだし、同類の中なか村むらが来てもおかしくはないが……どうしてわざわざ箱はこ館だてに？　別に新選組に会いに来たわけではあるまい」

「おいは今、蝦え夷ぞ地ちを旅行して歩いちょる。近頃、西せ郷ごどんが蝦え夷ぞ地ちにご執心なんじゃ。新政府ばやめて蝦え夷ぞ地ちで猟師になりたいと言うて聞かん。おいたち薩さつ摩ま士族も、東京で暇しちょるくらいならロシアに備えるべく蝦え夷ぞ地ちで屯とん田でん兵へいをやりたかと思うちょる。いやあ、近こん藤どうどんが箱はこ館だてで食堂を開いちょると知ったら、西せ郷ごどんはさぞ羨みもそ」

「なにが羨ましいだ！　西さい郷ごうと大おお久く保ぼが士族の息の根を止める政策を矢継ぎ早に繰り出すから、われらは生活に困ってメイドさんになってしまったのだ！　遊郭かしからずんばメイドさんという苦境に落ちたのは西さい郷ごうのせいだ。西さい郷ごうにそう伝えろ、中なか村むら！」

「断りもす。西せ郷ごどんが哀かなしむ顔ば見とうなか。あんお人は、士族にいたく同情しちょる」

「バカな。自分で追い詰めておいて、なにを同情することがある？」

「西せ郷ごどんは、そういう情の深かお方じゃ。おまんらにはわからん。幕府に仕えながらのうのうと幕府解体の仕事に加わって、明治の世が来るなり遊郭のごつ食堂で戯たわむれちょるおまはんらにはな。もはや新選組は剣を捨て、武士をやめた、ただの色気づいたおなごに戻った。西せ郷ごどんにそう伝えてよかか？」

　土ひじ方かたさんが思わずこめかみに青筋を立てて「新選組を愚弄するか。貴様、抜け」と言いかけると同時に、血相を変えた永なが倉くらさんと斎さい藤とうさんが中なか村むらの前に立ちはだかっていた。

「その言葉は聞き捨てならないよ！　あたしだってほんとうは、武士としてもっと剣を振るいたかったんだから！　そのために剣に青春を捧ささげて血みどろの修行と実戦を重ねてきたんだからっ！　あたしの剣は、ぜんぜん燃え尽きてない！　でも、あたしは試し衛えい館かんの仲間を死なせたくなかったの！　誰も失いたくなかった！　こうする道が最善だったのっ！　他にどうしろと言うのさっ!?」

「……ケンカを売りに来たのなら、この斎さい藤とうが買って出る……土ひじ方かたさんや総そう司じと立ち合いたいなら、最初に斎さい藤とう一はじめを斬ってみせて……自分も、いまだに夜ごと腕が泣いている。まだ剣士として戦いきっていない、斎さい藤とう一はじめの剣にはまだ成すべき仕事が残されているはずだと……人ひと斬きり半はん次じ郎ろうから決闘を挑まれるのならば、望むところ」

　永なが倉くらさん。斎さい藤とうさん。「未来」を俺が改変してしまったために、試し衛えい館かんの仲間たちは明治の世を生きられるルートへと進んだ。だが、仲間たちの命と引き換えに失ってしまったものもあった。それは「剣」。武士として完全燃焼するという剣術娘たちの夢を、俺は道半ばで奪い取ってしまったのだ。

　とりわけ、永なが倉くらさんと斎さい藤とうさんは本来、新選組が五ご稜りよう郭かく・箱はこ館だてで壊滅してもなお生き続け、戦い続けるはずだったかもしれない人だ。二人は途中で近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんと別れ、独自に官軍と戦っていた。しかも、死んだという話は最後まで聞いていない。永なが倉くら新しん八ぱちと斎さい藤とう一はじめは、剣士として、武士として、ほんとうは最後の一花を見事に咲かせる運命の持ち主だったのかもしれない。

「断る。おいは武士とは斬り合うが、食堂でメイド娘とは斬り合わん。そいは薩さつ摩ま武士がやることではなか。もしも戦場で出会うたらその時には、近おう江み屋やでの決着ばつけもそ──じゃどん、おはんらが戦場に出る機会はもうなさそうじゃの。それよりも早う、びいふかりいを。腹ん減りすぎておいは死にかけちょる、頼む。頼む」

　煽あおるだけ煽あおって飯を食わせろたあ上等だー！　塩を撒まけ塩をー！　おととい来やがれってんだー！　と短気な左さ之の助すけさんが辺り構わず塩を投げはじめた。ダメですよ、室内の金モノが錆さびちゃいますよ！

「わかった、わかった。おいが悪かった、すまん。許してたもんせ。あの凄すご腕うで剣客集団の新選組がこうも変わったかと思うと、武士としてつい寂しくなってしもうただけじゃ。武士の世は、ほんとうにこのまま終わってしまうのかと……西せ郷ごどんがやったこととはいえ、西せ郷ごどんを動かしちょる黒幕は大おお久く保ぼじゃ。あの女にはおいもさんざん煮え湯を飲まされちょる。京で坂さか本もと暗殺を唆そそのかされた結果、西せ郷ごどんにおい一人がこっぴどく𠮟られて、大おお久く保ぼはお咎とがめなし。あの女は昔から西せ郷ごどんの人望を利用するだけ利用してやりたい放題。無欲な西せ郷ごどんが権力や名声に頓着せんのをいいことに、いつの間にか新政府を一人で牛耳っちょる。西せ郷ごどんの竹馬の友じゃどん、おいはどうにも苦手じゃ……いや、他人の悪口などは薩さつ摩ま武士らしくなか。今おいが口走った言葉は、忘れてやってもんせ」

　中なか村むらは新選組にケンカを売りに来たわけではなかったらしい。西さい郷ごうを取り込んで容赦なく士族を滅ぼそうとしている大おお久く保ぼの非情さに憤いきどおっていて、メイドさんと化した新選組につい不満を漏らしただけのようだった。

　毒気を抜かれた土ひじ方かたさんたちは「あの中なか村むらが、ずいぶん愚痴が多いな」「幕末の頃は無口だったのにさ」「……あの無表情さは、人斬りになりきっていたから？」と中なか村むらにあれこれ尋ねた。が、中なか村むらは「びいふかりいを……」と懇願するばかりで、それ以上は愚痴らなかった。自分としたことが旅先で旧知の面々と再会してつい喋しやべりすぎたと気づき、己を恥じたのかもしれなかった。

　ともあれ、中なか村むら半はん次じ郎ろうの唐突な訪問はこの一度きりに終わったが、これが後々の騒動の伏線となるのである。

　永なが倉くらさんと斎さい藤とうさんがなにかを思い詰めるような表情を時折見せるようになったのも、この日からだった。自分は武士としてまだ成していないことがある、と二人は気づいてしまったらしい。
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　中なか村むら半はん次じ郎ろうどころではない厄介な訪問者が箱はこ館だてを訪れたのは、その数ヶ月後。夏も真っ盛りの季節だった。

　その訪問者は、松まつ本もと良りよう順じゆん先生や佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうのように商船に乗り込んで箱はこ館だてへ来たのでもなければ、中なか村むら半はん次じ郎ろうのように旅行客として箱はこ館だてを訪れて食堂に来たのでもない。

　なんと自ら艦隊を率いて、数千の兵力をもって箱はこ館だてを一日にして占領してしまったのだ。

　朝起きたら、箱はこ館だてが謎の武装勢力に奪い取られていた。完全な不意打ちで誰一人抵抗する暇もなかった。戦闘が起きたり町に放火されたりしなかったのは幸いだったが、俺と土ひじ方かたさんが「なんなんでしょう？」「大将は誰なんだいったい」と呆あつ気けにとられているうちに、よりによってその武装勢力を率いる大将が箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂に乗り込んできたのだった。




「ハーイ、お元気～？　ミーは新政府海軍総裁、榎えの本もと武たけ揚あきと申しマース！　長崎海軍伝習所で勝かつ海かい舟しゆう先生に弟子入りし、オランダに留学して本場ヨーロッパの海軍政治外交もろもろを学んで来たエリート中のエリートデース！」

　榎えの本もと武たけ揚あき。俺が勝かつ先生の弟子になって「お前さんはほんとうにバカだね。脳みその中には剣が詰まってんじゃねえのかい」と𠮟られていた頃、この姉弟子にあたる榎えの本もと武たけ揚あきは幕府屈指のエリート幹部候補として頭角を現していた。勝かつ先生にならってアメリカ留学する予定だったが、南北戦争が激化したために予定を変更してオランダへと渡ったところまでは知っている。もともとなにごとにも影響されやすいお調子者の彼女はどうやらそのオランダで共和主義（未来語で言うところの民主主義）に思いきりかぶれたらしい。オランダは宗主国スペインを相手に独立戦争を戦った歴史を持つ国だからかな。

「ハーイ周しゆう平へいクーン、おひさ～♪　好こう色しよく一いち代だい男おとこの勝かつ先生を見習ってハーレムを築いたって噂うわさはほんとうナノ？　ナノ？　ナノ？　ノンノンノーン！　これからの日本では、男女は平等！　婚姻は一夫一妻！　幕府時代のお妾めかけさん制度は国際的にタブー！　ハーレム、よくないデース！」

「な、なんでエセ外国人みたいな口調になってるんです、榎えの本もとさん？」

「オーウ。オランダ、デンマーク、セントヘレナ島を巡っているうちに外国人の口調が伝う染つったのデース！　周しゆう平へいクーン、再会を祝してハグしましょうハグ！」

　もともと乗りのいい人だったが、会わないうちに異様にフランクになっている!?

「ちょ、ちょっと待て！　誰だお前は!?　なぜ艦隊を率いて箱はこ館だてを占領している？　私の周しゆう平へいに抱きつくな！　周しゆう平へいに触るな！　ああもう、これは悪夢かっ!?」

「まあまあ。イバハチから聞いていた通りの役者顔の美人さん！　あなたが噂うわさの新選組の鬼の副長、土ひじ方かた歳とし三ぞうどのですネー？　今、東京ではイバハチとあなたの錦絵が売り上げ一位を競い合ってマース！」

「……お前、イバハチの知り合いなのか？」

「イエース！　イバハチとは東京ですっかり意気投合して、一緒に連れてきまシター！」

「じゃーじゃーん！　ひっさしぶり～土ひじ方かたちゃん！　イバハチちゃんこと心しん形ぎよう刀とう流りゆうの達人伊い庭ば八はち郎ろう、旧幕府旗本勢を連れて箱はこ館だてにいざ見参～！」

「い、イバハチまで!?　お前ら、いったいなにをやっている!?　まさか今さら幕府を復興するなんて言うんじゃないだろうな？　もう徳とく川がわ家けは大政を奉還したのだぞ？」

「それは榎えの本もつちゃんに聞いてー。イバハチちゃんはお腹なかが減った！　試し衛えい館かん食堂名物料理の英国式カリーを注文しちゃう！　ねえねえ土ひじ方かたちゃ～ん。カリーってう○こにしか見えないって噂うわさだけど、ほんとに美お味いしいの～？」

「営業妨害するな！　う○こじゃないっ！　ウコンを使っているから黄色いだけだ！」

「えー。う○こもウコンも似たようなものじゃ～ん」

　伊い庭ば八はち郎ろう。藤とう堂どうさんと並ぶ小柄な女の子で、土ひじ方かたさんがちっちゃくなったような美少女だが、江戸旗本時代は一子相伝・心しん形ぎよう刀とう流りゆうの達人にして「伊い庭ばの小こ天てん狗ぐ」「イバハチ」と呼ばれた江戸一番の人気者。いわゆる今で言うアイドル的な存在だった。

　直参旗本ながら武家よりも町人との交際を好む庶民派で、江戸で胡う散さん臭くさい薬を売っていた土ひじ方かたさんと親しかったイバハチさんだが、浪ろう士し組ぐみ上じよう洛らくの時には「講こう武ぶ所しよの仕事があるから」としぶしぶ浪ろう士し組ぐみ参加を断念。名門伊い庭ば家けの天才剣士はあの江戸講こう武ぶ所しよで働いていたのだ。

　後にイバハチさんは、将軍警護のお役目を命じられて一時上じよう洛らくし、しばらく京に滞在して新選組副長の土ひじ方かたさんとも旧交を温めていたが、ひたすら「京大坂の名物料理を全部食べちゃう！」と張り切って仕事も適当に食い倒れグルメツアーに邁まい進しんしてグルメ日記を付けているうちに任期を終え、文字通り飯を食っただけで江戸に戻っていった。

　試し衛えい館かん組ぐみが江戸改め東京に戻ってからは交流（という名の食い倒れグルメツアー）が復活していたのだが、箱はこ館だて転居の時に「土ひじ方かたちゃん。イバハチちゃんは東京横浜で新規の西洋料理を食べまくらないといけないから、箱はこ館だてには行けない！　でも土ひじ方かたちゃんとイバハチちゃんとの友情は永遠だよ！」と食欲に負けたかのような理由で泣く泣く別離した……はずだった。

　戊ぼ辰しん戦争が激化した「一周目」でのイバハチさんは悲劇的な運命を辿たどり、徳とく川がわ軍ぐんの部隊を率いて戦うも鳥と羽ば伏ふし見みで銃撃を浴びて重傷。箱はこ根ね小お田だ原わらでの戦いでは剣士の命とも言える片腕を失い、なお隻せき腕わんを押して北へ向かおうとするも船が座礁して遭難し絶望に暮れるなど、天運に見放された苦難の日々を過ごした。それでもなおイバハチさんは執念で蝦え夷ぞ箱はこ館だてに合流し、「隻せき腕わんの剣士」として土ひじ方かたさんたちとともに新政府軍と戦い続け、蝦え夷ぞ地ちの激戦でついに決定的な致命傷を負った──五ご稜りよう郭かくが落城寸前となった中、余命いくばくもないイバハチさんは土ひじ方かたさんや榎えの本もとさんに最後の別れを告げた後、覚悟の服毒自殺を遂げたとも、土ひじ方かたさんが戦い続ける限りは死なないとなお病床で生きるために激痛と戦っていたとも噂うわさされているが、俺自身も万ばん国こく橋ばしで土ひじ方かたさんとともに戦死したために実際のところはわからない。が、いずれにせよもう助からない深手を負っていたことは確かだ。

「一周目」で辿たどった新選組の末期は文字通り天運に見放された悲劇の連続だったが、京で佐さ幕ばく派はとして活躍する機会を得られず鳥と羽ば伏ふし見みから参戦してひたすらに敗戦と負傷を繰り返し斃たおれていったイバハチさんの比ではないかもしれない。少なくとも新選組には、禁きん門もんの変へん（蛤はまぐり御ご門もんの変へん）や池いけ田だ屋や事件といった「勝利と栄光の時代」もあったのだから。

　俺は（イバハチさん。やっと悲惨な運命から逃れられたと思っていたのに。どうしてまた軍を率いて箱はこ館だてに来てしまったんだ）と、思わず溢あふれかけた涙を堪えていた。

「どうしたの周しゆう平へいちゃん？　イバハチちゃんに再会できて泣けるほど嬉うれしいの～？　そだよねー、イバハチちゃんは土ひじ方かたちゃんと並ぶ江戸二大美人だもんねー。喜べー、今日から試し衛えい館かん食堂に住み込んであげるからさー。これで周しゆう平へいちゃんは両手に花だねー、ぶははははっ！　あー土ひじ方かたちゃん、英国式カリーを早く早くぅ～♪」

「……なあイバハチ。お前、私に斬られたいのか。ほんとうに、なにをしに来た……!?」

「みんな、ごめ～ん。朝寝坊しちゃった～。なんだか店の外が大騒ぎなんだけれど、ロシア軍でも攻めてきたの～？　って、えええ榎えの本もとさんっ!?」

　少し遅れて応接室に姿を現した近こん藤どうさんが、軍服姿の榎えの本もと武たけ揚あきとイバハチさんを見るなり「ひいっ？」とたじろいだ。今箱はこ館だてでなにが起きているのか、だいたい予想がついたのだろう。

「榎えの本もとさん？　イバハチさん？　まさか──新政府に反旗を翻ひるがえしたの～？」

「イエース！　反乱を興おこしマシター！　今日からこの箱はこ館だての町は箱はこ館だて自治区こと『蝦え夷ぞ共和国』の首都デース！　海軍はこの榎えの本もとが率いてきマシタ！」

「陸軍はこのイバハチちゃんが連れてきたよー！　お腹なかすいたー！」

「ちょ、ちょっと待って～!?　いったいどういうことなの周しゆうちゃん？　新選組と坂さか本もとさんの働きで、無血革命は無事に成立。戊ぼ辰しん戦争も箱はこ館だて戦争も回避されたんじゃあ……？」

「すみません。俺にもまだ理解不能で……どうして反乱なんてやらかしたんですか？」

　俺たちはもうすっかり箱はこ館だてで食堂経営者及び従業員としての第二の人生に適応していて、東京の政局のことなどまるで忘れていた。だいいち坂さか本もと龍りよ馬うまさんも生存しているし、徳とく川がわが朝敵にされずに済んで戊ぼ辰しん戦争は回避されたしで、またぞろ「一周目」のように日本が東西に割れて内戦に突入することなどありえないと信じていたのだが……。

「オーウ。近こん藤どうクン？　土ひじ方かたクン？　聞いてくだサーイ。西さい郷ごうクンが新政府を仕切っていた時はうまくいってたんだヨー。西さい郷ごうクンは仁義の人で、相手が薩さつ摩ま人じんだろうが長ちよう州しゆう人じんだろうが官吏の不正は決して許さないし、大おお久く保ぼ利とし通みちが残していった政策もてきぱき処理するし、新政府は万事うまくいってたんだヨー。ところが」

「「「ところが？」」」

「ヨーロッパから急きゆう遽きよ戻って来た大おお久く保ぼが『これからのヨーロッパはビスマルク式が本流になるわ。新政府はプロシア流で行く。太だ政じよう官かん制度を再編していったん強力な中央集権体制を築き、封建諸藩に分裂していた日本をひとつの強力な国家に統一するのよ』と言いだして、アメリカ流の共和主義は時期尚早、憲法制定も選挙も議会も先送りにするって……今の日本にはまだ民権政治は早すぎるって掌てのひらを返したノ！」

「周しゆうちゃん。えーと、プロシアって……ロシアじゃなくて？」

「近こん藤どうさん。プロシアの宰相ビスマルクは、徳とく川がわ時代の日本同様に封建諸国に分裂しているドイツを統一国家にしようと奔走している辣腕政治家です。外交にも戦争にも長たけていて、デンマークを破りオーストリアも破った鉄血宰相です」

　山やま南なみさんがフォローを入れる。確か世界史の教科書では、ビスマルクはこの後フランスとの戦争に勝って念願のドイツ帝国を成立させ、ドイツ統一を達成する。俺が「一周目」で戦死した後の話だし詳細は定さだかではないが、なにしろドイツが世界一輝いていた時代だったからなんとなく記憶に残っている。もっとも、有能なビスマルクが失脚した後のドイツは、二度も世界大戦をやらかして二度とも敗れるという滅め茶ちや苦く茶ちやな事態になったわけで、ビスマルクの中央集権路線が必ずしも「正解」だったとは言いきれないのだが……脱封建化を急いで進めなければならない今の日本には向いているかもしれない。しかしそれは、大おお久く保ぼ利とし通みちが道半ばで死ななければの話だ。

「プロシア国がドイツを統一するって、えーと、薩さつ摩まが日本を統一するみたいな感じ？」

「はい、そうです近こん藤どうさん。まさにプロシアと日本の新政府は歴史的にそっくりな経緯を辿たどって統一国家樹立のために奔走している最中なんですね」

「ミーは共和主義万歳ウーマンだから、プロシアは苦手デース！　今はビスマルクが優秀だからうまく回っているだけで、次の権力者が無能だったらドイツはヨーロッパ全土を混乱に巻き込んで滅亡しマース！　それなのに、大おお久く保ぼは自分ならビスマルクと同等の政治力を発揮できるからと、いきなり東京に独裁政権を！　『五ご箇か条じようの御ご誓せい文もん』で宣言した議会も先送りって！　これは日本滅亡への道デース！　故に、敢あえてミーがこの箱はこ館だてに共和制政府の雛ひな形がたを作るのデース！」

　榎えの本もと武たけ揚あきが目指している政体は共和制といっても、帝みかどを戴いただいた立憲君主制だが、実質的にはアメリカ方式の民権主義を採用するという。ただし箱はこ館だてには帝みかどはいないので、君主を戴いただかない共和制自治区を作るのだそうだ。

「剣術と食い倒れに明け暮れてきたイバハチちゃんには政治はよくわからないんだけどー、かしこい榎えの本もつちゃんがそう言うんだからそうなんじゃない？　イバハチちゃんはただ、士族が新政府にさんざんいぢめられているのを見かねて武士の意地を貫くために立ち上がったんだけどさっ♪　廃刀令はひっどーい！　だよねー土ひじ方かたちゃん？」

「気持ちはわかるが、しかしだなイバハチ。われら試し衛えい館かんはもう刀を捨ててメイドさんとして生きているのだ。いきなり巻き込まれても困るのだが……」

「われらには実績が乏しいデース！　禁きん門もんの変へん以来数々の戦場を駆け抜けてきた新選組の皆さんの勇名がどうしても必要なのデース！　これは今後の日本の未来に関わる大仕事！　ビスマルクのサル真ま似ねをして道を誤り国家を滅ぼすか、箱はこ館だて自治区をテストケースとして共和主義国家を築きあげ百年の繁栄を選ぶかの瀬せ戸と際ぎわデース！　ですガ、やはり外交には強力な軍事パワーが不可欠！　新選組が相手なら大おお久く保ぼも安易に武力には訴えられないハズ！　無用な戦争を回避するためにも、新選組のご協力をお願いしマース！」

　この頃になると永なが倉くらさんや斎さい藤とうさんたちも続々と部屋に押し寄せて来て、さらには松まつ本もと良りよう順じゆん先生もやってきた。松まつ本もと先生は「あ～すまねえナア」と実にバツが悪そうである。

「ほんとのこと言うとヨ、俺も新政府を牛耳りだした大おお久く保ぼと反りが合わなくなって箱はこ館だてに脱走してきたのヨ。でもヨ、俺の予想より決起が早ぇよ榎えの本もつちゃん。箱はこ館だてに来るなら雪深い冬にしなっつったろ？　夏に来られちゃあ、新政府軍が即座に攻め寄せてくるゼ？　お前さんは考えなしに行動するのがいけネエヨ。ちったぁ土ひじ方かたちゃんを見習いなヨ」

「ノー、松まつ本もと先生！　冬まで待っていたら狡こう猾かつな大おお久く保ぼに艦隊を取り上げられていまシタ！　西さい郷ごうクンが大おお久く保ぼとケンカして新政府が揉もめている今しか、東京湾を脱出するチャンスはなかったのデース！　今の大おお久く保ぼは西さい郷ごうにかかりきりで軍事行動を起こせマセン！」

「なんだって？　西さい郷ごうと大おお久く保ぼが揉もめている？　実の兄きよう妹だいよりも親しいあの二人が？　ほんとうなのか？」

　土ひじ方かたさんの目が怪しく光った。時代が突然「乱世」に逆戻りした、と勘づいたのだろう。

「西さい郷ごうクンはしぶしぶ従っていたケド、士族をいぢめる廃刀令や扶ふ持ちの停止といった大おお久く保ぼの政策にもともと反対だったノヨネ。士族を強引に廃業させれば各地で士族の反乱が起こる、それよりも士族を蝦え夷ぞ地ちに送り込んで仕事を与えてあげるべきだト。帰国した大おお久く保ぼは『今は国内の統一こそが最優先で出兵なんて問題外だわ、そんな予算がどこにあるの』と突っぱねて、西さい郷ごうクンも相手が気心の知れた大おお久く保ぼだけに『戦をせよとは言っておりもはん。蝦え夷ぞ地ちに士族を屯とん田でん兵へいとして進駐させ、ロシアの南下を防ぎつつ開拓事業に従事させるのでごわす。おいはただ、窮乏する士族に仕事の場を与えたいだけでごわす。一いち蔵ぞうどんには情はありもさんか』とつい怒鳴ってしまって、二人は蝦え夷ぞ出兵論を巡って大ゲンカに──そこで、箱はこ館だてに自治区を作るなら今しかないとミーは閃ひらめいたノデース！」

　かくて榎えの本もと武たけ揚あきは高々と「蝦え夷ぞ共和国」の建国を宣言した。

　突然あの中なか村むら半はん次じ郎ろうが来店した謎は解けた。彼は、西さい郷ごうに命じられて蝦え夷ぞ地ちを視察していたのだろう。その視察旅行の途中で、箱はこ館だてに移住した新選組＝試し衛えい館かんの様子を見に来たのだ。近こん藤どうさんが箱はこ館だてで蜂起する野心を持っているのか否いなか、中なか村むらなりに気になったのだろう。

「蝦え夷ぞ共和国は、フランス革命及びアメリカ独立宣言の精神を正しく受け継いだ日本初の共和国家デース！　政権の各大臣は公正で自由な投票選挙によって決定シマース！　太だ政じよう官かん政府に真の日本国家のあるべき理想の姿を見せつけてやるデス。組閣したら、諸外国の公使たちを試し衛えい館かんに呼んで盛大に建国パーティを開くデース！　フランスもアメリカもオランダも必ずやわれらを支援してくれるはずデース！　西さい郷ごうクンも大喜び！」

「そーゆーわけだから、よろしくなっ土ひじ方かたちゃん、近こん藤どうちゃん！　英国式カリーを早くぅ～。イバハチちゃんは、箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂の英国式カリーが食べたくてここまで来たようなもんだしぃ」

　いつの間にか試し衛えい館かん食堂は蝦え夷ぞ共和国発祥地になってしまい、さらには外国公使を招待する外交館に指定されてしまっていた。榎えの本もと武たけ揚あきとイバハチさんの奔放すぎる勢いに流され続ける近こん藤どうさんは「は……はわわ……メイド長として私はいったいどう対処すれば……で、プロシアとロシアってどう違うんでしたっけ～？」と目を回していた。

「こほん、松まつ本もと先生。こんな事態にならないよう新政府内に徳とく川がわ派はを残しておいたのではなかったのですか。慶よし喜のぶ公こうはああいう御仁だからもうしょうがないとして、なぜあなたまで箱はこ館だてにさっさと逃げてきたんですか。勝かつ海かい舟しゆう先生たちとともに分裂騒ぎを抑えるべきではないのですか──士道不覚悟です」

「土ひじ方かた？　お、俺は医者だからヨ、そこまでの権限はネエヨ？　勝かつ海かい舟しゆうも『お前さん、ここで旧幕臣が反乱を起こしたら徳とく川がわ派はは新政府からつまみ出されちまうんだぜ。新政府は薩さつ長ちよう政府になっちまう。わかってんのかい？』と榎えの本もとをさんざん説得したんだけどヨ、このままじゃ勝かつに口八丁手八丁で艦隊を奪われると榎えの本もつちゃんはかえって焦あせっちまってヨ。結局、藪やぶ蛇へびになっちまったゼ」

「日本に真の自由と民主と共和主義の精神を根付かせるためには、さらなる第二維新が必要なのデース！　ミーはヨーロッパ留学の際、大ナポレオン一世が最後に流されたセントヘレナ島を訪問して、ナポレオン翁おうが革命戦争をやり遂げなければ世界に共和主義は行き渡らず、自由も平等も人権も根付かなかったと確信したデース！　今回の反乱はこの国にとって必要デース！　ナポレオンを敬愛する西さい郷ごうクンも、きっとミーと同意見デース！」

「西さい郷ごうは戦嫌いのくせに武力革命派という複雑な人だからなあ……周旋屋の坂さか本もとさんはどうしてるんです？　坂さか本もとさんなら必ず紛争を回避するよう動いてくれるはずですが？」

「あいつは守銭奴なのでアテにしてはダメデスヨ？　軍を率いての武力革命はもう古い、これからは言論の力で世を変える時代ぜよ、自由民権運動をやるぜよ、と土と佐さの連中に言って回ってるらしいデスが、生ぬるいデース！　武力抜きの言論による政治革命はミーにとっても理想デスが、残念ながらあの現実主義者の大おお久く保ぼには通じマセーン！」

　榎えの本もと武たけ揚あきの話を総合すると、東京の新政府は、プロシアでビスマルクと面会して「強力な中央集権国家建設」路線に舵かじを切った大おお久く保ぼ利とし通みちと、士族に同情し彼らに「蝦え夷ぞ地ち出兵」という仕事を与えるべきだと主張する西さい郷ごう隆たか盛もり、そして「もともと新政府はアメリカ式の共和主義で行くという話だったはず。議会を開いて選挙をやるべきだ」と主張する勝かつ海かい舟しゆうや榎えの本もと武たけ揚あきたちの三つの派閥に分裂している。

　長ちよう州しゆう系けいのリーダー桂かつら小こ五ご郎ろう改め木き戸ど孝たか允よしは、勝かつ海かい舟しゆうと同意見で共和主義を推しているが、ヨーロッパ旅行で健康を害したのか例の憂鬱癖が悪化したのか、帰国してからは部屋に籠もって伏せっているという。しかも、心配性の木き戸どは幕末時代に長ちよう州しゆうがさんざん薩さつ摩まにしてやられてきた経緯から薩さつ摩ま人じんをいまだに警戒していて、西さい郷ごう派はと手を握ろうとしない。もう一人の長ちよう州しゆう派はリーダー久く坂さか玄げん瑞ずいは、ヨーロッパに居残って「高たか杉すぎの分まで遊んでから帰国するであります♪」と思う存分豪遊しているという。あの人はそういう人だよな……。

　このため、本来なら西さい郷ごう派はと手を組めば最大派閥になれるはずの共和主義派はなかなかまとまらず、政治力に長たけた大おお久く保ぼが内ない務む卿きようとなり、絶大な権力を握る「太だ政じよう官かん政府」を樹立。武ぶ辺へん者もの揃ぞろいの西さい郷ごう派はは大おお久く保ぼ派はに押されて不遇をかこち、さらに「蝦え夷ぞ地ち出兵は断固ならぬ」と大おお久く保ぼに通達されて出兵計画を土ど壇たん場ばで覆くつがえされ、爆発寸前に。

　東京は、ビスマルクにかぶれた大おお久く保ぼの専横に激怒した西さい郷ごう派はが一斉に下げ野やして鹿児島に帰り反乱を起こすのではないかという噂うわさで持ちきりになっていた。西さい郷ごうの周辺は薩さつ摩ま士族たちががっちり警備し、暗殺に備えているとも。

　そしてこの経緯を見ていた榎えの本もとが「出兵を禁じられた西さい郷ごうクンの代わりにミーが蝦え夷ぞ地ちに艦隊を率いて蝦え夷ぞ共和国を樹立し、共和主義自治区をさっさと作ってしまいマース！　政治とはなによりもまず既成事実！　ミーが立ち上がれば、必ずや腰の重い西さい郷ごうクンも協力してくれマース！」と天啓の如ごとく閃ひらめいて、「反乱なんざやめなよ」と説得する勝かつ海かい舟しゆうを振り切って艦隊を率い、箱はこ館だて入りしたのだった。

　箱はこ館だて自治区という「器」を先に作ってしまえば西さい郷ごうと大おお久く保ぼの力は拮きつ抗こうするはず、東京と箱はこ館だてとの戦争も起きないと榎えの本もとは期待しているようだ。

　西さい郷ごうが新政府のトップに返り咲けばこれが最善。

　仮に大おお久く保ぼが権力を手放さなかったとしても、北の蝦え夷ぞ地ちと南の鹿児島（旧薩さつ摩ま）がこぞって独立自治区宣言をして割拠すれば、東京の大おお久く保ぼにはこの両者を鎮圧する武力はなく、責任を取って辞職せざるを得なくなり、坂さか本もとさんや勝かつ海かい舟しゆうが描いていた維新本来の理想だったはずの共和主義政府が実現する。

　だが──そもそも榎えの本もと武たけ揚あきは、事前に西さい郷ごう隆たか盛もりと話をつけてきたのだろうか？

　その点を怪しんだ土ひじ方かたさんが榎えの本もとを問いただすと、

「桐きり野の利とし秋あきたちの警護が厳しくて、なかなか二人きりになれなかったデース。でも、手紙でミーの共和主義に賭ける熱烈な思いを伝えてきたから、だいじょうぶデース！」

　……やはり「政治的に共闘する」という確約を得たわけではないみたいだった。この事実を知った瞬間、うっ頭が、と土ひじ方かたさんがふらついた。

　カリーができたよーと厨ちゆう房ぼうから料理を運んできたメイドさん姿の沖おき田たさんが、「桐きり野の？」と首を傾かしげる。

「ボクたち、すっかり東京の時勢には疎うとくてさー。桐きり野の利とし秋あきって誰だっけー？　イバハチちゃん、知ってる？」

「中なか村むら半はん次じ郎ろうだよ、総そう司じちゃん。ほら、幕末の京でいつも西さい郷ごうの用心棒をやっていた『人ひと斬きり半はん次じ郎ろう』。今や西さい郷ごう陸軍大将の片腕で、陸軍少将桐きり野の利とし秋あきと名乗ってるのっ」

「あーっ！　あの、派手な軍服を着て試し衛えい館かん食堂にカリーを食べに来たあいつかーっ!?　あの人斬りが陸軍少将!?　うそー？　近こん藤どうさんのほうがよっぽど陸軍少将に相応しいよー！　いやいや、大将だね！　近こん藤どうさんが大将で土ひじ方かたさんが少将だよね！　むふー」

「総そう司じ。私はもうメイドさんだから、やめてくれそういう話は。われらはもう新選組ではなく試し衛えい館かんメイドさん部隊なのだ。共和国政府には参加しないからなイバハチ？　さもなくば」

「さもなくば？」

「……周しゆう平へいとの婚期がまた伸びるではないか……まったく……お前ら全員切腹しろ……」

　箱はこ館だてに来てからトシちゃんはすっかり恋愛脳になってしまって、えへ、と近こん藤どうさんが舌を出してフォローするが、まるでフォローになっておらず、土ひじ方かたさんはますます照れて口を閉ざしてしまった。まーた白い壁に向かって「貴様ら士道不覚悟で切腹だ」と独り言を。精神衛生によくないですよ土ひじ方かたさん。

「とにかく～。私たち試し衛えい館かんはお手伝いはしますけど、箱はこ館だて政府とやらには参加しませんから～。今は食堂の経営と周しゆうちゃんを巡る恋のさや当てで忙しいんですっ。投票場所はお貸ししますので、選挙でもなんでもさっさとやっちゃって組閣してくださいね～」

「でも選挙ったって、艦隊を率いている榎えの本もとさんが総裁に選ばれるに決まってるじゃないの。茶番でしょ？」

　永なが倉くらさんはなにか悩んでいる様子だった。珍しく歯切れが悪い。

「どうしたんですか永なが倉くらさん？」

「あ、うん。もう武士はやめたし、中なか村むらみたいに軍人になりたいわけでもないけれど、やっぱりあたしは最後にもう一度だけ剣を振るいたかったなあって。周しゆう平へいの想定通りに平和裏に片がついて試し衛えい館かん組ぐみは誰も死なずに済んだけれど、剣に青春を捧ささげたあたしにとっては不完全燃焼だったんだよね……自分でも我わが儘ままを言ってるとは思う。ご、ごめんね？」

　抑えきれない情熱を永なが倉くらさんは漏らしていた。自分が「未来」で何度も新選組を途中離脱したと知らされたために「あと少しだけ新選組のために戦いたい、真っ白に燃え尽きたい」と密ひそかに思い詰めていたのかもしれない。中なか村むら半はん次じ郎ろうと出会ったことが、剣士としての情熱が再燃するきっかけになったのだろうか。

　とにかくこの部屋に集まった誰もが、なんとなく「総裁は榎えの本もとさんで決まり」と思い込んでいた。そもそも反乱の首謀者なんだし、艦隊を持っているし。

　だが「あの男」が、またしても近こん藤どうさんを困らせる厄介事を持ち込んできたのである。

　小こ太だ刀ち日本一にして、近こん藤どう勇いさみストーキング部門でも日本一の佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが──！

「うわっははははは！　話はすべて廊下で立ち聞きしましたぞ！　共和主義政府樹立とは希有壮大、実に結構な話でござらぬか！　元京都見み廻まわり組ぐみの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、これより旧見み廻まわり組ぐみの連中をかき集めて義によって助太刀致す！　ただし！　拙者は榎えの本もとどのに総裁票を投じるつもりはありませんぞ！」

　うげ、まだいたのお？　と近こん藤どうさんは条件反射で涙目に。絶対にまた面倒なことに巻き込まれると本能が察知するようになってしまっている。

「オーウ。見み廻まわり組ぐみの助太刀、ありがたいデース！　ユーは誰を総裁候補に？」

「榎えの本もと氏うじは優秀な御仁なれど、実戦経験に乏しい！　一国一軍を率いる大将の器があるか否いなかも不確定！　戦も政治も実績が肝要ですぞ！　ことに強大な東京新政府を相手に自治区としての半独立を宣言するとあらば、諸外国が認める英雄を大将に据える必要あり！」

「我ながら同意シマース！　ヨーロッパ留学が長引いたばかりに……ぐっすん」

「故に拙者は──新選組局長として幕末の動乱を戦い抜き、ひとかどの政客として江戸無血開城を実現した近こん藤どう勇いさみ氏うじに票を投じましょうぞ！　初代総裁は経験豊富で維新三英傑の一人として著名な近こん藤どう氏うじが適任！　榎えの本もと氏うじは副総裁として経験を積み実力を諸国に知らしめたのちに、満を持して二代目総裁となればよろしかろう！　さて、それでは旧見み廻まわり組ぐみの面々を箱はこ館だてに呼んで投票と行きますかな！　うわっはははは！」

　……

　……

　……

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが箱はこ館だてに居座っていたがために、完全に想定外の事態が発生してしまった。

　そう。乗りが軽い榎えの本もと武たけ揚あき自身が「そうですネー仰おつしやる通りデース」と佐さ々さ木きの熱すぎる演説に聞きき惚ほれて流された上、佐さ々さ木きが全身全霊を賭けて旧見み廻まわり組ぐみや江戸講こう武ぶ所しよの連中を箱はこ館だてにかき集めて組織票を投じたために──。

　近こん藤どうさんが、蝦え夷ぞ共和国の総裁に当選してしまったのである！

「え、えええええ？　わ、わ、私がああああっ？　そんなあ～？　どうしようトシちゃん？　私、東京新政府と戦わされるの～？　斬首？　大おお久く保ぼさんに負けたら斬首？」

「なんてことだ……なんてことだあああ!?　榎えの本もと～！　イバハチ～！　佐さ々さ木きいいいい！　貴様ら、かっちゃんが斬首されたら全員切腹させるっ！　回避だ、なんとしても開戦は回避！　蝦え夷ぞはあくまで自治区。東京への反意はないと弁明して大おお久く保ぼと和解だーっ！　私自身が東京に単身乗り込んで土下座しても構わん！」

　近こん藤どうさんへ組織票を投じた連中は、当然、陸軍奉行候補にリストアップされていた土ひじ方かたさんにも票を入れた。その結果、本命だった元伝でん習しゆう隊たいの大おお鳥とり圭けい介すけよりも多くの票を集めて陸軍奉行に選出されてしまった土ひじ方かたさんは「総裁がかっちゃんで陸軍奉行が私。これでは新選組が蝦え夷ぞ地ちでメイドさん姿に身をやつしながら裏で陰謀の糸を操り、計画的に反乱を興おこしたようにしか見えない！　これが……これが新選組の滅びの運命なのか……!?」と頭をかきむしりながらも、全力で開戦回避のために動きはじめたのだった。

　もはやこの先の歴史がどう展開するのかは、未来人の俺にすらまったくわからなくなってしまった。




　　※




　いったいなにごとが起きているのだろう。

　箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂にて、とうとう諸外国の公使たちを招いた「蝦え夷ぞ共和国建国祝賀パーティ」が開催されてしまった。

　すわ、ジャパンが東京と箱はこ館だてに分裂？　と慌てたイギリスやフランスの公使たちが続々と押し寄せ、試し衛えい館かんメイド隊から「おかえりなさいご主人さま～♪」と歓迎されて一斉に鼻の下を伸ばしている中、かつて徳とく川がわ幕府で洋式歩兵隊の訓練を担当していたフランス軍人のジュール・ブリュネなどは「これは徳とく川がわ幕府復興のノロシなのですね！」と勘違いしたらしく「この度セッシャはフランス軍に休暇届を出して、箱はこ館だてへはせ参じマシタ！　トクガワのため最後までセッシャはサムライとして戦いマース！　この戦に敗れたらブシらしくハラキリする覚悟デース！　コンドーソーサイ、セッシャにお任せクダサーイ！」とすでに開戦を今か今かと待ちかねている始末。

「いえ。東京と戦争する予定はありませんので……わ、私たちはあくまでも、西さい郷ごうさんの希望に添って蝦え夷ぞ地ちを開拓するために平和裏に自治区を運営しようと……えへ、えへへへ……」

「どうやら箱はこ館だては反政府勢力の梁りよう山ざん泊ぱくになってきたぞ、かっちゃん。まずいな」

　土ひじ方かたさんが言う通り、蝦え夷ぞ共和国の新政権に集まってきた顔ぶれは旧幕府系の士族が多い。大おお久く保ぼの東京新政府に不満を持つ士族のうち、旧幕府系は箱はこ館だてに集まり、薩さつ摩ま系けいは西さい郷ごうのもとに集まっているようだ。たとえば。

「……池いけ田だ屋やではとんだ粗相を。療養中の桂かつら早はや之の助すけに代わり参加致しました。こたびこそ一命を賭として面目を施します」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうに召集された京都見み廻まわり組ぐみの今いま井い信のぶ郎お。かつて坂さか本もとさん暗殺に関わって俺と斬り合った剣客の一人だ。佐さ々さ木きは見み廻まわり組ぐみを箱はこ館だてで再結成して「新政府軍が上陸してきたら、われらは抜刀隊として斬り込むのだ──済まぬ、済まぬ。近こん藤どう総裁をお守りするために俺とともに死んでくれえええ！」と全員に討ち死にを命じている。再集結した今いま井いたちも「大おお久く保ぼに踊らされた池いけ田だ屋やでの汚名を雪すすぐ」と燃えていた。有り難迷惑だなあ……。

「儂わしのような時代遅れの老骨には幹部など務まりませぬが、小こ倉くらで近こん藤どう総裁に命をお救いいただいたご恩を今こそお返し致しますぞ！　げほっ、ごほっ」

　誰だっけ？　と一瞬思いだせなかったが、長ちよう州しゆう征伐の折に小こ倉くら城じようから逃げようとして土ひじ方かたさんに斬られかけた元老中の小お笠がさ原わら長なが行みちまでが、会場の隅っこに立っていた。もう隠居したはずだったが……深情けというやつだろうか。天てん真しん爛らん漫まんな近こん藤どうさんは、妙に人に愛される。その結果がこの始末なのだが。

「あー。あー。諸君、私が陸軍奉行の土ひじ方かた歳とし三ぞうである。今後、蝦え夷ぞ共和国に所属する軍人はみな私に従ってもらう！　私は諸君全員の生殺与奪の権利を握っている！　私が士道不覚悟で切腹を命じれば切腹、法はつ度とを破った者も切腹だ！　手始めに東京新政府を刺激して戦を勝手にはじめぬよう強く厳命しておく！　わかったな！　いいですね榎えの本もと副総裁っ？」

「い、いいんじゃナイ？　軍律は大切。でも土ひじ方かたクンはちょっと過激デース」

「有う象ぞう無む象ぞうの烏う合ごうの衆しゆうをまとめるには法はつ度とで縛るしかない！　イヤと言うのならば私は陸軍奉行を降りさせていただく！　そもそも、私もかっちゃんもメイドさんとして第二の人生を送っていたのだ！　誰が周しゆう平へいと結婚するかを巡って忙しかったのに、貴様らが勝手に押しかけてきて無理矢理われらを内閣に入れ私の婚期を遅らせて……！　この上こやつらに暴走されて東京相手に戦争などをはじめられては踏んだり蹴ったりだ！」

「イ、イエッサー！　ミーも戦うつもりはないデース！　すぐに東京に使者を送り、蝦え夷ぞ地ち開拓の許可を得て手打ちにしマース！　西さい郷ごうクンが大おお久く保ぼに圧力をかけて自治区を承認させてくれればノープロブレム！　大おお久く保ぼがノーと言ったら、西さい郷ごうクンも鹿児島に帰って薩さつ摩ま西さい郷ごう王国を立ち上げるノミ！　南北同時自治区発足で大おお久く保ぼの動きを封じマース！　ミーの両面待ち作戦は完璧！」

　榎えの本もと武たけ揚あきは根っからの楽天家だが、果たしてそう都合よく行くかどうか。

「それでは陸軍奉行の私が東京への使者となり、大おお久く保ぼと直じか談だん判ぱんしてこよう。西さい郷ごうにも面会して話をつけてくる」

「ノンノンノン。陸軍奉行には箱はこ館だてに留まって軍を統率してもらわねば困りマース！　使者役はイバハチか松まつ本もと先生あたりでダイジョーブ、ダイジョーブ」

　そのイバハチさんは「ナンだーっ焼きたてのナンだーっヤッバ～い♪」と口いっぱいにボースコック長が持ってきたナンを頰張っていてぜんぜん話を聞いていないし、松まつ本もと先生は「試し衛えい館かんメイド隊……祇ぎ園おん新選組を越えたゼ、最高の眼福だゼ……生きててよかったゼ俺っちは……文明開化万歳！」と目頭を押さえながらメイドさんの制服しか見ていないし。

「だいじょうぶとはとても思えぬのだがっ!?　この外交をしくじれば戦争がはじまって、負けたらかっちゃんが斬首されるのだぞ！　お前らが総裁に担かつぎ上あげたかっちゃんが！」

「ノーウ。それは公平公正な選挙の結果デース。共和主義が箱はこ館だてで正しく機能している証拠デース！　旗艦開かい陽ようをはじめとする最強の箱はこ館だて艦隊をずらりと箱はこ館だて湾わんに並べてマスから、へーき、へーき！　さすがの大おお久く保ぼもそんなにすぐに攻めてこないデスって！」

　それより財源が厳しいので、箱はこ館だて港こうを使った貿易ルートを急いで開拓しないとこの政権は干上がりマース、と榎えの本もと武たけ揚あきは今さらのように言いだした。どうも箱はこ館だてに自治区を作るという構想に夢中で、財源までは考えていなかったらしい。大雑把な彼女らしいというか……なるほど、近こん藤どうさんに似ていなくもないな。そして常に頭を抱える役目は副将の土ひじ方かたさんだ。「一周目」でも似たようなやりとりがあったことを覚えている。




　すでに外は暗くなっている。人でごった返す会場での営業トークに疲れた俺は庭園に出て、大きく伸びをして一息ついた。振り払っても振り払っても、新選組には破滅の運命が降りかかってくる。海千山千の大おお久く保ぼと西さい郷ごうが、榎えの本もと武たけ揚あきの思い通りに動いてくれるとはとても思えない。下手をすれば土ひじ方かたさんも近こん藤どうさんも……。

「やっほー、周しゆう平へいくーん♪」

　フリルだらけのメイド服に身を包んだ沖おき田たさんが、小猫のようなすばしこさですぐに俺を追いかけてきた。沖おき田たさんの笑顔を見るとほっとするな。許されるなら、政治とも軍事とも無縁な平穏な日々をずっと過ごしたかった。

「ねえねえ周しゆう平へいくーん？　お嫁さん選びはどうするの～？　ボクも、まーた新選組隊士に戻されちゃったよー。ずっとこのかわいいメイドさんの衣装を着ていたいのになー。もし東京と戦争になったら、こんどこそボクたち死んじゃうかもね。今のうちにボクと赤ちゃん作る？」

「お、沖おき田たさん。なにを言いだすんですか。『死に戻り』の力が発動すればだいじょうぶですよ……と言いたいところですが、正直もう戻れないかもしれません。死後の世界で三さん千ぜん世せ界かいの門を突破する膨大な労力に耐えられるかどうか……前回は体感時間が千年とか一万年とかそういうレベルでしたし、次もまたあの門へ辿たどり着つけるかどうかも不明で」

「うーん、そっかー。ギャンブルだねー、博ばく打ちだねー。それじゃあボクもまだ軽々しく死ねないね、あははっ！　やっぱり赤ちゃんを作ろう！　母親になればきっとたくましく生き延びる生命力が宿ると思うんだよねーボクにもっ」

「鬼の副長が戻って来ちゃったんですから、浮うわ気きは法はつ度と違反で切腹ですよ」

「そっかー。あーでも、今周しゆう平へいくんと結婚するべきは近こん藤どうさんかー。なにしろ佐さ々さ木きが部下として箱はこ館だてに居着いちゃったもんねー。結婚してみせないと噓うそがバレるよねー。見み廻まわり組ぐみが『よくも謀はかったな！』と周しゆう平へいくんを襲撃したりして、あははっ」

　それ、冗談になってませんよ沖おき田たさん。

　佐さ々さ木き一人ならどうにか逃げ切れるかもしれないが、幕府旗本の剣豪を集めた見み廻まわり組ぐみ全員を相手にするなんて今の俺には絶対に無理だ。すっかり剣の腕が鈍なまってしまっているし。

「ふい～疲れた～。どうして私が総裁に～？　なに、このヘンな軍服。メイドさん衣装がいいのに～」

「こ、近こん藤どうさん？　土ひじ方かたさんに全部押しつけて逃げてきちゃダメじゃないですか」

「いいのいいの。それより周しゆうちゃん、佐さ々さ木きさんはずっと私と周しゆうちゃんの結婚話を疑ってるみたい～。佐さ々さ木きさんがどこかに去ってくれるまで、しばらくほんとうに夫婦になる？　トシちゃんも、見み廻まわり組ぐみを束ねているあの男を敵に回すとなにもかもが終わるから今回は仕方ないって思ってるはずだよ～」

「お、俺はそんな話、聞いてませんよ？」

「トシちゃんはそういうことを直接言うような性格じゃないでしょ。でも顔を見ればわかるの。もちろん、夫婦で一緒に寝るのはいいが子造りは厳禁、あくまでも仮面夫婦だぞって条件付きだろうけど。えへっ。どうしよっか？」

「……総裁権限でどうにか佐さ々さ木きさんをどこか遠隔地に飛ばせませんか？　釧くし路ろとか網あ走ばしりとか、できれば樺から太ふととか。いっそシベリアまで」

「うーん。見み廻まわり組ぐみは箱はこ館だて防衛の要の抜刀隊だから、ちょっと難しいかな～。とはいえ周しゆうちゃんと毎晩添い寝とか、剣を置いてすっかり乙女になった私にとっては生殺し。完全に苦行だよ～」

「ほう。生殺しとは、生々しい発言ですなあ。やっぱり近こん藤どうさんもお年頃の乙女ですなあ～。だったらボクも一緒に寝ましょうか、お布ふ団とんの上に川の字を作ろうー！」

「俺が生き地獄に落ちるんで、冗談でもやめてください沖おき田たさん。俺だって体力気力がありあまった若い男ですよ？　美女には惹ひかれるし煩ぼん悩のうもあるんですよ？」

「へえー。周しゆう平へいくんってどこか悟りきってる感じがして、そんなふーには見えないんだけど。ふっしぎー！」

「……まあ、今まで数え切れないくらい死んでますから、年齢の割には老成しているかもしれませんけどね。それでも男ですから。結婚相手は土ひじ方かたさんと決めていたのに、どうしてこう話が拗こじれるかなあ……結局俺と土ひじ方かたさんはそういう運命なんだろうか……」

　近こん藤どうさんが「周しゆうちゃんがトシちゃんに操みさおを立てて純愛を貫くと誓うのならだいじょうぶだよ、周しゆうちゃんの精神力は肉体を凌りよ駕うがするよ。誰と添い寝しても周しゆうちゃんは浮うわ気きしないよ、だいじょうぶだいじょうぶ」と優しく肩を叩たたいてくれた。

「そうですかー？　弟子は師匠に似ると言いますよ？　いずれ勝かつ先生みたいになりそうですなあ」

「んもう。総そう司じは混ぜっ返してばかりなんだから。でも小猫程度にしかものごとを深く考えない総そう司じが正しいのかもねえ。トシちゃんも周しゆうちゃんも生真面目すぎるから～」

「ええー？　ボクのおつむは小猫程度なんですかー？　酷ひどいやー近こん藤どうさん！」

　まあ、こんな話をしていられるだけでもまだ平和なのだ。

　そのまま三人で静かに箱はこ館だての月を見上げていると。

　血相を変えた土ひじ方かたさんが、輪の中に飛び込んできた。

　てっきり「かっちゃんと総そう司じを相手に浮うわ気きする相談をしているな周しゆう平へい、貴様切腹しろ！」と怒鳴られるのかと思ったが、違った。

　事態は、あまりにも早く変転していた。早くも箱はこ館だては風雲急を告げていたのだ。

「かっちゃん！　総そう司じ！　周しゆう平へい！　大変だ！　東京に留まっている山やま崎ざきから急報が。早くも大おお久く保ぼが新政府軍を箱はこ館だてに送り込んでくる！　新政府艦隊の旗艦はアメリカから買い入れたばかりの最新型！　鋼鉄で覆われたストーンウォール号、通称『甲こう鉄てつ』！　榎えの本もと艦隊の旗艦開かい陽ようをはるかに上回る世界最強の軍艦だ！　私が東京へ交渉へ行く猶予すら、大おお久く保ぼは与えてくれなかった！」

　まさかっ？　と近こん藤どうさんが一瞬硬直する。

「土ひじ方かたさん、東京に留まっている西さい郷ごうの動きは？」

「箱はこ館だてに対してまだなんの反応もないらしい！　ストーンウォール号について詳しいか周しゆう平へい？」

「『一周目』で見ました。木造の開かい陽ようとは違い、鋼鉄で覆われているので高い防御力を誇り、しかも甲板にガトリング砲を設置しています。これまでの木造船の時代を終わらせる新時代の軍艦です」

　鉄張りの船と言えば、そもそも戦国時代に織お田だ信のぶ長ながが日本で世界初の鉄甲船を建造して実戦に投入したのだが、信のぶ長ながの死とともに鉄甲船はロストテクノロジーと化し、それどころか徳とく川がわ幕府はカトリックの侵略を恐れ、鎖国に舵かじを切って巨船の建造を禁じてしまった。その結果、蒸気船を発明した欧米諸国に日本は海軍力でむざむざ大きく差をつけられてしまい、幕末の動乱を招いた。そして今、東京の大おお久く保ぼ新政府がそのアメリカから最新鋭の鋼鉄船を入手して旧幕臣が籠もる蝦え夷ぞ地ちへ攻め寄せてくる。皮肉な話だ。

「鉄張りの船を相手に大砲を撃ち合っても、とても勝ち目はないな。そうだ、海上で強襲すればその船を奪えるだろうか？　沈められぬのなら、奪取してしまえばいい！」

「はい。『一周目』で土ひじ方かたさんはアボルダージュつまり甲鉄奪取作戦を強行しましたが、ストーンウォール号に乗り込んだ兵士たちはガトリング砲の餌え食じきになるばかりでした……」

「……そうか。やはり私は海の戦では素しろ人うとだな、ちっ！」

「土ひじ方かたさん。榎えの本もとさんが現時点で最強の軍艦ストーンウォール号を連れてきていなかったのは少し妙だなとは思っていたんですが、まさか新政府の大おお久く保ぼの手に渡っていただなんて。開かい陽ようは健在ですが、艦隊決戦をやれば勝機は薄いです」

「ならば大おお久く保ぼ自身がストーンウォール号を秘蔵していたということだろうな」

「まさか。新政府の海軍は榎えの本もとさんが率いていたのに？　それじゃまるで大おお久く保ぼが、榎えの本もとさんの箱はこ館だて蜂起を予あらかじめ見透かして切り札を隠していたみたいじゃないですか」

「ああ、そうとしか思えん。お調子者の榎えの本もとは、大おお久く保ぼにうまく操られて箱はこ館だてで蜂起『させられた』んじゃないのか？」

　まあ、ああいう性格の人だし、操りやすいのは間違いない。近こん藤どうさんに似て楽観主義者でお人ひと好よしなのだ。でも、どうして？　なぜ箱はこ館だてで榎えの本もとさんを蜂起させる必要が大おお久く保ぼにある？　よりによって蝦え夷ぞ地ち出兵を巡って盟友の西さい郷ごうと揉もめている今？

　だいいち、俺が知っている歴史では大おお久く保ぼと西さい郷ごうが対立した原因は「征せい韓かん論ろん」だったはずだ。「蝦え夷ぞ地ち出兵」じゃない。二人が対立した時期だって早すぎる……と思う。このあたりは俺自身が生きた記憶ではなく、教科書やドラマで囓かじった知識なのでうろ覚えだが。

　俺にはもう、なにがどうなっているのか、わけがわからない。

「わわわ。榎えの本もとさんを呼んで大至急戦略を練り直さないと～。総そう司じ、榎えの本もとさんを連れ出してきて。外国の公使たちには気取られないように、こっそりと。お願いね？」

「はーい、わかりましたー近こん藤どうさーん！　やだなー、また剣を構えて斬り込むのかなー。西洋のお嫁さん衣装をいちど着てみたかったなー」

　やはり夏場に箱はこ館だてで蜂起したのがまずかった。季節が冬ならば、翌年の春までは時間稼ぎもできたのに。それにしても大おお久く保ぼ利とし通みちは、打つ手打つ手が早すぎる。幕末の京でも感じたことだったが、まるでこの先になにが起こるか未来を見通しているかのような……しかし、そんな能力を俺以外の人間が持ちうるはずもない……「死に戻り」の力を二人の人間が持っているとは考えられない。仮に二人の人間が互いにあの力を駆使していたら時系列が滅め茶ちや苦く茶ちやになるはずだし、そもそも俺が「時間が勝手に巻き戻っていること」に気づかないはずがない。おかしいな。なにかが引っかかる。そうだ。確か、大おお久く保ぼは……。

「急ぐぞ周しゆう平へい！　榎えの本もとめ、広げきった大おお風ぶ呂ろ敷しきをどうするつもりだ！」




　　※




　新選組時代に監察を務めて情報収集に徹してくれた山やま崎ざき烝すすむさんは、試し衛えい館かん組ぐみが箱はこ館だてへ向かう際に「うちは東京の新聞社に勤めて、あれこれ情報を集めますさかい」と東京の最新情勢を箱はこ館だてに伝える役目を買って出てくれた。

　その山やま崎ざきさんからの急報によれば、太だ政じよう官かん政府を独裁している大おお久く保ぼは「箱はこ館だて自治区など決して認めない。日本は中央集権で行くのよ。直ちに叩たたき潰つぶしなさい」と武力討伐を即決。箱はこ館だてに派遣する新政府艦隊は、薩さつ摩ま系けいと長ちよう州しゆう系けいの混成軍──「薩さつ長ちよう軍ぐん」だという。

　この間、西さい郷ごうは暗殺を危惧する側近の桐きり野の利とし秋あきたちに固くガードされていて、大おお久く保ぼとは会えぬまま。

　木き戸どは「ああ、またあの恐ろしい新選組と戦う羽目に。もういい加減にして頂戴」と熱を出して寝込んでいるという。

　問題は新政府艦隊を率いている顔ぶれだった。

　総大将には、かつて坂さか本もと龍りよ馬うまさんとともに亀かめ山やま社しや中ちゆうで活躍し、後に御ご陵りよう衛え士じを結成して薩さつ摩ま藩はんの外殻部隊として活躍した、あの伊い東とう甲か子し太た郎ろう改め伊い東とう大おお蔵くら。軍人路線には進まず外交官になったはずだし、そもそもあれほど「船は酔うから嫌いだ」と言っていた伊い東とう大おお蔵くらがなぜ？　と疑問だったが、薩さつ摩ま系けいの大物は大おお久く保ぼ派はと西さい郷ごう派はに割れて激しく対立している最中でみな容易に動けないらしい。そこで外と様ざまの伊い東とうが便利使いされたというのだ。亀かめ山やま社しや中ちゆうで軍艦を動かしていたのだからどうにかなる、と大おお久く保ぼに無理押しされたらしい。

　旧知の近こん藤どうさんたちと戦う羽目になった伊い東とうは心中複雑だったろうが、

『私が箱はこ館だて問題を片付けてくる。その間に、大おお久く保ぼ派はと西さい郷ごう派はの対立を終わらせて新政府をひとつにまとめてほしい。この上西さい郷ごうまでが鹿児島で蜂起すれば日本は分裂する』

　と大おお久く保ぼに懇願し、「西さい郷ごうとの和解」を条件として出兵要請に応じたという。

　西さい郷ごうが蜂起するよりも早く誰かが箱はこ館だてを鎮圧してしまわなければ、日本中の士族が武装蜂起して幕末以上の混乱に陥ってしまう──伊い東とうはそれを酷ひどく危惧しているという。

　しかし伊い東とう大おお蔵くらは外交向きの人材で、いわば文官。服はつ部とり武たけ雄おたち腕に覚えがある元御ご陵りよう衛え士じの側近を揃そろえてはいるが、これほどの規模の戦争を指揮する能力も経験も乏しい。

　そこで、長ちよう州しゆう出身の天才軍略家・大おお村むら益ます次じ郎ろうが「参謀」として伊い東とうに添えられたという。

　大おお村むら益ます次じ郎ろう。長ちよう州しゆうで流は行やらない村医者をやっていた若い女性だったが、大坂の適てき塾じゆくで塾頭を勤めるまでに洋学知識を吸収。西洋医学と軍学に通じた異常な天才で、当時桂かつら小こ五ご郎ろうと名乗っていた木き戸どに「あなたは吉よし田だ松しよう陰いん先生の生まれ変わりだわ」と大だい抜ばつ擢てきされて第二次長ちよう州しゆう征伐の戦略戦術を一人で組み立て、かつ実践に移し、数に勝る幕府軍を打ち破った伝説の軍師である。しかも策を練るだけでなく、自らも果敢に軍を率いて戦場で勝利を重ねている。当時俺たち新選組は小こ倉くら戦線で高たか杉すぎ晋しん作さくと戦っていたから大おお村むらとは直接対戦していないが、戦っていたらやはり負けただろう。

　大おお村むら益ます次じ郎ろうは、無口で無表情で誰とも容易に交わらない女性で、珍しく口を開けば温厚な西さい郷ごう隆たか盛もりですら青ざめるような失礼な言動ばかりという一種の奇人だった。他人の発言をすべて「失礼な言動」として受け止めるためヘンに大おお村むらへの耐性がある木き戸ど以外に、彼女を使いこなせる人間はたぶんいないだろう。

　なので、大おお村むらは近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんとはほとんど面識がないが、俺とは多少縁があった。

　長ちよう州しゆう藩はんは当初「尊皇攘じよ夷うい」を掲げて討幕運動を繰り広げていたので、本気で異人を日本から追い出そうとしている攘じよ夷うい志士たちも大勢いた。ところが、発足した新政府は掌てのひらを返して攘じよ夷ういを取り下げ、一気に開国洋化路線に舵かじを切った。列強相手に戦争をやって攘じよ夷ういが不可能と知っていた薩さつ摩まの大おお久く保ぼも長ちよう州しゆうの木き戸ども、攘じよ夷ういなどはただの「看板」にすぎず、本音は開国一本と決めていたのである。高たか杉すぎ晋しん作さくですらそうだった。

　このため、攘じよ夷うい志士たちは新政府の開明派要人を憎み、あちこちで天てん誅ちゆうという名のテロを起こした。軍隊の西洋化をどしどし推し進めて「新政府は徴兵制を導入して士族などみな滅ぼします、これからの日本には不必要です。当たり前ですが」と公言していた大おお村むら益ます次じ郎ろうも、京都の木き屋や町まちに滞在中に悪質な攘じよ夷うい志士の集団に襲われて暗殺されかけた。

　だが偶然か必然か、俺はその日、坂さか本もとさんたちと軍鶏しやも鍋なべを食うためにたまたま京都に居合わせた。しかも、大おお村むら益ます次じ郎ろう襲撃現場のすぐ隣の旅館で軍鶏しやも鍋なべをつついていた。

　かつて新選組隊士として京の治安を乱す不ふ逞てい浪ろう士しを狩り続けてきた俺は、すでに明治維新が成ったにもかかわらずまだ「攘じよ夷うい」などという妄言を唱えて貴重な人材を無意味に殺す暗殺ごっこをやっていた攘じよ夷うい志士がどうにも嫌いだったので、「助太刀します」と二本の剣を抜いて現場に突入。暗殺者たちを全員叩たたき斬きって絶命させ、結果的に風ふ呂ろ桶おけの中に隠れていた大おお村むら益ます次じ郎ろうの命を救った──その時点ではじめて、要人を襲撃していた攘じよ夷うい志士のリーダーが長ちよう州しゆうの神こう代じろ直なお人とというかつて高たか杉すぎ晋しん作さくを暗殺しようとした殺人鬼のような男で、襲撃されていたおでこの広い無愛想な女性が不世出の天才軍師・大おお村むら益ます次じ郎ろうだと知ったのだった。

　面倒なことに、この時から俺は、大おお村むら益ます次じ郎ろうに懐なつかれてしまった。

　恋だの愛だのといった浮いた人間臭い人生とはまったく縁が無いいわゆる学問オタクだった大おお村むら益ます次じ郎ろうは、生まれたてのひよこが目の前に見えた誰かを自分の親だと思い込んだかのような勢いで俺の手を激しく握り、

『ああ、私は生まれてはじめて恋に落ちてしまったようです♡　愛いとしの近こん藤どう周しゆう平へいさま♡　私、大おお村むら益ます次じ郎ろうと申します。天才の私がここで斃たおれていたら日本は破滅していました、当たり前ですが。このご恩は益ます次じ郎ろう、生涯忘れません♡　私と結婚していただけますか♡　天才の私が子を産めば、きっとその子も天才です♡　当たり前ですが。さらに、あなたのその豪胆な剣才と勇気がわが子に備わってくれれば、これはもうこれからの日本を背せ負おって立つ大英雄に育つこと必定♡　当たり前ですが』

　などと、顔を赤らめながらよくわからないことを言いだし──俺は土ひじ方かたさんにこの件を知られて誤解されることを恐れ、とりあえず坂さか本もとさんに彼女を押しつけて京都から逃げた。

　大おお村むら益ます次じ郎ろうは自分よりも頭がいい人間はこの日本にいないと信じ切り、人の話をまったく聞かない性格で（周囲が敵だらけで当然である）、俺のような無学非才な男がなにをどう弁明しても無駄だとわかったため、俺は以後必死で彼女から逃げてきて、現在に至る。

　まさかその大おお村むら益ます次じ郎ろうが、伊い東とう大おお蔵くらの参謀として箱はこ館だてに攻めて来るとは。

　大おお村むら益ます次じ郎ろうは「必ず九州に足あし利かが尊たか氏うじが現れる」と西日本の軍備を固めていたはずだったのだが。「天才」である彼女の仮想敵は、そう、薩さつ摩まの西さい郷ごう隆たか盛もりだったはずだ。なにしろ京でさんざんな目に遭ってきたので、長ちよう州しゆう人じんは体質的に薩さつ摩ま人じんを信用できないのだ。しかも、彼女のこの読みは俺が知っている歴史では完全に「当たり」だった。大おお村むらの死後、西さい郷ごうは実際に鹿児島で蜂起して西南戦争を起こしたのだから。

（その大おお村むらがなぜ北の箱はこ館だてに？　まさか俺をとっ捕まえて結婚するためじゃないだろうな……普通にありうるのが怖い）

　しかし逆に考えれば、伊い東とうも大おお村むらも旧知の仲だから、まだどうにかして戦争を回避する道はあるかもしれない。

　永なが倉くらさんは「こんどこそ新選組隊士として真っ白に燃え尽きる」と死を求めるかのように思い詰めているし、土ひじ方かたさんは「やはり私は箱はこ館だてで死ぬという運命から逃れられないのだろうか。だが、かっちゃんや周しゆう平へいまで道連れにしたくはない」と悩んでいる。遊撃隊の隊長に就任したイバハチさんも「いや～ごめんねごめんね～ケジメはつけるからさあ～」と笑ってばかりだが、本心では試し衛えい館かんの友たちを守るために自ら前線で戦死するつもりだ。

　俺はもう、誰も死なせたくない。

　──新政府艦隊が蝦え夷ぞ地ちの海岸に到来したのは、蝦え夷ぞ共和国設立宣言から僅か一ヶ月後のことだった。







[image: 第三章　箱館戦争]

　日本最強の甲こう鉄てつ艦かんストーンウォール号を旗艦とする東京政府軍は、箱はこ館だて艦隊が海上を守っている箱はこ館だてへの直接攻撃を避けて、西の乙おと部べへと上陸した。

　五ご稜りよう郭かくで開かれた軍議では「東京軍の上陸を断固阻止すべし」と一か八かの艦隊決戦を唱える声もあったが、「鋼鉄船のストーンウォール号と木造船の開陽では勝負にならない」と土ひじ方かたさんが主戦派を説得し、箱はこ館だて艦隊を温存させた。開かい陽ようを撃沈されればすべて終わりである。

　まずは蝦え夷ぞ地ちの険けん峻しゆんな地形を利用して陸戦で粘るだけ粘り、箱はこ館だて及び五ご稜りよう郭かくを死守防衛しつつ冬の到来を待ち、継戦不能となった時点で和睦を切りだすと決まった。

　圧倒的な兵力を誇る東京軍が、乙おと部べから箱はこ館だてを制圧するルートは三本。

　まずは北の山中を抜ける二ふた股また口ぐちルート。二ふた股また口ぐちは、「一周目」ではフランス式の軍学を完全に身につけた土ひじ方かたさんが幾たびも新政府軍を撃退して死守した最重要地点だ。今回も、土ひじ方かたさん自らが俺たち新選組隊士を率いて防衛に当たることになった。

　中央を通る木き古こ内ないルートも、山を越えて東の海側へと抜ける難路だが、「一周目」では箱はこ館だて軍ぐんはこの木き古こ内ないを抜かれたために総撤退を余儀なくされている。二ふた股また口ぐちで勝ち続けていた土ひじ方かたさんが五ご稜りよう郭かくへ退却したのも、木き古こ内ない失陥のためだ。今回、木き古こ内ないの防衛は佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう率いる見み廻まわり組ぐみが担当する。二ふた股また口ぐちと異なり木き古こ内ないは海に面しているため、敵艦が襲来すれば艦砲射撃を浴びねばならず、その分防御側に不利なことは変わらない。

　三本目は、南の海岸線添いに進み松まつ前まえ城じようを抜き木き古こ内ないへと至る松まつ前まえルート。この松まつ前まえ城じようは艦砲射撃によって容易に落ちる。そして松まつ前まえ城じようが落ちれば、敵艦隊は次の攻略目標となる木き古こ内ないへ迫れるというわけだ。

　今回も、「一周目」同様にイバハチさん率いる遊撃隊が松まつ前まえ城じよう防衛に当たる。

　松まつ前まえ沿岸に東京軍艦隊を押し寄せさせぬよう、箱はこ館だて艦隊は「囮おとり」となって敵艦隊を誘導し、いわば海上で鬼ごっこをやることで松まつ前まえ総攻撃をできるだけ遅らせる──松まつ前まえで時間を稼げば木き古こ内ないは保つ。木き古こ内ないが保てば、二ふた股また口ぐちは土ひじ方かたさんと新選組が死守し続けられる。そして冬の到来を待って、両軍の陸兵が継戦不能となった時点で停戦交渉に移る。東京政府と争うつもりはない、箱はこ館だて自治区の自治権を認めてくれればそれでよい、とこちら側の条件を出してどうにか大おお久く保ぼに吞のんでもらう。箱はこ館だてが冬まで粘れば、腰が重い西さい郷ごうも近こん藤どうさん同様に薩さつ摩ま士族たちに担かつがれて大おお久く保ぼに反旗を翻ひるがえさざるを得なくなる可能性が高まるから、「箱はこ館だては問答無用で討伐よ」とは大おお久く保ぼも言えなくなるはずだ。

　これが、「一周目」の経験を元にして俺と土ひじ方かたさんが練り上げた今回の戦略だった。




　この軍議が終わってまもなく。

　乙おと部べから南下して江え差さしに本営を構えた東京軍から、五ご稜りよう郭かくへ使者が乗り込んできた。

　豪胆といおうか、僅かな供回りしか連れていない。

　しかもその使者は、東京軍の総大将を務めている伊い東とう大おお蔵くら自身だった。

　近こん藤どうさん・土ひじ方かたさんと伊い東とう大おお蔵くらは、どうにも星の巡り合わせが悪い。「一周目」では新選組分裂騒動が起きて油あぶらの小こう路じでの暗殺事件とその直後の仲間内での激闘を引き起こし、「二周目」では山やま南なみさんの切腹を巡ってまたしても隊士同士で激闘。「三周目」では薩さつ摩ま派はと会あい津づ派はとに分かれ、鳥と羽ば伏ふし見みの戦いで互いに殺し合った。その度に戦嫌いの伊い東とう大おお蔵くらが甘んじて死を選択し、その結果伊い東とうの弟子の藤とう堂どうさんまで討ち死にしてしまうという悲劇が繰り返されてきた。

　今回も、伊い東とう大おお蔵くらは出陣後に藤とう堂どうさんが新選組隊士として箱はこ館だて政権に参加していることを知り、攻撃を大いに躊躇ためらったらしい。そしてもうひとつ伊い東とうの頭痛の種が、参謀・大おお村むら益ます次じ郎ろうの存在である。伊い東とうにこれほどの大軍を率いる技量はないので、今回の作戦はほぼすべて大おお村むら益ます次じ郎ろうが立案しているのだが──。

「近こん藤どうくん、土ひじ方かたくん。ずいぶんお久しぶりだが、こんな形で再会したくはなかったな。大おお久く保ぼ卿きようは諸君の暴発にあてられた各地の士族が続々と決起する事態を危惧して、冬が来る前に箱はこ館だてを潰すと不退転の覚悟で討伐軍を派兵した。外と様ざまの私は、貧乏くじを引かされたわけだ……私自身も彼女と基本的に同じ考えだが、戦争をせずに諸君と手打ちしたい。だが、一度も戦わずしての和睦は認めないと大おお久く保ぼ卿きように厳命されてしまってね……」

「いやあ～伊い東とうさんも大変だねえ。私もなにがなんだかわからないうちに総裁に選ばれちゃって～。博学な伊い東とうさんのほうが共和主義にはお詳しいでしょう？　総裁の座を代わってくれないかしら～」

「そ、そんな寝返りができるか！　あと、大おお村むら益ます次じ郎ろうからの土ひじ方かたくんへの書状を届けに来た……『絶対に渡しなさい、当たり前ですが』とこれまた厳命されているので……内容については私はなにも語らない。局外中立ということで……」

　大おお村むら益ます次じ郎ろうからの土ひじ方かたさん宛の手紙は、この条件を吞のまねば箱はこ館だて軍ぐんを討伐するという「最さい後ご通つう牒ちよう」だった。なにしろ彼女は長ちよう州しゆう征伐でも数に圧倒する幕軍を粉砕し続け、東京上うえ野のでは新政府に抵抗して「江戸は江戸っ子と徳とく川がわさまのものだあ！」と怪気炎をあげていた彰しよ義うぎ隊たいをたった一日で壊滅させた軍神である。

　上うえ野の戦争では、もっとも辛つらく厳しい最前線に薩さつ摩ま兵へいを割り当てられた西さい郷ごう隆たか盛もりに「薩さつ摩ま武士たちに死ねと申すか」と抗議されるも、「そうです皆さんには戦死してもらいます。戦争ですから。当たり前のことです」と西さい郷ごうに平然と言い放ち、開戦するや否いなや最新鋭のアームストロング砲を上うえ野のの敵陣に容赦なく撃ち込みまくるという人間の情を感じさせない機械のような采さい配はいを発揮した。人一倍情が深い西さい郷ごうがその戦いぶりに衝撃を受けて「こいが最新の戦でごわすか。こいでは勇敢な兵児も死しに甲が斐いがありもはんな。おいはもう薩さつ摩まに帰りたか」と彰しよ義うぎ隊たいに同情して意気消沈してしまった程だったという。

　しかも、大おお村むら益ます次じ郎ろうは勝ち戦の報告を西さい郷ごうから聞いても喜びもせず「勝ったのは当たり前のことです。最新の兵器を装備して最新の戦術を採用して万全の態勢で戦えば勝ちます。勝っても負けても死者が出るのは当たり前で、それが嫌なら戦争を避ければよろしいのです」と素知らぬ顔だった。西さい郷ごうは呆あつ気けにとられながらも「先生の仰おつしやる通りでごわす」とこの日を境に武力路線を捨てて非戦主義に傾いたとも言われ、この上うえ野の戦争で深い遺恨を抱いた薩さつ摩ま人じんが京で大おお村むらに刺客を放った陰の主犯だという噂うわさまである。

　そんな大おお村むら益ます次じ郎ろうから、土ひじ方かたさんに投げつけられた「最さい後ご通つう牒ちよう」とは──。




『直ちに近こん藤どう♡周しゆう平へいさまをよこしなさい。そして私と結婚させなさい。式場は五ご稜りよう郭かくを所望します♡　神道式でもキリスト教式でもどちらでも♡　断るならば、よろしいでしょう直ちに戦争です。当たり前ですが私が勝ちます。皆さんは戦場に屍しかばねを晒さらすか、降伏しても大おお久く保ぼ卿きように斬首されるでしょう。当たり前ですが』




　とても戦争機械とは思えない感情的な要求だった。戦争の天才でありながら、色恋に関してはまるで子供か、あの人は。

「こんなふざけた要求が吞のめるかあっ！　周しゆう平へい、お前という男は！　いったいいつ、あんな鉄面皮の女をたらし込んだのだっ!?　かっちゃん、わかっているな！　周しゆう平へいのお嫁さんになる資格を持つ者は──」

「周しゆうちゃんとともに戦った試し衛えい館かんの仲間だけだよねっ！　伊い東とうさん、ごめんなさい！　私たちの首かわいさに周しゆうちゃんを差し出すことなんて絶対にできないわ！」

「二人とも落ち着いてください。冷静に、冷静に！　ここで決裂したら戦争なんですよ!?　相手は大おお村むら益ます次じ郎ろうなんですよ？　俺が『一周目』の知識を応用しても、苦戦は必定……」

「「それじゃあ大おお村むら益ます次じ郎ろうと結婚するの!?」」

「あ、い、あ、それは……個人的にもノーサンキューですが……で、ですが、俺一人の犠牲で試し衛えい館かんの仲間を救えるなら……」

「そうか。私たちを捨てて大おお村むらに奔はしるというのならば周しゆう平へい、ここで切腹してからあのおでこ女と結婚しろ。首を塩漬けにして大おお村むらに送りつけてやる。あの女なら、死んでいてもお前の首があれば『近こん藤どう♡周しゆう平へいさまを手に入れました』と満足するだろう。変人だからな」

「ちょ？　土ひじ方かたさん、俺にまた死に戻らせてやり直させるつもりですね？　成功する保証はないんですよ、やめてくださいよ～！　だいいち試し衛えい館かん組ぐみ以外にも箱はこ館だてには大勢の将兵がいるんですよ？　彼らを巻き込めませんよ」

「いーや。榎えの本もとやイバハチたちはわざわざ箱はこ館だてまでやってきて好き好んで東京に反旗を翻ひるがえした連中だ。全員『戦争は避けたかったが、東京軍に上陸された以上はもう戦うしかない』という意見でまとまっている。箱はこ館だて政府の面メン子ツのうちなんとしても開戦を避けようとしていた者は、われら試し衛えい館かん組ぐみだけだ。いや、『だけだった』」

「そうですか……まあ、そうですよねえ……しかしこんな馬鹿げた開戦理由は……」

　悲劇的というか滑稽極まる立場に立たされた伊い東とう大おお蔵くらは「近こん藤どう周しゆう平へい一人の犠牲で戦争を避けられるなら安いものだとは思うが、私まで斬られそうだから敢あえて言うまい……大おお村むらくんがまさかこういう初うぶな乙女だったとは、人とは意外なものだな」と天を仰いでいた。

　しかもどこから話が漏れたのか、室内に続々と試し衛えい館かんの面々が駆けつけてきて決起表明を開始。

「周しゆう平へいくんを生いけ贄にえに捧ささげろだってー!?　ボクは絶対にはんたーい！　今さら剣士に戻るなんていまいちやる気が出なかったけれど、気が変わったー！　こうなったら徹底抗戦だ、はじめちゃん！　おーっ！」

「……頑張れ総そう司じ。自分も頑張る。恋敵を菊きく一いち文もん字じでやっつけよう……」

「ああ、ああ。伊い東とう先生と戦うなんて、まさに悲劇ですわ！　でも！　わたくしには試し衛えい館かん食堂の養鶏場を運営するという重大な仕事が……試し衛えい館かんから抜けられませんの。周しゆう平へいくんと近こん藤どうさんの結婚を推す立場ですし。お許しください伊い東とう先生……よよよ……」

「この永なが倉くら新しん八ぱちに任せてよ！　近こん藤どうどのの恋を叶かなえるために剣を振るって燃え尽きる、こんどこそ誠の旗の下で！　伊い東とうどの、いざ尋常に勝負だーっ！」

「もちろん左さ之の助すけさまもいるぜーっ！　豚さんの飼育を通じて命の尊さを知ったおいらだけどよー、仲間の危機とあっちゃあ今一度槍やりを取るしかあるめーよ！　ごめんなー！」

「この山やま南なみ敬けい助すけも、親友土ひじ方かたさんの恋を成じよう就じゆさせるためでしたら、いつでも切腹する覚悟です。伊い東とうさん、申し訳ありませんがここから先は剣で語り合うことになりましょう」

「……おい周しゆう平へい。おじさんは戦なんて嫌だぜ。さっさと五ご稜りよう郭かくを脱走して大おお村むらと結婚しろ」

「こほん。源げんさん、敵前逃亡を勧めたら士道不覚悟で切腹だぞ」

「待ってくれよう土ひじ方かたちゃん！　わかった、わかったよ。やるよ、やりゃいーんだろっ？　おい周しゆう平へい！　宇宙よりも尊い試し衛えい館かんの剣術娘が一人でも欠けたらなにがなんでも死に戻れよ、てめえー？」

　死に戻りとはなんの世よ迷まい言ごとだ？　双方あまりにも不合理すぎる。世の人間とはみな私には理解不能なバカばかりなのだろうか、それとも色恋が乙女を惑わせるのか……と伊い東とう大おお蔵くらは呆ぼう然ぜんとしながら、不承不承「宣戦布告」を宣言していた。

　ここに、箱はこ館だて戦争がはじまった──。




　　※




　二ふた股また口ぐち防衛戦は、想像以上の激闘となった。

　二ふた股また口ぐちから五ご稜りよう郭かくを目指す東京軍に対して、台だい場ば山やまに本陣を敷いた土ひじ方かたさんは険しい山岳地帯に多数の塹ざん壕ごう・要塞を設置して鉄壁の守りを固め、互いに激しい銃撃戦を繰り広げている。

　俺にとっては二度目の二ふた股また口ぐち防衛戦だし、土ひじ方かたさんたち新選組隊士にとっても九州小こ倉くらで高たか杉すぎ晋しん作さくを相手に繰り広げた塹ざん壕ごう戦せんのやり直しなので、手慣れたものである。とりわけ、二ふた股また口ぐちの地形に関しては俺は地図を脳内で完全にイメージできるくらいに熟知しているので、「一周目」よりもさらに効果的な防衛ラインを築くことに成功した。

　また、箱はこ館だて艦隊が「囮おとり」となって東京軍艦隊を海上で陽動しているために、海岸線に近い松まつ前まえ戦線も木き古こ内ない戦線も苦戦しているとはいえまだ崩れてはいない。この海軍の善戦理由は、「一周目」では粗そ忽こつな榎えの本もと武たけ揚あきがうっかりやらかして沈没させてしまった旗艦開かい陽ようが健在だったことが大きい。虎の子の開陽を無駄に動かさぬよう榎えの本もとさんに執しつ拗ように忠告し続けてきた甲か斐いがあった。あの人は内政外交ともに有能なんだけれど、なぜか本業の船に関しては沈没運に憑つかれているのだ。思えば坂さか本もとさんもそうだった。

　それにしても、戦場で洋風の軍服を着こなして颯さつ爽そうと指揮を執る土ひじ方かたさんはほんとうに凜り々りしい。もう土ひじ方かたさんに戦争は二度とさせないと誓ってともに平和な日々を満喫していた俺なのに、ついときめいてしまう。

　激突初日、夜が訪れるとともに豪雨が降りはじめたため、数時間にわたる銃撃戦はいったん中断した。朝が来ればまた銃撃戦は再開される。休憩を取れる数時間のうちに、隊士たちは消耗した体力気力を回復しなければならない。

　塹ざん壕ごうに籠もりつつ、手ずからクッキーを焼いて「ご苦労さま」「奮戦、ありがとう」「明日もよろしく頼む」と笑顔で仲間に配っている土ひじ方かたさんは、箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂のメイドさんの表情に戻っていた。そうだ。これがこの人本来の素顔なんだ。やはり俺は、この笑顔を守りたい……。

「諸君。東京から増援が一万来ようが二万来ようが絶対に二ふた股また口ぐちは抜かせない。五ご稜りよう郭かくにはかっちゃんがいる。かっちゃんは、形勢不利になれば自らの首を大おお村むらに差し出して私たちを助命しようとするだろう。あれはかっちゃんの悪い癖だ。故にわれらはこの戦場から一歩も退かない。いいな周しゆう平へい？　総そう司じたちも頼むぞ！」

「おーっ！　総裁の近こん藤どうさんが榎えの本もとさんに押しとどめられて五ご稜りよう郭かくから出してもらえないうちに、手柄をたてて周しゆう平へいくんとの結婚ポイントを貯ためるんだー！　どっちがいっぱい貯ためるか勝負ですねー土ひじ方かたさーん！」

「ぽ、ポイントとはなんだ？　また総そう司じは妙な未来語を覚えて……総そう司じは肺が弱いのだから、あまり無理をするなよ？　寒い蝦え夷ぞ地ちで労ろう咳がいにかかったらすぐに悪化するぞ」

「労ろう咳がいの疑いがある者は松まつ本もと先生が見つけ次し第だい片っ端から入院させているから、へーき、へーき！」

「……いい作戦を閃ひらめいた。大おお村むら益ます次じ郎ろうに周しゆう平へいのニセモノを送りつけて騙だませば、戦は終わる……かも」

「誰が周しゆう平へいくんの影武者になりおおせるというの斎さい藤とう？　老ふけ顔がおの源げんさんには無理ですわよ？」

「……平へい助すけが男装すれば、いける……ぱんつさえ脱がせなければお稚ち児ごさんだし……」

「待ちなさいよーっ！　稚ち児ごじゃないっ！　だだだ男装なんて絶対に嫌よー！　ああでも、伊い東とう先生と試し衛えい館かんの仲間をともにお救いするためなら、伊い東とう先生と口裏を合わせて偽にせ近こん藤どう周しゆう平へいになりきるべきなのかしらっ？　これからは男の子として生きていくべきなのっ？」

「おいらが化けようかー？　周しゆう平へい口調になりきればいけるかもよ？　『土ひじ方かたさんに誓います。俺は、あなたの運命を覆くつがえすためなら何度でも三さん千ぜん世せ界かいから死に戻ってきますよ──フッ』。似てる？　似てない？　いけてない？　周しゆう平へいよー、おめーよく真顔でこんなくっさい台詞せりふを吐けるよなーっ！　おめーにこんな言葉を囁ささやかれたらおいらだって乙女魂が目覚めてイチコロだぜ、わっはっは！」

「こら左さ之の助すけ。しゅ、周しゆう平へいはそんな小っ恥ずかしい口調では喋しやべらない。もっとこう自然に……そう、息を吐くかのように自然に私への愛を囁ささやくのだ。いや、待てよ？　それはもしかして私の贔ひい屓き目めなのか？　客観的に眺めれば、こいつはただの恥ずかしい男なのか？」

「ええ。未来語では周しゆう平へいさんのような殿方を中ちゆ二うに病びようと言うそうですよ土ひじ方かたさん。くすっ」

「皆さん、言いたい放題言ってくれますね……山やま南なみさん、俺は中ちゆ二うに病びようじゃありません……戦場から戻ってＰＴＳＤを発症して暗くなっただけですから！」

　待てよ？　おかしいな。あれほど死に戻りを繰り返して土ひじ方かたさんの運命を覆くつがえしたはずなのに、気がつけばまた「一周目」と同じ戦争をやっている。「一周目」ではすでに脱落している試し衛えい館かんの面々を、今また巻き込んでいるだけで、結局はこうして箱はこ館だてに追い詰められている？

　しかも「一周目」と違い、あの大おお村むら益ます次じ郎ろうが東京軍を率いている。ということは、開かい陽ようを温存して「一周目」より善戦しているというのは俺の錯覚で、実はすでに箱はこ館だて軍ぐんは危機的状況に陥っているのでは？　なにしろ大おお村むら益ます次じ郎ろうは変人だが軍才にかけては文字通りの軍神。土ひじ方かたさんの指揮官としての才能に俺が「一周目」の知識と経験を加算している新選組のはるか上手を行く実力者のはずだ。

「み、皆さん。俺たちはもしかしたらすでに死地に陥っているかもしれません！」

「なに言ってんだよ周しゆう平へい。おいらたち、すんげえ防衛陣を構築して固く守ってんじゃん。新式銃の扱いも手慣れたもんだしよ。敵軍には三味線鳴らしながら攻めて来る高たか杉すぎ晋しん作さくみたいな頭おかしい女もいねーし、小こ倉くら赤あか坂さかの時よりも楽勝だって♪」

「ですが左さ之の助すけさん。大おお村むら益ます次じ郎ろうと直接対戦した経験は、俺にはないんです。よりによって俺が彼女を救ってしまったために、新選組はここで全滅するかもしれません……！　それで歴史の帳尻が合ってしまうのかも……！　歴史の修正力が働いているのかも……」

　冗談じゃないわね、と塹ざん壕ごうの片隅に座り刀に粉を振っていた永なが倉くらさんが呟つぶやいていた。

「……歴史の修正力だかなんだか知らないけれど、どうやっても歴史ってやつは新選組を全滅させたいらしいね。ねえ土ひじ方かたさん、聞こえる？　敵兵が、動いている──」

「まさか、雨が降る初日の夜から奇襲攻撃か？　泥濘ぬかるむ崖を這はい上あがって高地を獲とろうというのか!?　しまった！　周しゆう平へいの想定よりも敵軍の奇襲実行が早い！」

　不意を突かれた。雨中の台だい場ば山やま目指して、東京軍の奇襲部隊が無謀とも言える一斉突撃を敢行。強引に崖をよじ登って台だい場ば山やまへと攻め寄せてきた。戦闘初日の夜も更ふけ、しかも雨が止まない中、いきなり「壊滅上等、味方兵の死体を足場に用いて崖を登ればいい」とばかりに総力で奇襲を敢行してくるとは。

（しまった。相手の指揮官が違うのに、敵軍が「一周目」とほぼ同じ戦術を繰り返すと俺は無意識のうちに思い込んで……不意を突かれた！）

　やはりわれらはメイドさん生活が長かった分、戦場でのカンが鈍っていたなと土ひじ方かたさんが自嘲しつつ、「俺の責任です。たまたま京で俺が大おお村むら益ます次じ郎ろうを救ったのも、もしかしたら歴史の修正力が働いた結果だったのかも……」と落ち込む俺の肩をぽんと叩たたいてくれた。

「私たちは運命を相手に戦っているのだから、周しゆう平へい一人の責任ではない。気に病むな。この豪雨では互いに銃は使えない。正攻法で二ふた股また口ぐちを抜くのは難しいと見た東京軍は雨を味方につけての乾けん坤こん一いつ擲てきの斬り込みに賭けたらしい。おそらく薩さつ摩ま人じんの抜刀隊だろう」

「おー！　じゃあじゃあ、こっちも斬り込もう！　白はく兵へい戦せんなら、日本最強は新選組だよー！　行くよーはじめちゃん！」

「……総そう司じ、承知」

　愛刀の和いず泉みの守かみ兼かね定さだを抜き放った土ひじ方かたさんに「待って」と永なが倉くらさんが声をかけた。

「総大将は本陣を守らないと。抜刀隊の指揮はあたしに任せて、土ひじ方かたどの！　この永なが倉くら新しん八ぱちに！　なにが運命だよ、なにが歴史の修正力だよ！　あたしは絶対にそんなわけのわからないものに負けないっ！　最後の最後まで運命と戦うっ！」

「永なが倉くら？　新選組は常に死の香りを漂わせた厳しい法はつ度とを掲げていたが、すべては生きるためだ。死所を求めて戦う組織ではなかった。生き延びて戦い続けてこその新選組だ。死に急ぐ必要はない──」

「そ、そうですよ永なが倉くらさん。この戦いが終われば、また食堂に戻れますよ。だから」

「でももう周しゆう平へいはやり直せないかもしれないんでしょう？　力を使い果たしたかもしれないんでしょう？　だったら新選組隊士として完全燃焼したいの、あたしは！　新選組から脱落して長く生きるより、誠の旗の下で最後の瞬間まで生ききりたい！　お願い！」

　永なが倉くらさんはやはり、自分が辿たどった運命を知って以来思い詰めていた。短気を起こして新選組を割って抜けた「未来」の自分を「バカだよ」と責めていたのだろう。ここで斬り込んで新選組のために死ぬ、と覚悟を決めている。もう、土ひじ方かたさんにも左さ之の助すけさんにも止められない。

「……わかった。だが、死ぬなよ永なが倉くら。周しゆう平へいの今までの努力がすべて無駄になる。周しゆう平へいの願いは『試し衛えい館かん組ぐみ全員の生還』なのだから。先せん鋒ぽうは任せるが、頃合いを見て私も斬り込みに加わるぞ」

「うん！　神しん道とう無む念ねん流りゆう免許皆伝、新選組二番隊長永なが倉くら新しん八ぱち、参る！　左さ之の助すけ、止めてもついてくるんだろ？」

「あたぼうよー！　命の哀れを知ってしまった今のおいらじゃ、昔みてーに笑顔で敵兵を田楽刺しとはいかねーかもな。でもよ、がらっぱち。おいらたちはずっ友だぜ？　最後まで一緒に戦ってやんよ！　なぜかよー、そうしなきゃいけねー気がするんだよな」

「ありがとう左さ之の助すけ！　新選組、抜刀！　突貫！　これより薩さつ摩まの斬り込み隊を粉砕する！　示じ現げん流りゆうは初しよ太だ刀ちがすべてだ、初しよ太だ刀ちを死に物狂いで外せ！　土ひじ方かたどのが守る本陣には一兵たりとも踏み入れさせるなっ！」




　東京軍の雨中の奇襲は、完璧に決まったはずだった。

　だが、死をものともせずに猿えん叫きようを発しながら崖を登ってくる薩さつ摩ま抜刀隊の猛も者さたちを待っていたものは、「誠」の旗を掲げながら「新選組抜刀！　斬り込めえっ！」と崖を降ってくる永なが倉くら新しん八ぱちさんと原はら田だ左さ之の助すけさん率いる新選組の歴戦の隊士たちだった。

[image: ]

「新選組」という名を聞いただけで、さしもの薩さつ摩まの猛も者さたちも一瞬たじろいだ。池いけ田だ屋やに突入して長ちよう州しゆうの志士たち多数と戦い、長ちよう州しゆう征伐では最後の最後まで高たか杉すぎ晋しん作さくを相手に死闘を繰り広げ、中なか村むら半はん次じ郎ろうたち幕末の剣豪との死戦を戦ってきた伝説の新選組。しかも、池いけ田だ屋やに放胆にも斬り込んで多数の志士を斬り捕縛した永なが倉くら新しん八ぱちが先頭を駆け、槍やりの原はら田だ左さ之の助すけがその隣にぴったりくっついている。さらには、斎さい藤とう一はじめ、沖おき田た総そう司じ、近こん藤どう周しゆう平へい、井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうという名だたる隊士たちが後に続く。新選組が箱はこ館だてで再結成されたとは聞いていても、局長近こん藤どう勇いさみが五ご稜りよう郭かくに留まっている今、新選組全盛期の幹部隊士たちが二ふた股また口ぐちの最前線に集結しているとは、彼らも想像していなかったのだろう。

「こがいな話聞いちょらん！　あの半はん次じ郎ろうどんが斬れなかった猛も者さたちぞ！」

「じゃどん、ここで退いたらおいは恥ずかしゅうて生きとられん！」

　薩さつ摩ま武士たちもまた、ここを最後の死に時と思い定めていた。踏みとどまる。踏みとどまって、新選組を迎え撃つ。

「おお、行くしかなか！　日本最強は薩さつ摩ま兵へ児こぞ、ちぇすとおおおおおお！」

「さすがは薩さつ摩ま武士！　お見事な覚悟！　同じ日本人同士、恨みはないけれど──ご免！　あたしは周しゆう平へいから与えられたこの命ある限り、どうしても貫きたいの！　誠の士道を！　死ぬならば新選組隊士として！　武士として！」

「がらっぱち、龍りゆ飛うひ剣けんが冴さえ渡わたってんじゃんよー！　ついに限界を超えて達人の域に入ってんじゃん！　しゃーねえなあ！　後で供く養ようすっからよー、今こ宵よいだけは槍やりの左さ之の助すけさまが復活だー！　ごめんなー！」

「おお！　武士としてお相手しもす！　おいたちは武士ぞ！　たとえ時代の波に吞のまれて切り捨てられようとも……」

「武士として戦い、武士として死にもそう！　敗れようとも悔いはなし！」

「おおとも！　死ぬにはいい日じゃ！」

　……

　……

　……

　あとはもう、互いに会話を交わす余裕などまるでない空前絶後の乱戦となった。雨中での激闘が続き、そして。

　すべての迷いを振り切るかのようにがむしゃらに剣を振るい続けた永なが倉くらさんが──新選組が、勝った。

　向こう見ずな永なが倉くらさんが躊ちゆう躇ちよせずに高所という利を得たまま崖下へといち早く斬り込んだことが勝因となった。

　台だい場ば山やまの陣地で敵襲を待ち受けていれば、おそらく味方側が混乱して敗れていただろう。

　最終的には土ひじ方かたさんが「新選組副長・土ひじ方かた歳とし三ぞうだ！」と兼かね定さだを抜いて最後の追撃に繰り出したことで、かろうじて踏みとどまって剣を振るっていたさしもの薩さつ摩ま武士たちも「完全に負けもした！」とこれ以上の継戦を断念し、闇に紛れて一斉に遁とん走そうしたのだった。

「ギャー！　がらっぱち、おめー血ち塗まみれじゃんよ！　だだだだいじょうぶかっ、胃腸は破れてねーかっ？」

「あいたたた。気がついたら傷だらけになっちゃうんだよね、あたしって。でもだいじょうぶ左さ之の助すけ。傷は浅いからさ。ほとんどはあたしが斬った薩さつ摩ま武士の返り血だよ……みんな、凄すさまじい気き組ぐみだったなあ」

「武士としての死に場所を求めている士族は、おめーだけじゃねーってことだな。剣に生涯を捧ささげてきた士族たちはよ、廃刀令を喰くらって、剣を振るいたくばこうして剣士同士で闘犬みてーに嚙かみ合あわされてよ。これも時勢なんだろーがよー、哀れなもんだぜ……まだ生きている奴やつは病院へ送ってやろうぜ。死んだ奴やつは……供く養よう塔とうを建ててやっか」

「なんだか左さ之の助すけのほうがあたしより先に大人になっちゃったみたいだなあ。そっか。あたしはあたしと同じ思いを抱いて鬱屈していた武士を斬ってたんだね……あ、あいたたた……痛い痛い痛い。戦いが終わった途端にに傷口が……いだだだ」

「うわーっやっぱダメじゃん！　死ぬなーっがらっぱちーっ！」

　永なが倉くらさんはいつもの調子で手から血を流しながらも、憑つきものが落ちたかのように爽やかに微ほほ笑えんでいた。

「……これで、脱隊を繰り返してきた未来の自分への借りは返せたかな……うん」

「あ、あのう。俺が未来を告げたために、永なが倉くらさんはずっと悩んでいたんですね。すみませんでした」

「ううん。短気なあたしが近こん藤どうどのと訣けつ別べつせずに今日まで新選組隊士として生きられたのは、周しゆう平へいのおかげだよっ！　こちらこそ、ありがとう！」

「……こほん。永なが倉くら。どさくさに紛れて周しゆう平へいに抱きつくな。周しゆう平へい、浮うわ気きは切腹だぞ？」

「んもう、野暮なんだから。土ひじ方かたどのはそろそろその嫉妬深さを直したほうがいいんじゃないのー？」

「ななななんだとっ？　そちらこそ、その直言癖を修正しろ！」

　二ふた股また口ぐち防衛戦の初日が、ようやく終わった。

　早くも薩さつ摩ま抜刀隊と新選組が白はく兵へい戦せんを繰り広げる総力戦だった。

　これはもしかして、他の戦線も一気に動いているのではないか。そう勘づいた俺と土ひじ方かたさんは、無言で互いに視線を交わしていた。

　そして、この予想は不幸な形で適中していた。




　　※




　蝦え夷ぞ共和国の本拠地・五ご稜りよう郭かく。

　作戦本部会議室。

「一周目」同様に松まつ前まえ城じようが落城し、木き古こ内ない戦線も抜かれたと聞いた俺たちは、二ふた股また口ぐち戦線を捨てて五ご稜りよう郭かくへと舞い戻っていた。開かい陽よう率いる囮おとり部隊による東京艦隊誘導作戦は大おお村むら益ます次じ郎ろうに早々と見破られ、功を奏さなかったのだ。大おお村むらさえいなければ成功したはずなのに。

「いや～ごめんね～、結局海上から艦砲射撃を喰くらっちゃった～。開かい陽ように釣られると思ってたのにさー、松まつ代しろにＵターンして来たんだよねー東京艦隊が。インド式カリーおかわり！」

「ノーウ！　近こん藤どうクン、もしかして東京軍って鬼のように強くない？　結局、戦闘に勝ったのは土ひじ方かたクン率いる新選組だけだったヨ？　もしかしてこの戦争、これ以上続けるのは無理じゃないカナ？　そろそろ降伏スル？」

「え、榎えの本もとさん、まだ戦いははじまったばかりです～。降伏条件は周しゆうちゃんの引き渡しですし、私の一存では～」

「イバハチ、お前『一周目』と同じ負け方じゃないか！　榎えの本もと、貴様がかっちゃんにこんな厄介事を押しつけたのに、もう厭えん戦せん気分に浸るとはなにごとだ！　士道不覚悟で斬るぞ！」

「申し訳ござらぬ、土ひじ方かた氏うじ、近こん藤どう氏うじ！　この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、五ご稜りよう郭かくで剣鬼となって新選組の皆さま方をお守り致しましょうぞ、うわはははは！　だが近こん藤どう周しゆう平へい！　うぬが大おお村むら益ます次じ郎ろうの婿になると一言言えば近こん藤どう氏うじは救われるのだ。近こん藤どう氏うじの命とうぬの貞操、いずれが大事か言うまでもあるまい！　男気を見せろ、近こん藤どう氏うじへの無償の愛を見せてみよ！」

「……佐さ々さ木きさん。俺も脱走の機会を窺うかがっているんですが、土ひじ方かたさんの監視の目をすり抜けて逃げるのは不可能です」

「むう、それもそうか。大おお村むら氏うじという女も厄介者よ、恋心に惑って戦に加わるなど」

「恋心に惑って坂さか本もとさんを襲撃した佐さ々さ木きさんに言えた義理はないでしょう？」

「おお、そうであった！　これは周しゆう平へい氏うじに一本取られた。わはははは！」

　土ひじ方かたちゃん、一周目ってなに～？　とイバハチさんが首を捻ひねるが、箱はこ館だて小お田だ原わらでの戦闘を回避できた結果、イバハチさんは一周目と違って片手を失っていないし、松まつ前まえ・木き古こ内ないの戦いでも銃弾を浴びずに済んでいる。「一周目」に比べれば箱はこ館だて軍ぐんの被害は軽微だ。なにしろ開かい陽ようをはじめとする艦隊をまだ温存できているのだから──というよりも、東京軍が「囮おとり作戦」に乗ってこなかったので無傷なのだが。

　ともあれ、このまま箱はこ館だてを死守するだけではじり貧で、「一周目」と同じ結末を迎えるしかない。しかも「一周目」では近こん藤どうさんや沖おき田たさんたちの死を経験した土ひじ方かたさんが箱はこ館だてを己の死に場所と定めていたが、今回は近こん藤どうさんたち試し衛えい館かんのみんなを生きたまま巻き込んでいる。「一周目」よりも俺にかかる責任ははるかに重大だった。

「周しゆう平へい。三方向からの東京軍進撃はまたしても食い止められなかった。今や箱はこ館だての町と五ご稜りよう郭かくだけがわれらに残された最後の砦とりでだ……周しゆう平へいの経験を活用してもなお、なぜ『一周目』と同じ展開に？」

「土ひじ方かたさん。大おお村むら益ます次じ郎ろうの用兵術が優れていることも箱はこ館だて軍ぐん苦戦の一因ですが、榎えの本もと艦隊の脱走直後に強力な東京艦隊を編成したこと、ストーンウォール号を榎えの本もとさんに隠し続けていたことなど、大おお久く保ぼが打つ手打つ手があまりに速すぎます」

「やはり、予あらかじめ箱はこ館だてでわれらを討つために準備を整えていたとしか考えられないな」

「はい。考えてみれば、俺に執着心を抱く長ちよう州しゆうの大おお村むら益ます次じ郎ろうをわざわざ参謀に抜ばつ擢てきしたことも怪しいです……大おお村むらは大の薩さつ摩ま人じん嫌ぎらいですから造反する恐れもあったというのに。先読み能力の高さといい、人の恋心を手玉に取って操る手法といい、近おう江み屋やの時と同じです。まるで、俺が辿たどってきた未来を先読みしているかのような」

「今まではなんとなく『歴史の修正力』のような力が働いて、いくら周しゆう平へいが歴史を改かい竄ざんしようとしても自然とあるべき歴史のルートに戻ってしまうのだと私は考えていたが……それだけではないのかもしれないな。大おお久く保ぼにも、周しゆう平へいの能力に対抗できるなんらかの力が備わっているのではないか？」

「だとしても、なぜ試し衛えい館かん組ぐみを榎えの本もとさんともども箱はこ館だてで葬ほうむろうとしているのか、動機が不明ですけれどね。坂さか本もとさん暗殺には、西さい郷ごうの悲願だった武力討幕を決行するためという動機がありましたが……俺たちはすでに刀を捨て、箱はこ館だてで食堂を経営していたわけですし」

「東京政府の中央集権化を急ぐ大おお久く保ぼは、幼なじみの西さい郷ごうと抜き差しならない決裂を迎える前に、榎えの本もと率いる旧幕府系の反大おお久く保ぼ派はを一掃したかった。われら旧新選組は大おお久く保ぼに狙われていたわけではなく、たまたま榎えの本もとたちが旗頭として担かつぎ上あげやすい立場だったにすぎないとも考えられるな。いずれにせよ箱はこ館だては追い詰められた」

　イバハチさんと榎えの本もと武たけ揚あきは「もぐもぐ。あの二人の会話って理解不能だよねー。恋人同士の睦むつ言ごとにしては色気がないしねー。あー、ボースさん。ナン、おかわりー♪」「ノー、チンプンカンプンデース！　英語よりも難解デース！」と陽気に笑いながらも顔を見合わせている。が、今は周囲に気を遣っている余裕がない。

「トシちゃん。今はとりあえず箱はこ館だて艦隊を箱はこ館だて湾わんに戻して、海上からの東京軍の進撃は阻はばんでいるけれど……陸上では五ご稜りよう郭かくと箱はこ館だて以外の要地を全部失しつ陥かん。もう王おう手て飛ひ車しや取とりだよ～。起死回生の策はないかな？　やっぱり、みんなの命を救うためには周しゆうちゃんを送り出すしかないの……？　そんなの私は絶対に嫌だよ、反対だよ～」

「大おお村むらはわれらに私し怨えんがあるわけでもないし、動機が動機なだけにそれで収まると思うが、戦況は一方的だ。東京の大おお久く保ぼが、周しゆう平へい一人を差し出したくらいで和睦を認めるとは思えないな。むろん差し出す気もないが──一度でいい、東京軍に痛撃を加えて『箱はこ館だては容易には陥落しないし降伏もしない。和睦しなければこの戦争は長期化する』と大おお久く保ぼの心胆を寒からしめる必要がある」

「さすが土ひじ方かたクンデース。大おお久く保ぼはなによりも箱はこ館だて戦争の長期化を恐れているはずデース。箱はこ館だての自治独立に希望アリと見て西さい郷ごう派はが鹿児島で挙兵すれば、東京政府は一転して窮地デスカラ！」

「そうだ榎えの本もと。だが、西さい郷ごうは動きそうにないのだろう？　幕末維新の激しい闘争で燃え尽き、戦争に嫌気がさして猟師になりたがっていると聞くし」

「西さい郷ごう自身はそうデスガ、周囲の血気盛んな若い連中は違いマース。とりわけ、西さい郷ごうの片腕になっている陸軍少将の桐きり野の利とし秋あきは──おいはまだまだ戦がし足りん、このまま座して大おお久く保ぼが士族ば滅ぼしていくさまを黙って見とられんと暴発寸前デース」

「……そうか。奴やつは食堂を訪れた際にも、珍しく愚痴っていたな。あの人ひと斬きり・中なか村むら半はん次じ郎ろうが陸軍少将か。私たち試し衛えい館かん組ぐみは下げ野やを早まったかもしれんな。あと五年、勝かつ海かい舟しゆうとともに新政府に居残っていれば、一介の人斬りの中なか村むらなどに陸軍少将のポストを渡さなかったものを──いや、もう言うまい。明日の朝にこの会議室で最後の作戦会議を開く、諸君。今こ宵よいは解散だ。めいめい英気を養ってくれ」




　またか。またしても俺は、五ご稜りよう郭かくの庭園にただずみながら土ひじ方かたさんとともに夜の月を眺めているのか。まるでデジャブだ──どれほど繰り返しても結局は、土ひじ方かたさんは箱はこ館だてで死んでしまう運命なのだろうか。俺は今一度死に戻れるのだろうか。あの三さん千ぜん世せ界かいで無限に増殖した鴉からすを再び殺し尽くせるのだろうか。

　前回は、目の前で土ひじ方かたさんが銃撃を浴びて死んでいく姿を見たために、俺は力を取り戻して死に戻ることができた。だが、次は──？

　土ひじ方かたさんが「試し死には禁止だぞ周しゆう平へい？　ともに生きてこの難局を乗り越えることを考えよう」と俺の腕に自分の腕を絡からめながら、優しい声でそっと囁ささやいてくれた。俺が考えていることなど、すべて土ひじ方かたさんにはお見通しらしい。

「周しゆうちゃんのお嫁さん競争なんてしている間に、トシちゃんと周しゆうちゃんを早く結婚させておくべきだったね。ごめんね。私たち、みんな平へい和わ惚ぼけしていたのかもね。でもそれだけ、箱はこ館だてでの暮らしが楽しかったってことだから──大おお久く保ぼさんを止めるには、やっぱり総大将の私の首が必要なんじゃないかなあ？」

　近こん藤どうさん。榎えの本もとさんたちに愚痴ひとつこぼさないんだから、まったくあなたという人は。だからいつもいつも、人々に慕われて総大将に担かつぎ上あげられてしまうんですよ。

「かっちゃん！　またはじまった！　それも、もう何度目の台詞せりふなんだ？　かっちゃんが死ねば、私も周しゆう平へいも生きてはいない。同じことの繰り返しになると言ってるだろうに！」

「あははっ。近こん藤どうさんは劣勢になると投降して斬首されることばかり考えるんだからー。周しゆう平へいくん、だいじょうぶー？　また同じことを繰り返してる、って憂鬱になってないー？　ごめんねー。でもほら、ボクは健康そのものだから！　素敵な恋だって経験できたしねっ！　周しゆう平へいくんの文字通り血みどろの努力は無駄じゃなかったよ？　だから元気出して！」

　沖おき田たさん。そうだな、すべてが無駄な努力だったわけじゃない。確実に変えられた運命もある。まだだ。まだ、諦めるには早い。しかし、陸戦であの大おお村むら益ます次じ郎ろうに勝負を挑めば、「一周目」同様に土ひじ方かたさんは箱はこ館だてで戦死する。いったいどうすれば……。

「周しゆう平へい。できるよ！　あたしが本来辿たどるはずだった後悔に満ちた人生は、周しゆう平へいが変える機会を与えてくれたから変えられたんだよ？　今、あたしはこうして新選組隊士として近こん藤どうどのとともに最後まで戦えて、武士として完全燃焼できた気分だよ？　そうだ！　周しゆう平へいにはないの？　『一周目』の箱はこ館だて戦争で悔いを残した失敗って、ない？」

「……永なが倉くらさん……あります！　俺の最大の悔いは──土ひじ方かたさんのもとで決行したストーンウォール号、甲こう鉄てつのアボルダージュ作戦に失敗したことです。あそこで甲こう鉄てつさえ奪取できていれば戦況は一変していました。『一周目』では、数々の不運や計算違いが重なって作戦は失敗に終わりましたが……」

「だったら、それを覆くつがえそうよ！　『一周目』では失敗したけれど、周しゆう平へいは経験を積んで失敗の原因を摑つかんでいるんだし、それに今回はあたしたち試し衛えい館かんのみんなが揃そろっているよ！　だから、みんなで戦おう。一周目の悔いを晴らそうよ！　新選組の主力隊士全員が勢せい揃ぞろいしているんだから！　次は、できるよ！　きっとうまくいく！」

　そうだ。兵力や装備に圧倒的な差があり、箱はこ館だてと五ご稜りよう郭かく以外をすべて失しつ陥かんした今、陸戦では大おお村むら益ます次じ郎ろうには決して勝てない。

　しかし──海の上では。海上ならば。こちらにはまだ、旗艦開かい陽ようが残されている──「一周目」では榎えの本もと武たけ揚あきがうっかり沈没させてしまった強力な旗艦が。大おお村むらが箱はこ館だて艦隊の陽動作戦を見切って艦隊を無視した結果なのだろうか、幸い箱はこ館だて艦隊は無傷だ──！

「ありがとうございます永なが倉くらさん！　土ひじ方かたさん。もうあれを一度やりましょう！」

「周しゆう平へい。ちょうど私も今、その作戦を提案しようとしていたところだ。フランス軍学で言うところのアボルダージュ、つまり甲こう鉄てつの乗っ取りを！　昨夜夢に見たのだ、周しゆう平へいと私が甲こう鉄てつ奪回に失敗した『未来』の記憶を」

「はい！　前回失敗した原因はすべて俺の頭の中に！」

「ああ。そして、私の頭の中にもだ」

「こんどこそ奪えます！　大おお村むらは陸戦では無敵無敗ですが、海戦は高たか杉すぎ晋しん作さくに任せていました。その分、海戦では囮おとり作戦を見抜く眼力はあっても最強無敵とまではいかないかもしれません。陸上で決戦すると見せかけて大おお村むらの本陣を猛攻し、その隙に海上でアボルダージュをやりましょう！　海陸同時作戦を決行し、大おお村むらに俺たちの海上作戦に対処する隙を与えなければ、きっと成功します！」

「わかった周しゆう平へい。しかし、陸上で死兵と化して大おお村むらと戦う部隊は誰が率いる？　試し衛えい館かん組ぐみを二手に裂けば、その分、アボルダージュが成功する確率は下がってしまう」

「土ひじ方かたちゃん。それはこのイバハチちゃんにおっまかせー！　アボルダージュってなんなのかさっぱりわかんないけどー、そもそもイバハチちゃんと榎えの本もつちゃんが箱はこ館だてに東京軍を呼び寄せたんだから、ケジメはちゃんとつけるってーの！　新選組が海上で海賊やってる間に、イバハチちゃんが陸上で東京軍に勝っちゃえばいいじゃん？　万々歳じゃん？」

「い、イバハチ？　十中八九死ぬ役目だぞ。いいのか？」

「そんなの東京を脱走した時から覚悟の上じゃーん！　江戸直参旗本の意地ってやつを、最後にぱーっと見せて伝説になってやっからさー！　これって歌舞伎？　歌舞伎のネタにされるかも？　東京での錦絵の売り上げはイバハチちゃんの勝ちー！　土ひじ方かたちゃんは万年二位だねー！　これでお互い貸し借りなしってことよ、あっはっは！」

　イバハチさんは無謀に突進して簡単に銃弾を浴びる癖がありますから、くれぐれも銃弾に気をつけてください。開戦直後にあなたが戦闘不能に陥ったら囮おとり作戦の意味がなくなります、どうか無傷で生還を……と俺はどこまでも屈託なく笑うイバハチさんの両手を握りしめていた。

「一周目」の五ご稜りよう郭かくではすでに隻せき腕わんになっていたイバハチさんが、俺が歴史を変えたために今回は両手を自由に使えている。心しん形ぎよう刀とう流りゆうの達人、江戸講こう武ぶ所しよで鳴らした「伊い庭ばの小こ天てん狗ぐ」としての剣士の実力を、こんどこそ戦場で思う存分に発揮できる。だから、また彼女が死ぬと決まったわけではない。俺の行動は無意味ではなかったはず──信じよう。俺は、俺自身の今までの行動を。必ず、運命は覆くつがえせると。

「……お、おう。周しゆう平へいちゃんってば、イバハチちゃんに惚ほの字じなの？　やだなー、泣かないでよー。くらくらっと来ちゃうじゃーん。土ひじ方かたちゃんに斬られるから、ほらほら、笑って笑って。この戦争が終わったらまた食堂でナンを焼いてごちそうしてね、カリー三人前は軽いからさー！　イバハチちゃんも士族を廃業したらさー、日本中の美お味いしいお料理を食べ尽くす食い倒れ趣味の道を究めよっか。箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂を紹介する料理本でも書こうかなー！　あっはっはー！」

「いいですね。俺も読みたいです、イバハチさんが書いた料理紹介本──英語で言うところのグルメ本を」

「おー、グルメ本ねー。言葉の意味はさっぱりわからんが、ハイカラな響きだー。それだ、それを書こうー！　決めた、これからはグルメ作家だー！　イバハチちゃんに任せなさーい！」

「聞きましたぞ、立ち聞きしましたぞ近こん藤どう氏うじ！　その陸上の陽動部隊役、この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう率いる見み廻まわり組ぐみにもやらせていただきたい！　拙者はなんとしてもこの明治の世を近こん藤どう氏うじに生きていただきたいのです！　どうか拙者にご命令を！　近こん藤どう氏うじのためなら死ねます！」

「さ、佐さ々さ木きさん？　い、いいんですか？　ええと……見み廻まわり組ぐみ隊士の皆さまも？」

「もとより今いま井いをはじめ全員、拙者とともに近おう江み屋やでの恥を箱はこ館だてで雪すすぐ覚悟。徳とく川がわ家けを見事に守り抜いた新選組局長を守らずしてなんの見み廻まわり組ぐみ、なんの徳とく川がわ旗本でありましょうや！　うわっはははは！」




　この直後。

　俺たちはフランス士官のブリュネを呼び寄せて「甲こう鉄てつアボルダージュ作戦」を明かし、彼から意見を出してもらってさらに詳細な計画を練った。

「甲こう鉄てつを沈めることは不可能ですが、奪い取って箱はこ館だて艦隊のものにしてしまえば、戦局は一変します。大おお村むらを陸戦に釘くぎ付づけにしつつ、伊い東とうが艦長を務める甲こう鉄てつを箱はこ館だて湾わん上じようで奪取しようと思います。可能でしょうか？」

　いったい徳とく川がわ武ぶ士しのなにがそれほど彼の魂を揺さぶるのか、まだまだ戦う気満々だったブリュネは「素晴らしいデース！　これぞ起死回生の奇策デス！　フランス軍もアボルダージュをやりますヨ！　しかしいったいどこでアボルダージュという言葉を学んだのですか、新選組の皆さんハ？」と目を輝かせて、実行する際の細々とした決まり事を取り決めてくれた。

　二ふた股また口ぐちでは、長ちよう州しゆう征伐に参戦「できた」新選組＝試し衛えい館かんの面々が、長ちよう州しゆう戦せんでの経験を生かして見事に近代塹ざん壕ごう戦せんを戦い抜けた。アボルダージュも、できる。できるはずだ。俺と土ひじ方かたさんにとってはこれが「二度目」の作戦実行なのだから。




　　※




　深夜。天候は陸上、海上ともに深い霧。

　作戦決行の時、来きたる。

「伊い庭ばの小こ天てん狗ぐイバハチちゃん参上！　遊撃隊出撃！　徳とく川がわ直参旗本の底力を東京軍に見せてやれ～！　この戦に勝ったら隊士全員、チーズナンを食い放題だ～！　やれいけ、それいけ！」

「遊撃隊に負けるでないぞ！　見み廻まわり組ぐみ、突貫！　徳とく川がわ武ぶ士しの意地を貫くのだ！　講こう武ぶ所しよでつけられなかった決着を今日こそつけましょうぞ伊い庭ば氏うじ、わはははは！」

「合点承知！　あ、でも、イバハチちゃんは絶対に最前線に飛び出すな弾丸に当たるって周しゆう平へいちゃんがうるさくてさー。イバハチちゃんってこんなに身体がちっちゃいのに、そうそう当たるかなー？」

「周しゆう平へい氏うじは、大おお久く保ぼ利とし通みちに勝るとも劣らぬ千里眼の持ち主でござる。伊い庭ば氏うじは攻め一辺倒の無鉄砲さ故に被弾しやすいのでござろう」

「ほうほう。無鉄砲だから鉄砲の弾に当たると……なんだか禅問答みたーい、あはは！　そんじゃ一番乗り役は、佐さ々さ木きちゃんお願～い」

「拙者はこの巨体故、弾丸の二、三発程度はものともせぬ。お任せあれ！　近こん藤どう氏うじ、今日こそはあなたのためにお役に立ちましょうぞ！　わが愛の剛剣をご覧くだされい！」




　イバハチさんと佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう率いる陸戦部隊が、木き古こ内ないを抜いて箱はこ館だてと目の鼻の先にある七しち里りが浜はままで迫っていた東京軍本陣へと奇襲をかけ、大おお村むら益ます次じ郎ろうが鎮座する本陣へ肉薄すると同時に。

　海上では、箱はこ館だて総攻撃の指令を待っていた東京艦隊へと箱はこ館だて艦隊が夜襲をかけていた。

　海上夜襲という奇策中の奇策は、かつて長ちよう州しゆう征伐で高たか杉すぎ晋しん作さくが敢行している。高たか杉すぎとともにあの戦争を戦い抜いた大おお村むら益ます次じ郎ろうならば、海上夜襲も想定の範囲内だろう。

　だが、この夜襲の目的が甲こう鉄てつのアボルダージュであることまでは見抜けまい。陸上での激戦の最中にこちらの策を見抜いたとしても、その時にはもう手遅れだ。

「土ひじ方かたさんが夢で見た通り、『一周目』では旗艦開かい陽ようを失い、さらに接せつ舷げんさせる予定だった蟠ばん竜りゆうと高たか雄おが間に合わなかったために、残された回かい天てんだけでアボルダージュを強行しました。しかし回かい天てんは外輪船だったために甲こう鉄てつに船体を横付けできず、丁字形に船首を接せつ舷げんさせねばならなくなり──」

「結果、失敗したのだな。天運に見放されていたということか。だが周しゆう平へい、今の箱はこ館だて艦隊にはこの開かい陽ようがある。他艦隊は、東京艦隊へ全力で砲撃！　甲こう鉄てつと他の船の間に割り込んで甲こう鉄てつを孤立させろ！　開かい陽ようは急ぎ甲こう鉄てつに接せつ舷げん！」

　いけます、こんどこそ船体を横付けできます、と俺は目の前に迫ってきた甲こう鉄てつの勇姿に夢中になりながら頷うなずいていた。

　沖おき田たさん、斎さい藤とうさんたち新選組の斬り込み部隊が「いえーい！　敵艦乗っ取りだー、海賊だー！」「……この霧のおかげで奇襲はうまくいっている。天運を味方につけた」とそれぞれ剣を[image: ほ]はいて、甲こう鉄てつへの乗り込み準備にかかる。

「船首から突入せざるを得なかった『一周目』ほどではありませんが、両船の間には高低差があります。後方から銃撃支援させつつ、縄ばしごを降ろして慎重に甲板に降ります。合図とともに船首側から船尾側にかけて全員で同時に降下し、まずは敵ガトリング砲を奪取します。敵兵が甲板に集結してくるまでにガトリング砲さえ制圧してしまえば──」

「成功するぞ周しゆう平へい！　『一周目』で失敗した要因に前もって対策できるのは、卑ひ怯きようかもしれないが──卑ひ怯きよう上等、勝つために戦うのが新選組だ！　諸君、これより甲こう鉄てつへと突入する！　私と周しゆう平へいに続け！」

「「「おーっ！」」」

　大おお久く保ぼないし大おお村むら益ます次じ郎ろうがもしもこのアボルダージュすら先読みして準備していたら──という疑念がふと浮かんだが、だとしても強行する他に道はない。どのような戦術戦略を練ろうとも、局地戦においては盤上で勝敗が決するものではない。目の前の現実の戦場で、戦士たちが勝敗を決するのだ。

　そして、俺の悪い予感は当たった。

　新選組をはじめとする斬り込み部隊が甲こう鉄てつの甲板へと降下すると同時に、敵兵たちがまるですでにこの時が来ると知っていたかのように応戦してきたのだ。

　だが、アボルダージュを封殺するはずの待ち伏せ部隊は、新選組の怒ど濤とうの襲来を前に震えあがっていた。

「来た！　ほんとうに来たぞ！」

「し、し、新選組だああーっ!?　まさかほんとうに甲こう鉄てつに飛び込んでくるだなんてっ？」

「ガトリング砲だ、ガトリング砲を守れっ！　一目散に奪いに来るぞーっ！」

「連中、甲こう鉄てつの構造を熟知していやがる。バカな！　機密事項なのにありえない！」

「数が多い！　薩さつ摩まの抜刀隊でもなければ、白はく兵へい戦せんでは勝てない！　再三乗船を要請したのに、連中はなぜ乗船していない？」

　大おお村むら益ます次じ郎ろうは、驚くべきことにこちらがアボルダージュを決行することさえも読んでいた。だが、陸上の本陣から薩さつ摩まの最強斬り込み部隊を海上へ移動させなかったことが、大おお村むらの唯一のミス。いや、近こん藤どうさんと新選組のために「ここで討ち死にする」と覚悟を決めたイバハチさんと佐さ々さ木きならば、薩さつ摩ま剣士たち不在の東京軍本陣であれば相打ち上等でそのまま陥落させてしまうかもしれないから、動かすに動かせなかったのか？

　策は読まれていたが、船上の敵兵は新選組を前に気き組ぐみで押されている。白はく兵へい戦せんに持ち込んでしまえば甲こう鉄てつを奪える！　と瞬時に戦場の空気を読んだ土ひじ方かたさんは兼かね定さだを抜刀し、「新選組副長土ひじ方かた歳とし三ぞう、参る！」と敵兵たちを一喝するなり、甲板を全力で駆けていた。

「土ひじ方かた歳とし三ぞう」という雷名を聞いた途端に、いよいよ敵兵たちの士気はくじけた。維新の三傑は西さい郷ごう・勝かつ海かい舟しゆう・近こん藤どうさんだが、幕末最強の戦場指揮官として軍人たちに崇拝されている人物は、長ちよう州しゆう征伐で鎬しのぎを削った「雷神」高たか杉すぎ晋しん作さくと「新選組鬼の副長」土ひじ方かた歳とし三ぞう。その土ひじ方かた歳とし三ぞうが、箱はこ館だて湾わん上じようの敵旗艦へと果敢に突入してきたのだ。彼らはみな、幻でも見ているかのように現実感覚を喪失していた。

　俺は源げんさんとともに、素早く土ひじ方かたさんの左右へと展開する。

「総そう司じ！　斎さい藤とう！　永なが倉くら！　左さ之の助すけ！　藤とう堂どう！　船首側のガトリング砲を奪取しろ！　周しゆう平へい、源げんさん！　われらは抜刀して総そう司じたちを援護！　一兵たりとも総そう司じたちに近寄らせるな！」

「承知！　ひっさびさに呻うなれ、三さん段だん突づき～！　いけるいける、体力が漲みなぎってるっ！」

「……総そう司じは三分以上暴れないように。あとは自分が」

「二ふた股また口ぐちの薩さつ摩ま兵へいは手て強ごわかったけれど、海軍兵はそうでもないみたい！　新兵ばかりだよ！　いっくぞ～左さ之の助すけ、平へい助すけ！」

「おーっす！　ごめんなー、供く養ようすっからよー！　あ、死にたくねーんなら降参してくれてもいーんだぜ？　仏の左さ之の助すけさまは無益な殺せつ生しようを嫌うんだ、わっはっは！」

「ええ、捕虜の扱いは万国法に基づいて公正に処置致しますわよ。箱はこ館だては共和国ですもの。新選組の鬼の土ひじ方かたは捕虜を逆さに吊つるして足指に蠟ろう燭そくを垂らして拷問するなんて、そんな噂うわさは真っ赤な噓うそ……ではありませんけれども、今はやりませんわよ！」

「箱はこ館だて自治区万歳！　勝手に攻めてきて剣術娘に手ぇ出す奴やつぁ、この井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうがタダじゃおかねえぜ！　遠慮すんな、甲こう鉄てつをこんどこそ土ひじ方かたちゃんに奪わせちまえ周しゆう平へい！　これはおめえの手柄だ、何度も何度も挫折しながら今までよく頑張った！　褒めてやらあ！」

「……源げんさんに褒められるなんて、雨でも降らなければいいんですけれどもね。待ち伏せしていたにしては存外に敵が弱いです。大おお村むらが次の手を打つ前に甲こう鉄てつを奪い取れます、勝ち戦です！」




　甲こう鉄てつの兵士たちの士気がいまいち低い一因は、艦長の伊い東とう大おお蔵くらに絶対的な戦意がなく、「ほんとうに新選組が甲こう鉄てつに乗り込んできたら、できる限り穏便にことを済ませたい」と密ひそかに単独和議を考えていたことにもあったようだ。

　かつて宮みや古こ湾わんでさんざん箱はこ館だて軍ぐんの剣士たちを悩ませ、多くの犠牲者を出したあのガトリング砲の砲身に沖おき田たさんが小さなお尻を乗せて「ガトリング砲は新選組一番隊長の沖おき田たさんがいただいたー！　新選組の勝ちだー！」と宣言すると同時に、白旗を掲げた伊い東とう大おお蔵くらが船室から投降してきた。

　伊い東とうは、もともと船に酔う体質だ。船酔いが酷ひどいらしく、酷ひどく顔色が青かった。足取りもおぼつかないが、士族としての意地だけでかろうじて屹きつ立りつしている。薩さつ摩ま系けい派閥の対立問題があったとはいえ、なぜあれほど先読みに優れる大おお久く保ぼが、船が苦手な伊い東とうに艦隊を預けたのだろう？

「……お見事だった土ひじ方かたくん。一から十まで完璧だったな、新選組の戦いは。勝負がついた以上徹底抗戦はしない。双方に大量の死者を出せば、日本人同士でなにをしゆうがじゃと坂さか本もとくんにこっぴどく𠮟られるからな」

　伊い東とうに侍はべる副官の服はつ部とり武たけ雄おが「まだやれます！　俺に戦わせてください！　降伏すれば伊い東とう先生は首を落とされます！」と二刀を構えて咆ほう吼こうしたが、伊い東とうは「服はつ部とり。近こん藤どうくんや土ひじ方かたくんたちはそんな真ま似ねはしない。剣を鞘さやへ」と服はつ部とりをたしなめ、土ひじ方かたさんが「降伏を許可する。甲こう鉄てつは以後、箱はこ館だて軍ぐんに属する。降伏した諸君は五ご稜りよう郭かくへ移動していただく──海戦はこれで終わりだ。もっと血生臭い戦いになるかと危惧していたが、よく英断を下してくれた伊い東とう大おお蔵くら」と伊い東とうと握手を交わして、すべての海上戦闘は停止された。

「土ひじ方かたくん。近こん藤どう周しゆう平へいに熱をあげている大おお村むらはさておき、私は今回の箱はこ館だて戦争には疑問を抱いていた。大おお久く保ぼ卿きようが敢あえてお調子者の榎えの本もと武たけ揚あきを造反させて箱はこ館だてに追いやり、待ってましたと叩たたき潰つぶしにかかったとしか思えない。出立直前に、新選組が海上でアボルダージュをやるから備えるようにと大おお久く保ぼから妙な忠告を受けて、いよいよその疑念が深まっていたのだよ」

「……大おお久く保ぼがことごとく未来を先読みして、すべてを操っていると？」

「ああ。理屈はわからないが、どうもそのようだ。京では危うく坂さか本もとくんを死なせかけたし、二度とあの女に操られるのはご免だな。だいいち、榎えの本もとら旧幕府系を箱はこ館だてで潰そうとする彼女の意図がわからない。まさか新政府を薩さつ長ちよう閥ばつで独占したいがためなどという単純な野心ではあるまいし。あの女には、自分が薩さつ摩ま人じんだという自覚がないのでな」

「……伝統的に男尊女卑指向が激しい薩さつ摩までは、女武士というだけで蔑視されてきたそうだからな。中央集権による独裁に舵かじを切ったのも、薩さつ摩まにも士族にも未練がないからだともと聞く。ともあれ虎の子の甲こう鉄てつを失った大おお村むら益ます次じ郎ろうは、箱はこ館だてを攻めあぐねることになった。東京軍と箱はこ館だての和睦のために協力してくれるか、伊い東とう大おお蔵くら」

「そうだな、近おう江み屋やで服はつ部とりたちがやらかした借りを返そう。船戦は苦手だが、外交ならば私に任せてくれ。問題は、榎えの本もとくんが降将の私を信頼してくれるかどうかだが」

「あれは近こん藤どうさん以上のお調子者だ。かっちゃんがあなたを『信頼できる古い盟友です』と強く推せば、すぐに信用して賛同する。箱はこ館だてを自治区化して政府を建てると言いながら、財政についてなにも考えていなかったずぼらな女だぞ」

「そうか、土ひじ方かたくん。思えば坂さか本もとくんも万事適当な女だった。お互いに苦労するな」

「まったくだ。が、副将という立場が私には合っている。脳天気でないと大将は続けられない。思えば、坂さか本もとはほんとうに気楽な奴やつだな。慶よし喜のぶ公こうに大たい政せい奉ほう還かんをやらせて新政府の方針案や人事案まで作っておきながら、自分は商人になって船で海外を旅行し放題……われら試し衛えい館かんの面々が箱はこ館だてに移住したのも、あいつが『絶対に蝦え夷ぞ地ち箱はこ館だてがお勧めじゃき』と近こん藤どうさんに吹聴したからだぞ？　それなのに我関せずを決め込んでいるとは許せんな」

　土ひじ方かたさんも試し衛えい館かん食堂でメイドさんになって自由を満喫していたじゃないですかと俺は思わず突っ込みたくなったが、黙っていよう。

「ふふ。実は、今回はその坂さか本もとくんに東京との仲介役を頼もうと思っている。私も元亀かめ山やま社しや中ちゆうだからな。今は海外で商談中だが、私と勝かつ海かい舟しゆうが仲介をやれと迫れば逃げ切れんさ、坂さか本もとくんも」

「坂さか本もとを呼び出してこき使うか。それはいいな。ふふ、ふふふ。東京と箱はこ館だての板挟みとなって苦労するがいい、坂さか本もとめ！　私の婚期を大幅に遅らせた報いを受けろ！」

「これで海戦は終わり？　新選組の大勝利？　やったねはじめちゃん！　陸上で戦っているイバハチちゃんたちにもすぐ知らせなきゃ！　早く陸戦を止めないと、イバハチちゃんって果敢に戦って死んじゃいそうだもん！」

「……承知。手て筈はず通り、空砲を放って合図する……」

「やっぱり周しゆう平へいの力ってすっごいね！　日本最強の軍艦を一時間足らずでぶんどっちゃえたなんて、信じられない！　これも周しゆう平へいが自らの命を何度も犠牲にしてくれたおかげかあ……土ひじ方かたどのや総そう司じが周しゆう平へいに惚ほれた理由が、あたしにもやっとわかってきたかも……剣の道はもう極めたから、次は……はっ？　いけない？　近こん藤どうどのを新たな形で裏切るところだった!?　あーっ、あたしって近こん藤どうどのと対立する運命から逃れられないのっ？」

「へええ、剣術バカのがらっぱちが恋～？　わっはっは、生きてりゃ面白いことがいっぱいあるもんだなー！　ま、おいらも周しゆう平へいの嫁になら、なってやってもいいぜ。『ご主人さま、なんなりと左さ之のにご命令くださいね♪　左さ之のはご主人さまの忠実なメイドですう♪』」

「左さ之の助すけ、そのメイドさん口調はやめてくださる？　なぜだか胸の奥がときめいてしまいますわ!?　おかしいですわ、わたくしは女の子なのにっ？　違う、お稚ち児ごさんじゃない！」

　それはたぶんギャップ萌もえというやつですよ藤とう堂どうさん。

　あとは世界の海かい援えん隊たい改め三みつ菱びしを率いている坂さか本もと龍りよ馬うまさんが、箱はこ館だて戦争を終わらせてくれればよいのだが──。




　　※




　箱はこ館だて湾わん海戦で、新選組率いる箱はこ館だて軍ぐんが東京軍の甲こう鉄てつ船せんストーンウォール号をアボルダージュしたことで、戦局は一変した。

　陸上で遊撃隊・見み廻まわり組ぐみを相手に激闘を繰り広げていた大おお村むら益ます次じ郎ろうは「甲こう鉄てつを奪われ、伊い東とうが捕らわれた」という報告を耳にするなり「やはり伊い東とうさんでは保ちませんでしたか。以後は私が総大将となり戦争継続。五ご稜りよう郭かくから距離を取り本陣を後退させます。当たり前ですが」とあたかも想定済みだったかのように七しち里りが浜はまの戦場からゆるゆると兵を退き、箱はこ館だてと木き古こ内ないの中間地点に位置する矢や不ふ来らいにさっさと移動してしまった。

　兵力に劣る遊撃隊・見み廻まわり組ぐみにも、東京軍を追撃する余力はなく、戦況は膠こう着ちやく状態となった。陸戦ではなお東京軍有利であるが、海上では開かい陽ようが健在な上に甲こう鉄てつを奪い取った箱はこ館だて艦隊が優勢となり、陸海から箱はこ館だてを挟撃して速戦で決着をつけるという大おお村むら益ます次じ郎ろうの構想は頓挫したと言っていい。

　それでも、矢や不ふ来らいに籠もった大おお村むら益ます次じ郎ろうは「さっさと近こん藤どう周しゆう平へいさまを渡すのです。それまで撤退はありえません、当たり前ですが。あ、伊い東とうの処分は好きにしてよろしい」と箱はこ館だてから何度も訪れる和睦の使者に同じ返答を返し続け、兵士たちに長期戦に備えた越冬準備まで開始させる始末だった。




　かくして箱はこ館だて軍ぐんは圧倒的不利だった戦況をかろうじて膠こう着ちやく状態に持ち込めたが、東京軍には後方から続々と物資や増員が送られてくる。対する箱はこ館だて軍ぐんは孤立無援で、軍事費を捻出する財源にも事欠くありさま。総裁に担かつがれている近こん藤どうさんが「箱はこ館だての住民から無理矢理税を取り立てるなんて反対ですっ。『押し借りの新選組』という京大坂での悪評を箱はこ館だてでも立てるつもりはありませんっ」とこの件に関しては折れないので、榎えの本もと副総裁たち閣僚は苦り切ってしまった。伊い東とうを交渉材料にしようにも大おお村むらは石のように無反応で、まるで交渉できない。

　このままでは、箱はこ館だては大おお村むら益ます次じ郎ろうと睨にらみ合あっているだけで立ち枯れてしまう──。

　そんな苦しい時期に、ようやく商船を率いて箱はこ館だて湾わんに来てくれたのだった。

　そう。

「世界の海かい援えん隊たい」改め海運業者「三みつ菱びし」の会長となった坂さか本もと龍りよ馬うまさんが。

　坂さか本もとさんは宣言通り新政府には参加せず、薩さつ摩ま・長ちよう州しゆう・土と佐さ・旧幕府の要人たちとの濃厚なコネクションを生かして財界の大立て者となっている。彼女にそんな経営能力があるとはとても思えないのだが、いったいどうやっているのだろう。

　坂さか本もとさんを迎える場所は五ご稜りよう郭かくではなく、箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂が選ばれた。「お龍りようさんもかわいい試し衛えい館かんのメイドさんたちにご奉仕してほしいですう」という坂さか本もとさんの希望だった。

　と、いうわけで──。

「おお～周しゆう平へいちゃ～ん！　懐なつかしいにゃあ～！　アメリカで商談中じゃったが、周しゆう平へいちゃんたちの危機と聞いて岩いわ崎さき弥や太た郎ろうに仕事をぶん投げ、急いで戻ってきたがじゃ！　おおおー、本格的なメイドさんぜよ！　土ひじ方かたさんも沖おき田たちゃんもまっこと愛らしいにゃあ～」

　かつて「和服でブーツ履き」という珍妙な姿がトレードマークだった坂さか本もとさんは、今や上から下まですっかり洋装。日本刀はもちろんピストルも持っていない。

　ちなみに岩いわ崎さき弥や太た郎ろうとは、元土と佐さ藩はんの地じ下げ浪ろう人にんで、幕末の混乱の中「財務の才能あり」と藩に大だい抜ばつ擢てきされた後、土と佐さ藩はんと手を結んだ海かい援えん隊たいに出向し、金銭感覚がガバガバの坂さか本もとさんに代わって財務を担当していた顔の濃ゆい男だ。確か俺が生きていた未来では、海かい援えん隊たいの事業を継いで三みつ菱びしを起業した人物だったはずなのだが、この世界線では坂さか本もとさんが生存したために三みつ菱びしのナンバーツーに収まっているらしい。
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　なるほど。なにごとも雑な坂さか本もとさんに企業経営なんてできるはずがないといぶかしんでいたが、できる人材に丸ごと実務を任せていたのか。坂さか本もとさんらしいといえばらしい。

　かつて京で大おお久く保ぼや小お栗ぐり上野介こうずけのすけに乗せられて坂さか本もとさんを暗殺しようとした佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは、青息吐息だった。万事適当な坂さか本もとさんはもう忘れているのだが、佐さ々さ木きは今でも坂さか本もとさんに頭が上がらないのだ。

「いいいいつぞやは近おう江み屋やでまことに失礼を致しました、坂さか本もと氏うじ！　またしても近こん藤どう氏うじを危地に立たせてしまったこの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、坂さか本もと氏うじが近こん藤どう氏うじを救っていただけるのでしたら、今この場で切腹して数々の過あやまちを詫わびまする！」

「ちゃ、ちゃ。切腹とかやめいや佐さ々さ木きさん。相変わらず暑苦しいにゃあ～。のう、三みつ菱びしに入社せんか周しゆう平へいちゃん？　弥や太た郎ろうの秘書役を一年もやれば、周しゆう平へいちゃんならばすぐに一流の商売人になれるぜよ！　さ、さ。これはお土産のオー・デ・コロンじゃ。これを振りかければ、どんなおなごも周しゆう平へいちゃんにイチコロじゃき♪」

「坂さか本もとさん、抱きつかないでください。アメリカ暮らしが長いせいか、以前よりフレンドリーになってますよ。土ひじ方かたさんを怒らせないように」

「ま～だそがいな器の小さいことを言うとるがか土ひじ方かたさんは？　周しゆう平へいちゃんは今や、世界の近こん藤どう周しゆう平へい。おなごが勝手に寄ってくるがは英雄の宿命ぜよ。ただし西さい郷ごうさんは男にモテて、周しゆう平へいちゃんはおなごにモテる。いちいち妬やかない妬やかない。にゃっはっは」

「……黙れ坂さか本もと。貴様がかっちゃんに蝦え夷ぞ地ち最高、絶対に儲もうかるなどと噓うそ臭くさい話を吹聴した結果がこれだ！　詐欺師として責任を取れっ！　今すぐ大おお村むら益ます次じ郎ろうを説得してこいっ！」

「土ひじ方かたさん？　今のうちはただの商売人じゃき、そがいな力はうちにはないぜよ～。そもそも大おお村むら益ます次じ郎ろうは頭が良すぎてにゃあ、周しゆう平へいちゃん以外の他人すべてを石ころとしか思うちょらん女ぜよ。無学なうちがいくら得意の詐欺師弁舌を駆使しても無理無理」

「き、き、貴様はそれではなにをしに箱はこ館だてに来たのだ？　まさか周しゆう平へいを連れ出すためだけに来たというのなら、大おお村むらと同類だ。き、き、斬るぞっ！」

「んもう。短気はよくないがじゃ、うちの話を最後まで聞きいや。自分にできぬ仕事は、素直にできる人に頼んでうちの代わりにやり遂げてもらう。すなわち、困った時は人頼み！　これがうちのモットーぜよ？　ほらほら、試し衛えい館かん食堂にさっさと入ってくるがじゃ。桂かつらさ～ん！」

「……あなたも物覚えが悪いわね坂さか本もとさん。桂かつら小こ五ご郎ろうは死にました。私は木き戸ど孝たか允よしよ」

「「ええっ？　桂かつらさんっ!?」」

　そう。誰も知らされていなかった。東京新政府で長ちよう州しゆう派はのリーダーとして働いている……いや、お腹なかが痛いと寝込んでいるはずの桂かつら小こ五ご郎ろう改め木き戸ど孝たか允よしが、坂さか本もとさんの商船に乗って極秘裏に箱はこ館だてにやってきていたのだ。悲観主義者で「私を罠わなに塡はめるつもりね」となにごとにも腰が重い桂かつら、いや、木き戸どを、坂さか本もとさんはどうやって戦地に連れ出したのだろう。これぞまさに人を煙けむに巻いて納得させてしまう坂さか本もとさんの交渉術──詐欺師弁舌能力の賜たま物ものか。

「桂かつらか、久しぶりだな！　まさか箱はこ館だてで再会できるとは──かっちゃん、オムライスを一人前作り足して桂かつらにお出ししよう」

「は～い～トシちゃん。懐なつかしいわねえ～。桂かつらさんと長ちよう州しゆうの掘っ立て小屋で密談していたら、坂さか本もとさんと高たか杉すぎさん、伊い東とうさんが突然現れて、斬り合いになったりしたわよね～」

「あなたたち、桂かつら小こ五ご郎ろうは死にましたと言っているでしょう。今の私は木き戸ど孝たか允よしよ。大おお久く保ぼに無断で東京を抜けてきてあげたんだから、少しは感謝しなさいよ。そして、いい加減に私の名前を覚えなさいよ！」

　小柄な桂かつら、いや、木き戸どは相変わらず顔色が青かった。西さい郷ごうもそうだが、木き戸ども明治維新を成し遂げた時点で魂を燃やし尽くしてしまったらしく、ヨーロッパ旅行中に「日本は西洋に三百年遅れているわ。もう終わりだわ」といよいよ憂鬱になり、近頃は「胃が痛い」と屋や敷しきで寝込んでいる日々だと聞いていた。まさか箱はこ館だてに来てくれるだなんて。

「木き戸どさん、新選組のために病びよ軀うくを押して箱はこ館だてまで……ありがとうございます！」

「坂さか本もとに騙だまされて連れてこられたのよーっ！　ちょっと船旅に出て故郷の長ちよう州しゆうで吉よし田だ松しよう陰いん先生と高たか杉すぎ晋しん作さくのお墓参りにでもってしつこく誘われたからしぶしぶ乗船したのに、気がついたら戦場の箱はこ館だてに拉致されていたのよーっ！　坂さか本もと、あなたという女は！　詐欺師！　ペテン師！　いい加減に新政府に顔を出しなさいよー！」

「うふ。高たか杉すぎさんも今頃は、大おお村むら益ます次じ郎ろうと新選組が箱はこ館だてでケンカしゆう現状を憂いておるがじゃ。大だい攘じよ夷ういの志はどうなったとにゃあ。これがまことの墓参り、墓参り」

「まあ、あまりの不安に胃痛のことは忘れたから、いいけれどもね。今、東京新政府は大変なことになっているの。もう箱はこ館だてで悠長に戦争している場合じゃなくなったわよ」

　木き戸ど孝たか允よしは、東京の情勢が風雲急を告げていることを俺たちに教えてくれた。

　大おお村むら益ます次じ郎ろうが軍を率いて上陸してきて開戦し、箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくに籠もって以来、東京の情勢はほとんど入ってこなくなっていた。さすがの山やま崎ざきさんも動きが取れなくなっていたのだ。

　木き戸どがもたらしてくれた情報は、驚くべきものだった。

「西さい郷ごう隆たか盛もりがとうとう下げ野やして、西さい郷ごう派はの面々を連れて鹿児島に引きこもってしまったわ。西さい郷ごう自身は事態を静観していたのだけれど、取り巻きの連中が箱はこ館だて軍ぐんの奮闘ぶりを見て勢いづいてしまったの。もう新政府は終わりよ！」

「「「西さい郷ごうが!?」」」

　オーウ、ミーの目もく論ろ見み通りデース！　ついに薩さつ摩まにも共和主義を掲げる自治区が！　と榎えの本もとさんが目を輝かせるが、「そんな簡単にいくわけないでしょ、武ぶ辺へん者もの揃ぞろいの薩さつ摩まの連中に限って。共和自治区どころか封建時代に逆行して士族による士族のための西さい郷ごう王国を建国するわよ」と木き戸どはいよいよ表情を曇らせる。

「土ひじ方かたさん。大おお久く保ぼがヨーロッパ旅行中にビスマルクにかぶれて『富国強兵』を掲げ、太だ政じよう官かん政府という名の中央集権政府を作りはじめたことくらいは知っているわよね？　私も榎えの本もとさんもアメリカ式の民権主義を手本に、国民選挙政党による議会政治の実現を訴えていたのだけれど、大おお久く保ぼは『私も最終的にはアメリカ式を理想としているけれど、今の日本の現状では不可能ね。法整備、教育制度整備、国民の教化、その他もろもろで三十年はかかる。その三十年という整備の時間を、私が有効に活用するわ。それまでは太だ政じよう官かん政府による一時的な独裁が必要なのよ』とどんどん専横に奔はしっていって」

「一方で西さい郷ごうは、新政府に捨てられて窮乏している士族を見かねて、蝦え夷ぞ地ち出兵策によって士族を救おうとしていたが、大おお久く保ぼに阻止されて険悪になっていたのだったな。そこまでは榎えの本もとに聞いていたが……ついに下げ野やしてしまったのか」

「そうよ土ひじ方かたさん。大おお久く保ぼの反対にも理はあるのよ。東京新政府に不満を抱える薩さつ摩ま士族が蝦え夷ぞ地ちで西さい郷ごうを担かついで暴発したら、日本は破滅するわ。薩さつ摩ま系けいの陸軍幹部たちは、ロシア軍を打ち払うべく樺から太ふとへ攻め入ろう、いやいっそロシアに奪われる前に先に朝鮮半島に出兵しようと、国際感覚ゼロで元げん亀き天てん正しよう時代の戦国武将気分に浸っている過激な連中が多くて……つまり薩さつ摩ま士族が牛耳っている陸軍は、政府を無視して暴走しようとしていた。大おお久く保ぼは、西さい郷ごうと彼の取り巻きの過激な薩さつ摩ま士族連中を野に放ちたくなかったの。西さい郷ごうは情が深いお人ひと好よしだから、箱はこ館だてに入ったり鹿児島に戻ったりすれば彼らにいいように担かつがれて反乱軍の首領にされてしまうと危惧していた。だから蝦え夷ぞ地ち出兵の話を潰したのよ」

　わかる、それはとてもわかる、と土ひじ方かたさんが近こん藤どうさんをチラリと睨にらみながら大きく頷うなずいた。実際、ここに「お人ひと好よしすぎて反乱軍の大将に担かつがれてしまった人」がいるのだから。

「あちゃ～。うちもそれを危惧して、予あらかじめ近こん藤どうさんたちを箱はこ館だてに移住させて先手を打ったつもりだったがじゃ。そがいに簡単には蝦え夷ぞ地ちを薩さつ摩ま士族には譲りません、とにゃ。ところがその近こん藤どうさんが蝦え夷ぞ共和国総裁になってしもうて、すっかり藪やぶ蛇へびになったにゃあ。近こん藤どうさんに負けてはいられん、こっちは鹿児島で蜂起じゃとばかりにと薩さつ摩まの連中を勢いづかせてしもうたぜよ。にゃっはっは！」

「なんだと坂さか本もと、そんな意図があったのか!?　やっぱり貴様は詐欺師ではないか！」

「東の近こん藤どう勇いさみと西の西さい郷ごう隆たか盛もりこそは、時代に見捨てられた士族にとって憧れの『武士の中の武士』、自分たちを救ってくれる『最後の武士』じゃき。箱はこ館だてにその近こん藤どうさんという存在がでーんと構えて蓋をしちょれば、薩さつ摩ま士族たちは近こん藤どうさんに遠慮して蝦え夷ぞ地ち入りを躊ちゆう躇ちよすると思うちょったが……」

　確かに中なか村むら半はん次じ郎ろうこと桐きり野の利とし秋あきは箱はこ館だての試し衛えい館かん食堂に来ていたな。やはりあれは偶然の来店ではなく、近こん藤どうさんの様子を窺うかがうための「視察」だったな。

「ところが榎えの本もとさんが箱はこ館だてで近こん藤どうさんを担かついで蜂起したばかりに、西さい郷ごうさんと薩さつ摩ま士族を鹿児島へ解き放ってしもうたぜよ。策士策に溺れるとはこのことぜよ、参ったにゃあ～」

「オーウ。スミマセーン。でも坂さか本もとクン、それでいいのでは？　大おお久く保ぼの中央集権政府構想は危ないデース！　民権を無視してドイツ統一を急ぐプロシアの強引なやり方を、ミーは信頼していまセーン！　短期的には効率的でも、長い目で見れば国権全振りの専制政治は必ずや未来の日本に重大な国難をもたらしマース！　西さい郷ごうクンが鹿児島で兵を挙げるよりも早く大おお久く保ぼを説得すれば、大おお久く保ぼも独裁を諦めてわれらと妥協するはずデース！」

「……大おお久く保ぼと西さい郷ごうは、物心ついた頃からの幼なじみで実の妹と兄も同然よ。もし鹿児島が暴発すれば、その二人の兄きよう妹だいゲンカに日本が巻き込まれる……酷ひどいことになるわ。確かに大おお久く保ぼと榎えの本もとさんが和睦するなら今しかないわね。あの冷血女がどこまで妥協するかはわからないけれど、箱はこ館だてと鹿児島での両面戦争となれば、東京新政府は瓦が解かいするもの」

　うっ、こんなことを言っているだけでお腹なかが痛い、と木き戸どが脇腹を押さえて脂汗を流しはじめたので、土ひじ方かたさんは親切のつもりで「石いし田だ散さん薬やくを飲め」と自家製の怪しい薬を飲ませようとした──もちろん木き戸どは「なんなのその胡う散さん臭くさい薬は。当局から製造許可を得ているの？　私を毒殺するつもりなのね」と怪しんで飲まなかったが。

「……あああ、すべて私のせいだわ。私が大おお久く保ぼに『長ちよう州しゆうは藩籍を奉還して東京政府に従ったのに、鹿児島はいまだに島しま津づ久ひさ光みつが殿様面していて士族どもも刀を捨てずに割拠していてずるいわ、薩さつ摩まだけ独立状態を黙認されているなんて不公平だわ』と文句を言ったばかりに大おお久く保ぼが鹿児島に厳しく当たりはじめて、西さい郷ごうがそんな大おお久く保ぼを憎む薩さつ摩ま士族の神み輿こしにされてしまって……うっ、お腹なかが」

「桂かつら、まず箱はこ館だて戦争を終わらせなければならない。大おお久く保ぼと西さい郷ごうの件の解決はそれからだ。大至急大おお村むら益ます次じ郎ろうと停戦条約を結びたい。すでにこちらには伊い東とうもいる。頼まれてくれるか？」

「土ひじ方かたさん、桂かつら小こ五ご郎ろうは死にました。今の私は木き戸ど孝たか允よし。ああでも、木き戸ど孝たか允よしももうすぐ死んでしまうと思うわ。西さい郷ごうが蜂起したらもう私の心身は保たないわ！　大おお久く保ぼは独裁者になっちゃうし、西さい郷ごうは世捨て人みたいになっちゃったし、榎えの本もとは箱はこ館だてで暴れるし、どうしてみんなまともに新政府を運営できないのよーっ！　近こん藤どうさんはともかく坂さか本もと、あなたが商人になって新政府にちっとも顔を出さないからよっ！」

「にゃっはっは。うちには日本に一大国際貿易企業を拵こしらえるちゅうどでかい仕事があるきに、許してくれんか。もともとうちは商人じゃき、貿易がやりとうて新政府を作ったきに。鎖国が終わったこれからの時代、商売と国政はひとつながりぜよ？　のう、桂かつらさ～ん」

「木き戸どよーっ！　わざと名前を間違えているでしょう、あなたたち！　こうして私の精神をじわじわと削って死に至らしめるつもりなんだわーっ！　いいわよ！　大おお村むらの説得は、私がやってあげようじゃない！　そのために私を箱はこ館だてに拉致したんでしょう坂さか本もと！」

「まあにゃあ～。ご名答～♪」

　そう。大おお村むら益ます次じ郎ろうは「いっさい空気を読まない」「他人の顔色を窺うかがわない」「他人はだいたい虫けら程度の知能しか持ってないと思い込んでいる」という一種の奇人で、誰の命令にも素直に従わない。今回大おお久く保ぼが、薩さつ摩ま人じんを嫌っている大おお村むらを自分の手駒として動かせたのも、大おお村むらが俺に執着しているという弱みを利用できたからだ。

　だが世界にただ一人、そんな傲岸不遜な大おお村むらにもどうしても頭が上がらない人物がいる。

　それが、身分の低さ故に長ちよう州しゆう藩はんから無視されて野に埋もれていた彼女の中に「類い希まれな戦争の天才」を見み出いだし、長ちよう州しゆう藩はんの軍事参謀＝軍師として大だい抜ばつ擢てきし、さらに薩さつ摩ま系けいの反対を押し切って新政府の軍政までを彼女に任せた木き戸ど孝たか允よしなのである。

　愚痴ばかりこぼすしすぐに修羅場から逃亡するし剣豪でありながら幕末に一度も剣を抜いて戦わなかったしと、長ちよう州しゆうを代表する維新の英傑には見えない木き戸どだが、高たか杉すぎ晋しん作さくや久く坂さか玄げん瑞ずいといった破滅型の暴走系志士を統御するバランサーの才と、人物を見み出いだす鑑定眼は超一流だった。もしも彼女に大おお久く保ぼのような非情さ・冷酷さがあれば、新政府は今頃木き戸ど政府になっていただろう。そんなものは持てないし持とうともしないのが木き戸どらしさなのだが。高たか杉すぎさんが生きていてくれれば、木き戸どさんも新政府の長ちよう州しゆう系けいナンバーツー的な立ち位置でもっと楽できたんだろうなあ。久く坂さかさんはヨーロッパで豪遊中だし。ああそうか、高たか杉すぎさんが生きていても同じことか……二人で海外豪遊か……。

「坂さか本もとさん。伊い東とう大おお蔵くらと坂さか本もとさんが動いてくれれば、大おお村むら益ます次じ郎ろうと木き戸どさんの会見は実現できるでしょう。ですが西さい郷ごうが下げ野やした今、あの大おお久く保ぼを箱はこ館だてに呼ぶことは不可能ですし、大おお村むら一人を説得しても正式に停戦できるかどうか──西さい郷ごうが下げ野やしたとなれば、大おお久く保ぼ自身もこれ以上箱はこ館だてとことを構えたくない、ここが和睦のしどころだと考えているとは思いますが……」

「にゃっはっは。周しゆう平へいちゃん、だいじょうぶだいじょうぶ。大おお久く保ぼの代理として新政府の外交大使を東京からお呼びすればいいがじゃ。すでに手配は済ませてあるきに」

「外交大使と言いますと？」

「もちろん、江戸無血開城の大仕事を近こん藤どうちゃんとともに成し遂げた勝かつ先生ぜよ。大おお久く保ぼ独裁政権下で先生も暇しちょるきに、周しゆう平へいちゃんたちと再会できると聞いてほいほいと来てくれゆう。勝かつ先生んところで書生をやっちょる以い蔵ぞうさんと一緒に来る予定じゃき、メイドさん姿でお迎えしてくれんかの？」

　勝かつ海かい舟しゆうか。あの人、俺を大バカ者扱いするからきついなあ。俺が無知無学な不肖の弟子なのは事実だけど。とはいえ、勝かつ先生の師匠・佐さ久く間ま象しよう山ざんがマシンガンのように放つ罵ば詈り雑ぞう言ごんよりはあれでもぜんぜんマシなのが恐ろしい。

「このお龍りようさんが愛いとしの周しゆう平へいちゃんを必ず助けるですぅ～、大船に乗った気で安心するですう！」

「はあ。しかし坂さか本もとさんは最近また船を沈めたって聞きましたが？」

「今回は賠償金詐欺はやっちょらん、だいじょうぶだいじょうぶ！　にゃっはっは！」

　坂さか本もと、お前は相変わらずフリーダムだな、と土ひじ方かたさんは心底羨ましそうに嘆息していた。

「われら試し衛えい館かん組ぐみは時代に流されっぱなしなのに、船乗りのお前はほんとうに自由だ。羨ましいな。あっ、停戦が成立しても周しゆう平へいはお前にはやらんぞ。私の旦那さまだ！」

「ええ～土ひじ方かたちゃん～？　それはちくとせこいぜよ～？　うちが日本に立ち寄った時くらい貸してくれても～。周しゆうちゃんを抱っこしてもふもふしたいぜよ～」

「貸さん！　周しゆう平へいは猫ではない！」

　もしかして和睦、いける？　いけそうデース！　あとは条件でーす！　大おお久く保ぼ独裁を阻止できればわれらの大勝利デース！　と、近こん藤どうさんと榎えの本もとさんが手を取ってはしゃいでいる。いつの間にか意気投合して親友になっているらしい。近こん藤どうさんらしいな、まったく。土ひじ方かたさんなんていまだに榎えの本もとさんに「貴様のせいだ」と恨み骨髄なのに。近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんは、外見も性格も一見水と油みたいなのに、まさに二人で一人。いい姉妹だな、とつくづく思う。

　薩さつ摩まの西さい郷ごうと大おお久く保ぼもまた、二人で一人。文字通りお互いなしには生きられない兄きよう妹だい分ぶんだったはずなのだが──近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが敵味方に分裂して争う姿なんて想像したくもない。西さい郷ごうと大おお久く保ぼの心境は今、どんなものなのだろうか。なぜ、そこまで対立しなければならなかったのだろうか。

　気丈に振る舞っているが誰より心弱い土ひじ方かたさんが、近こん藤どうさんと袂たもとを分かち敵味方になるなんて事態は絶対にありえない。絶対にだ。

　だが、大おお久く保ぼはそれをやれる女なのだ──。




　　※




　明治二年十一月三日。

　榎えの本もと武たけ揚あきの箱はこ館だて自治区宣言に触発されたのか、あるいは「反大おお久く保ぼ」感情で煮えたぎる薩さつ摩ま士族の桐きり野の利とし秋あきたちが暴発する事態を防ぐために敢あえて彼らと行動をともにしたのか。

　陸軍大将・西さい郷ごう隆たか盛もりの下げ野やと鹿児島帰還という一大事件が日本全国を震しん撼かんさせる中。

　当初は「箱はこ館だて自治区、蝦え夷ぞ共和国など日本に存在していてはならないのよ。外交など不要。問答無用で討ち滅ぼすのみ」と強硬な姿勢を取って討伐軍を派兵した東京新政府の大おお久く保ぼも、西さい郷ごうの鹿児島入りという国家的危機を前に「時間切れだわ」とついに妥協し、木き戸ど孝たか允よしと坂さか本もとさんの説得を受けて旧幕府派のリーダー勝かつ海かい舟しゆうを外交大使に任命。箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくへと派遣してきた。だが、勝かつを派遣するスピードから見て、この現状もまたどうやら大おお久く保ぼの想定内だったらしい。

　五ご稜りよう郭かくの会見場にふらりと姿を現した勝かつ海かい舟しゆうは相変わらずの着流し姿で、お供は書生として雇っている岡おか田だ以い蔵ぞうただ一人。

「いよう龍りよ馬うま。近こん藤どうも土ひじ方かたも周しゆうの字じも、ずいぶん久しぶりな気がするぜ。この会談が終わったら箱はこ館だて一の遊郭を紹介してくれよ。松まつ本もと先生と合流してぱーっと宴会だ、あっはははは！　しかし周しゆうの字じは相変わらずボケッとしてんなあ、おい。オレの真ま似ねをして箱はこ館だてにハーレムを開こうとしてるって噂うわさだが、おめーには無理無理。んな甲か斐い性しようがおめーにあるかよ。だいいちおめーのお相手は新選組の剣術娘ばかりじゃねーか。剣けん吞のん剣けん吞のん。おめーさん、死にてえのか？」

　うぐ。うぐぐ。新選組の破滅の歴史を変えるため、俺は一時期佐さ久く間ま象しよう山ざんと勝かつ海かい舟しゆうの弟子になって毎日罵倒され続ける修業時代を過ごしていた。この毒舌で偏屈な師匠二人に師事しなければ、俺なんかがあの徳とく川がわ慶よし喜のぶと議論などできるはずもなかったわけで、一応は俺にとっての大恩人だ。でも、土ひじ方かたさん一筋の俺がなんとなくハーレムっぽい雰囲気をよしとするようになってしまったのは、お妾めかけさんも本妻も構わず自宅に住ませて一緒に暮らしている勝かつ海かい舟しゆうの悪影響かも……。

「りょっ、龍りよ馬うまあ～！　どういてわしを三みつ菱びしに雇ってくれんがじゃ～。おまん、わしを見捨てたがか？」

「ちゃ、ちゃ。読み書き算術と英語と世界史、そして地球の地理くらい頭に入れてもらわにゃあ、世界の三みつ菱びしに以い蔵ぞうさんは雇えんにゃあ～。ちくと勝かつ先生のもとで勉強するぜよ」

「龍りよ馬うま、無理じゃああ！　わしゃ剣を振る技術以外、なんもわからんがじゃああ！　武たけ市ち先生にもいつも同じお小言を言われちょったが、なーんも身につかなかったぜよおおお！　わしはのう、おまんらと違うて頭が悪いんじゃあ！」

「気合いぜよ。武たけ市ちさんの志を継いで七つの海を渡り歩く男になるがじゃ、以い蔵ぞうさん♪」

「気合いでわしの頭はようならんぜよおおお！」

　まるで洋装の書生姿が似合っていない岡おか田だ以い蔵ぞうは、坂さか本もとさんに泣きついていた。毎日勝かつ海かい舟しゆうに阿あ呆ほうだの馬鹿野郎だの脳髄トコロテンだのと罵倒されて涙目になっている以い蔵ぞうの姿が見える見える。俺がそうだったからな。

「お久しぶりです勝かつ先生～。江戸無血開城の際には西さい郷ごうさんの説得、お疲れさまでした～。あの時の西さい郷ごうさんってば、なにがなんでも革命には戦争が必要、ここで慶よし喜のぶ公こうを許せば後々かえって国を二分する大戦争が起こると思い詰めていて、土ど壇たん場ばでやっぱり江戸を攻撃すると言いだして大変でしたね～」

「おう。西さい郷ごうもてめえの人情と革命の理屈の狭はざ間まで苦しんでいる複雑な男だからねえ。でも、実はあの時は俺の説得が効いたんじゃねえ。英国公使のパークスに『江戸を焼き討ちするなど国際社会が許しません。どうしてもやるのなら、薩さつ摩ま藩はんに貸した借金を今すぐ全額返済してもらいます』と西さい郷ごうを脅させたのヨ。銭金の話となりゃあ西さい郷ごうも逆らえねえ」

　そんな裏話、新聞記者にはいっさい漏らさないではないか。全部自分の手柄だったように吹聴して……相変わらず詐欺師だな、詐欺師の勝かつ師匠ありて坂さか本もとという詐欺師の弟子ありだ、と土ひじ方かたさんは勝かつ海かい舟しゆうのお調子者ぶりに呆あきれている。

「しかし近こん藤どう、おめえさんもせっかく楽隠居していたのに災難だったなあ。榎えの本もとなんざの誘いに乗るんじゃねえよ。榎えの本もとは政治屋としては有能だが、おめえさん以上のオッチョコチョイだ。そんなのが二人雁がん首くび揃そろえて箱はこ館だてで自治区を設けりゃあ、大おお久く保ぼが即座にブチ壊しに来ることくらいわかるだろうに」

「す、すみません～共和政治では選挙の投票結果は絶対だと言われまして～」

「オーウ。まさかあんなに早く大おお久く保ぼが軍を箱はこ館だてに進めてくるとは、驚きデース！」

「驚きデースじゃねえよ榎えの本もと。俺ぁ何度も言ったろ？　ま、かく言う俺もおめえを止めるふりをしながら巧妙に煽あおったのさ。大おお久く保ぼと組んでおめえをけしかけたクチなんだけどな」

「大おお久く保ぼと組んでミーを？　どういうことデス？」

「そりゃあ、あれだ。西さい郷ごうが大おお久く保ぼの反対を振り切って蝦え夷ぞ地ち出兵を強行したがってただろう？　窮乏する士族を食わせるためによ。てめえで明治維新を起こして士族を滅ぼしておいてその士族に同情してんだから、西さい郷ごうらしいや。なので、大おお久く保ぼはてめえの独裁路線に反対するオッチョコチョイな頓とん馬まを扇動して先に蝦え夷ぞ地ちを押さえさせちまおう、そいつに蓋をさせちまって西さい郷ごうの蝦え夷ぞ地ち入いりを阻はばもうと考えたわけよ。総裁が先に決まっちまえば、西さい郷ごうは容易に蝦え夷ぞに入れねえ。西さい郷ごう自身が望んでも、取り巻きの薩さつ摩ま士族連中は西さい郷ごうが他人の風下に立つことを認めねえからよ」

「その頓とん馬まがミーですか？　ミーは最初から大おお久く保ぼに踊らされていたのデスかーっ!?　ノーッ!?」

「イエース。大おお久く保ぼが秘密兵器のストーンウォール号をおめえさんに隠し通していたのも、おめえさんが蝦え夷ぞ地ち入いりしたら即座にストーンウォール号を送って見せしめとして武力鎮圧しちまい、西さい郷ごう派はをはじめとする士族の反乱の芽を摘つんじまうつもりだったからさ。ま、そのあたりはこのオレがうまく調整して、仮に箱はこ館だて自治区が戦に負けてもおめえさんたちの命は守る手て筈はずだったがな。ただ、剣を置いて箱はこ館だてで食堂を経営していた近こん藤どうたちまで巻き込んじまったのはオレにも想定外でよ、ほんとうに申し訳なかったよ」

　しかし周しゆうの字じがいけねえ。おめえさんはほら、例の能力持ちなんだからよう、こうなる予想くらいできたはずじゃねえか。美しい娘さんたちに囲まれて色ボケしてたのかよ小僧？　とまたまた勝かつ海かい舟しゆうに𠮟られて、俺は「申し訳ありません」と身体を縮めた。言い返せない。俺が未来人だという秘密を、勝かつ海かい舟しゆうと佐さ久く間ま象しよう山ざんは知っている。というかバレた。この二人は頭が切れる上に西洋事情に精通していたので、俺の発言の細かい矛盾をわざわざ集計し統合して「お前、未来から来ただろう」と反論不可能な詰め方で迫ってきたのだ。ただでさえ未来を見通せる知性のために世間から詐欺師扱いされることの多い二人だったので、この話が世間に漏れれば俺まで詐欺師扱いされると見通してくれて、俺の秘密は余人には内緒ということにしてもらえたのだが……。

「勝かつ先生。大おお久く保ぼは試し衛えい館かんの面々がこの騒ぎに巻き込まれることまで想定に入れていたのでは？　大おお村むら益ます次じ郎ろうを迷わず箱はこ館だてに送り込んできたのも、彼女が俺を手て許もとに置きたがっていることまで調べをつけていて人選したとしか思えませんし」

「はーん。俺ぁ偏屈者の大おお村むらとはあまり口をきいたことがねえが、周しゆうの字じがそう言うのならそうかもしれねえなあ。が、逆に考えれば、大おお久く保ぼには箱はこ館だて自治区の幹部を徹底的に処罰する気はなかったってことじゃねえか？　周しゆうの字じが箱はこ館だてにいりゃあ、大おお村むらも最終的には折れるだろうからよ。まさか愛いとしのおめえを打ち首にするような真ま似ねはしねえだろう？」

「……どうでしょうね。サロメの逸話もありますし……」

　その大おお村むら益ます次じ郎ろうは、勝かつ海かい舟しゆうが箱はこ館だてに到着して和睦会議が開催される今朝になってもなお「徹底的に戦って箱はこ館だて偽にせ政せい府ふは潰します、当たり前ですが」と会見を拒否していたが、ついに伊い東とう大おお蔵くらと木き戸ど孝たか允よしに両腕を抱えられながら会見場へと連行されてきた。大遅刻だが、やむを得まい。「箱はこ館だてを倒せという命令を受けた以上はやり遂げるのです、当たり前ですが」とずっとゴネていたのだろう。

「嫌です、和睦なんて絶対に嫌です。近こん藤どう周しゆう平へいさまをこの手に入れるまでは決して兵を退きませんです。当たり前ですが」

「総大将の私が捕らわれた時点で本来ならば停戦だ。そういう人情を無視した真ま似ねをするから刺客に付け狙われるのだぞあなたは」

「大おお村むら、今回だけはこの私の顔を立てて頂戴。これ以上内乱が続けば私の胃はボロボロ、きっと死んでしまうわ。私はねえ、死にたくないの。大おお久く保ぼも西さい郷ごうが下げ野やしてから心身ともに衰弱しているし、今は新政府の危機なのよ。箱はこ館だて戦争は今日で終わりにして頂戴」

「……うう。木き戸どさんに死にたくないと言われると、嫌とは言いづらいです。当たり前ですが。恋か、それとも師の恩か。これはハムレット的な難問なのです。でも、やっぱり近代文明人としては恋のほうが大事だと思います！　封建的なご恩よりも個人の恋愛なのです！　周しゆう平へいさまとの愛を成じよう就じゆするまでは運命の闘いを続行するのです、当たり前ですが！」

「いいから和睦しなさいよーっ！　軍人が戦場で突出して政府を無視するなんて、それこそ近代国家であってはならないことよ！　軍の専横を許せば日本を滅ぼすもとになるわ！　勝かつ外交大使の指揮下に入りなさーい！」

「……はい。シビリアンコントロールは大切ですね、当たり前ですが……周しゆう平へいさまも、新選組とのしがらみから自由になって私と駆け落ちしたいと祈っておりますのに、無念です……ごめんなさい周しゆう平へいさま。しくしくしく……」

「あ、いえ。あのですね、大おお村むらさん。何度も何度も説明したと思いますが、俺は土ひじ方かたさんと結婚する予定ですから……いや、そうじゃなかった、近こん藤どうさんと結婚する予定ですから！　まずいまずい。佐さ々さ木きさんに偽装婚約がバレたら、箱はこ館だて政府内でクーデターを起こされる！」

「なんと？　重婚騒動に巻き込まれているのですか？　淫みだらな新選組の女どもに嬲なぶり者ものにされて弄もてあそばれているのですね周しゆう平へいさま。お労いたわしや、ううっ……この大おお村むら、やはり一命を賭として周しゆう平へいさまを女どもの地獄よりお救い致します！　周しゆう平へいさまの運命のラヴァーとして、当たり前ですが」

　お前さんが口を開くと話が混乱するばかりじゃねえかよ、周しゆうの字じはちっと黙ってな、と勝かつ海かい舟しゆうにまた怒られてしまった。

「周しゆうの字じは女難の相持ちだぜ、まったくよ。オレみてえに複数のお嫁さんを娶めとってうまくきりもりする要領の良さなんて、愚直で間抜けなお前さんにはないんだよ。女の園に暮らしていながらさっさと土ひじ方かたと結婚しねえから、どんどん話がややこしくなるんだ」

「おう。佐さ々さ木きがまーた胡う散さん臭くさい動きをしちょるなら、この岡おか田だ以い蔵ぞうが叩たたき斬きっちゃるキニ！　寺てら田だ屋やと近おう江み屋やで龍りよ馬うまを二度も救ってくれた恩は、わしゃあ生涯忘れんぜよ！」

「おいこら、以い蔵ぞうも人斬りはやめろっつてんだろうがよ！　もう士族の時代じゃねえんだ。大おお村むらよ。周しゆうの字じとの色恋は勝手にすりゃあいいがよ、恋人は軍を動かして奪い取るもんじゃねえだろう。大おお久く保ぼもオレも、停戦して箱はこ館だて自治区と和睦を結ぶつもりなんだぜ。なのにこれ以上戦をやるってんなら、そいつは私戦だぜ？」

「……私戦はよろしくないであります、近代国家の軍は決して私戦をせず、これは鉄則であります。当たり前ですが。それでは、周しゆう平へいさまと箱はこ館だてで一日名所巡りをさせていただくということで手を打ちます。あと、むざむざ甲こう鉄てつを奪われた捕虜の伊い東とうは斬首してくれていいです、当たり前ですが」

「勝手に私を斬首させないでくれ！　しかしなぜ大おお久く保ぼは、新選組が甲こう鉄てつをアボルダージュしに来ると予測できたのだ？　狐きつねにつままれたような気分だ」

「それはこの大おお村むらにもわかりません。大おお久く保ぼ卿きようは決して軍事に詳しい人物ではないのに、奇妙です。しかしながら、甲こう鉄てつに新選組が斬り込んできても皆殺しにはするなとも言われておりましたし、船を獲とられることも想定内だったのかもしれません。まあ私が多少手心を加えたのは別に理由がありますが──むむ、それも大おお久く保ぼ卿きようの想定通りだったのかも」

「奇妙っちゃあ奇妙だよなあ。大おお久く保ぼは、西さい郷ごうの下げ野やを最初から知っていたかのようだった。西さい郷ごうの下げ野やを阻止するために榎えの本もとを踊らせて箱はこ館だてで蜂起させたくらいだからよ。大おお久く保ぼの目もく論ろ見みでは、早期に箱はこ館だて自治区を降伏させて士族の反乱をここで終わらせるつもりだったんだろうが、榎えの本もとに乗せられて反乱に参加させられた新選組までを壊滅させる意図はなかったろうよ。近こん藤どうを殺しちまったら、鬼の形相と化した土ひじ方かたが新選組隊士を率いて地の果てまで追ってくるからよ。そうなりゃあ、士族の乱は果てしない泥沼になるからな」

　なるほど！　やはり武名轟とどろく新選組の皆さんに参加していただいたのはミーの慧けい眼がんだったデース、と榎えの本もと武たけ揚あきは胸を反らして威張っている。長生きするな、この人は。

「愛いとしの周しゆう平へいさまが参戦しているのに、この大おお村むらが新選組を皆殺しにするはずがありません。当たり前ですが。周しゆう平へいさまと私の恋愛を邪魔する近こん藤どうと土ひじ方かたと沖おき田たは討ち取るつもりでしたが、周しゆう平へいさまが常に土ひじ方かたたちと戦場で行動をともにしていたので、長ちよう州しゆう征伐や上うえ野の戦争の時のような鬼にはなりきれませんでした──薩さつ摩ま人じんの抜刀隊連中が勝手に二ふた股また口ぐちで奇襲をかけた時は焦あせりました。もちろん周しゆう平へいさま率いる新選組が勝つと信じていましたが。当たり前ですが」

　それじゃ、二ふた股また口ぐちに薩さつ摩ま抜刀隊を投入したのは大おお村むらの策じゃなかったのか。戦意満々だった薩さつ摩ま士族が暴走したのか。なるほど、新政府軍の統制はまるで取れていない……薩さつ摩ま士族は、大おお村むらの命令を聞かずに戦場の最前線で勝手に突撃していたのだ。だから俺の戦死を危惧した大おお村むらは、薩さつ摩ま抜刀隊を甲こう鉄てつに投入せず敢あえて手て許もとに留とどめていたのか。ということは、大おお村むらが指揮官に選ばれていなければ今頃俺たちは……。

「近こん藤どう、大おお村むら、木き戸ど。新政府の中央集権化を強引に進めていた大おお久く保ぼの足下が西さい郷ごうの下げ野やで揺れている今が、和睦する千載一遇の機会だぜ。俺も木き戸ども榎えの本もとも、帝みかどのもとに憲法を発布して選挙制度を導入し、アメリカ式の議会政治をやろうという共和主義押しよ。現実主義者の大おお久く保ぼは『民権国家への移行には三十年かかる、創業の三十年で私と私の後継者がまず国家の土台を作る』と言い張っていたが、年明けにも鹿児島が爆発することは間違いねえ。西さい郷ごうはよ、薩さつ摩ま士族に担かつがれて反乱の首謀者になっちまう。近こん藤どうが今回そうなったように──そうなりゃ竹馬の友の大おお久く保ぼと相争って、西さい郷ごうは死んじまうぜ。西さい郷ごうに妹分の大おお久く保ぼを討てるはずがねえからな。時代から置き捨てられた士族とともに滅びる運命を自ら選ぶことになるだろうさ。実の兄きよう妹だいよりも仲がよいあの二人がそうなっちゃあ、哀れすぎるだろう？」

「ううっ。わかりました勝かつ先生。大おお久く保ぼさんもおかわいそうなお立場なのですね。私がトシちゃんと戦うことになったら……ダメえええっ！　想像しただけで息が止まりそう！　トシちゃん、すぐに和睦しよう！」

「待て待てかっちゃん。泣いている場合か、条件を詰めないと」

　勝かつ海かい舟しゆうは「こういうのはどうだ。創業期三十年は長過ぎらあ、日本が完全な独裁国家になっちまう。創業の時期を十年に短縮し、大おお久く保ぼがある程度の独裁権を持って中央政府を仕切る。だがその十年の間、箱はこ館だてを期間限定自治区として実験的に先進的な共和政府を運営してみる。十年の後に両者を統合し、東京の中央政府に箱はこ館だてで得られた経験を加えて、日本は憲法と議会を導入した共和的な立憲君主制へ移行する。大おお久く保ぼは『十年は短すぎる、せめて二十年』と言うだろうが、そのあたりの最後の詰めは大おお久く保ぼ本人との交渉次第だな。新選組は大おお久く保ぼのために一働きしなきゃあならねえだろうよ」と和睦案を提案してきた。勝かつ海かい舟しゆうは予あらかじめ、大おお久く保ぼとある程度話を詰めてきたのだろう。結局は大おお久く保ぼと東京で直接交渉しなければならない。危険な予感がする。が、この提案に乗らなければ試し衛えい館かんは──。

「わかりました勝かつ先生。ですが近こん藤どうさんは大おお久く保ぼの口車に乗せられてどんな不利な条件を吞のんでしまうかわかりませんし、土ひじ方かたさんだと大ゲンカになって再び戦争ということも。俺が大おお久く保ぼと交渉します」

「いや周しゆう平へい、最愛の私を信じてくれ。再び試し衛えい館かんの仲間を死地に晒さらす戦争などしない。大おお久く保ぼとの交渉が決裂したらその場で斬ってくる。しかるのちに切腹して責任を取る。さらばだ周しゆう平へい──かっちゃんと総そう司じと、お幸せに……うっ……」

「ですから。土ひじ方かたさんは外交に向いていませんので、俺が行きますから！」

「ああ、そうしな周しゆうの字じ。だいいちおめえはよう、歴史がこうなるってえ薄々わかっていた数少ない男だろう？　オレだってまさかあの二人が決裂するなんて少し以前までは考えてもいなかったのにさ。そのおめえが箱はこ館だてで食堂経営なんざにかまけて、大おお久く保ぼと西さい郷ごうを放置していたんだからよ。三分の一くらいはおめえの責任だぜ？　てめえのケツはてめえで拭いてきな」

　勝かつ海かい舟しゆうは「どういう理由か知らねえが、お前は特別な人間になっちまったんだ。日本の歴史に対して重い責任を背負ってるんだ、てめえ個人の幸福だけに夢中になっていられる立場じゃねえんだ」と暗に不肖の弟子たる俺を𠮟っているのだ。

　俺はもう新選組の仲間と会あい津づ藩はんを救えた時点で、重すぎる役割を終えたと思い込んでいたけれど、それは俺自身が生きた未来が「五ご稜りよう郭かく・箱はこ館だて」で終わっていたからだった。その後の歴史についても、俺は一応知識としては知っていた。知ってはいたが、どこかもう俺とは関わりがないものだと思っていた──だが、勝かつ海かい舟しゆうは「そうじゃない」と立腹しているのだ。

「いやいや、そんな深刻な顔すんなって周しゆうの字じ。いつもの隠いん遁とん癖へきを拗こじらせた西さい郷ごうが悪いんだからよ。あの男はよ、大英傑なのに突然『なにもかもがいやになりもした。あとは一いち蔵ぞうどんにお任せしもす』と大おお久く保ぼに面倒事を押しつけて引きこもりになっちまうんだ。大おお久く保ぼがヨーロッパ旅行中に西さい郷ごうに政府を預けたのも、西さい郷ごうを隠いん遁とんさせねえための苦肉の策だったんだぜ。なあ龍りよ馬うま、ありゃあどういう性格なのかねえ。西さい郷ごうは仙人にでも憧れてやがんのか？　本来、西さい郷ごうこそが新政府のリーダーになるべき男なのによう。誰だってそう思っているんだぜ、西さい郷ごう自身以外はよ。即物的な俺にはよくわかんねえな」

「あっはっは。うちも即物的な女じゃき、西さい郷ごうさんは謎じゃにゃあ勝かつ先生。豪快かと思えば実は繊細、大英雄かと思えば本質は引きこもり。が、どういうわけか男にモテてモテて仕方がないお人じゃき。『俺が西さい郷ごうどんの面倒を見なきゃあ、西さい郷ごうどんは保たん。これほど偉大なお人なのに』と士族の男たちに思わせるかわいげがあるのかもしれんにゃあ～。周しゆう平へいちゃんがおなごにモテるのと理屈は同じじゃにゃあ」

　うむ、私がついていなければ周しゆう平へいは何度も何度も死ぬ羽目になるからな、と土ひじ方かたさんが坂さか本もとさんに珍しく同意した。まあ……実際、何度も死んでいますからね。主に新選組のやらかしが原因なのですが。

「それでは、東京新政府と箱はこ館だて自治区は期間限定で互いに補完し合い、十年の後に再統合するという線で大おお久く保ぼと交渉します。ただ、勝かつ先生。大おお久く保ぼは新選組のアボルダージュ作戦を知っていたようですし、ストーンウォール号の隠匿といい、どうも未来を読んでいたかのような……まさか勝かつ先生や佐さ久く間ま先生が漏らしたということは」

「おいおい。俺はなんでもかんでも自分の手柄にして話を盛る法ほ螺ら吹ふき男だけどよ、あの件は絶対に漏らしてねえよ！　佐さ久く間ま先生だって同じさ。周しゆうの字じの秘密が漏れたら、おめえさんの立場はやばすぎるじゃねえか。だいいちあれが漏れたら、江戸無血開城はなーんにも俺の手柄にならねえ！　ぜーんぶ周しゆうの字じの手柄になっちまわあ。なあ、龍りよ馬うま？」

「んにゃ。そしてその勝かつ先生の法ほ螺ら吹ふき癖が、見事にうちに伝う染つったがじゃ。周しゆう平へいちゃんはうちの船で東京に送るがじゃ、お龍りようさんにお任せですう！」

　木き戸ど、大おお村むら、伊い東とうたちが「「「いったいなんの秘密？」」」と好奇心丸出しで迫ってきたが、俺は冷や汗塗まみれになりながら愛あい想そ笑わらいを浮かべ「男子には余人に漏らせない恥ずかしい秘密のひとつもあるものですよ。は、は、は……」と苦しい言い訳を吐いて、「それより大おお村むらさんと試し衛えい館かんの関係を修復しなければいけません！　あと、木き戸どさんの胃痛を治療しなければ！」と無理矢理話を逸そらした。

「……ええ、そうね。西さい郷ごうの下げ野やという悪夢のような現実を前に、私の胃痛はますます酷ひどくなっているわ……とうとう薩さつ摩ま士族が大暴走して新政府を潰す時が来てしまったのよ。もう、なにもかも終わりだわ……石いし田だ散さん薬やく以外になにかいい薬はないかしら？」

「木き戸どさん。効きもしない石いし田だ散さん薬やくの製造は禁止するべきです、当たり前ですが。西さい郷ごうは必ずや足あし利かが尊たか氏うじと化して九州から攻め寄せてくると、この大おお村むら益ます次じ郎ろうはかねてから予想していました。ご安心ください。すでに大坂に武器庫を建築し、銃器や弾丸をたっぷり貯蔵してあります。西さい郷ごうが蜂起すればこんどこそこの大おお村むら益ます次じ郎ろうが新政府を守るべく賊軍を殲せん滅めつしてご覧に入れます。当たり前ですが」

「ちゃ、ちゃ。待ちいや大おお村むらさん。西さい郷ごうさんは新政府を潰したりせんがじゃ。そもそも西さい郷ごうさんが作った政府じゃき」

「いいえ坂さか本もとさん。西さい郷ごうはずっと新政府の腐敗を嘆いておりましたから、維新を今一度やり直すと言いだすのは必定。お恥ずかしながら、長ちよう州しゆう人じんにその種の政治家が多く……」

　高たか杉すぎ晋しん作さく以来、金銭感覚ゼロの放漫ぶりが長ちよう州しゆう人じんの伝統になっちゃってるのよ、うっお腹が、と木き戸どがまた呻うめいた。

「まったくもう、西さい郷ごうもいい加減にしてほしいわね。大おお久く保ぼも大おお久く保ぼよ。決裂することはないでしょうに」

「ああ、周しゆう平へいさまが敵軍にいなければ。せめて五ご稜りよう郭かくに籠もっていてくれれば、この大おお村むら益ます次じ郎ろうが箱はこ館だて軍ぐんを一週間で容赦なく殲せん滅めつして周しゆう平へいさまを悩ませる新選組の女どもを討ち果たし、西さい郷ごうの下げ野やを防げていたはずなのに……ああ。愛が。深き愛が、人間の運命のすべてを狂わせてしまうのですね周しゆう平へいさま！　これが……人間……！　益ます次じ郎ろう、やっと人間の一員になれたみたいで感激です」

「大おお村むら、貴様こそ周しゆう平へいを悩ませている女の筆頭だろうが！　周しゆう平へいを巡る争いは私とかっちゃんと総そう司じの三人で定員いっぱいだ、これ以上話をかき回すな！」

「ほう。四角関係とは、ほんとうに新選組は風紀が乱れていますね。やはりこの大おお村むら益ます次じ郎ろうが周しゆう平へいさまを独占して、真実の愛を共有して差し上げなければ。当たり前ですが」

「大おお村むらさんと試し衛えい館かんは周しゆう平へいちゃんを巡ってケンカしながらも仲良くなれそうじゃにゃあ。恋敵とは、ある意味戦友でもあるぜよ。そうじゃ！　西さい郷ごうさんと大おお久く保ぼが結婚すれば話が丸く収まるがじゃ、勝かつ先生！」

「あのなあ龍りよ馬うま。あの二人は実の兄きよう妹だいよりも濃い絆きずなで結ばれた兄きよう妹だい分ぶんだぞ、間違っても色恋沙汰になんてならねえよ。おめえ、自分の兄貴と結婚できるか？」

「うげ。さすがの自由人お龍りようさんも、それは気持ち悪くてありえないですう勝かつ先生♪」

「な、そういうものさ。だいいち西さい郷ごうは極度のデブ女好きで大おお久く保ぼは鶏とりガラみてえにガリガリだ、仮に幼なじみじゃなくても恋に落ちる可能性はなかったね。それだけに面倒なのさ、きょうだいゲンカってやつはよ……肉親同士の争いってやつぁ妥協点がねえ。たいていは血生臭い結末になっちまうのさ」

　俺が知っている歴史では、西さい郷ごう隆たか盛もりはこの後薩さつ摩ま士族に担かつがれて西南戦争の総大将を務め、士族たちとともに新政府軍に敗北して戦死する。西さい郷ごうの死をもって士族の反乱は完全に終わり、以後、日本では内戦は起こらない──西さい郷ごうは「士族とともに滅び、誕生したばかりの近代日本国家を守る」ために敢あえて死を選んだのかもしれず、大おお村むらが言うように新政府の腐敗ぶりに不満で第二維新を目指したのかもしれず、本人と語ってみなければ真意はわからない。西さい郷ごうの蜂起に関しては、当人がどういうつもりだったのか不明のままなのだ。

「勝かつ先生、とにかく大おお久く保ぼに会ってきます。彼女はなにかを隠している。そんな気がするんです。この事態を解決するために、もう一度腰を据えて新選組隊士として働いてきます。ただし！　こんどこそ最後のご奉公ですよ？」

「すまねえな周しゆうの字じ。実際、西さい郷ごうと大おお久く保ぼの対決が、維新の最後の最後だろうよ。滅びゆく士族と、四民平等を打ち出した新政府。どちらかが倒れるまではこの争いは終わらねえだろうな。どちらが倒れるべきかは──言うまでもねえな、おめえさんには。やっぱり、西さい郷ごうは士族と心中するつもりなのかもなあ。あいつは情が深すぎるからよ」

「……はい。しかし、ここで西さい郷ごう隆たか盛もりを死なせては、新政府は……西さい郷ごうを救う道を探り、摑つかみ取とりたいです」

　西さい郷ごうが西南戦争を起こして死ねば、木き戸ど孝たか允よしも胃痛を拗こじらせて憂ゆう悶もんのうちに病死する。そして西さい郷ごうの死によって精神を衰弱させた大おお久く保ぼもまた、西さい郷ごうを慕う士族に惨ざん殺さつされる。維新の英雄三人が、全員ことごとく道半ばで死ぬのだ。その時点で大おお久く保ぼが考えていた「三十年計画」は台無しになってしまい、明治政府は三人の後継者たちによって軌道修正されつつどうにか運営されるが、やがて木き戸どがもっとも危惧していた事態に陥る。薩さつ摩ま士族の魂が乗り移ったかの如ごとく、軍が政府のコントロールから外れて暴走していくのだ。その後の歴史は、知れば知るほど俺を憂鬱にさせるばかりだったのであまり詳しくない。

　だが、少なくとも。

「……周しゆうちゃん。私たちも一緒に上京するから、だいじょうぶ。もしも西さい郷ごう軍ぐんが蜂起したら新選組は新政府軍の一員として出兵するということで、手打ちにしてもらおう？　これが最後の戦いだよ、だいじょうぶだいじょうぶ。終わったら箱はこ館だてで食堂経営の毎日に戻ろうね？」

「周しゆう平へいの顔色を見るに、どうやら西さい郷ごうとの戦争は避けて通れない運命らしいな。やはり武士の世を終わらせるためには、最終決戦は不可避というわけか。これまで幾多の戦争を回避すべくよくやってくれた周しゆう平へい。おかげで戦いの数、犠牲者の数を大幅に減らせた。周しゆう平へいの努力は決して無駄ではなかったのだから、胸を張ってくれ──そして、こんどこそ平穏な日々を手に入れよう。これが正真正銘最後の一戦になる。おそらく西さい郷ごうもそのつもりだ」

　そうだ。近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんたち試し衛えい館かんのみんなが平穏な人生を生きられる未来を摑つかみ取とるためには、西さい郷ごう、大おお久く保ぼ、木き戸どの三人をここで死なせてはならない。新政府はまだ生まれたばかりなのだ。歴史を大きく変えねばならない。必ず、摑つかみ取とる──たとえ「死に戻り」の能力を使わねばならなくなるとしても。
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　東京新政府は文字通り東京──かつての江戸に本拠地を置いていたが、西さい郷ごう隆たか盛もりの下げ野やによって政治の中枢は一時的に京都に戻っていた。西さい郷ごうが下げ野やすると同時に、新政府の薩さつ摩ま人じんの多くが西さい郷ごうを追いかけて鹿児島へ奔はしった。鹿児島でいつ何時薩さつ摩ま士族が蜂起するかもしれず、新政府は京都に政府中枢を、大阪に軍部中枢を移して鹿児島に備えたのだ。

　故に、新政府を率いる大おお久く保ぼ利とし通みち内ない務む卿きよう（未来で言うところの総理大臣）が、木き戸ど孝たか允よしを仲介役として近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、そして俺の三者と最終的な和睦会談を開いた場所は、東京ではなく大おお久く保ぼが宿泊している京都・祇ぎ園おんのホテル「中なか村むら屋や」の一室だった。

　大おお久く保ぼは薩さつ摩ま藩はんの志士でただ一人と言っていい女武士で、豪快磊らい落らくな武ぶ辺へん者ものが多い薩さつ摩ま隼はや人ととは真逆の冷血にして知謀に長たけた策士である。

　幕末の動乱期、徳とく川がわ幕府も会あい津づ藩はんも、そして長ちよう州しゆう藩はんも、この大おお久く保ぼの策略に何度も追い詰められた。本来の歴史では、大おお久く保ぼは盟友西さい郷ごうとともに幕府との政争に勝利して武力討幕を強行し、「鳥と羽ば伏ふし見みの戦い」で幕府軍を撃破。以後、会あい津づ藩はんと新選組、そして奥おう羽う越えつ諸藩は戊ぼ辰しん戦せん争そうを戦うも新政府軍に敗北して、近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも命を落としたわけだが──。

　しかし、俺は数え切れない死に戻りを繰り返し、ついに歴史を塗り替えた。大たい政せい奉ほう還かん・無血革命に奔走していた坂さか本もと龍りよ馬うまさんを暗殺して土と佐さ藩はんを武力討幕派に引き込むという大おお久く保ぼの乾けん坤こん一いつ擲てきの謀略を突破して、鳥と羽ば伏ふし見みの戦いの回避に成功したのだ。

「ヨーロッパに革命精神を普及させたナポレオン翁おうの戦いを見ても明らかでごわす。日本を新しく生まれ変わらせるには、徹底的に戦争をして旧体制を破壊し尽くさねばなりもはんぞ」とやはり武力を行使して江戸に退去した徳とく川がわ慶よし喜のぶを討つと再度主張した西さい郷ごうも、勝かつ海かい舟しゆう及び近こん藤どうさんとの会見の席でこんこんと説得され、最終的に「よくわかりもした。おいが間違うておりもした」と江戸無血開城を快諾。裏で勝かつ海かい舟しゆうが英国大使パークスを動かしていたのが西さい郷ごうの変心の一因だったらしいが、「将軍は討ちたいが江戸の町人を死なせたくはない」という西さい郷ごうの情に勝かつ海かい舟しゆうと近こん藤どうさんが訴えたことも大きかった。西さい郷ごうは「戦争なくして革命なし」と信じている一方で、戦争で大勢の人間が死ぬことを好まない。

　薩さつ長ちよう土と佐さと旧幕府が連合して成立した「新政府」に対し、江戸の旗本たちの一部が反旗を翻ひるがえした「上うえ野の戦争」という局地戦は起きたが、あの奥おう羽う越えつ諸藩を悲惨な敗戦に追いやった戊ぼ辰しん戦争は回避された。上うえ野の戦争も、大おお村むら益ます次じ郎ろうが「一日ですべて終わらせます、江戸の町は焼かせません。当たり前ですが」と涼しい顔で軍略を立てて僅か一日で処置した。

　俺は、この先の歴史はもう、俺が知っている歴史とはまったく違うものになったと信じて、試し衛えい館かんのみんなとともに箱はこ館だてに移住して平穏な人生を過ごすはずだったのだが──。




「お久しぶりね、近こん藤どう勇いさみ。土ひじ方かた歳とし三ぞう。そして近こん藤どう周しゆう平へい。私の目もく論ろ見みでは、箱はこ館だて戦争が士族が起こす最初にして最後の内乱になるはずだったのだけれど──榎えの本もとは私の想定通りにうまく踊ってくれたわ。ここで東京と箱はこ館だてが手打ちして、一件落着するはずだった。それなのに、あと一歩で間に合わなかった。すでに西さい郷ごうは鹿児島に去ってしまった──無念だけれど、想定していたことよ。歴史はやはり、そう簡単には変えられなかったわ」

　ホテルの一室で俺たちを出迎えた大おお久く保ぼは、幕末の頃とは異なり洋装に身を包んでいた。今や男装の麗人である。長ちよう州しゆうや土と佐さの人間はさほど性別に頓着しないが、男尊女卑傾向が強い薩さつ摩ま人じんは女性宰相にこき使われることを嫌う。そのために男装しているらしい。

　土ひじ方かたさんが、

「勝かつ海かい舟しゆうから、榎えの本もとを箱はこ館だてに追いやったのはお前の策だったとは聞いていたが、やはり西さい郷ごうの蝦え夷ぞ地ち出兵を防ぐためだったのだな。だが、西さい郷ごうの鹿児島帰還をも想定していたとはどういう意味だ？　大おお久く保ぼ。お前はやはり、未来から死に戻る力の持ち主なのか？」

　といきなり大おお久く保ぼに詰め寄った。

　大おお久く保ぼは「残念ながら、私にはそんな力はないわ」と冷たく微ほほ笑えんでいた。

「あなたたち新選組さえいなければ、箱はこ館だてに追い込んだ榎えの本もと率いる艦隊をストーンウォール号をもって粉砕して、二度と不平士族どもが反乱など起こせないように徹底的に殲せん滅めつするつもりだった。武士の時代は終わったと全国の士族どもに知らしめるためにね。私は容赦なく榎えの本もとを斬首して、晒さらし首くびにするつもりだったわ。でも、私はまたしてもあの坂さか本もとに一杯食わされたのよ」

　近こん藤どうさんが「やはりそうでしたか」と腑ふに落ちたかのように頷うなずく。

「坂さか本もとは、私が箱はこ館だてに不平士族を集めて殲せん滅めつする計画を練っていることを予見していたみたい。だから箱はこ館だてにあなたたちを移住させた。その結果、あなたたちは榎えの本もと武たけ揚あきに合流してしまった──榎えの本もとは理想家だけれど権力欲がない女だから、バカ正直にも組閣時に選挙をやり、結果、西さい郷ごうと並ぶ維新の英傑である近こん藤どう、あなたが総裁に選ばれてしまった。案の定榎えの本もとの勢いに流されて毅き然ぜんと固辞しなかったあなたもあなたよ。その時点で、私はどうやっても絶対に箱はこ館だて軍ぐんに勝てないことを悟ったのよ。だから和睦路線に舵かじを切った」

「新選組が箱はこ館だてに加勢すると、新政府軍は絶対に勝てない？　なぜだ？　新政府の軍事を仕切る大おお村むらが周しゆう平へいにご執心だったからか？」

「惜しいわね土ひじ方かた。そうよ。近こん藤どう周しゆう平へいが参戦したからこそ、大おお村むらを箱はこ館だて戦争に駆り出せた。問題は、たとえ新政府軍が箱はこ館だて軍ぐんを撃破しても、何度でも近こん藤どう周しゆう平へいが死に戻って『勝つまでやり直す』とわかっていたことよ。なにしろこの男は何度殺しても時間を巻き戻して戻ってくるのだから、私には勝ち筋がなかったのよ。いくらストーンウォール号のアボルダージュを先読みしていたって、アボルダージュを阻止することは不可能。どうせ近こん藤どう周しゆう平へいはアボルダージュに成功するまで何度も何度もやり直すのだから。坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺の時と同じことになる。千せん日にち手てというか、英語風に言えば無限ループというか。私も執念深い女だけれど、近こん藤どう周しゆう平へいはとてつもない執念の持ち主だもの」

　大おお久く保ぼは、氷のような視線で俺を睨にらみつけてくる。俺は思わず生唾を吞のみ込こんでいた。

　話についていけない木き戸ど孝たか允よしが「ちょっと、なんのこと？　無限ループって？　時間を巻き戻すって？　あなたたち、どうかしちゃったの？　ああもう、これ以上わけのわからない揉もめ事ごとに私を巻き込まないで頂戴！　お腹なかが痛いわ！」と取り乱した。

「大おお久く保ぼ、やはり周しゆう平へいの能力の秘密を知っていたのか!?　誰から漏れた？　勝かつ海かい舟しゆうも佐さ久く間ま象しよう山ざんも、余人に漏らすはずがない。とりわけお前のような狡こう猾かつな策士には！」

「アボルダージュを読まれていたのって、やっぱりそういうこと～？　それじゃあ、近おう江み屋やで坂さか本もとさんが刺客に襲われた際に、周しゆうちゃんが『大おお久く保ぼが先読みして対策しているようだ』と言っていたのも……」

「誰かが漏らしたわけじゃないわ。私にも、近こん藤どう周しゆう平へいには遠く及ばないけれど、特別な能力があるの。生まれつきね。この能力を利用して、私は絶対的な男尊女卑社会である薩さつ摩ま藩はんで、一介の貧乏下士娘から藩を束ねる宰相にのし上がったのよ──木き戸ど、手を出して」

「お手っ？　私にお手を要求するのっ？　これだから薩さつ摩ま人じんは！　長ちよう州しゆう人じんをとことん犬扱いするつもりなのねーっ？」

「相変わらずあなたは被害妄想が激しすぎるわ。お手なんて要求していないわよ。さっさと出す！」

「……はい……」

　真顔になった大おお久く保ぼはまさしく「氷の女王」。その凍いてつく眼光だけで人を呪い殺せそうな無言の迫力に容易に逆らえる人間はいない。木き戸どが慌てて差し出した手に、大おお久く保ぼが白い手を添えてそっと目を閉じる。睫まつげが長い。

「無駄な精神抵抗が激しくてなかなか読みづらいけれど、見えたわ。木き戸ど、あなたは新選組が池いけ田だ屋やに突入して攘じよ夷うい志士たちと戦っていた時に、実は池いけ田だ屋やにいたのね？　慌てて屋根づたいに逃げだして、素知らぬ顔をして藩邸に舞い戻り難を逃れたんだわ。なるほどね。薩さつ摩まの誰もが気づいていなかった。さすがは『逃げの小こ五ご郎ろう』だわ」

「ええええっ？　ちょっとーっ!?　どうしてバレたのっ？」

「私には他人の記憶が見えるの、触れただけでね。まだまだ読めるわよ。第二次長ちよう州しゆう征伐の際にも、あなたは新選組幹部との密会現場を高たか杉すぎたちに見つかって『藩内の攘じよ夷うい志士に殺される』と怯おびえ、高たか杉すぎに泣きついてこっそり上シヤン海ハイに逃げようとしたわね。それから、幕末大詰めの京で坂さか本もと龍りよ馬うまの大たい政せい奉ほう還かん策と私が準備していた王政復古の大号令策がせめぎ合っていた時にも、長ちよう州しゆうに籠もっていたあなたは両陣営から蝙こう蝠もり扱いされて暗殺されることを危惧し、かねてから懇意にしていた対馬つしま藩はんへと密ひそかに逃亡を図り──まあ、いずれも失敗したのだけれど」

　き、木き戸どさん!?（汗）

「やめてええええーっ！　近こん藤どうたちの前で暴露しないでーっ！　どうしてそんな、私の誰にも言えない恥部ばかり知っているのっ？　ほんとうに私の記憶を読み取れるのっ？」

「そうよ。あたかもこの目で見ているかのように、映像が浮かんでくるのよ。あなたの脳に保存されている映像記憶がね──音声も聞き取れるわ。もっとも、記憶に付随する感情はいっさい読み取れない。一生分すべての記憶を見るのは時間がかかりすぎるので難しいけれど、どういえばいいのかしら、読み取る相手の心に突き刺さっている強烈な記憶から優先的に私の脳に『入ってくる』の」

　そうか。俺は少なくとも二度大おお久く保ぼと握手をしている。一度目の握手はまったく記憶にないが、宴会のどさくさ紛れにこっそりと触れられて記憶を読まれたのだろう。その時、大おお久く保ぼに知られたんだ。俺が未来人で、死に戻りの能力を持っているということを。ストーンウォール号のアボルダージュ作戦も、箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくでの戦闘も、すべて大おお久く保ぼに直接「見られて」いたのか！

　だったら俺の力が一時的に消失していたことも知られているはずだが、坂さか本もとさん暗殺未遂事件の手打ちの際に交わした二度目の握手の際に、力が蘇よみがえったことも知られていたわけか。そして俺は「まだ力を使える」と大おお久く保ぼは信じているのだ。

「う、噓うそでしょうっ？　そんなの、人間の能力とは思えない。道理で長ちよう州しゆう人じんはいつもいつも薩さつ摩まに酷ひどい目に遭わされてきたはずだわ！　薩さつ摩ま人じんって愚直な人間ばかりなのに、どうしてなのかしらってずっと疑問だったけれど……京で常に長ちよう州しゆうの動きを『読んで』先手を打ち続けてきたのは、あなただったのねーっ！　そんなの反則だわーっ！」

「……ええ、そうよ木き戸ど。薩さつ摩まの加か治じ屋や町ちようで暮らしていた子供時代には、私は無邪気にこの力を使って、周囲から化け物と呼ばれていたわ。私は毎日、周囲から石を投げられて居場所もなかった。家族からも『触るな』と人間扱いしてもらえなかった。父は薩さつ摩ま藩はんのお家騒動に巻き込まれて遠島になり、その日に食べるものさえなく、私は世界から捨てられた……感情は凍りつき、笑顔の作り方も教えられず、冗談を言う能力すら身につけられず……私はほんとうに化け物になりつつあった。でもたった一人、そんな私をありのままに受け入れてくれた人がいた……私を人間として認めて、私を人間にしてくれた人が。世界のすべてを拒絶していた私に、その力は天から与えられた素晴らしい力だから決して無駄にしてはならない、人々のためにその力を用いて人の世に尽くすべきだと私を導いてくれた人が──それが、西さい郷ごうよ」




　　※




　大おお久く保ぼ利とし通みち、維新以前の名は「大おお久く保ぼ一いち蔵ぞう」。

　西さい郷ごう隆たか盛もり、維新以前の名は「西さい郷ごう吉きち之の助すけ」。

　二人の下級藩士は、多た摩まで近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが出会って意気投合し「ともに武士になろう」と誓い合ったのと同じように、薩さつ摩まで幼少時から兄きよう妹だいよりも親密な関係を築いていた。「義ぎ兄きよう妹だい」というのも、少し違う。二人は、もっと濃い絆きずなで結ばれていた。

　俺たちはまったく知らなかったが──大おお久く保ぼが明かしてくれた。

　実は西さい郷ごうにも、生まれた時から異能力があるのだと。

　それは、人の目を見つめるだけで相手の「感情」がすべて自分に伝わってしまうという厄介な力だった。西さい郷ごうが持っている異様とも言える巨大な「瞳」には、そんな能力があったのだ。相手の「思考」は読めない。ただ「感情」だけが伝染するのだという。厄介この上ない、ある意味呪われた力だった。しかも、大おお久く保ぼの力と同様に、自在に操ることはできない。「感情」の伝染は、西さい郷ごうの意志とは無関係に発生する。

　だから西さい郷ごうは集団の中にいると、ありとあらゆる感情の波に吞のまれて苦しむ。それが喜ばしいプラスの感情ばかりならばいい。が、怒りや哀かなしみや憎しみといったマイナスの感情を抱いている者がその場にいれば、その感情が西さい郷ごうの心に入り込んできて、大柄な身体とは裏腹に誰よりも繊細な西さい郷ごうを傷つける。思考は読めないから、マイナスの感情を抱えて苦しむ人をどうすれば救えるのか、西さい郷ごうにはわからないのだ。

　そのために西さい郷ごうは幼い頃から周囲の人々を笑わせ喜ばせることに心を砕き、やがて自然に周囲に「西さい郷ごう党とう」とも言うべき、西せ郷ごどんのためなら死ねると彼を激しく慕う薩さつ摩ま武士たちの集団ができあがっていった。中なか村むら半はん次じ郎ろう（桐きり野の利とし秋あき）をはじめとする薩さつ摩まの志士たちがそれである。決して西さい郷ごうは親分肌を気取っていたわけでもなく、人望を求めていたわけでもなかった。ただ、彼には常に目の前の人の苦悩が伝わってしまい、せめてそんな相手を笑顔にしてあげたかった。それだけだったのだと、大おお久く保ぼは言う。

　だから大おお久く保ぼの異能力の正体についても、当初西さい郷ごうはよくわかっていなかった。ただ、幼い大おお久く保ぼが「この世界すべてに捨てられた、自分は人間ではない」という深い哀かなしみと恨みに魂を縛られて苦しみ続けている感情だけが、多感な西さい郷ごうに直接刺さった。西さい郷ごうは、食事を取れずに飢えていた大おお久く保ぼを毎日自宅に無造作に招いて好きなだけ飯を食わせ、黙って笑っていたという。大おお久く保ぼに「なにを悩んでいる」と尋ねるわけでもなく、何ヶ月も──。むろん、西さい郷ごうの家も貧しかった。が、西さい郷ごうは意に介さない。ただ大おお久く保ぼの黒々とした凄惨な心の傷を癒やしたかったのだろう。

　やがて大おお久く保ぼのほうから、ついに西さい郷ごうに心を開いた。直接自分の「力」を西さい郷ごうに見せることで、すべてを伝えた。その結果西さい郷ごうが自分に怯おびえるようなら、もう生きている意味はない、死んでしまおう、とまで大おお久く保ぼは覚悟していた。

　だが、その時に大おお久く保ぼは西さい郷ごうの能力を知ってしまったのだ。西さい郷ごうもまた、大おお久く保ぼに自分の秘密を明かしたのだ。

「……吉きち之の助すけさぁ。あなたは剣で腕の筋を斬られて、一生剣を振るえない身体にされてしまったのね。さらにあなたには──相手の感情を自分のものとして感じてしまう、呪われた能力があるのね。酷ひどい。こんな力が私にあったら、私は一日も耐えられない……それなのに、どうして笑っていられるの？」

「一いち蔵ぞうどん。剣が振れなくとも相撲は取れもす。指は動きもすから、算そろ盤ばんをはじくこともできもす。それに、おいの力は呪われてはおりもさん。こん力のおかげで一いち蔵ぞうどんがなにかに苦しんでおられることもわかりもした。こいは人のお役に立てる力でありもす。ただ、おいは阿あ呆ほうにて、どげんしてこん力で人を救えばよかか、わかりもはん。一いち蔵ぞうどんの力こそ、天から与えられた力にして、多くの人々を救える力でごわす。どうかおいに、道を教えてたもせ」

　西さい郷ごうは、妹分の大おお久く保ぼに深々と頭を下げていた。大おお久く保ぼはこの時、はじめて自分の居場所を与えられた。この人を、西さい郷ごうを補佐する役目を果たせる者は自分しかいない、と身震いしながら思った。

　この日から、二人は実の兄きよう妹だい以上の絆きずなを結び、「二人で一人」というべき存在となったのだ。

　やがて「幕末四賢公」の筆頭として讃たたえられる名君、薩さつ摩ま藩主・島しま津づ斉なり彬あきらが、役人の不正と民の窮乏を訴えてきた若い西さい郷ごうの中に「英雄」の資質を見み出いだし、自分のお庭番として取り立てた。西さい郷ごうは江戸や京を奔走し、水み戸と藩はんの藤ふじ田た東とう湖こや越えち前ぜんの橋はし本もと左さ内ない、佐さ久く間ま象しよう山ざんたちと交流を深め、島しま津づ斉なり彬あきらによる「日本改革」の仕事に没頭した。黒船騒動以来徳とく川がわ幕府は揺れており、諸国と不平等条約を結んでしまい、日本を半植民地とも言うべき立場に転落させていたのだ。

　海外情報通の名君斉なり彬あきらは、幕藩体制を大改革することでこの国難を乗り切り、ロシアの南下に備えようとしていたのだった。薩さつ摩ま藩はんは斉なり彬あきらのもとで早くも「産業革命」を導入し、他藩に抜きん出る強力な近代軍もまた斉なり彬あきらによって組織された。

　いよいよその斉なり彬あきらが「時は来た」と薩さつ摩ま兵へいを率いて上じよう洛らくすることとなり、西さい郷ごうがその下準備をするために京に先行して斉なり彬あきらの挙兵を待っていたその時、西さい郷ごうにとって痛恨の悲劇が起きた。斉なり彬あきらが出兵直前に急病で命を落としたのだ。薩さつ摩まには以前からお家騒動があり（大おお久く保ぼの父親もこれに巻き込まれて一時遠島となっていた）、斉なり彬あきらの弟・久ひさ光みつを藩主にしようと目もく論ろむお由ゆ良ら（久ひさ光みつの母）一派が斉なり彬あきらを暗殺したのだと噂うわさされたが、証拠はない。

　ただ、西さい郷ごうは「お由ゆ良ら一派がわが主君を殺した」と信じた。彼は、お由ゆ良ら一派が斉なり彬あきらをどれほど憎み呪い続けているかを、誰よりもよく知っていた。また、兄の死によって薩さつ摩ま国主の座が自分に回ってきた久ひさ光みつが、内心で浮かれてることもわかってしまった。その能力によって。

　西さい郷ごうが、藩の国父（藩主の後見人で実質的な国主）になった主君の島しま津づ久ひさ光みつと徹底的に不仲となったのは、このためである。西さい郷ごうは意外にも他人への好こう悪おが激しいが、その理由は西さい郷ごうの能力にある。邪心を抱いている悪人に接することに耐えられないのだ。一方で、心に悪意を抱いていない根っからの詐欺師には簡単に騙だまされる。坂さか本もと龍りよ馬うまなどは、大おお久く保ぼに言わせればその種の輩やからだった。

「西さい郷ごうを使いこなせる者は余しかおらん」と豪語していた英雄・斉なり彬あきらの死によって、西さい郷ごうの運命も日本の運命も暗転した。「斉なり彬あきらが死んだ以上もはや薩さつ摩ま恐るるに足らず」と強気になった幕府は、水み戸と藩はんをはじめとした尊皇志士たちへの大弾圧（安あん政せいの大たい獄ごく）を強行。斉なり彬あきらの参謀として活動し続けてきた西さい郷ごうも、尊皇派の僧侶・月げつ照しようを連れて京から逃げた。逃げなければ二人とも幕府大老井い伊い直なお弼すけに捕縛され斬首されていたことは言うまでもない。が、もともと西さい郷ごうは斉なり彬あきらの後を追って腹を切り死んでしまうつもりだった。西さい郷ごうの自殺を案ずる仲間たちが「月げつ照しようを守れ」と西さい郷ごうに月げつ照しようを預けたことで、情に厚い西さい郷ごうは死ねなくなり、月げつ照しようを守るために彼を連れて薩さつ摩まへと逃亡したのだ。

　しかし、主君としては英雄斉なり彬あきらには遠く及ばない島しま津づ久ひさ光みつは、「月げつ照しようを殺せ」と帰国した西さい郷ごうに冷たく命じた。西さい郷ごうはここに完全に板挟みとなり、月げつ照しようを殺すに殺せず、かといって主命に背くこともならず、ついには船で海へ出て月げつ照しようと入じゆ水すい心中した。西さい郷ごうはやはり、身分低くしかも剣を振れない自分を「英雄である」と泥中から拾い上げ、わが子のように愛情を注ぎ育てあげてくれた生涯の恩人・斉なり彬あきらの後を追って死にたかったのだろう。

　体力の乏しい月げつ照しようは死んだが、人一倍頑強な西さい郷ごうは死ねなかった。

　久ひさ光みつ公こうは西さい郷ごうに「死ね」と命じたにも等しい、多感な西さい郷ごうは必ず月げつ照しようと心中すると察知した大おお久く保ぼが、予あらかじめ入じゆ水すいした西さい郷ごうと月げつ照しようを救出できるように準備を整えていたからだった。

　以後、先代の斉なり彬あきらにしか忠誠を誓おうとしない西さい郷ごうは久ひさ光みつに激しく憎まれ疎うとまれて、二度も遠島処分を受ける。一度目は「幕府の探索から逃れるため」という名目で奄あま美み大おお島しまへ。二度目は「主君の命令に逆らった」と久ひさ光みつに言いがかりをつけられて、絶海の孤島・沖おきの永え良ら部ぶ島じまの浜辺に設けられた吹きさらしの牢ろうに押し込められた。その孤島で海を眺めながら一人きりで飢えて死ね、という久ひさ光みつの強烈な悪意に繊細な西さい郷ごうは到底耐えがたく、風土病にも感染し、栄養失調で餓死寸前にまで病み衰えたが、西さい郷ごうを監視していた役人が彼に同情し、西さい郷ごうのよい情に触れて心服した。このため、西さい郷ごうはかろうじて生き延びられた。

　この二度目の遠島の際には、「もう西さい郷ごうは生きて戻れない。孤島で死ぬ」と絶望した大おお久く保ぼは「一緒に死にましょう」と西さい郷ごうに心中を申し出た。半分は本気であり（噓うそ偽いつわりなどは西さい郷ごうの眼力の前には通用しないと大おお久く保ぼは知っている）、半分は「西さい郷ごうは月げつ照しようと心中して彼を死なせたことをずっと悔いている。今またこの竹馬の友の私を道連れにして死ぬくらいなら、恥を晒さらしても生き続ける道をきっと選んでくれる」と読んでの西さい郷ごうを生かすための賭けでもあった（これもまたなんらかの「感情」として西さい郷ごうには伝わっている。おそらく「あなたに生きていてほしい」という強烈な感情として）。

　西さい郷ごうが沖おきの永え良ら部ぶ島じまで生き地獄の如ごとき苦境を乗り越えて生き続けた一因は、大おお久く保ぼ一人を置いてはいけない、自分が死ねば大おお久く保ぼもまた死ぬ、とこの「心中申し出」を受けた時に悟ったからだったろう。

　一方の大おお久く保ぼは、西さい郷ごうの敵である島しま津づ久ひさ光みつに取り入り、彼が好きな碁を身につけてまでへつらい久ひさ光みつの腹心に登り詰めるという「裏切り」をやった。西さい郷ごう党とうの面々は、そんな大おお久く保ぼを「冷血の女じゃ」と激しく憎んだ。が、すべては西さい郷ごうを沖おきの永え良ら部ぶ島じまから再び呼び戻し薩さつ摩ま藩はんの舵かじ取とりを西さい郷ごうに託すための演技だった。自分よりも薩さつ摩ま武士たちに人望がある西さい郷ごうに嫉妬して陰湿な虐いじめを繰り返す島しま津づ久ひさ光みつなど、ほんとうならば自ら叩たたき斬きってやりたい。常に、大おお久く保ぼは久ひさ光みつに阿あ諛ゆ追つい従しようしながら、「この男を殺してやりたい」という衝動を抑えていた。わが本心を久ひさ光みつたちに悟られてはならないと危惧した大おお久く保ぼはいよいよ無表情で無口な女となり、余人にいっさい感情を見せなくなった。

　そしてついに、大おお久く保ぼによる執念の西さい郷ごう復権運動は成功した。久ひさ光みつが寺てら田だ屋やで突出した尊そん攘じよう志士たちへの上位討ちなどをいくら強行しようが、血気盛んな薩さつ摩ま武士団を統制できる人物は結局、彼らに「西せ郷ごどんのためなら死ねもす」と激しく慕われている西さい郷ごうしかいなかったのである。西さい郷ごうの赦免を認めさせられた久ひさ光みつは、怒りと屈辱に震えていたという。

　西さい郷ごうが京に戻ってすぐに、幕末日本は大動乱期に突入した。「池いけ田だ屋や事件」が勃発し、そして「禁きん門もんの変へん」別名「蛤はまぐり御ご門もんの変へん」へと。西さい郷ごうは「禁きん門もんの変へん」で薩さつ摩ま藩はん兵へいを率いて長ちよう州しゆう軍ぐんを破り、一躍「薩さつ摩ま藩はんを率いる英雄」として歴史の表舞台に躍り出た。第一次長ちよう州しゆう征伐では参謀の地位に登り詰め、「戦を避けて長ちよう州しゆうを許す」という西さい郷ごうらしい行動に出た。西さい郷ごうと大おお久く保ぼは、斉なり彬あきらの遺志を継いで旧幕府を解体し、新しい近代日本政府を樹立するために、仇きゆう敵てきの長ちよう州しゆうと手を結ぶ道を密ひそかに探っていたのだった──そこに坂さか本もと龍りよ馬うまという奇妙な土と佐さ浪人がひょっこり現れ、この困難な薩さつ長ちよう同どう盟めいは奇跡的に成立する。

　しかし坂さか本もと龍りよ馬うまは、西さい郷ごうと大おお久く保ぼの言いなりになるような生やさしい人物ではなかった。彼女は一介の浪人でありながら、薩さつ長ちよう同どう盟めいに続いて薩さつ長ちようと土と佐さをも同盟させ、さらには薩さつ長ちよう土とと幕府をも組ませて戦争抜きでの無血革命を成し遂げようと一人で突出する。龍りよ馬うまの脳内には、「無血革命」という譲れない理想があった。

　だが、西さい郷ごうは「武力討幕」にこだわっていた。沖おきの永え良ら部ぶ島じまに幽閉されていた間、風雨でボロボロに傷んだナポレオンの伝記を読み続け、「セントヘレナ島に流されたナポレオン翁おうは最後まで運命と戦うたでごわす」と己を鼓舞してきた西さい郷ごうは、「革命は戦争によって完成する」という信念を抱いていた。

　だが、彼には例の能力がある。故に、戦争で人が死ぬことに耐えられない。戦場で傷つき倒れた兵士の断末魔の叫びが直接心に入ってくる。西さい郷ごうの憂鬱癖、隠いん遁とん癖へきは、この感情の流入に耐えきれなくなった時に発する。本心では、西さい郷ごうはできれば非戦のうちに革命を完成させたかったのだ。

　一方で、この革命は最終的に「諸藩をすべて潰し、武士＝士族をことごとく滅ぼす」という段階まで行き着かねばならず、士族階級を滅ぼすには「戦」しかない、という理屈を西さい郷ごうはよく理解していた。とりわけ、鎌倉以来の激しい士風を残している薩さつ摩ま士族が唯い々い諾だく々だくと新政府の言いなりになって刀を捨て田を耕すなど、ありえるはずがない。

　つまり西さい郷ごうは「戦は嫌でごわすな」という自分自身の感情と、「士族を滅ぼすには戦あるのみ」という革命の現実との間で常に苦悩していた。同時に彼は、坂さか本もと龍りよ馬うまという日焼けした浪人娘がどれほど人の死を嫌い、友たちの死に苦しんでいるか、誰よりも知っている。語らずともわかってしまうのだ。西さい郷ごうは、坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺などは考えもしなかった。

　西さい郷ごうのためならばどんな卑劣な汚れ仕事でも引き受けると覚悟を決めていた大おお久く保ぼが独断で「坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺」を決断し、中なか村むら半はん次じ郎ろうたちを動かしたのは、その西さい郷ごうがかつて斉なり彬あきらが成し遂げられなかった夢──薩さつ摩ま兵へいを率いて京に入り新政府を樹立するという夢を遂げようとしていた道中にあった時だ。

　しかし大おお久く保ぼは、途中で気づいた。坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺をおそらく自分は何度も繰り返している。そして近こん藤どう周しゆう平へいがその度に死に戻って時間を巻き戻し、龍りよ馬うま暗殺を阻止し続けていると。互いに何度も相手の手を先読みし合ううちに、大おお久く保ぼはいつしか薩さつ摩ま藩はんの武士を近おう江み屋やに大量動員せざるを得なくなっていたらしい。もはや暗殺ではなく、藩による公然たる襲撃になっていた。長ちよう州しゆう藩はんの久く坂さかに事が露見した時点でこれ以上の暗殺強行は不可能となり、大おお久く保ぼは近こん藤どう周しゆう平へいに敗れた──そして、西さい郷ごうの運命を京では変えられなかったという悔いが残った。




　　※




「坂さか本もと龍りよ馬うま生存によって鳥と羽ば伏ふし見みの戦いは回避され、戊ぼ辰しん戦争も回避された。一見、大団円に見えるわね。でも、ひとつだけ残された問題があった。維新革命の主役でありながら、新政府から身分も刀も俸ほう禄ろくもすべて取り上げられて激怒するだろう薩さつ摩ま士族の暴発よ。西さい郷ごうは必ず彼ら士族の『感情』をすべて自分のものとして受け入れて、彼らに自分の命を譲ってしまう。つまり、薩さつ摩ま士族の反乱の神み輿こし役を自ら引き受けてしまう。近こん藤どう周しゆう平へい！　あなたの記憶から断片的に知ったのよ。あなたが持っている箱はこ館だて戦争以後の未来の記憶は、あなた自身が経験したものではなく単なる知識だから、正確には読み取れなかったけれど──西さい郷ごうが桐きり野の利とし秋あきたちの暴発に付き合って賊将として死ぬ未来が見えたのよ！　西さい郷ごうが死ねば彼の双子とも言うべき私も死ぬ。ついでに木き戸ども死ぬ。私は死を恐れない。でもダメよ、まだ新政府ははじまったばかりなのに！　まだ私も西さい郷ごうも生きなければならないの、幕府を解散させて新政府を作った責任を私たちは果たしていない！　民権国家への移行準備も終えないうちに半はん端ぱな独裁国家の雛ひな形がただけを残せば、この国の行方は……」

「えええ、ついでに私も死ぬのっ？　ついでってなにっ？　勝手にあなたと西さい郷ごうの兄きよう妹だいゲンカに巻き込まないでー！」

「……ここで西さい郷ごうが死に私が死ねば、新政府は失敗に終わるわ。一時は帝国主義国家として台頭すれどもやがてアメリカとの戦争に敗れて、西暦一九四五年に滅亡する。民権主義は根付かず、政府の統制から外れた軍部が暴走し、戦線を拡大し続けて破綻するんだわ。そうなのでしょう近こん藤どう周しゆう平へい？」

「俺は実際にその時代を生きたわけではありませんので、その解釈が正確かどうかはわかりませんが、結果はおおむねそうなります」

　大おお久く保ぼは、ほんとうは俺を責めたかったのだろう。近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんたち、そして坂さか本もとさんを救うことにかまけていて、西さい郷ごうを忘れていた俺を。日本の未来に干渉しようとしなかった俺を。が、大おお久く保ぼは耐えた。人間にできることには限りがあると彼女は理解している。大おお久く保ぼ自身、西さい郷ごうを救うために敢あえて坂さか本もとさんを暗殺しようとしたのだ。

「あなたの記憶を読んだ私はこう考えたわ。とにかく坂さか本もと龍りよ馬うまを消せば武力討幕ルートに入ることができる。その後、未来を知る私が策を練り、戊ぼ辰しん戦争を徹底的に遂行し本来の歴史よりもより激しいものとすることで、薩さつ摩ま士族を損耗させ革命熱を完全燃焼させられる。長ちよう州しゆう藩はんの武士たちがが第二次長ちよう州しゆう征伐戦で全力を使い果たして燃え尽きたのと同様にね。それで西さい郷ごうと薩さつ摩ま士族の決起を防げるはずだった。でも、坂さか本もと暗殺は不可能だった」

「だから続いて考えた策が、西さい郷ごうが薩さつ摩ま士族を引き連れて蝦え夷ぞ地ちに入ってしまう前に、榎えの本もとさんに蓋をさせてしまい、その箱はこ館だてを殲せん滅めつすることで士族の反乱の歴史を早々と終えてしまうという第二のルートだったわけですね」

「ええ。でも、期せずして新選組が箱はこ館だて政権に加わったため、殲せん滅めつは不可能になってしまった。一方で西さい郷ごうは、箱はこ館だてに続け、大おお久く保ぼを殺せと沸き立つ薩さつ摩ま士族たちの激しい感情を次々と吞のみ込こんでしまって、鹿児島に彼らを連れて帰り、彼らに命を預けようと決めてしまった……私は泣いて止めたわ。あなたは彼ら士族たちと心中するつもりなのね、また私を置いて行ってしまうのねと……西さい郷ごうはただ一言『申し訳なか』と……そしてついに、下げ野やを……」

「では箱はこ館だてを殲せん滅めつできないと知っていてなお、あなたは箱はこ館だてに軍を送ったんですね。結局あなたは箱はこ館だてと新選組をどうするつもりだったのですか、大おお久く保ぼさん？」

　近こん藤どうさんの問いかけに、大おお久く保ぼは表情を変えずに答えていた。

「……西さい郷ごうが下げ野やしてしまった時の最後の切り札になってもらうつもりだったのよ。武士の世が終わったという現実を、すべての日本人に知らしめるために。箱はこ館だてとの和睦条件として、薩さつ摩ま士族と……西さい郷ごう軍ぐんと戦ってもらうわ、新選組には。『最後の武士』二人。近こん藤どう勇いさみと西さい郷ごう隆たか盛もりが戦場で堂々と雌雄を決するのよ。それで、永遠に士族の蜂起は起こらない。どうか、引き受けていただけませんか？　お願い。近こん藤どう勇いさみ。土ひじ方かた。近こん藤どう周しゆう平へい。できることならば、西さい郷ごうを……西さい郷ごうを救って……近こん藤どう周しゆう平へい。お願い、あなたの力を西さい郷ごうのために用いてください！　後世に伝説の英雄として語り継がれなくてもいい。私は、西さい郷ごうに……彼に、生きていてほしい……！」

　近こん藤どうさんが「その赤心を直接西さい郷ごうさんに伝えませんか、大おお久く保ぼさん」と顔を覆って涙を流す大おお久く保ぼの肩をそっと抱いていた。

「直接二人で話し合えば、きっとわかり合えます。私とトシちゃんのように、お二人は魂で繫つながっていますから」

「そうだ大おお久く保ぼ。鹿児島に乗り込み、西さい郷ごうと直接会見するべきだ。かっちゃんも西さい郷ごうも似た者同士だな。すぐに、自分の首を差し出してそれで終わりにしようとしたがる。悪癖だな。しかも西さい郷ごうは相手と心中したがるから、より厄介だ──鹿児島に戻った薩さつ摩ま士族はみな大おお久く保ぼの敵だろうから、新選組がお前の身柄を警護しよう。それでどうだ？」

「……あなたたち二人が流ながれ山やまで決裂する記憶も見たわ……新選組隊士たちを救うために、近こん藤どうは単身、新政府軍に降伏して……土ひじ方かたはそんな近こん藤どうを止めようと泣き叫んで……ほんとうに西さい郷ごうと会える？　桐きり野のたちが絶対に妨害するわ。鹿児島に入ったら、私は必ず殺される。連中は、西さい郷ごうに知らせずに私を斬る」

「われら新選組がいる。示じ現げん流りゆうとはさんざん戦ってきた。図らずも箱はこ館だて戦争がいい経験となった。必ずお前の命を守り、西さい郷ごうと生きて引き合わせる。いいな周しゆう平へい？」

「はい。かつて箱はこ館だて軍ぐんの敗北に終わった箱はこ館だて戦争以後を俺は生きていません。もう西南戦争はないと思い込んでいました。思えば、無責任だったと思います。勝かつ先生にまた怒られそうですね……今こそ俺一人の私情で歴史を改変した責任を取らせていただきます、大おお久く保ぼ卿きよう」

　近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんは西さい郷ごうと大おお久く保ぼの関係を知って、「自分たちを見ているみたい」と深く大おお久く保ぼに共感したらしい。大おお久く保ぼの表情にはじめて希望のような感情が浮かびあがりつつあった。だが。

　一歩遅かったのだ。

　会議の場に、急報が飛び込んできたのだ。

　運命はやはり、西南戦争へ──。




「鹿児島で西さい郷ごう軍ぐんが武装蜂起！　大おお久く保ぼ利とし通みちが西さい郷ごう隆たか盛もりを刺殺すべく暗殺団を送った件を問い合わせるために軍を率いて上じよう洛らくすると宣言しております！」




　刺殺？　そんな指示は送っていないわ、私は鹿児島に視察団を派遣しただけで……と大おお久く保ぼは戸惑いながら呟つぶやいていた。

「大おお久く保ぼ卿きよう。電報では漢字は使えません。『シサツ』を『刺殺』と誤読したんだと思います。たぶん、かつて坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺の命令を大おお久く保ぼ卿きようから受けた中なか村むら半はん次じ郎ろう──桐きり野の利とし秋あきが誤解したんです！」

「……私の自じ業ごう自じ得とくというわけね。でも……そんなバカな理由で私と西さい郷ごうが戦い、殺し合わなければならないなんて……これが運命だというの？　もうどうしても運命を覆くつがえせないの、近こん藤どう周しゆう平へい？」

「『死に戻り』の力を駆使してでも、覆くつがえします。もう使えないかもしれないと俺は思っていましたが、大おお久く保ぼ卿きようはそうは考えていない。ならば、きっとあなたのほうが正しい。あなたは、俺などよりずっと頭脳明めい晰せきですから」

　俺が大おお久く保ぼと握手して新たな記憶を読み取らせている横では、木き戸どが「もう終わりだわ、なにもかも。お腹なかが痛い」と目を回して昏こん倒とうしていた。

「……いけない。木き戸どは、西南戦争が起きたら気の病で死ぬのよ。救えるかしら」

「気の病で死ぬというのもなかなか凄すごいな。石いし田だ散さん薬やくでも飲ませておけ」

「ううっ。維新を成し遂げた偉大な莫ばく逆ぎやくの友同士が、こんな些さ細さいな誤解から殺し合わねばならないなんて……なんという悲劇なの？　トシちゃん。周しゆうちゃん。この近こん藤どう勇いさみは、最後の武士として最後のご奉公を致します！　西さい郷ごうさんも大おお久く保ぼさんも絶対に死なせません！　あなたには大変な仕事を背負わせてしまうけれど……お願い、周しゆうちゃん！」

「はい、近こん藤どうさん！」

「ただし、できれば死ぬなよ周しゆう平へい。い、いいな？　死なずに西さい郷ごうを救う方法を考えろ」

「承知しています土ひじ方かたさん。死に戻りの札を切るのは、追い込まれた最後の最後です」

「……あのう……皆さん、私の命の心配は？　石いし田だ散さん薬やくを手渡すだけ？　なんなのよもう、許せないわーっ！　ああっ、久く坂さかはいつまでヨーロッパで遊んでるのよーっ！」




　明治三年二月、ついに西さい郷ごう軍ぐんは上じよう洛らくの兵を興おこした。

　日本最後の内戦、西南戦争のはじまりである。




　　※




　竹馬の友の大おお久く保ぼが西さい郷ごうの未来をなんらかの形で予知して、彼の運命を変えるために様々な謀略を用いてきたことを、当の西さい郷ごう自身は誰よりもよく知っている。だから、大おお久く保ぼが中なか村むら半はん次じ郎ろうを用いて坂さか本もと龍りよ馬うまを暗殺させようとした時にも、西さい郷ごうは大おお久く保ぼに対して立腹することはなかった。

　明治維新成立後、薩さつ摩ま国主の島しま津づ久ひさ光みつが「自分はずっと大おお久く保ぼに騙だまされていた。大おお久く保ぼは薩さつ摩ま国主の自分のためになど一日たりとも働いてはおらず、最初から西さい郷ごうが目指す武力討幕革命を成し遂げるために自分を欺いて薩さつ摩ま藩はんと自分を利用していたのだ」とようやく気づき、西さい郷ごうと大おお久く保ぼを「不忠者、裏切り者」と罵り続けたことが、他人が自分に向けてくる生の悪感情を直接取り込んでしまう力を持つ西さい郷ごうにとってはなによりも辛つらく、また欧米方式を手本とした新政府樹立のためとはいえ武士＝士族を滅ぼすことも忍びず、新政府樹立後の西さい郷ごうは常に隠いん遁とんを考えていた。

　山の中に籠もり、猟師となって駆け回り、世間との関わりを断ち切りたかった。亡なき恩師・島しま津づ斉なり彬あきらの夢であった維新が成った今、燃え尽きた西さい郷ごうはただ心静かに生きたかった。

　だが西さい郷ごうは、「欧米を視察に行く」と言いだしてそんな西さい郷ごうに強引に留守政府を押しつけた大おお久く保ぼの我わが儘ままも、士族を引き連れ蝦え夷ぞ地ちに屯とん田でんして自らは猟師として生きたいという西さい郷ごうの「蝦え夷ぞ地ち出兵論」を潰すためにお調子者の榎えの本もと武たけ揚あきを操って箱はこ館だてに自治区を築かせ、新政府軍をもって殲せん滅めつせしめんとした大おお久く保ぼの自作自演的な詐略も、すべては自分を手て許もとに引き留めておくための大おお久く保ぼの悪あがきだとわかってはいても、彼女の願いを無む碍げにすることはできなかった。

　大おお久く保ぼには私心がない。相手の感情がわかってしまう西さい郷ごうは元来、桐きり野の利とし秋あきのような難しいことを考えず感情を剝むき出だしにする薩さつ摩ま型がたの豪傑たちを好むが、大おお久く保ぼだけは例外だった。彼女の複雑な「思考」は西さい郷ごうには読み取れずとも、「感情」は伝わる。大おお久く保ぼがどれほど西さい郷ごうを莫ばく逆ぎやくの友として大切に想おもってくれているかが。

　だが、箱はこ館だて戦争が本格化する一方で大おお久く保ぼが政治的謀略を駆使して西さい郷ごうの蝦え夷ぞ地ち出兵計画を完全に潰してしまった時には、さしもの西さい郷ごうも大おお久く保ぼの邸宅に押しかけ、口論になった。「おいはただ箱はこ館だての近こん藤どうどんのごつ静かに余生を過ごしたかだけでごわした。おはんはその近こん藤どうどんをも己の謀略に巻き込みんさった」と西さい郷ごうは大おお久く保ぼに訴えたが、大おお久く保ぼは「理屈」を唱えて西さい郷ごうの蝦え夷ぞ地ち行きを許さなかった。

「吉きち之の助すけさぁ。あなたが蝦え夷ぞ地ちで猟師になりきったとしても、あなたを慕って屯とん田でん兵へいとして付いて行く薩さつ摩ま士族たちは絶対に猟師にも百姓にもならないわ。さんざん戦争を繰り広げて燃え尽きた長ちよう州しゆうの志士たちと違い、薩さつ摩まの連中は幕末の革命期にまるで暴れ足りなかった。戦争がしたくてたまらないのよ。いずれあなたを大将として担かつぎ上あげて西さい郷ごう軍ぐんを結成し、樺から太ふとの領有権を巡ってロシアとの戦争を勝手にはじめるに決まっている。新時代の国家では、政府が軍部を制御しなければならない。その大原則が崩壊するのよ。そしてまだ富国強兵を達成してもいないうちに大国ロシアとの戦争に奔はしる日本は、未曾有の大混乱に陥る。その程度のことがわからないあなたじゃないでしょう」

　大おお久く保ぼは頭脳明めい晰せきで、実に理屈っぽい。西さい郷ごうは「一いち蔵ぞうどん。ならばせめて韓国に親善大使としておいを派遣してほしかでごわす。兵は連れていきもはん。おい一人で乗り込むでごわす」と譲歩したが、大おお久く保ぼは「韓国はいまだ日本新政府を認めていない。もしもあなたが殺されれば、やはり士族たちが暴走して戦争になる。認められないわ。どうして死ぬことばかり考えているの？　島しま津づ久ひさ光みつに呪われる日々がそれほど辛つらいの？　私だって同じよ。一人では辛つらくて耐えられないかもしれない。でも私とあなたの二人が手を携えていれば、どんな苦境だって乗り越えていけるわ」と再び西さい郷ごうの願いを拒絶した。あるいは、哀願と言ってもいい。

「一いち蔵ぞうどん。なぜそれほどに、おいを手放すことを恐れるでごわすか。やはり、おはんはなにかを知っているでごわすな。たとえば、おいの未来を。暗殺を嫌う一いち蔵ぞうどんらしくもなく京で坂さか本もとさぁを始末しようとしたのも、蝦え夷ぞ地ち行きをここまでして妨害し続けるのも、おいがいずれ無残に頓死する未来を知って、必死で止めようとしているのでごわすな」

「……そう、ね……夢を、見るわ……あなたと私が崖の上で激しくもみ合って、ともに谷底へ転落して死ぬ夢を。私の頭蓋は砕け散って、流れ落ちた脳髄だけがぴちぴちと蠢うごめいているの。とても、嫌な夢だわ……」

　これは大おお久く保ぼの噓うそではない。西さい郷ごうには、相手が噓うそをつけばすぐにわかる。大おお久く保ぼは事実、西さい郷ごうと殺し合ってともに死んでいく悪夢にずっと魘うなされていた。他人の記憶を読み取れる力を持つ彼女自身にある程度の予知能力があったのか、あるいは近こん藤どう周しゆう平へいの記憶から「西南戦争の勃発と、西さい郷ごうと自分の死という悲劇的結末」を知ってしまったために、その煩はん悶もんが夢となって現れるのかはわからない。

「士族を滅ぼさなければ、四民平等の新国家は誕生しない。これははじめからわかっていたことでしょう。お願い、吉きち之の助すけさぁ。私と一緒に、新政府の基礎を築きあげる仕事を──私は。私はただ、あなたの夢を──あなたが受け継いだ斉なり彬あきら公こうの夢を実現するために。そのために」

「……おいはうつけ者じゃ、一いち蔵ぞうどんには何度も救ってもろうたでごわすな。一緒に死にましょうと心中を迫られたこともありもしたな。一いち蔵ぞうどんはおいを救うために、おいの夢を遂げるために、久ひさ光みつ公こうに媚こびへつらって久ひさ光みつ公こうを謀はかり恨まれ、薩さつ摩ま士族たちにも冷血の女と憎まれるお辛つらい立場になりもしたな。すべて、この吉きち之の助すけの不徳の致すところでごわす。いくら謝っても、謝り足りぬでごわす。じゃどん」

「違うわ、吉きち之の助すけさぁ。あなたに私が救われたのよ。お願いだから、もっと自分を愛して。自分を犠牲にすることばかり、死ぬことばかり考えないで……！」

「じゃどん、これ以上半はん次じ郎ろうどんたち血気盛んな薩さつ摩ま士族を東京に置いておけば、一いち蔵ぞうどんは必ず彼らに暗殺されもす。おいのために薩さつ摩ま中じゆうの憎まれ者になった一いち蔵ぞうどんが、その命までおいのせいで……やはり坂さか本もとさぁの無血革命が成功したために、薩さつ摩ま士族は戦争をしたりなんだ。彼らの血気は、おいにも止められんでごわす。蝦え夷ぞ地ちに入るのが無理ならば、せめておいは鹿児島に──薩さつ摩まに引きこもって、半はん次じ郎ろうどんたちを鹿児島に隔離するでごわす。南の果ての鹿児島ならば、ロシアとの衝突も起こりもはん」

　十年。東京と鹿児島に別れ別れになろうとも、互いに距離を置き薩さつ摩ま士族の感情を鎮しずめ十年の時を経れば、われらは必ず再び合流できるでごわす、と西さい郷ごうは大おお久く保ぼに告げた。奇くしくも、榎えの本もと・勝かつ海かい舟しゆう・近こん藤どうが東京新政府と箱はこ館だて自治区の再合流までの期間として想定した年数と同じであった。

　西さい郷ごうは大おお久く保ぼと永遠に訣けつ別べつするつもりではなかった。十年の冷却期間を置いて西さい郷ごうが鹿児島で薩さつ摩ま士族を沈静化させ、同時に東京で大おお久く保ぼが新政府の基盤を固め終えて両者が和解を果たすか、あるいは薩さつ摩ま士族が暴発して大おお久く保ぼを倒すべく戦争を開始するか、その可能性を五分五分と見ていた。

　が、未来を知っている大おお久く保ぼは、情に厚い西さい郷ごうが十年も暴発寸前の薩さつ摩ま士族を押さえつけていられるはずがないとわかっている。なおも反対した。ついには「絶対に嫌よ」と子供のように泣いた。

「……一いち蔵ぞうどんの我わが儘ままには困りもしたな。約束しもす、決して薩さつ摩ま士族を決起させぬと。近こん藤どうどんは一いち蔵ぞうどんに攻めかかられてやむを得ず箱はこ館だてで戦をやりもしたが、見事に和睦をやり遂げようとしておりもす。近こん藤どうどんにできて、おいにできぬのならば、おいは偽りの英雄だったにすぎないということでごわす」

「新選組もかつては手に負えない武闘派だったけれど、近こん藤どう勇いさみが勝かつ海かい舟しゆうの弟子・近こん藤どう周しゆう平へいという参謀を得てからは開明主義に切り替わった。でも若い薩さつ摩ま士族たちは、『新しい日本を生みだすにはナポレオンがヨーロッパで行った如ごとき戦争による旧秩序の大破壊が不可避である』というあなたの夢を、あなたの『武力討幕』論を、はるかに劣化した『戦争への単純な情熱』として引き継いでいる。彼らには、あなたが抱く高こう邁まいな革命の哲学なんて理解できない。ただただ暴れたいだけ、戦争を繰り返して領地を広げ、武功を得たいだけ。元げん亀き天てん正しようの戦国武将と変わらない連中よ。吉きち之の助すけさぁ。あなたを理解している人間は、私だけよ！」

「……そいは、おいの責任でごわす。難解な理屈をこねる者や、妙に知恵が回る者を側に置くと、肝の据わらん彼らの感情の振れ幅にあてられておいの心は疲れ果てもす。故に、半はん次じ郎ろうどんのような竹を割った単純で豪快な男ばかりを周囲に集めもした。その結果が『戦の一字』に憑つかれて暴発寸前となった薩さつ摩ま士族の軍団でごわす。例外は一いち蔵ぞうどん、おはんただ一人だけでごわしたなあ。切れ者でありながら、一いち蔵ぞうどんはおいよりも頑固一徹でごわした。肝の太かお人でごわした。誠の英雄はおいではなく、一いち蔵ぞうどんでごわそう」
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「……違うわ。それは、いつも隣にあなたがいてくれたから……私一人では、なにもできないわ。私は……！」

　西さい郷ごうはただ頭を下げて「申し訳なか」と謝り続けた。こうして、西さい郷ごうと大おお久く保ぼは訣けつ別べつした。西さい郷ごうは、「冷血の女・大おお久く保ぼを殺す」と怪気炎をあげ続けている薩さつ摩ま士族たちを鹿児島へと連れ去ったのだ。大おお久く保ぼを守るために。




　しかし、鹿児島に退去して帰国した薩さつ摩ま士族たちは、十年どころか一年も保たなかった。

　彼らは、西さい郷ごうの身を案ずる大おお久く保ぼが派遣した視察団を、西さい郷ごうを「刺殺」するために鹿児島に潜入した暗殺団だと誤解し、西さい郷ごうに無断で武装蜂起してしまった。山中で狩りをしていた西さい郷ごうは、「西さい郷ごう軍ぐん」の武装蜂起の一報を聞くなり「しもた」と叫んだというが、同時に自分のどうしようもない甘さに絶望した。

　が、こうなった場合どうするかを、西さい郷ごうは想定済みだった。この上は薩さつ摩ま士族たちの神み輿こしとして担かつがれ、士族とともに滅び去ろう。自らが明治維新によって滅ぼした士族に殉じよう。それが明治維新を起こし士族を没落させ塗と炭たんの苦しみを味わわせている自分が今やれる唯一の仕事であり最後の使命である、と西さい郷ごうは覚悟していた。

（この戦は、大おお村むら益ます次じ郎ろうが徴兵したばかりの百姓兵が、鎌倉以来の薩さつ摩ま隼はや人とたちを滅ぼす新しき戦になりもそう。一いち蔵ぞうどんはますます強かお方になりもすな。どうか日本をよろしくお頼みもす、一いち蔵ぞうどん）

　哀かなしいことに、西さい郷ごうはたったひとつ、大おお久く保ぼに対して誤解があった。大おお久く保ぼの心の強さ、感情のブレのなさは、西さい郷ごうという絶対的に自分を肯定してくれる友が隣にいてくれてこそのものだという事実を、西さい郷ごうはどうしても理解できなかった。自分を倒した時に一いち蔵ぞうどんは誠の日本国の宰さい相しようになれもそう、と信じていた。なぜならば西さい郷ごうが遠島処分を受けて不在だった時期の、心が激しく揺れていた大おお久く保ぼに、西さい郷ごうは会ったことがないのだから──。

　西さい郷ごうは下山し「西さい郷ごう軍ぐん」の将校たちに出迎えられて、「東京政府に問いただしたきことあり」と上じよう洛らくの兵を挙げた。いや、西さい郷ごうが下山した時にはすでに上じよう洛らく準備は整っていた。

　一番大隊長、篠しの原はら国くに幹もと。寺てら田だ屋や騒動で島しま津づ久ひさ光みつの上意討ちを受けたが生き延びた、幕末屈指の志士。薩さつ英えい戦争及び上うえ野の戦争に従軍。上うえ野の戦争では大おお村むら益ます次じ郎ろうに死地へ投入されるが果敢に戦って勝利をあげた勇者。陸軍少将・近この衛え長官でありながら恩師の西さい郷ごうに従って鹿児島に下げ野や。巨漢だが寡黙かつ冷静沈着で、桐きり野の利とし秋あきと並ぶ西さい郷ごう軍ぐんのリーダー格である。

　二番大隊長、村むら田た新しん八ぱち。西さい郷ごうの幼なじみにして弟分。趣味はアコーディオンの演奏という芸術家肌。常に西さい郷ごうと行動をともにし、西さい郷ごうが沖おきの永え良ら部ぶ島じまへの遠島処分を受けていた時には村むら田たも同罪で喜き界かい島じまへ流されていた。大おお久く保ぼが急ぎ強行した欧米視察旅行にも参加し、ヨーロッパを見聞して開明派となったが、兄貴分の西さい郷ごうとの情を捨てがたく、下げ野やして西さい郷ごう軍ぐんに参戦。最後まで西さい郷ごうを巻き込んでの開戦に反対したが、桐きり野の利とし秋あきたちに押し切られた。この出兵にあたっても、シルクハットを被かぶった洋装で通している。

　そして司令官、桐きり野の利とし秋あき。かつて独習した一撃必殺の殺人剣を振るい「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」と幕末の京で恐れられた中なか村むら半はん次じ郎ろうである。人斬り時代は自らの感情を殺していたが、元来は情感豊かで喜怒哀楽の激しい男であり、西さい郷ごうがもっとも寵ちよう愛あいした豪ごう放ほう磊らい落らくで一本気な典型的薩さつ摩ま武士。陸軍少将。西さい郷ごうの新たな夢「蝦え夷ぞ地ち出兵計画」のために奔走し、箱はこ館だて視察などを行っていたが、大おお久く保ぼ利とし通みちに計画を潰されたことで激怒。大おお久く保ぼ暗殺を企て、これが西さい郷ごう下げ野やの原因となった。今回の挙兵も、反対派を押さえて桐きり野の利とし秋あきが決定した。派手好みの伊だ達て者もので、出兵にあたっては箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂でも着ていた豪ごう奢しやな洋式軍服に身を包み、その軍服には香水をたっぷり振りかけていた。「西さい郷ごうどんのためなら死にもす」という口癖を彼はこたび、そのまま実行した。かつての盟友西さい郷ごうに刺客を送ってきた冷血の女・大おお久く保ぼの首を獲とるまでは鹿児島に戻らぬと心中で誓っている。

　桐きり野のの誤解は、彼がかつて京で大おお久く保ぼに坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺を指示された苦い経験から生じている。

　それに、お互いに生まれながらに異能力を持ち苦しんできた大おお久く保ぼと西さい郷ごうの間に、他人が絶対に立ち入れない神聖な領域があることを、ものごとを単純化して見る桐きり野のは知り得なかった。また、西さい郷ごうも大おお久く保ぼも余人には互いの能力について決して語ろうとしなかったのである。それほどに、二人の関係は特別なものだった。

　西さい郷ごうが桐きり野のたちにこの秘密を明かさなかったのは、西さい郷ごうを敬愛する桐きり野のたちが大おお久く保ぼに嫉妬心を抱き、到底そのような奇妙な話は信じられぬ、もしや二人は男女の関係なのではないかと勘ぐり、かえって藪やぶ蛇へびになると危惧していたからだろう。

　男の嫉妬ほど恐ろしいものはないということを、人の感情を読めてしまう西さい郷ごうは痛いほど理解している。「維新などは自分を騙だました裏切り者の大おお久く保ぼと西さい郷ごうが勝手にやったことだ。すべてを徳とく川がわの世に、封建時代に戻せ」などという時代遅れの迷妄しか持ち得ないが故に、日本と世界の未来を見通していた亡なき兄・斉なり彬あきらとその斉なり彬あきらの志を継いだ西さい郷ごうに嫉妬し続けている島しま津づ久ひさ光みつの愚昧さに耐えられないのも、そのためである。




　そんな西さい郷ごうとは対象的に、大おお久く保ぼが近こん藤どうたちに秘密を明かしたのは、西さい郷ごうの死の運命を覆くつがえす最後の可能性──近こん藤どう周しゆう平へいの死に戻りの能力と、薩さつ摩ま士族の抜刀隊をも凌りよ駕うがする新選組の神がかった戦闘力、そして幕末の世で並び立つ者のない無償の友情と信頼を互いに貫いた近こん藤どう勇いさみと土ひじ方かた歳とし三ぞうの二人ならば、西さい郷ごうと大おお久く保ぼの特殊な関係を理解してくれるかもしれないという一いち縷るの望みにすがったからだろう。とりわけ流ながれ山やまでの二人の別離の「記憶」と、箱はこ館だて戦争の終局において最後の降伏の機会を前にした土ひじ方かたが語った「私がここで降伏すれば地下で近こん藤どうに会わせる顔がない」という言葉とその壮絶な最さい期ごが、大おお久く保ぼの心を激しく打ったのだ。




　この戦争において、西さい郷ごうはあくまでも彼らの「神み輿こし」だった。西さい郷ごうは戦争の指揮をすべて桐きり野の利とし秋あきらに委ね、自らは兵士たちの前から姿を消して奥へと籠もった。

　西さい郷ごうは、軍政を握る長ちよう州しゆうの大おお村むら益ます次じ郎ろうが「西さい郷ごうはいずれ足あし利かが尊たか氏うじとなり九州から攻め寄せてくる」とあたかも未来を予知したかのように備えを済ませていることを知っている。大おお村むらは予知能力でこの事態を察知したのではなく、天才的な頭脳による理詰めで「最後に薩さつ摩ま士族が爆発する」と予測していた。当人に言わせれば「当たり前ですが」という一言で片付けられるだろう。

　西さい郷ごう自身もまた、大おお村むらと同じ未来を予測しており、その爆発を防ぐ役目を自ら背負った。蝦え夷ぞ地ち出兵計画も鹿児島退去も、すべては薩さつ摩ま士族の暴発を阻止するためだった。が、情に流される自分には結局は押さえきれまいという諦念もあった。

　人斬り剣豪として幾多の伝説を築きながらも、機会に恵まれずこれまで大軍を率いた経験がない桐きり野の利とし秋あき──中なか村むら半はん次じ郎ろうに倒されてしまうならば、そんな惰弱な新政府には存続する値打ちはないと西さい郷ごうの理性はどこかでそう考えている。しかし、西さい郷ごう軍ぐんはきっと一いち蔵ぞうどんに打ち倒されるだろう、そして士族の世は終わり日本は一いち蔵ぞうどんのもとで真しんに生まれ変わる、おいは士族の皆さまとともに死にもそうと西さい郷ごうの情は自らの死を望んでいた。

「西せ郷ごどん。おいたち薩さつ摩ま士族はこれでよか。大おお久く保ぼにこのまま生殺しにされて腐っていくくらいなら、戦場で武士として、薩さつ摩ま隼はや人ととして華々しゅう戦こうて死にたか。じゃどん、西せ郷ごどんを大おお久く保ぼとの骨肉の争いに巻き込んでしもうたこと、こいでよかったかどうか──おいは……おいは、迷うちょりもす」

「半はん次じ郎ろうどん、おはんらしくもなか。おはんは陸軍少将桐きり野の利とし秋あきとして、堂々と薩さつ摩ま士族を率いて心の赴くままに戦えばよか。鎌倉以来続いてきた武士の世を完全に終わらせねばならぬ明治維新には『戦』が足りもさなんだ。士族と新政府との決戦は、どのみち避けては通れぬ道でごわした──」

　桐きり野のは、自らをこのような境地へ追い込みながらもなお寛大に微笑し戦争の指揮すべてを委ねてくれる西さい郷ごうに対して（きっと勝つ。たとえ勝てずとも、その時はおいは西さい郷ごうどんとともに戦場で死する。こんお方に生き恥を晒さらさせるくらいなら、武士の中の武士、最後の武士として、英雄として西せ郷ごどんの伝説を完成させにゃならん。それがおいの役目じゃ）とますます闘志を燃やしていた。薩さつ摩ま藩はんが生みだした薩さつ摩ま武士の完成形とも言える桐きり野のは、尊敬してやまない偉大なる西さい郷ごう隆たか盛もりを榎えの本もと武たけ揚あきのような「降将」にはしたくなかった。

　生か、しからずんば死か。

　桐きり野のと西さい郷ごうの行く手には、その二択しかない。




　　※




　中なか村むら屋やの大広間に集結した新選組、見み廻まわり組ぐみ、遊撃隊ら箱はこ館だて諸隊の幹部たちは、近こん藤どうさんの隣に座る土ひじ方かたさんから「箱はこ館だてと東京の和睦は成った。榎えの本もとさんをはじめ誰も罪に問われない。ただし和睦の条件として、箱はこ館だて軍ぐんとして戦ったわれらは鹿児島で蜂起した西さい郷ごう軍ぐんとの戦いに臨時雇いの義勇軍『新しん撰せん旅りよ団だん』として参戦することとなった──明朝直ちに神こう戸べに入り、船で九州博はか多たへと急行。熊本鎮ちん台だいを救援し、西さい郷ごう軍ぐんを撃破する」という決定事項を伝えられて騒然となった。

「ええ？　もう戦いは終わったと思っていたのに、まだ戦うの？　もちろん、あたしは最後までお供するけどさ。でも、あたしたち試し衛えい館かんに関わりあるのかなあ？　西さい郷ごうと大おお久く保ぼの私闘でしょう、これって？」

「永なが倉くら。われらは幕末戦乱の運命を非戦の歴史へと変えるべく戦ってきたし、大おお久く保ぼの計算では士族の反乱は箱はこ館だてで終わるはずだった。だが、運命はまだ覆くつがえっていなかったということだ。結局は、武士と武士とが激突して幕末を、いや、武士の時代を終わらせなければならない。戦国時代を終結させるために『関せきヶが原はら』と『大おお坂さかの陣じん』がどうしても必要だったのと同じだ」

「土ひじ方かたどのの理屈はわかるけど。近こん藤どうどのはそれでいいの？　周しゆう平へいと結婚するという話はまた先送りになったの？　あたしは悪い予感がするなあ。新選組本来の運命が結局、九州で成じよう就じゆしてしまうような……みんな次々と死んでしまうような……どんどん運命に追い詰められている気がする。形だけでもいいの。せめて近こん藤どうさんがお嫁入りした姿を見てから出陣したいなあ、あたし」

　いつになく弱々しい永なが倉くらさんの言葉に、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが「その通りでございますぞ！」と身を乗り出して激しく頷うなずき同意する。

「拙者は、近こん藤どう氏うじが無事に嫁ぐ姿を見届けるまでは気が気でなりませぬ。しかも防衛戦だった箱はこ館だて戦争とは違い、こたびは九州の敵中へと斬り込みをかける危険な戦い！　おお、こたびも近こん藤どう氏うじが総大将でござろうか？　ならば、前線には出ずに済みますが」

「い、いえ、佐さ々さ木きさん。今回の総大将は大おお久く保ぼ利とし通みち卿きようご自身です。私はあくまでも新しん撰せん旅りよ団だんの指揮官ですので、こたびは前線で皆さんとともに戦います」

　近こん藤どう自らが西さい郷ごうと最前線で戦うと知った佐さ々さ木きの顔色がたちまち青くなった。鎌倉室町の世と変わらぬ精せい悍かんな武士気質を保持している薩さつ摩ま士族たちが勢せい揃ぞろいした西さい郷ごう軍ぐん＝鹿児島軍は、言わずと知れた日本最強陸軍だ。両英傑が戦場で相まみえればただごとでは済まないと佐さ々さ木きは知っている。

「なんと。大おお久く保ぼ卿きようご自身が対西さい郷ごう戦せんに乗り出すですと？」

「ええ、そうなんです～」




　大おお久く保ぼ利とし通みち自身が総大将「征討総督」となった経緯は、こうだ。

　まず参軍には、陸軍を率いる大おお村むら益ます次じ郎ろうと海軍を率いる榎えの本もと武たけ揚あきが任じられた。

　大おお村むらはかねてから「西さい郷ごうは足あし利かが尊たか氏うじとなり九州から攻めて来る」と予言していただけあって「必ず九州で食い止めます、当たり前ですが」と燃えているという。

　榎えの本もとは「箱はこ館だて自治区と新政府の和睦条件として海軍を率いなさい」と大おお久く保ぼに命じられ、「そんなあ～。西さい郷ごうクンと戦うなんて嫌デース！」と抵抗したが「じゃあ死罪よ。あなたも死罪、伊い庭ば八はち郎ろうも死罪、近こん藤どうも土ひじ方かたも死罪よ。それでも断るの？」と脅されて「オーマイガッ！　あなたは鬼デス、悪魔デース！」としぶしぶ折れた。

　だが西さい郷ごう軍ぐんは一万三千を優に越えており、歴戦の猛将や精兵が勢せい揃ぞろいしていて、榎えの本もと自身に戦争する意思がなかった箱はこ館だて戦争などとはおよそ戦争の規模が違う。大おお久く保ぼは急ぎ第一旅団、第二旅団、第三旅団を編成すると決めたが、薩さつ摩ま士族出身の兵士の多くが西さい郷ごうのもとへ奔はしってしまったため、徴兵によってかき集められた鎮ちん台だい兵へいがほとんどだ。彼らはこれまで戦いに無縁だった農民や町人で、充分な訓練もまだ受けていない。

　薩さつ摩ま士族の恐るべき強さを知り抜いている大おお久く保ぼは、やはり近こん藤どうさん率いる新選組に頼る他はなかった。

　さらに、近こん藤どうさんは大おお久く保ぼから裏の依頼を受けた。本来の運命を覆くつがえし、西さい郷ごうの命を救うという困難な依頼である。むろん、大おお久く保ぼが命を捧ささげている新政府を潰すわけにもいかない。西さい郷ごう軍ぐんに勝ちながら、西さい郷ごうを生かして大おお久く保ぼに引き合わせねばならない。

「承知しました。ただし、桐きり野の陸軍少将たちに捕らわれているも同然の西さい郷ごうさんを京都へ連れていくのは困難です。大おお久く保ぼさんご自身に九州に来ていただきます。大おお久く保ぼさんの命は、必ずやこの新選組──新しん撰せん旅りよ団だんがお守りします」

　大おお久く保ぼ利とし通みちが自ら征討総督として従軍することを条件に、近こん藤どうさんはこの危険極まる大任を引き受けたのだった。大おお久く保ぼは「直接会えさえすれば、わかり合えるのよ」と西さい郷ごうとの対面を決意した。が、容易ではない苦難の道だということは誰もがわかっている。万が一失敗すれば、この俺が「死に戻り」の力を用いてやり直すという約束を交わした。

　そして留守政府は「お腹なかが痛くて死にそうなんですけどっ？」と不満顔の木き戸ど孝たか允よしに委ねられた。なんだかんだ言っても、新政府は木き戸どという不平家だが誠実で聡そう明めいな政治家がいなければどうにもならない。近こん藤どうさんが木き戸どを強く推挙したのである。




　近こん藤どうさんから（俺や西さい郷ごうの力の話などを伏せた）大雑把な経緯を聞いた佐さ々さ木きは「なるほどなるほど。西さい郷ごう氏うじと大おお久く保ぼ氏うじを再会せしめ、和解させるための戦いですか。さすがは近こん藤どう氏うじ！　誠の義ぎ俠きようでござる！　拙者、感涙の極み！」と興奮しながら頷うなずいていた。

「ならば、ますます拙者は近こん藤どう氏うじが気がかりでなりませぬ。せめて、せめて出陣前に祝しゆう言げんの式を！　媒酌人は不肖この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうにお任せくだされい！　近こん藤どう氏うじの幸福を拙者はなによりも祈っておりますぞ！」

「ちょっと待ったー佐さ々さ木きちゃん！　このイバハチちゃんは土ひじ方かたちゃんと周しゆう平へいちゃんの結婚式を今すぐこのホテルでやるべきだと思うんだけどー！　もともと周しゆう平へいちゃんの恋人は土ひじ方かたちゃんじゃーん！　近こん藤どうちゃんと周しゆう平へいちゃんも実の家族同然の仲良しさんだけどさー、養子を旦那にするなんて、どうかなー？」

　伊い庭ば八はち郎ろうことイバハチさんは「また戦えるの？　しかも相手は全員薩さつ摩ま隼はや人とだってー？　やってやんよー！」と闘志を漲みなぎらせつつ、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうに突っかかっていく。「これは軍議だぞ。二人とも、今は色恋の話をしている場合では……」と土ひじ方かたさんが頭を抱えるが、「剣と！」「恋は！」「「別腹にて！」」と、佐さ々さ木き＆イバハチさんは悪い意味で共鳴し頷うなずき合あっていた。

「イバハチ、結婚の話は戦争が終わってからだ。お前、最近ちょっと前のめりすぎだぞ。私はお前が心配だ……」

「……うん……ごめんね、土ひじ方かたちゃん。私ね、贅ぜい沢たく言ってるかもしれないけれど、ほんとは伊い庭ば家けも講こう武ぶ所しよも捨てて試し衛えい館かんのみんなと一緒に浪ろう士し組ぐみに参加して京で剣を振るいかったんだ……でも父上から『お前は由ゆい緒しよある伊い庭ばの道場を潰すつもりか』とお許しが出ず、土ひじ方かたちゃんたちと一緒に戦えなくてずっと悔いが残ってたの。だから榎えの本もとちゃんの箱はこ館だて行きに同行を志願して、気づいたらみんなを二度も戦争に巻き込んじゃってた……ほんとに、ごめんねっ！　必ず勝って、そして土ひじ方かたちゃんに幸せになってもらうからねっ！」

「いいんだイバハチ。私たちは友ではないか。私のために死んだら怒るぞ？　お互いに生きて、また梅を見よう」

「……うん！　ありがと土ひじ方かたちゃん！」

「こほん。この山やま南なみ敬けい助すけも伊い庭ばさんに同意です。近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、周しゆう平へいさんは分かちがたい家族ですが、夫婦として結ばれるべきは土ひじ方かたさんと周しゆう平へいさんのお二人かと……土ひじ方かたさんには何度も切腹を諫いさめてくださった恩義と友情もありますし、私はあくまで土ひじ方かたさんを推したいです」

「この永なが倉くらは近こん藤どうどのに一票！　選挙で決めないか、みんな？　共和主義ってやつだ！」

　共和主義という言葉を聞いた榎えの本もと武たけ揚あきが、広間の隅っこで両手を広げて「ホワット？」とオーバーリアクション。普段はあれほど騒がしいのに、今まで部屋にいることに気づかなかった。箱はこ館だて自治区に試し衛えい館かんを巻き込んだ結果が「西さい郷ごう戦せんへの参戦」という血生臭い任務に行き着いてしまったことに負い目を感じているらしい。気配を遮断していたな……。

「オーウ。ミーも投票しないといけないのですカー？　どちらに入れてもカドが立ちマース。白票を投じていいですカ？」

「榎えの本もとどの！　そもそも試し衛えい館かんに厄介事を持ち込んだのは榎えの本もとどのじゃない。きちんと投票してもらうからっ！　近こん藤どうどのを箱はこ館だて自治区の総裁に担かつぎ上あげた借りを今返してもらうからっ！　さあ、近こん藤どうどのに清き一票を！」

「待ってください永なが倉くらさん。総裁選と縁談話とはまったくの別物です。そういう集票活動はいかがなものでしょうか。そもそも西洋流の恋愛結婚というものは夫婦二人の自由意志によって成されるものであり、封建社会の強制的な見合い結婚とは違います。まして選挙と一緒くたにするなど、共和主義に対する大きな誤解──」

「んもう、山やま南なみどのは理屈ばかりこねるんだから。いいから左さ之の助すけ、平へい助すけ、ドブ板選挙活動をやるよっ！　周しゆう平へいのお嫁さんに誰を推すか？　この場で投票、投票！　今決めないと、九州に着いたらもう恋話している場合じゃないものね！」

「おーっし。おいらはぶっちゃけどっちでもいーんだけど、がらっぱちに付き合って近こん藤どうさんに投票してやんよ。でもよー、禍根を抱いて戦場入りってのも縁起が悪くね？　近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが西さい郷ごう大おお久く保ぼみてーに決裂したら哀かなしいじゃん？　国事を巡って訣けつ別べつすんならまだしも、男を取り合って訣けつ別べつってのはなー。正妻は一人しか取れねーってのが日本の定めだけどよ、実質全員周しゆう平へいの嫁でいいんじゃね？　ほらほら、源げんさんも誰に投票すっか決めちまいなー！」

「どうしようかなあ。浮動票を持っている俺の存在がすげえ重要になってくるじゃねーか、この周しゆう平へいの嫁取り選挙……道理で考えりゃ土ひじ方かたちゃんに一票だが、近こん藤どう先生ちゃんを落選させたら佐さ々さ木きと見み廻まわり組ぐみが大暴れしかねん……これから日本最強の薩さつ摩ま軍ぐんと戦うというのに不吉すぎる……これが新時代の政治か……おじさんには難しいねえ」

「……待った。この斎さい藤とう一はじめは、総そう司じに一票を投じる……」

　第三勢力。日頃は無口な斎さい藤とうさんが、ここでややこしい発言を。

「……本来の自分は、総そう司じや土ひじ方かたさんたちとともに最後まで戦わなかった。だから……この対西さい郷ごう戦せんで自分は剣士としてすべての力を使い尽くし、燃え尽きる……たぶん、本来の世界でも自分はそうしたんだと思う。死んでいった仲間たちに代わって、新選組隊士の剣を九州で振るったんだと思う……だから自分はこれでいい。でも、総そう司じは違う。周しゆう平へいには総そう司じの運命を変えた責任がある……総そう司じの花嫁姿を見るまでは、自分は安心できない」

「ダメだよーはじめちゃん、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが困惑してるでしょー？　今ボクはこうして元気に生きてるのにさー。生きてるだけで丸まる儲もうけだよボクはー！　これ以上贅ぜい沢たくを望んだらバチが当たるよー！」

「……その天罰は自分が引き受ける。だから総そう司じ……剣以外に生きる道を見つけて……武士の時代は、この西さい郷ごうとの戦いで永遠に終わるのだろうから……」

「それじゃあ、こうしようー！　西さい郷ごう戦せんで最大の功績を挙げたグループが、周しゆう平へいくんのお嫁さんを選ぶ権利をゲットー！　これで公平でしょー、士気もあがるし必勝確実だー。あははっ！　近こん藤どうさん！　土ひじ方かたさーん！　西さい郷ごう軍ぐんに勝って、西さい郷ごうさんを助けようねー！　なんだかヘンな言い回しだけどっ♪」

　一触即発だった佐さ々さ木きもイバハチさんも、沖おき田たさんの邪気のない笑顔に釣られて、

「ふうむ、それは面白いでござるな。三派閥それぞれが闘志に満ち、三倍の力を発揮できましょうぞ」

「うん！　武士は選挙よりも剣で勝負だね、やっぱ！　そっか、これが最後の武士の戦いかー。京じゃ食い倒れ旅行に忙しくて不完全燃焼だったし、箱はこ館だて戦せんも途中で終わっちゃったし。よーし、イバハチちゃんはやるぞー！　剣で土ひじ方かたちゃんを応援しちゃう！」

　と選挙対決を中断。すべては剣での勝負！　と互いに握手を交わしていた。あの……なぜあなたたちが俺の結婚話で相争う派閥のリーダーに？

「……一時はどうなることかと思ったが、総そう司じがいてくれて助かったな、かっちゃん。だが、この件には試し衛えい館かん以外の面々の思惑が絡からみ合あっている。冗談抜きに新しん撰せん旅りよ団だんの分裂騒動に繫つながるかもしれない。命取りにならねばいいが……もし佐さ々さ木きに真相が露見したら」

「だいじょうぶだいじょうぶ、トシちゃん。やっぱりね、試し衛えい館かんには総そう司じが必要なんだなーって私、感激しちゃった。どんないざこざが起きても、総そう司じの無む垢くな笑顔がすべてを洗い流してくれているんだなあって」

「……そうだな。流ながれ山やまに総そう司じがいてくれれば、われらの訣けつ別べつもなかったのだろうな。ところで平へい助すけは？　周しゆう平へい、平へい助すけを見なかったか？」

　藤とう堂どうさん？

　そういえば──いつの間にか姿を消している。

（藤とう堂どうさんっていつも不意にいなくなって、いきなり死んでしまうからなあ。どうしてあんなに薄幸なんだろう。藤とう堂どうさんは父親に認知されなかった津つ潘はん藤とう堂どう家けのご落らく胤いんだからか、藤とう堂どう家の娘としての勇気を見せようと不意に自分の命を戦いの中で簡単に捨ててしまう癖があるんじゃないだろうか）

　胸騒ぎがした俺は廊下へ飛び出して、そして藤とう堂どうさんを捜した。




　見つけた。藤とう堂どうさんは、別室で身なりのいい老紳士と二人きりで話し込んでいた。ずいぶん気品のある老人だな。いったい誰だ？

　物もの怖おじしない「魁さきがけ先生」も珍しく緊張しているらしく、冷や汗を長し続けている。

　二人の会話中に室内に入りづらく、俺は思わず立ち聞きしてしまった。いったん会話が止まったところで入室するか。

「……平へい助すけ。お前が箱はこ館だて軍ぐんに参戦しているとも知らず、箱はこ館だて戦争に旧きゆう津つ潘はんの士族を参戦させてしまったことを許してくれ。私はどこまでもお前に冷たい父親だったな。危うくお前を討ち死にさせてしまうところだった」

「いいえ、父上。平へい助すけは父上をいつもお慕いしておりました。父上から譲られた上かず総さの介すけ兼かね重しげを抱いて、新選組隊士として、津つ潘はん藤とう堂どう家けの血を引く武士として常に戦場で先駆けて参りましたわ。今回の西さい郷ごうとの戦争でも必ず先駆けを果たします。ご覧になってください」

「もういいのだ、平へい助すけ。もう徳とく川がわ時代は終わり、津つ潘はんは消滅した。士族も廃され、四民平等の時代が来たのだ。津つ潘はん藩主としての責務を失ったこの父には、もはやお前を遠ざけておく必要も義務もなくなった。平へい助すけ、これからは平凡な父娘おやことしてともに暮らそう。新しん撰せん旅りよ団だんを除隊し、津つに来てくれぬか」

「……ち、父上……!?」

「私は九州になど、娘を派兵したくないのだ。お前が戦死してしまいそうな予感がしてならない。お前があの新選組で魁さきがけ先生と呼ばれていたと聞いた時には、私は血の気が退いてしまった。もう生き急がずともよい、藤とう堂どう家けの娘として認められたいと命を捨てて戦わずともよい。私は、お前には普通の若い娘として幸福で平穏な人生を歩んでほしいのだ。やっと、こうして人目をはばからずに会えるようになったのだから──維新は藤とう堂どう家けからすべてを奪ったが、しかし、お前が戻ってきてくれた」

　そうか。藤とう堂どうさんが常に「魁さきがけ先生」として命を捨て、果敢に先陣を切って戦ってきたのは、津つ潘はん藤とう堂どう家けの人間として恥じぬ生き方をしたいという一心のため、父に認められたいという願いのためだった。

　維新によって藩も潰れ士族も消滅したが、「四民平等」の世が到来した。藤とう堂どうさんと、彼女の実の父親・藤とう堂どう高たか猷ゆきを隔てる身分の壁は崩れ去ったのだ。

　藤とう堂どうさん。どうか、あれほど慕ってきたお父さんとお幸せに──。

　だが。

「父上。夢のようなお優しい言葉、ありがとうございます。平へい助すけはいずれ父上のもとに戻ると約束致しますわ。ですが、今はまだ戻れません。新しん撰せん旅りよ団だんの一隊士として日本武士最後の戦いを戦って参ります──青春をともにし、苦楽をともにし、生死をともにした試し衛えい館かんの仲間たちをここで残してわたくしだけ抜けるなんて、そんな士道にもとることはできませんもの」

「へ、平へい助すけ？　相手は西さい郷ごう軍ぐんだ、日本最強の薩さつ摩ま隼はや人とたちだ。十中八九死ぬぞ。それでもお前は」

「生きて戻って参ります、父上。もう命を捨てた無謀な戦いは決して致しません。ですが、仲間たちを置いて逃げることも致しません。藤とう堂どう平へい助すけは、津つ潘はん藤とう堂どう家けの武士として恥ずかしくない最後の戦を戦い、生き抜いてみせます。父上の御為に」

「……わかった、わが子よ。最後の戦いを生き抜いて、父のもとに戻ってくるがよい。父はいつまでも待っているぞ……平へい助すけよ」

　藤とう堂どうさんは、試し衛えい館かんの仲間たちとともに戦う道を選んだ。

　だがもう、あのいつふいっと消えて死んでしまう不安定な藤とう堂どうさんの表情ではなくなっていた。

　部屋から出てきた藤とう堂どうさんと鉢合わせてしまった俺は、思わず言葉を詰まらせてしまった。

「しゅ、周しゆう平へいくん？　あなた、立ち聞きしていましたのねっ？　まったくもう、あなたはいつもそうやって試し衛えい館かんの女の子の情報をあれこれこまめに集めて、嫁候補を口説く手がかりを集めて回っていますのね！　わたくしまで候補に入れようだなんて！　ま、まあ、べ、別に構いませんけど……」

「違いますよ藤とう堂どうさん、なにを言ってるんですか!?　佐さ々さ木きさんとイバハチさんと斎さい藤とうさんが、俺の嫁を誰にするかを戦の功績で決めようと言いだして、いろんな意味でまずいんですから。これ以上事態を混乱させるようなことを俺がするはずが」

「あらまあ。わたくしなど眼中にないと言いたいのっ？　失敬ですわよ！　ご紹介致しますわ父上、このちょっと頼りない殿方が近こん藤どう周しゆう平へい。これでも一応は試し衛えい館かん屈指の剣士ですわ。わたくしになにかあっても、周しゆう平へいくんが守ってくれますからご安心を」

「そうか、そうか──きみが近こん藤どう勇いさみどののご養子の──慶よし喜のぶ公こうが『周しゆう平へいという小僧に殴られて説教されていなければ、余は道を誤り大勢の幕臣たちを死なせていた』ときみのことをいつも褒めていたよ。どうかね、この戦が終わったら、平へい助すけの婿になってくれんかね？　平へい助すけもきみには心を許しているようだし」

「ちょ、ちょっと父上!?　おやめになって!?　そんなことになったらわたくし、近こん藤どうさんたちに合わせる顔が……ああああ……討ち死にしなければ……！」

「藤とう堂どうさん、落ち着いて！　落ち着いてください！　その、すぐに闘死して責任を取ろうとする癖を忘れてくださいってば！」

　この上、第四勢力などが出現すれば、新しん撰せん旅りよ団だんは空中分解してしまう。俺は「これからは娘を溺愛するのだ」とばかりに強引に縁談話を進めようとする藤とう堂どう公こうをどうにか誤魔化して、激しく照れる藤とう堂どうさんを連れて大広間へと戻っていた。

　土ひじ方かたさんに「なぜ平へい助すけと手を繫つないでいる」と睨にらまれ、俺と藤とう堂どうさんが慌てて互いの手を引っ込めたことは言うまでもない。




　隊内に複雑な緊張関係を孕はらみつつも新しん撰せん旅りよ団だんは、京都から神こう戸べへと行軍し、海路で一路九州博はか多たへと向かうことになった。

　そして、この戦争が「新選組最後の戦い」になるのである。







[image: 第五章　田原坂]

　西さい郷ごう軍ぐん──西さい郷ごう隆たか盛もりを神み輿こしに担かついだ「薩さつ摩ま軍ぐん」は、「西さい郷ごう暗殺の陰謀について東京新政府の大おお久く保ぼを問いただす」という大義名分を掲げて九州を北上。

　西さい郷ごう軍ぐんの戦略はすべて、幹部たちが立てた。西さい郷ごうはいっさい口を出さず、ただ黙って薩さつ摩ま士族たちに命を預けている。

　長崎を占領し、海路から大阪へと進軍するという案も出た。だが、

「まっすぐに陸路を進み、熊本城の熊本鎮ちん台だいを力押しで一蹴して初戦を飾り、全国の士族たちを次々と決起させる」という桐きり野の利とし秋あきの案が、結局のところ押し通された。

「東京軍を倒すに策など不要。ひたすら直進して戦うのみ」という桐きり野の案あんは戦略とも言えない粗暴なものだったが、勝算がなかったわけではない。熊本鎮ちん台だいに徴兵された急ごしらえの政府兵たちの弱兵ぶりは九州に知れ渡っており、薩さつ摩ま士族の勇猛さをもってすれば熊本城などは一日で落とせると桐きり野の利とし秋あきや篠しの原はら国くに幹もとたちは信じていた。

　未来を知った大おお久く保ぼは、徴兵制を断行しようとしていた大おお村むら益ます次じ郎ろうが暗殺を免まぬがれたこともあって、西南戦争を未然に封じるために「史実」よりも早く徴兵制を導入し、全国に鎮ちん台だいを配置したが、歴史の修正力が働いたのだろうか。西南戦争の勃発時期もまた早まってしまい、鎮ちん台だい兵の練度はまったく不十分なままだったのだ。

　しかも西さい郷ごう軍ぐんは一万三千の大軍で、熊本鎮ちん台だい兵は三千にすぎない。

　さらに、開戦直前に熊本城本丸から突如として出火し、天守閣も兵ひよう糧ろう庫ぐらもことごとく焼け落ちてしまうという前ぜん代だい未み聞もんの不ふ手て際ぎわが起きた。「武士として堂々と戦う」ために蜂起した西さい郷ごう軍ぐんが初手で間かん者じやを放って放火したという線は考えにくく、西さい郷ごう軍ぐん襲来を前に怯おびえた鎮ちん台だい兵へいたちの完全な手落ちによるものだった。それほどに鎮ちん台だい兵へいたちは混乱していた。

　熊本鎮ちん台だいの誰もが、もはや熊本城は一日も保たないと思っていた。

　だが──。

　熊本城を守備していた熊本鎮ちん台だいの総大将は、あの芹せり沢ざわ鴨かも陸軍少将だった。

　かつて新選組の筆頭局長を務めた男である。

　芹せり沢ざわ鴨かも粛清と水み戸と天てん狗ぐ党とうの壊滅という二重の悲劇が回避された結果、元祖尊皇攘じよ夷うい藩はんである水み戸と藩はん藩士のうち生き残った人材は、水み戸とと長い関係を持つ木き戸ど孝たか允よしと、水み戸と家け出身・徳とく川がわ慶よし喜のぶの後押しを得て、新政府に参加していたのだ。

　政治の道を歩んだ者もいたが、芹せり沢ざわ鴨かもは迷わず軍人の道を選んだ。「戦う以外に自分には能がない」と己を知っていたのだ。近こん藤どうにも「ともに新政府の軍でやろうぜ、こんな平和裏に維新が成るわけがねえ。とんでもねえ大乱が起こる匂いがするのよ。俺は喜んであんたの部下になる」と芹せり沢ざわは再合流を誘ったが、近こん藤どうのほうが「いえいえ。もう私は武士になるという夢を果たしました。これからは箱はこ館だてでトシちゃんたちとともに静かに生きていきますので～」と遠慮したという経緯がある。

　このため、陸軍少将候補だった近こん藤どうの地位に、芹せり沢ざわが就いた。

　器じゃねえ。偉くなりすぎちまった、据わりが悪いと芹せり沢ざわは面倒がったが、水み戸と天てん狗ぐ党とうを率いて水み戸と藩はんの暴発を抑え徳とく川がわ慶よし喜のぶを警護し江戸の治安を維持してきた芹せり沢ざわが維新の功労者の一人であることに違いはない。

　そんな芹せり沢ざわが熊本鎮ちん台だいへの出向を望んだのは、ケンカ屋の嗅覚で大乱の予兆を感じていたからだ。

（薩さつ摩ま士族たちがこのまま大人しくしているわけがねえ。連中は寺てら田だ屋や騒動に生なま麦むぎ事件、薩さつ英えい戦せん争そうとさんざん戦っちゃあいるが──それでも幕末の動乱の中、まだ水み戸とや長ちよう州しゆうの志士どものように充分に暴れ狂っちゃいねえからな、あいつらは。一度は剣を抜いてとことん燃え尽きるまで暴れ狂わなけりゃあ、「誠の武士」は収まらねえよ。武士の魂はヤワじゃねえ。ましてや、日本最強の薩さつ摩ま隼はや人とともなればな）

　そして、その予感は当たった。

　この男は、豪快に燃えて落ちていく熊本城の天守閣を肴さかなに酒を飲んでいた。

「京の大和やまと屋やへ大おお筒づつを撃ち込んだ夜を思いだすぜ、うわはははは！　燃えろ燃えろ！　熊本の町も燃やしちまえ！　町人どもには悪いが、市街戦で薩さつ摩まの芋連中に斬り込まれちゃ勝負にならん。町を灰かい燼じんに帰しちまえば、薩さつ摩まの芋どもは射撃の的よ！」

　と、箱はこ館だて戦争帰りの若き参謀・児こ玉だま源げん太た郎ろう（長ちよう州しゆう徳とく山やま藩はん出身）に酒の酌をさせながら高笑いしていた。芹せり沢ざわは相変わらず万事粗雑な男で、この才能の塊のような若い長ちよう州しゆう志士に実務を任せきっていた。児こ玉だまの階級ははるかに低いが、幕末の封建時代に百姓町人を寄せ集めた壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみ＝新選組を結成した芹せり沢ざわに階級などは意味を成さない。

　天守閣も炎上させ、城下町も炎上させ、熊本城のことごとくを焼き払ってしまうという芹せり沢ざわの傍若無人ぶりを行軍中に知った桐きり野のたちのほうが「なんちゅう雑な鎮ちん台だいじゃ」と度肝を抜かれた。

　しかも、熊本城の兵ひよう糧ろうの多くもまたこの出火によって焼け落ちている。鎮ちん台だい兵へいの士気は著しく落ちているはずと見た西さい郷ごう軍ぐんは、文字通り裸城と化した熊本城へと突撃した。

　南の「正門」側からは桐きり野の利とし秋あき隊。西の裏手からは篠しの原はら国くに幹もと隊、村むら田た新しん八ぱち隊、別べつ府ぷ晋しん介すけ隊。北からは池いけの上うえ四し郎ろう隊。

　ところが、丸一日猛攻を続けてなお、熊本城は落ちない。

　戦線となった各陣地で両軍の兵士が次々と銃撃及び剣けん戟げきによって倒れ、おびただしい死傷者を出しながら激闘を繰り広げる中、弱いはずの鎮ちん台だい兵へいたちは決して逃げようとせず、技量に勝り勇気に勝る薩さつ摩ま士族たちを相手に果敢に立ち向かってきた。

　なぜならば彼らにとっては、

「これよりわれらはこの熊本城を死地とする。逃げれば切腹！　戦わぬ者は切腹！　怯きよ懦うだなる者は切腹！　脱走する者は切腹！」

　と酔いながら芹せり沢ざわ鴨かもが発する「厳命」のほうが、目の前の薩さつ摩ま士族よりもはるかに恐ろしかったのだ。

「こいつはな、俺が幕末の京で結成した新選組の局きよく中ちゆう法はつ度とってやつよ。鬼の副長土ひじ方かたが考えやがった。俺の配下についたことが不運だったぜ、てめえら。俺のもとでは戦っても死、戦わずとも死だ。好きなほうを選べ。そうさ、百姓町人であろうともこの『局きよく中ちゆう法はつ度と』を背負えば、誠の武士になれるのさ。多た摩まの百姓どもが結成し、『武士の中の武士』として幕末維新を駆け抜けた新選組のようにな！　池いけ田だ屋やに突入して多数の尊そん攘じよう志士たちと斬り合い、長ちよう州しゆう征伐で高たか杉すぎ晋しん作さく率いる奇き兵へい隊たいと死闘を繰り広げた近こん藤どう勇いさみを見ろ。箱はこ館だて自治区の陸軍兵を率い、二ふた股また口ぐちで薩さつ摩ま抜刀隊と斬り合い新政府軍を撃退した土ひじ方かた歳とし三ぞうを見ろ。武士ってのは階級でもなければ血筋でもねえ。魂のあり方よ。たとえ東京政府が士族という階級を滅ぼしても、武士の魂は滅びねえ！　たった一日でてめえらは武士になれる。薩さつ摩ま士族と同等、いや、それ以上の勇者にな──」

　死し屍し累るい々るいの犠牲を出しながらも初日の西さい郷ごう軍ぐんの恐るべき猛攻を耐たえ凌しのいだ鎮ちん台だい兵へいたちの顔色が、目の色が、芹せり沢ざわの雷のような言葉を浴びて一変した。

　二日目の総攻撃に対しても、熊本鎮ちん台だい兵へいたちは死し狂ぐるいしたかのような激しい抵抗を見せて耐たえ凌しのいだ。




　しかし、この二日間の戦闘が鎮ちん台だい兵へいたちにとっては限界だった。彼らは傷つき疲弊し、そして飢えていた。とりわけ、白はく兵へい戦せんの際に白はく刃じんを掲げながら発する薩さつ摩ま士族たちの壮絶な猿えん叫きようが、鎮ちん台だい兵へいたちを恐怖せしめていた。

　二日目の夜。兵ひよう糧ろう乏しく、負傷者の充分な手当もできない限界状況の中、芹せり沢ざわ鴨かもは（明朝三度目の総攻撃を喰くらえば、熊本城は落ちるな）と己の運命を悟った。戦において「気き組ぐみ」は絶対に必要なものだが、肝心の兵ひよう糧ろうがなければ気力体力は保たない。対する薩さつ摩ま士族たちは二日にわたる激戦で大量の死傷者を出しながらも、その戦意は衰えるどころかますます盛んになっており、芹せり沢ざわをもってしても疲弊しきっている鎮ちん台だい兵へいたちになおも死を覚悟して戦えとは命じづらかった。命じたところで、彼らの身体がもういうことをきかないだろう。

　夜の本陣で児こ玉だまに酌をさせていた芹せり沢ざわは、三日目の朝を待ちながら、

「児こ玉だまよう。おめえは近こん藤どう周しゆう平へいにどことなく似ている。が、軍人としての才はおめえのほうが周しゆう平へいよりはるかに上だ。生き残ることができりゃあ、日本の陸軍を背し負よって立つ逸材になれたのによ。俺なんぞの下に配属されちまって運が悪かったな」

　と苦笑していた。

「近こん藤どう周しゆう平へいですか。箱はこ館だて戦争では直接相まみえる機会がありませんでしたが、大おお村むら先生からよく彼の話は伺うかがっています。『女ならば誰もが愛さずにはいられない超絶美青年よ』というお言葉は正直言いまして眉唾ですが……あの方の美意識は一風変わっていますから……ですが、神しん道とう無む念ねん流りゆうを極めた芹せり沢ざわ先生よりも剣の腕はさらに上だったというお噂うわさはかねがね。自分など到底及びません」

「ハハ。剣の腕なんざ、これからの時代では意味はねえさ。この西さい郷ごう軍ぐんとの戦いが、武士と武士が激突する最後の戦いになるだろうからよ。まあいい。逃げろつってもお前は逃げねえだろう？　朝日が昇ったら、俺と死ぬか」

「はい。自分は死を急ぐ者ではありませんが、軍人であります。もとより覚悟の上です」

「明るくなってきやがったな。そろそろ行くか──井い伊い直なお弼すけ暗殺団に加わり損ねて道を踏み外した俺にとっちゃあ、死ぬにはいい日だ。一人でも多く薩さつ摩まの芋どもを道連れに地獄に堕おちてやるか。ああそうそう。やっぱおめえ、よく見りゃあ周しゆう平へいとはぜんぜん似てねえや。俺はよう、児こ玉だま。剣と剣とで熱く語り合った周しゆう平へいに別れの挨拶をしたかったのかもしれねえなあ」

「はい。わかる気がします」

「ちっ。最後に女のことを思い浮かべて死んでいく、それが芹せり沢ざわ鴨かもだったのによ。あんな野郎のことを思いながら死地へ旅立つとは、俺も焼きが回ったもんだぜ」

　そして、籠ろう城じよう三日目の朝。

　精根尽き果てた熊本鎮ちん台だい兵へいたちは、まもなく怒ど濤とうの勢いで押し寄せてくるであろう薩さつ摩ま士族たちに怯おびえながらも、「新選組隊士の如ごとく」「闘死あるのみ」「芹せり沢ざわ少将に切腹させられるくらいならば」「武士として名誉の戦死を」と重い身体を引きずり、三度武器を手にして迎撃態勢に入っていた。

　だが。

「城を包囲している薩さつ摩ま兵へいが、減っている!?」

「押さえの兵だけを残して、本隊は熊本城下から去っただと？」

「いったいどういうことだ？」

「一万の本隊はどこへ消えた？」

　なおも包囲兵は残存している。熊本城からの脱出はいまだ困難であり、補給路は断たれたままである。しかし、誰もが想定していた三日目の玉砕戦は行われなかったのだ。

　どういうつもりだ？　薩さつ摩まの芋どもはどうして俺の首を取りにこねえんだと首を傾かしげる芹せり沢ざわ鴨かものもとに、上気した児こ玉だまが急報をもたらしていた。

「本州から、大おお久く保ぼ卿きようと大おお村むら益ます次じ郎ろう先生が率いる第一旅団・第二旅団、さらに近こん藤どう勇いさみどのが率いる新しん撰せん旅りよ団だんが九州博はか多たに到着！　現在、恐るべき速さで熊本城開通を目指し田た原ばる坂ざか方面へ行軍中とのこと！　この動きを察知した薩さつ軍ぐんは三千を熊本城包囲に残して、一万の本隊をもって夜陰に紛れ出立し、田た原ばる坂ざかを死守すべく新政府軍との決戦に挑むようです！」

　状況はなお予断を許さず苦しい籠ろう城じよう戦せんは続きますがひとまず救われましたと児こ玉だまが思わず微ほほ笑えみ、そして芹せり沢ざわ鴨かもは爆笑していた。

「そうか。また近こん藤どうたちに救われちまったか。俺も死ねそうでなかなか死ねねえなあ。こうなりゃあ俺にも意地がある。馬を食ってでも雑草を食ってでも熊本城を守り抜くぜ、児こ玉だま！　近こん藤どうたちが熊本城に辿たどり着つくその時までよ、なんとしても生き抜こうじゃねえか」

「はい！」

　芹せり沢ざわ鴨かもは、思った。あたかも神に逆らうかの如ごときなんらかの力がこの世界に存在しているとしか思えねえと。そいつは、幕末維新のために軽々と命を捨てようとしてきた俺たちに「生きろ」と必死で叫んでいるかのようだと。

　熊本城に籠ろう城じようする鎮ちん台だい兵へいたちは、首の皮一枚を残してかろうじて生き延びた。

　だが、これから長い飢餓との戦い、そしてなおも城を包囲する薩さつ軍ぐんとの戦いが続くのだ。

「児こ玉だま。俺ぁ籠ろう城じようなんざ柄じゃねえ短気な男だがよ。近こん藤どう、土ひじ方かた、周しゆう平へいたちよりも先には死ねねえなあ。俺は生きるぜ。生きて、あいつらと再会を果たす」

「はい。自分も、会ってみたいです。新選組の方々に」




　　※




　熊本城に入城し、籠ろう城じよう中ちゆうの芹せり沢ざわ鴨かも率いる熊本鎮ちん台だい兵へいを救出するルートは、熊本への入口にあたる南なん関かんから北の山やま鹿がへと大だい迂う回かいして南進するか、あるいはまっすぐに南下して高たか瀬せを占領し、田た原ばる坂ざかと吉きち次じ越ごえという山中二か所の難所のいずれかを突破するか。

　つまり奇くしくも箱はこ館だて戦争の時と同様に、三本のルートがあった。山中突破という困難なルートを突破せねばならぬことことといい、箱はこ館だて戦争といろいろと似ている。ただし今回は攻守が逆転している。新しん撰せん旅りよ団だんのほうが攻め手だ。ある意味、防衛側より厳しい。

　大おお久く保ぼ卿きよう、新しん撰せん旅りよ団だんとともに博はか多たに到着した陸軍参謀大おお村むら益ます次じ郎ろうは、休む間もなく「直ちに動ける兵をすぐに動員して田た原ばる坂ざかを占領させるのです、当たり前ですが」と命令を発し、長ちよう州しゆう奇き兵へい隊たい出身の乃の木ぎ希まれ典すけ少佐率いる先せん鋒ぽう部隊を田た原ばる坂ざかへと進軍させた。

　博はか多たに着いたばかりの俺たち新しん撰せん旅りよ団だんも、数刻だけ仮眠を取るとすぐに田た原ばる坂ざか方面へと向かった。身体が弱い大おお久く保ぼは後発組となったが、彼女もまた半日遅れで出立する。




　大おお村むら益ます次じ郎ろうは、船中で大おお久く保ぼから俺の死に戻りの力を伝えられた直後に、俺の記憶情報を読み取った大おお久く保ぼが再構築した「本来の西南戦争の経緯」を聞き取って「理解しました。この戦争は田た原ばる坂ざか攻防戦がすべてです。田た原ばる坂ざかに西さい郷ごうと桐きり野のを誘おびき寄よせ、どうにかして降伏させなければ、西南戦争は全九州へと広がり長期戦となります。桐きり野のには近おう江み屋や以来の因縁がある新選組を用い、西さい郷ごうには大おお久く保ぼ卿きようを用いて、決戦場の田た原ばる坂ざかに引き寄せます。私は醜悪な長期戦は好みません、美しく計算され尽くした速戦で片をつけます。当たり前ですが」と戦略を即座に組み上げた。

　新選組はともかく、本来は最前線に出てはならない総大将の大おお久く保ぼまでを敵軍の将を釣るための餌にするという容赦のなさだ。確かに、周囲の反対を押し切ってでも前線に出てこざるを得なくなる心境に今の西さい郷ごうを追い詰めるには、大おお久く保ぼ自らが銃弾飛び交う危険な戦場に現れる他に方法はないだろうが、それにしても。

　そもそも、明治時代に疎うとい俺がかろうじて覚えている西南戦争関連の知識は、

・西さい郷ごう軍ぐんが熊本城を攻撃するが落城させられなかった

・難攻不落の田た原ばる坂ざかで新政府軍と西さい郷ごう軍ぐんが激しい死闘を繰り広げた

・敗北して薩さつ摩まに帰還した西さい郷ごうとその仲間たちが最後の戦闘でことごとく闘死

　この三つくらいで、その合間合間には各地で膨大な数の戦闘が繰り広げられたはずなのだが、それらの戦闘の経緯については俺はあまり知らない。だが、もともと「対西さい郷ごう戦せん」を何百回もシミュレートしてきた大おお村むら益ます次じ郎ろうの頭脳に、この「田た原ばる坂ざか」という地名が決定的な閃ひらめきをもたらしたらしい。

「田た原ばる坂ざかは、箱はこ館だて戦争で土ひじ方かた歳とし三ぞう率いる新選組が新政府軍を苦しめた二ふた股また口ぐち以上の攻略難度を誇る天然の要害。険けん峻しゆんな山岳地帯の真ん中に切り通しの道が一本通っているだけという兵士殺しの難所ですが、奪うならば田た原ばる坂ざかしかありません。なぜならば、大砲などの大型兵器を熊本城へ円滑に輸送できる道は田た原ばる坂ざかしかないのです。当たり前ですが」

　ですが桐きり野の利とし秋あきたちも人間の一種である以上は脳みそくらいは持っていますから、熊本城攻めよりも田た原ばる坂ざかの死守に全力を注いでくるでしょう、先せん鋒ぽう隊たいの乃の木ぎは敗れますが熊本城落城は防げますし、乃の木ぎが時間を稼いでいるうちにわれら本隊が田た原ばる坂ざかへの玄関口に当たる高たか瀬せまで進軍できればそれで充分です、乃の木ぎは死ぬか、生き延びても心に傷を負いますが、必要な犠牲でした──と大おお村むら益ます次じ郎ろうは相変わらず将兵を駒扱いする究極の理系脳をフル回転させて、本来の西南戦争よりもはるかに「速く」戦闘を終わらせるべく神がかりの用兵術を実行に移したのだ。

「田た原ばる坂ざかでは壮絶な死闘となります、周しゆう平へいさま。あなただけは後方で待機していただきたいのですが」

「いえ、大おお村むらさん。俺は新選組隊士です。あくまでも近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんとともに戦いますよ。そもそもこの歴史は、俺自身が改変した歴史なんですから。俺の力は戦局を覆くつがえす最強の駒として利用できるはずです、遠慮せずになんでも命令してください」

「……ふはああ……周しゆう平へいさまに惹ひかれる理由が理解できた気がします。私は非合理な武士階級などは新時代には無用の産物と信じて消滅させるべく戦ってきましたし、その信念は決して揺らぎませんが……それでも、あなたをこの言葉で讃たたえずにはいられません。周しゆう平へいさまこそは誠の武士ですと♡」

　大おお久く保ぼもそして近こん藤どうさんたち試し衛えい館かん組ぐみも、大おお村むら益ます次じ郎ろうの提案に「承知」と即答した。

　俺は本来の西南戦争の詳細な経緯を知らないが、大おお村むら益ます次じ郎ろうにはすべてが読めているのだろう。戦国時代に生まれてくれば竹たけ中なか半はん兵べ衛えや黒くろ田だ官かん兵べ衛えのような大軍師になったであろう、この天才軍人の頭脳は末恐ろしい。第二次長ちよう州しゆう征伐の前に彼女と出会っていたら、軍略家の才能などない俺は「大おお村むらにはとても勝てません」と恐れをなしていたかもしれない。やはり箱はこ館だて戦争での大おお村むらは俺が二ふた股また口ぐちの戦場に立っていると知って手心を加えてくれていたのだとつくづく実感した。薩さつ摩ま抜刀隊は大おお村むらに無断で二ふた股また口ぐちの新選組陣地へ斬り込みをかけてきたわけだが、もしもあの抜刀隊の奇襲が大おお村むら自身の策によるものだったら新選組は危なかった。




「だーっ！　いつまで山道を進ませるんだよ、少しは休ませてくれよーっ！　雨まで降ってきやがったじゃねーか！　博はか多たでうまいもん食いたかったーっ！」

「文句を言うなよ左さ之の助すけ。この戦が終わったら芹せり沢ざわさんを囲んで軍鶏しやも鍋なべをつつこうよ。あ、いけない。想像したらあたしまでお腹なかがすいてきた……」

「ねえねえ永なが倉くらさん、しいたけ食べる～？　わたしが今そこで摘つんできたんだけど～。山やま南なみさんもどう？」

「こほん。解説致しますね近こん藤どうさん、それはしいたけに似ていますが別種の毒キノコです。食べたら腹痛と下痢が止まらなくなって、最悪の場合死にします」

「え、えええ？　そうなのー？　実はつまみ食いしかけてたの、危なかったよ～」

「かっちゃん、未知の山中でキノコを摘つまないように。左さ之の助すけ、下痢くらい平気だーと叫んで食べるんじゃないぞ？」

「んーそう？　下痢くらい平気じゃね？　食ってやらなきゃ摘つまれたキノコが哀れじゃん、菌類だって生き物なんだろ？　わっはっは！」

「左さ之の助すけもお年頃の乙女なのだから、少しは恥じらいませんこと？　はあ……父上にこんな試し衛えい館かんの日常会話を聞かれたら、津つに連れ戻されてしまいますわ」

　博はか多たから全速力で南下した旅団は、「乃の木ぎ部隊敗走、田た原ばる坂ざかは西さい郷ごう軍ぐんが占領」の報告を聞きながらも一目散に田た原ばる坂ざかの手前、高たか瀬せへと到着。

　高たか瀬せは菊きく池ち川がわの西岸に位置し、大会戦を行うに適した平地である。高たか瀬せに辿たどり着ついた兵士たちは、土砂降りの雨の中を眠ることも許されず常識外の速度で行軍させられ、口々に「大おお村むらめ、鬼畜め」「兵を人間だと思っていない」「毒キノコでもいいから食わせろーっ！」と叫びながら疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたが、もうこれ以上の行軍は無理だしきっとここで敵軍を待ち受けるんだなと信じて一息ついた。

　この時点で、高たか瀬せにはまだ西さい郷ごう軍ぐんの姿はない。おそらく「正史」では東京軍の進軍速度はもっと遅く、この高たか瀬せで西さい郷ごう軍ぐんと大会戦になったに違いないと俺は気づいた。

　乃の木ぎ部隊は見事に時間を稼ぎましたと頷うなずいた大おお村むら益ます次じ郎ろうは笑いもせずに「最終目的地を忘れたのですか？　まだ休みませんよ。このまま田た原ばる坂ざかへ進軍します」と言いだした。「あのう。田た原ばる坂ざかはすでに乃の木ぎ部隊を撃破した西さい郷ごう軍ぐんが占領済みですが……」と山やま南なみさんがおずおずと発言したが、大おお村むらは「はい。ですがそれも想定内です、当たり前ですが。相手が完璧な陣地を構築し終える前に即座に戦って田た原ばる坂ざかを奪うまでです」とそっけない。あの鬼の副長の土ひじ方かたさんが「あれはほんとうに人間の心がなさそうだ。私ですら、鬼の副長として振る舞っていた時代も内心では葛藤していたのに」と呆あきれ、雨で濡ぬれ鼠ねずみになった左さ之の助すけさんは「もう毒キノコ食って自決していい？」と涙目で震えている。

「仮にこの高たか瀬せで堂々と賊軍を迎え撃てば、関せきヶが原はらの合戦の如ごとき総力戦となります。たとえ勝利しても、平地での大会戦で敵将を捕らえるのは困難。結局は田た原ばる坂ざかを巡る攻防戦に移行することに。ならば高たか瀬せでの会戦は完全に無駄です、当たり前ですが。その愚を回避するための無謀な強行軍なのです」

　大おお村むらの無茶ぶりを聞いた土ひじ方かたさんが「まるで備びつ中ちゆう大おお返がえしだな」と苦笑する。

「故にわれらは直ちに田た原ばる坂ざかへと攻め込みます。なお、熊本城へ至る他の二本のルート──山やま鹿がと吉きち次じ越ごえには陽動として別働隊を派遣し、賊軍を極力分散させます。われらは最終的に桐きり野のと西さい郷ごうを両軍にとっての最重要地に釣りださねばなりません。田た原ばる坂ざかの他に二人を釣りだせる要地はないのです、当たり前ですが」

　田た原ばる坂ざかでの戦闘だけはどうやっても回避できないということか、と土ひじ方かたさんは頷うなずいていた。

「ええ。武士の時代を華麗にそして完璧に終わらせるには、決戦あるのみです。新選組には、賊軍の事実上の指揮官桐きり野のを田た原ばる坂ざかに釣りだしていただきます」

　かつて大おお村むらは上うえ野の戦争でも知略の限りを尽くして緻密な戦略を組み立て、容赦ない総力戦を繰り広げて一日で戦争を終わらせた。あの時、死地へと送られた薩さつ摩ま軍ぐんの将兵たちは大おお村むらに凄すさまじい不満を抱いたが、結果的に大おお村むらは考えられる限り被害を最小の犠牲に留とどめつつもっとも素早く戦争を終わらせたのだ。

　思えば大おお村むらも損な性格だった。「これがもっとも人道的で犠牲が少ない戦術です」と口でいちいち説明しない、というかできないのだ。「これが勝つための戦争です、当たり前ですが」という余人には理解できないいつもの決きめ台詞ぜりふで会話を終えてしまう。

「ですが、近こん藤どう周しゆう平へいさま♡　大おお久く保ぼ卿きようが前線に到着するまで、周しゆう平へいさまは高たか瀬せで休養を取ってください。あなたは著しく疲弊していますので、こんどこそ休んでいただきます。さあさあ、新しん撰せん旅りよ団だんの皆さんは直ちに出立。さっさと桐きり野のの餌になってください。近こん藤どう周しゆう平へいさまはこの大おお村むらのラヴァーとして手て許もとに残っていただきます♡」

「おいおいー！　周しゆうの字じだけ生き残らせて、おいらたちには死ねって言うのかよー！　ぶーぶー！」

「はいそうです原はら田ださん。周しゆう平へいハーレムを作って不ふ埒らちな生活を送る皆さんが田た原ばる坂ざかで天晴あつぱれ土つち塊くれとなれば、周しゆう平へいさまはこの大おお村むらのもの。いにしえの諸しよ葛かつ孔こう明めいも、敵将司し馬ば懿いともども反りが合わない自軍の魏ぎ延えんを焼き殺そうとしたではないですか。これが軍略というものです、当たり前ですが」

「あのう大おお村むらさん？　それは『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の作り話ですよね～？　う、ふ、ふ」

「近こん藤どうさん。案外、民間に伝承されている物語にこそ歴史の真実が語られているものです。なぜならば正史は諸しよ葛かつ孔こう明めい賛辞のために筆を曲げておりますので。当たり前ですが」

　前言撤回。やっぱりこの人は、こういう人なんだ。この大おお村むら益ます次じ郎ろうの命令をガン無視して馬ば関かん海峡で勝手に暴れ回っていた高たか杉すぎ晋しん作さくもまた別の意味でどうかしている人だったが、久く坂さか玄げん瑞ずいといい、長ちよう州しゆう人じんって理屈屋なのに頭のネジが飛んでいる人が多いな……木き戸ど孝たか允よしという常識人がいなければ、長ちよう州しゆう藩はんは幕末の途中で爆発炎上解体していたな。道理で木き戸ども心労を重ねて寿命が縮んでいくはずだ。

　西さい郷ごうと大おお久く保ぼを早急に和解させないと、木き戸どが心労で死んでしまう。急がなければ。

「大おお村むらさん、何度でも言いますが俺は新選組隊士です。死ねと言われればいつでも死にますが、試し衛えい館かんの仲間たちと離れることは決してありません。田た原ばる坂ざかへ行って戦ってきます──ここで時間を無駄にすれば、この高たか瀬せで大会戦となるんですよね？　だったら、田た原ばる坂ざかへ行くしかありません」

「ああ、やはり止めても無駄なのですね周しゆう平へいさま♡　そう仰おつしやると知っていましたが、愛故に止めずにはおられませんでした。承知しました！　大おお久く保ぼ卿きようが到着次第、この大おお村むらも大おお久く保ぼ卿きようとともに田た原ばる坂ざかへ参りますが、くれぐれも勝手な斬り込みはお控えください。薩さつ摩ま士族の斬り込みに唯一対抗できる新選組による抜刀突貫奇襲は、新政府軍にとって一撃必殺の勝利を摑つかむための切り札です。そもそもエネルギーというものに無限はありえませんから、あなたの秘められた力にもおそらく回数上限があります。可能なら一度もあなたを死なせたくはありません……」

「……大おお村むらさん。いいですよ、俺の命でこの戦乱が終わるのならばいくらでも使っていただいて。再生できる限りは戻ってきますから」

「いいえ、私とて人間です。戻れるとしても死は死、犠牲は犠牲。最愛のあなたにそんな苦しみを何度も与えたくはない……そもそも勝ちながら西さい郷ごうを死なせてはならないというこの作戦には根本的に無理があり、結局はあなたの力に頼ることになるかもしれませんが……くれぐれも抜刀攻撃の際にはこの大おお村むらの合図をお待ちください」

「わかりました大おお村むらさん、お心遣いありがとうございます──なるべく死なないように努力します。あなたを哀かなしませたりしませんから」

　大おお村むらが「はい♡」と目を潤ませながら頷うなずいてくれた。内心では、どうしても俺だけは手て許もとに留とどめておきたいのだろう。が、俺は「勝てる」と信じていた。天才大おお村むら益ます次じ郎ろうが策を練ってくれれば、きっと俺たち新選組は薩さつ摩ま士族に勝てる。

「行きましょう近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん。芹せり沢ざわさんを救い、西さい郷ごうを救うために。これがほんとうに最後の一戦です！」

　大おお村むらめ。私たちの言葉はことごとく聞き流すのに、周しゆう平へいの言葉にだけは従順だなまったく、しかもかわいいと拗すねた土ひじ方かたさんが俺のお尻を抓つねってきた。

「いったいどこを触っているのです土ひじ方かたさん。あなたは痴女ですか」

「うるさい大おお村むら！　こっちは周しゆう平へいの股間に蹴りを入れたいところを我慢してやっているのだぞ！　ちょっと目を離した隙に別の女を蕩とろかして。次から次へと……まったくもう！」

「そ、そんなことしていませんってば、土ひじ方かたさん～。俺は土ひじ方かたさん一筋で……」

「ちょっと待ったー！　この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、今、聞き捨てならぬ言葉を聞きましたぞ！　やはり噂うわさ通り、近こん藤どう氏うじと周しゆう平へい氏うじの結婚話は偽装なのでありましょうや？　それほどに拙者をお嫌いでしたら近こん藤どう氏うじ、いっそここで拙者に切腹を命じてくだされい！」

「佐さ々さ木きさん、今はそういう話をしている場合では……田た原ばる坂ざかに行きますよ！　戦闘前に切腹されたら困ります！　痴情のもつれが原因で死に戻らされるなんて、いくら俺でも冗談じゃない……」

「わかるぜ周しゆう平へい。この源げんさんも、むさ苦しいおっさんの切腹をなかったことにするために死ぬなんて、死んだって嫌だねえ。寒気がすらぁ」

「こらっ佐さ々さ木きちゃん！　まだ言ってんのー、周しゆう平へいちゃんは土ひじ方かたちゃんの旦那さまだからあ！　これ以上文句を垂れるなら、このイバハチちゃんが土ひじ方かたちゃんに代わって決闘してやろうじゃん！　バサーッと心形刀流の秘太刀で一刀両断してやろうじゃん！」

「ほう、伊い庭ば氏うじ？　小こ太だ刀ち日本一の拙者と伊い庭ばの小こ天てん狗ぐが、恋を賭けて真剣勝負……面白い！　講こう武ぶ所しよでの竹刀勝負とは違いますぞ、真剣での実戦は。よろしい受けて立とう！」

「待って、待って二人とも～！　今は戦争中なんだから～。無茶な行軍の連続で気が立っているのはわかるけれど、穏便に穏便に～」

「そ、そうだ。貴様ら、かっちゃんの命令に従え！　ああもう、新選組の面々だけで新しん撰せん旅りよ団だんを結成したほうがマシだった……この二人には鬼の副長の睨にらみも利きかない……」

「……一触即発。死の行軍の連続で疲弊して、新しん撰せん旅りよ団だんも剣けん吞のんな空気になってきた……総そう司じ、田た原ばる坂ざかでの仲間割れだけは防ごう」

「おー、なるほどー。はじめちゃんが敢あえて第三勢力を築いたのは、近こん藤どうさん推し派と土ひじ方かたさん推し派の勢力を拮きつ抗こうさせてバランスを取るためだったんだねー。まさに『三さん国ごく志し』だねー、天下三分の計ならぬ周しゆう平へいくん三分の計だったんだねー。策士だなー。やるなー」

「……うん。新選組のみんなが団結するためには、やっぱり総そう司じの存在が必要……だと思う」

　大おお村むら益ます次じ郎ろうが「周しゆう平へいさまは私の運命の殿方です、当たり前ですが。無意味なケンカはやめて、さっさと戦場で散ってください」と感情のこもっていない口調で新しん撰せん旅りよ団だんを出立させた。偽装結婚という誤魔化しがだんだん佐さ々さ木きにバレてきて、佐さ々さ木きは暴発間近。さらに、マブダチの土ひじ方かたさんを江戸っ子らしい深情けで応援するイバハチさんが佐さ々さ木きと対立。勲功一番の派閥が嫁を決定できるという例の話も二人はまだ忘れてないし、今や新しん撰せん旅りよ団だんは分裂寸前となっていた。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろう一派が新選組に合流して内部分裂を起こした「未来」の記憶を思い起こしながら、俺は途方に暮れていた。多た摩ま・江戸以来の試し衛えい館かん組ぐみは厚い友情の絆きずなをもって一致団結しているのだけれど、外部から人間が入ってくると途端に揉もめる。水み戸と天てん狗ぐ党とう系けい芹せり沢ざわ派はとの内部抗争も、伊い東とう甲か子し太た郎ろう一派との分裂抗争も、試し衛えい館かん組ぐみと非試し衛えい館かん組ぐみとの間で起きた。今また、佐さ々さ木き率いる見み廻まわり組ぐみとイバハチさん率いる遊撃隊が対立していて、しかも問題の中心が俺だけに試し衛えい館かん組ぐみをも巻き込んで分裂させかねない。近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが俺を巡って訣けつ別べつだなんて悪夢じみた光景だけはご免だ。そんなことになったら、俺自身が地上から永遠に消え去る以外に解決方法はないんじゃないだろうか。

「こら、なにを悩んでいる周しゆう平へい。戦争中だぞ。私はもう、お前が死に戻るさまを見たくはない。悩むのは後にしろ」

「は、はい、土ひじ方かたさん！　すみません！」

「案ずるな、私とかっちゃんは絶対に訣けつ別べつなどしない。たとえ佐さ々さ木きを抑えるために周しゆう平へいを譲ることになっても、私はかっちゃんを生かすために副将として戦い抜く……もちろん本音は違うが……い、言わなくてもわかっているだろうから、言わない……」

　そうだった。新しん撰せん旅りよ団だんと薩さつ摩ま士族たちの最終決戦。武士の時代を終わらせる幕末維新最後の一戦。

　田た原ばる坂ざかでの激戦が、これからはじまるのだ。

「諸君！　この新しん撰せん旅りよ団だんの指揮官は近こん藤どう勇いさみ、諸君は新政府臨時雇いの浪士。故に今のわれらは新選組だ！　局きよく中ちゆう法はつ度とを忘れるなイバハチ、佐さ々さ木き。新選組においては私闘を禁ず。敵前逃亡を禁ず。士道不覚悟を禁ず。背いた者には切腹を申しつける！　気を引き締めて戦え、いいな！」

「「しょ、承知！」」

　懐なつかしいこの土ひじ方かたさんの言葉、そして激しい気き組ぐみ。雑軍だった新選組を最強の軍事組織として統率した鬼の副長が今、蘇よみがえっていた。




　　※




　雨中で開始された田た原ばる坂ざかの攻防は、初日から激戦となった。

　名将加か藤とう清きよ正まさが北から熊本城へ進撃する敵軍を阻はばむために築いたと言われる、カーブだらけで見晴らしが利きかない切り通しの坂道は、守るに易やすく攻めるに難い。しかも一ノ坂を突破すれば二ノ坂が。二ノ坂を乗り越えれば三ノ坂が。攻め手にとっては絶対的な「死地」となる危険地帯が何か所も存在し、進軍は困難を極めた。僅か一・五キロほどの坂道を、東京軍はどうしても突破できない。

　大おお村むら益ます次じ郎ろうは兵を素早く進軍させて西さい郷ごう軍ぐんに堡ほう塁るいの構築時間を僅かしか与えなかったが、それでもなお田た原ばる坂ざかの丘陵に堡ほう塁るいを築いて籠もった西さい郷ごう軍ぐんの射撃・砲撃は凄すさまじいものがあった。

　さりとて、高所の堡ほう塁るいに取りつくべく東京軍の兵士たちが崖をよじ登ろうとすれば、たちどころに薩さつ摩ま士族たちが「チェストおおおおお！」と猿えん叫きようを発しながら日本刀を構えて斬り込んでくる。

　東京軍第一旅団・第二旅団の新兵たちは民間から徴兵されたばかりで、幼い頃から猿えん叫きようを発しながら木刀を振り続けてきた薩さつ摩ま士族との白はく兵へい戦せんともなればひとたまりもない。まるで鬼や化け物に出会ったかのように恐怖し、四散する。示じ現げん流りゆうや薬やく丸まる流りゆうの太た刀ちは「初しよ太だ刀ち」にすべてを賭けた、命を捨てがまる剛剣。逃げなければ文字通り一刀両断されるのだ。

「……これが最前線……兵士の命が紙くずのように燃えあがって消えていく。西さい郷ごうを止めないと、薩さつ摩ま士族だけでなく徴兵された鎮ちん台だい兵へいたちまでが壊滅してしまうわ」

　無理を押して田た原ばる坂ざかを攻める最前線の木この葉は本陣に到着した大おお久く保ぼ利とし通みちは、すでにはじまっていた激戦を前に声を失っていた。この半日足らずの間に、両軍合わせて数万発の銃弾を発射している。その上、敵陣地に踏み入ろうとすれば薩さつ摩ま士族の抜刀隊が襲いかかってくるのだから、大おお久く保ぼの顔色が蒼そう白はくになるのも無理はない。

　大おお村むら益ます次じ郎ろうが「天てん佑ゆうです。さらに雨が激しくなっています。西さい郷ごう軍ぐんの銃の半ばは旧式で、雨に弱い。白はく兵へい奇襲に出るなら今しかありません、当たり前ですが」と大おお久く保ぼに告げた。

「田た原ばる坂ざか丘陵に籠もる西さい郷ごう軍ぐん本陣を直接落とすのは不可能です、当たり前ですが。木この葉は川がわを隔てた田た原ばる坂ざか向かいの西側丘陵に奇襲部隊を投入し、横よこ平ひら山やま陣地を落として砲陣を築き、田た原ばる坂ざかを側面より砲撃しつつ田た原ばる坂ざか最後方の七なな本もとの陣を奪い、田た原ばる坂ざかに蓋をします。横よこ平ひら山やまにも西さい郷ごう軍ぐんは展開していますが、当方の行軍が迅速だったために本陣よりはずっと手薄です。田た原ばる坂ざかには囮おとりとして本隊を突撃させますので、新しん撰せん旅りよ団だんは至急横よこ平ひら山やまへの抜刀奇襲をお願いします──近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん。大おお久く保ぼ卿きようと西さい郷ごうの両英傑、長ちよう州しゆうが誇る木き戸どさん、そして西南戦争に身を投じた幾万の兵士たちの運命があなた方の剣にかかっております。周しゆう平へいさま、どうかお命をお大事に──皆さんが奇襲に成功すれば、私と大おお久く保ぼ卿きようも後ご詰づめを率いて合流致します」

「承知！　大おお久く保ぼさんが田た原ばる坂ざかに自ら出陣したと聞けば、西さい郷ごうさんも必ず周囲の反対を押し切って戦場に現れるはずです。西さい郷ごうさんは薩さつ摩ま士族と運命をともにするお覚悟ですが、竹馬の友の大おお久く保ぼさんを道連れにしたくはないと内心では葛藤しておられますから、もはや大おお久く保ぼさんへの憎しみに凝り固まっている若い士族たちに指揮を委ねていられなくなります～。そして──トシちゃん」

「ああ、かっちゃん。われら新選組が田た原ばる坂ざか攻めに加わり白はく刃じんを振るっていると知れば、陸軍少将桐きり野の利とし秋あきも幕末時代の『人ひと斬きり半はん次じ郎ろう』に戻るだろう。近おう江み屋やでつけられなかった決着をつけるために、あの男は必ず来る。それが剣士としての業ごうだ」

「はい。俺は今まで死に戻って失敗の経験を重ねることで慣れない作戦参謀役を無理に務めてきましたが、大おお村むらさんが戦術を考えてくれるならば心強いです！　ただひたすら剣に集中できます！　行きましょう！　派手に暴れ回って、西さい郷ごうと桐きり野のを田た原ばる坂ざかへ釣りだしましょう！」

　それはもはや愛の告白と受け取ってよろしいのですねと大おお村むら益ます次じ郎ろうが頰を赤らめたが、彼女にこんこんと俺の言葉の真意を説明するのは後だ。

「新しん撰せん旅りよ団だん──新選組、突貫！　目指すは横よこ平ひら山やま！　これが私にとって最後の虎こ徹てつね。今までほんとうにあなたには何度も救われたわ。どうか折れず曲がらず、近こん藤どう勇いさみとともに生涯最後の戦場を駆けて。お願いね？」

「「「おおっ！」」」

　新しん撰せん旅りよ団だん、いや、新選組は田た原ばる坂ざかの主戦場を後に木この葉は川がわを渡河し、一路向かいの丘陵を駆け登って横よこ平ひら山やまの西さい郷ごう軍ぐん陣地を目指した。山登りならばみんなお手の物だ。食堂従業員として平和に暮らしていた頃に、箱はこ館だて山やまでさんざん狩りに明け暮れてきたからな。

「あたしだったら迷わず田た原ばる坂ざかの敵本陣に突貫するところだけれど、あのおでこ娘って、あたしたちとは頭の出来が違うみたいねー。よく二ふた股また口ぐちであんなのを相手に陣地を守りきったね、土ひじ方かたどのは。やっぱり周しゆう平へいと結ばれるべきは土ひじ方かたどのかあ～」

「永なが倉くらどの、今さら寝返りはご無用でござるぞ！　横よこ平ひら山やまを奪われれば、田た原ばる坂ざかの西さい郷ごう軍ぐんは退路を断たれますぞ。故に、西さい郷ごう軍ぐんも死に物狂いで増兵を送って横よこ平ひら山やまを死守しようと抵抗しましょうぞ！」

「佐さ々さ木きちゃーん。それを防ぐために、あのおでこ女は田た原ばる坂ざかに素知らぬ顔で第一旅団・第二旅団の主力部隊を次々と突撃させてるんでしょ？　まったくおっそろしい子だけど、短期決戦で一気に勝ちゃあいいんだよ勝ちゃあ、差し引きの生存者数が想定よりプラスになればいいじゃんという独特の戦の美学ってやつを持ってるよねーと感心するイバハチちゃんであった。マル！　薩さつ摩ま武士たちに、江戸っ子伊い庭ば家け一子相伝の心しん形ぎよう刀とう流りゆう奥おう義ぎを見せてあげちゃう！」

　土ひじ方かたさんが「周しゆう平へいが生きていた未来の世界で起きた実際の田た原ばる坂ざかの戦いは、長らく膠こう着ちやくして死し屍し累るい々るいになったのだろう？　大おお久く保ぼ経由でその未来を読んだ大おお村むらはいきなり勝つための『正解』にわれら新選組という金きん成なり歩ふを打ち込んで王手を指したのだと思う」と頷うなずく。

　大おお村むらがどういう思考ルートを辿たどったのかは俺にはわからないが、おそらく土ひじ方かたさんの言う通りだろう。本来なら東京軍参謀たちが敵味方に死体の山を築き何日もかけて辿たどり着ついたであろう「王手」に、大おお村むらは半日で到達している。まさに奇襲だ。しかも、俺たちにとってこの豪雨こそは天てん佑ゆう。西さい郷ごう軍ぐんが張る弾だん幕まくは確実に弱まっている。

「だが、大おお村むらの王手が成功するかどうかはわれらの剣の力にかかっている。策を練るは軍師にあり。しかし策を成す者は、われら兵士であり剣士だ！　新選組抜刀！　横よこ平ひら山やまが見えてきたぞ。これより山頂の西さい郷ごう軍ぐん陣地を奪取する！　かかれえっ！」

　雨に濡ぬれた斎さい藤とうさんが「誠」の旗を振りかざして「総そう司じ、行こう！　武士の時代を終わらせて、みんなで箱はこ館だての食堂に戻ろう！」と今まで発したことのない大声をあげていた。

「うん！　箱はこ館だてでは豚肉を食べ過ぎてちょっとだけぽっちゃりしてきたから、今日は暴れるぞーっ！　三分で時間切れ、沖おき田た総そう司じちゃんは喀かつ血けつして退場～なんてことにはならないんだから！　天てん然ねん理り心しん流りゆう五代目沖おき田た総そう司じ、行きまーす！　見ててね周しゆう平へいくん！」

　横よこ平ひら山やまの山頂を守備していた西さい郷ごう軍ぐんの薩さつ摩ま士族たちは、豪雨と激しい銃撃戦による轟ごう音おんのために俺たち新選組の急襲に土ど壇たん場ばまで気づかなかったらしい。というよりも、まさか開戦初日にいきなり田た原ばる坂ざかの背後を「新選組」が奇襲してくるとは想像もしていなかったのだろう。

「新選組でごわすか？」

「そげなこつが？　箱はこ館だてで東京軍と戦っていたはず？」

「おおっ？　あの『誠』の大旗は、まさしくほんものの新選組！」

「もはや銃撃で防ぎ止められる距離ではなか！　斬り込みには斬り込みを！　チェストおおおおお！」

「よくも士族を裏切ったでごわすな！　西せ郷ごどんを討たせはせん！」

　彼らは口々に叫びながら、一斉に剣を抜いて応戦してきた。

　そこから先は、両軍ともに無我夢中。雨中での斬り合いとなった。

「みんな～！　示じ現げん流りゆうは初しよ太だ刀ちを必死で躱かわすのよ～！　薩さつ摩まの剣に二の太た刀ちはないから！　一対一にならないで。新選組時代を思いだして、複数で固まって互いを守り合って！　できるわ。あなたたちならばできる！」

「近こん藤どう先生ちゃん、言われなくてもこの源げんさんは近こん藤どう先生ちゃんの肉壁となって崇高な武士娘をお守りしますぜ、ヘッ！　薩さつ摩まの芋ども、かかってこいやあ～！　今日の源げんさんは本気だぜえええ！　脚で砂かけ！　唾を吐いて目潰し！　卑劣な手段の限りを尽くして近こん藤どう先生ちゃんを守る！」

「不肖佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうも、近こん藤どう氏うじのお背中をお守り致しましょう！　武士の時代が終わってもよい、拙者が刀を失い生いき甲が斐いを見失っても構わぬ！　近こん藤どう氏うじが明治の世を生きてくれれば、拙者はそれでよい！　せめて近こん藤どう氏うじの花嫁姿だけは見届けたいが……ええい、未練であった。来い薩さつ摩ま隼はや人とたちよ！　小こ太だ刀ち日本一、京都見み廻まわり組ぐみの佐さ々さ木きが相手である！」

　近こん藤どうさんは、絡からめ手てを得意とする源げんさんと小こ太だ刀ちを自在に振るう佐さ々さ木きと三人で組んで、四方から斬りかかってくる薩さつ摩ま士族たちに果敢に応戦。二人に背中を預けた近こん藤どうさん自身は、一撃必殺の長なが曾そ祢ね虎こ徹てつを大上段から撃ち込んで示じ現げん流りゆうの使い手たちと真っ向勝負。聞いた者を怯ひるませる猿えん叫きようの圧力も、女性剣士とは思えない凄すさまじい「気き組ぐみ」を発する近こん藤どうさんにはまったく効かない。むしろ、近こん藤どうさんに睨にらまれた薩さつ摩ま士族のほうが金縛りにあい、据えものの如ごとく斬られていく。

「小こ天てん狗ぐイバハチちゃん見参～！　イバハチちゃんも土ひじ方かたちゃんと一緒に新選組に入りたかったなー浪士に生まれたかったなーという夢が叶かなっちゃった！　頑張っちゃうっ！　土ひじ方かたちゃん、この戦争が終わったら英国式カリーをおごってね～！　それと、お団子。あと、あんみつ！」

「ほう。イバハチは二に刀とう流りゆうを使うのか？　はじめて見たな。道場では用いたことがなかったな」

「あははー。二に刀とう流りゆうは心しん形ぎよう刀とう流りゆうの奥おう義ぎだから、今の今まで秘密にしてたのー！　片腕を斬られても隻せき腕わんで戦えるように幼い頃から二に刀とう流りゆうを仕込まれてるの！　でもでも、イバハチちゃんはまだ腕が二本ついてるからー、今日は一人で二人分叩たたき斬きっちゃう！」

「お、お待ちください。なんだか伊い庭ばさんが来てから影が薄くてちょっと哀かなしいこの山やま南なみ敬けい助すけも、土ひじ方かたさんとともに戦います！　周しゆう平へいさんの先生役に戻りたいところですが、今日の私は天てん然ねん理り心しん流りゆう剣士ですから！　元は北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうですが……ああっ、微妙な外と様ざま感かん……」

「ふふ、ありがとう山やま南なみさん。山やま南なみさんもイバハチも死ぬな。死ねば、周しゆう平へいがまた酷ひどい目に遭うことになる。西さい郷ごう軍ぐんの援軍が到着する前に陣地を落とす！　新選組副長土ひじ方かた歳とし三ぞう、参るっ！　呻うなれ──兼かね定さだ！」

　土ひじ方かたさんは、イバハチさんと山やま南なみさんのコンビと背中を合わせながら、踏み込んできた薩さつ摩ま志士の初しよ太だ刀ちを紙一重で躱かわし、同時に素早い突き技で仕留める。恐ろしく冷静な剣筋だった。土ひじ方かたさんの目には、相手の剣が止まって見えているかのようだ。山やま南なみさんは相変わらず基本に忠実な正せい眼がんの構えから、カウンターで一本を取る堅実な戦い方を見せる。もう、人を斬る恐怖で手が震えることはない。自分がしくじればその度に俺が死ぬと知った山やま南なみさんには、剣への迷いがない。そしてイバハチさんは土ひじ方かたさんや山やま南なみさんとは対象的に、せわしなく二刀を揺らしながら踊るように跳びはね、変幻自在の太た刀ち筋すじで示じ現げん流りゆうの使い手を翻弄していた。「伊い庭ばの小こ天てん狗ぐ」の異名は伊だ達てではなかった。同じ二に刀とう流りゆうでも、天てん然ねん理り心しん流りゆうを基本としつつ我流で学んだ俺の二に刀とう流りゆうとはまるで違う。一見すると、ほとんど曲芸だった。が、気づけば相手をすぱりと斬っている。腕力ではなく、遠心力を用いて触れたものを軽々と切断する。この人とだけはやり合いたくない、と俺は震えた。

「まだまだあ！　新選組二番隊長、永なが倉くら新しん八ぱちもいるよー！　二ふた股また口ぐちで剣士として完全に燃え尽きたあたしだけれど、ま、この最後の一戦はしょうがないよね！　もう絶対に周しゆう平へいを死なせはしない！　左さ之の助すけ、平へい助すけ、いつも通り背中は任せた！」

「うーっす。できればもう殺せつ生しようはしたくねーな、おいら。豚ちゃんの黒こく王おうの顔がちらついてさー。でも、がらっぱちとの友情のためだ。ごめんなー、あとで供く養ようするから！　槍やりは宝ほう蔵ぞう院いん流りゆう！　剣の間合いに入る前に田楽刺しだあ、よいしょっと！」

「控えなさい！　この荘そう厳ごんな上かず総さの介すけ兼かね重しげが目に入りませんこと？　わたくしこそ誰あろう、津つ潘はん先代藩主藤とう堂どう公こうのご落らく胤いん、藤とう堂どう平へい助すけですわよ？　父上、ご覧あれ！　平へい助すけは立派な武士娘になりましたわ！　魁さきがけ先生、行きますっ！」

「こらこら平へい助すけ、独走するなってばよ！　おめー、猪ちよ突とつ猛もう進しん癖ぐせがぜんぜん治ってねーなー！　頭猪いのししかよ！」

「ちょっと？　誰が頭猪いのししですって？　失礼ですわよ左さ之の助すけ！」

　永なが倉くらさんたちはいつもの三バカ……いや、かしましい三人娘組でわちゃわちゃと戦う。ついに達人の領域に達した永なが倉くらさんがフォローしていなければ、平へい助すけさんはまた例のやらかし癖を出して斬られかねないが、完全に迷いを吹っ切った今の永なが倉くらさんがついていてくれれば心配ない。

「やっほー！　新選組一番隊長沖おき田た総そう司じさんだー！　天てん然ねん理り心しん流りゆう奥おう義ぎ『三さん段だん突づき』を受けたい者はどんと来なさい、むふー！　遠慮しなくていいから、さあさあさあー！　士族をやめたって人間までやめさせられるわけじゃないんだしさー、命を大切にしたほうがいいと思うけどねっ!?」

「……総そう司じが命の大切さを説くと、説得力がありすぎて人を斬りづらい……でも、総そう司じのためなら何十人でも何百人でも斬る。全部総そう司じのせいだから。死んだらみんな総そう司じに取とり憑ついて。無む外がい流りゆう、斎さい藤とう一はじめ、参る」

「んもーっ！　はじめちゃんってば、どうしてそういうこと言うかなーっ!?」

　斎さい藤とうさんは電光石火の初見殺し技、左ひだり利きき居合い抜き。沖おき田たさんは言うまでもないあの神技「無む明みよう三さん段だん突づき」。互いに、相手に初しよ太だ刀ちさえ振り下ろさせない。目にも留まらぬ速さで先の先を奪って、次の瞬間には相手を斃たおしている。示じ現げん流りゆうであろうが薬やく丸まる流りゆうであろうが、この最強剣士二人にとっては関係がないのだ。しかも、双子のようにぴったりと動きを同期させている。

　……と気づいた時には、俺の隣には「相方」がいなかった。こういう乱戦になった場合、たいてい俺は土ひじ方かたさんと組んで戦うのだが、そのポジションにイバハチさんが入っていたので、俺は一人だけ「余り物」になってしまっていた。しまった！　いくら二に刀とう流りゆうを使うとはいえ、単身でこの乱戦の中を戦い抜くことになるとは……不覚！

「おっと。伊い東とう先生より『近おう江み屋やでの借りを熊本で返せ。坂さか本もとくんの大親友近こん藤どう周しゆう平へいを死なせるな』とご命令を受けて、元御ご陵りよう衛え士じ、この服はつ部とり武たけ雄おが新しん撰せん旅りよ団だんに飛び入り参加仕つかまつった！　同じ二に刀とう流りゆうの使い手同士、初の共闘だが息は合うだろう！　なぜかな、貴公の二に刀とう流りゆうは俺にずいぶん似ている気がするが──」

「服はつ部とり武たけ雄お!?　そうか、あなたがいてくれたのか！　ありがたい！　俺の二に刀とう流りゆうはあなたから密ひそかに学んだ我流だ、よろしく頼む！」

「そうか、俺から学んだか。さほど見せた覚えはないが、まあよい！　悪い気はせんな！　御ご陵りよう衛え士じ最強剣士の剣技をご覧ろうじろ！　来い、薩さつ摩ま士族ども！　諸君に怨えん恨こんはないが、日本の真の夜明けのためにこの戦いで士族の歴史を終わらせる。それが坂さか本もとどのと伊い東とう先生の願いである！」

　救われた。元祖二に刀とう流りゆう剣士の服はつ部とり武たけ雄おを、伊い東とうが援軍として加勢させてくれていたとは。これで格段に戦いやすくなった。なにしろ、俺の剣術の基礎は天てん然ねん理り心しん流りゆうだが、二刀を使う際の剣技は服はつ部とり武たけ雄おの二に刀とう流りゆうを見よう見まねでコピーし、芹せり沢ざわ鴨かもを相手に無限とも思える斬り合いを繰り返して習得したものだ。兄弟子とともに戦うかのように、呼吸が合う。

　雨中の激闘は、一時間ほど続いただろうか。

　薩さつ摩ま士族たちの剛剣にもさすがに凄すさまじいものがあり、対等な勝負だったら決着はどうなっていたかわからない。が、不意を打たれて次々と味方を斬られ、追い込まれていった薩さつ摩ま士族たちはついに陣地を放棄して敗走した。それほど新選組の斬り込みの圧力が圧倒的だったということだろう。

　激戦だったが、意外と西さい郷ごう軍側の死者は少なかった。薩さつ摩ま士族たちは、戦っている時は命を捨てて無我夢中で斬り込んでくるのだが、いざ戦況不利を悟ると逃げ足が速い。臆病だからではない。勝てぬとわかれば無謀な玉砕を避け、すぐさま再度の決戦を挑んでくる。そして、勝つか全滅するかいずれかの「決着」がつくまで何度でも執しつ拗ように戦い続ける。それが「武士の中の武士」薩さつ摩ま隼人だ。故に大おお村むら益ます次じ郎ろうがもっとも警戒している事態は、彼らを相手に回しての長期戦突入なのだ。

　試し衛えい館かんの仲間たちに、死者はいない。永なが倉くらさんやイバハチさんなど浅手の怪け我がを負った者が数名いるのみだった、この俺を含めて。近こん藤どうさん、佐さ々さ木き、服はつ部とりの三名は無傷。

　二ふた股また口ぐちですでに対薩さつ摩ま斬り込み部隊との白はく兵へい戦せんを経験していたことも俺たちにとって有利だったが、やはり雨中の奇襲によって先手を奪ったことが勝因だった。

「やったねー周しゆうちゃん！　ごめんねー気がついたら孤立させちゃって～。義母ははそして婚約者として失格よね。よよよ……」

「いいんですよ近こん藤どうさん。相変わらずかすり傷ひとつ負ってないんですから、つくづく近こん藤どうさんは剣けん鬼きですね。俺はまたまたあちこち斬られましたよ」

「だ、だいじょうぶか周しゆう平へい？　いけない、指から血が！　私が舐なめて止血消毒しよう。まさかほんとうに唾液で消毒ができるとは、さすが未来知識は進んでいるな……あむっ」

「ひ、土ひじ方かたさん!?　恥ずかしいですから、そのっ……」

「なんとお？　やはり近こん藤どう氏うじとの結婚話は虚言でござったか、周しゆう平へい氏うじいいいいいい!?」

　背後の横よこ平ひら山やまを東京軍が奪った今、田た原ばる坂ざか丘陵の西さい郷ごう軍ぐん本陣は退路を断たれる寸前。すぐに西さい郷ごう軍ぐんは大量の援軍を送り込んでくる。今は結婚話を蒸し返して佐さ々さ木きを爆発させている時じゃないのに、土ひじ方かたさん……久々に剣を抜いて昂たかぶっているのだろうけれど。

「あっ周しゆう平へい。今、私を無能呼ばわりしたな内心で？　失敬な奴やつめ。私は副将としてちゃんと仕事しているぞ！　すぐに大おお村むらを横よこ平ひら山やまに呼び田た原ばる坂ざかを砲撃する砲台陣地を築きつつ、七なな本もとを強襲して田た原ばる坂ざかの出口を塞ぐ！　大おお久く保ぼもここに連れてきて、巣ごもりしている西さい郷ごうを田た原ばる坂ざかへ釣りだす決定打とする！」

「し、失礼しました！　昂たかぶっていたのは俺のほうでした！」

「……みょ、妙なことを言うな。私まで照れてきた……佐さ々さ木きが暴発寸前だぞ、ばか」

「はじめちゃん、どこの派閥が勲功一番なのかなー？　沖おき田たさん派閥が優勝だったりしてー。はじめちゃんの剣裁き、今までに見たことがないくらい凄すさまじかったもんねー」

「……うん。大勢斬ったけれど、でも致命傷を与える一撃は避けてたから。総そう司じも皮一枚遺のこして殺さずに相手を斃たおしていたし……勲功一番を取れなかったかも。ごめんね総そう司じ。なんだか、自分で自分を斬っているような気分になって……総そう司じを斬っているかのようにも」

「ボクも同じだよはじめちゃん。それでいーんだよ。剣を抜いて殺し合う時代は終わったー！　これが活人剣ってやつかなー？」

　信じられない。二人の剣の達人は、俺なんかには理解の及ばない会話を笑顔で交わしていた。あの乱戦の中で、皮一枚を残して相手の命を寸止めで救いつつ斃たおすだなんて。天賦の才能がない俺にはとても無理だ……同時に、斎さい藤とうさんと沖おき田たさんはこの横よこ平ひら山やまでついに剣士としての最高の高みに到達し、そして燃え尽きたんだな、と思う。

　田た原ばる坂ざか決戦は、一気に終局へと奔はしりだしていた。

　雨はなお、降ふり止やまない。




　　※




　田た原ばる坂ざかを離れて北の山やま鹿が戦線で果敢に戦い押しに押していた桐きり野の利とし秋あきは、「新選組の奇襲により横よこ平ひら山やまを失しつ陥かん。その横よこ平ひら山やまから田た原ばる坂ざか最後方の七なな本もと柿かき木き台だい場ばへの総攻撃が即座に強行され、わが軍は七なな本もとをも失しつ陥かん！」という急報をそれぞれ得ると同時に「七なな本もとを押さえられ退路を塞がれた以上、田た原ばる坂ざかの本隊は壊滅する」と危機感を覚え、直ちに手勢を率いて田た原ばる坂ざかと熊本城を繫つなぐ要地・植うえ木きへと進軍を開始していた。

　その桐きり野のは行軍中、後方の本営に控えて厳重な警護を受けていたはずの西さい郷ごう隆たか盛もりが率いる部隊と邂かい逅こうし、慌てて合流した。

　桐きり野のは西さい郷ごうに「田た原ばる坂ざかは危なか！　どうか西せ郷ごどんは本陣に。それに新選組の連中は、このおいが撃破したか」と退却を願った。

　だが、西さい郷ごうは「こればかりは」とはじめてこの戦で自分の意志をはっきりと表明した。

「七なな本もとに陣取る東京軍はもはや新選組のみではなか。大おお村むら益ます次じ郎ろうとともに、一いち蔵ぞうどんご自身が横よこ平ひら山やまから七なな本もとへと入り、おいとの会見を望んでおりもす。一いち蔵ぞうどんが最前線の死地に我が身を晒さらした以上、おいも一いち蔵ぞうどんの覚悟に応えにゃなりもはん」

「大おお久く保ぼが？　東京新政府を独裁しているあの女が、まさか？　おいは聞いちょらん。なぜそんな真ま似ねを？」

　最前線で戦っていた桐きり野のが得た情報よりも、西さい郷ごうの得た情報のほうが「最新」のものだったのは、大おお久く保ぼが直接西さい郷ごうに「会見を望む」との使者を送り届けていたからである。まさに桐きり野のは新選組に釣られ、そして西さい郷ごうは大おお久く保ぼに釣られたのだ。

「半はん次じ郎ろうどん。おいには人の感情はわかっても、人の思考は読めぬでごわす。おいは愚か者でごわすからなあ。じゃどん、一いち蔵ぞうどんの考えているこつだけはおおむねわかりもす。おいと一いち蔵ぞうどんはなあ、兄きよう妹だいよりも深き絆きずなで結ばれちょりもす」

「……そいでも。あの薩さつ摩ま隼はや人との風上にもおけぬ策謀家の大おお久く保ぼに限って、西せ郷ごどんと戦場で堂々の会見に臨むとは、おいには信じられもはん。かつては坂さか本もとどん暗殺をおいに命じ、今回は西せ郷ごどんさえも刺殺させようとした腹黒き女でごわす。こんどこそ西せ郷ごどんは暗殺されっど」

「そいは誤解でごわす半はん次じ郎ろうどん。女は武士ではないと思い込むのは、おまさんたち薩さつ摩ま士族の悪癖ごわすぞ。一いち蔵ぞうどんはおいの考えを熟知し、そいを食い止めようとしちょりもす」

「西せ郷ごどんのお考え？　大おお久く保ぼが独裁する東京新政府を倒して西さい郷ごう政府を樹立し、滅び行く士族を救済する。そいがおいたちの夢でごわすが、西せ郷ごどんには異なるお考えが？」

「……そいは一いち蔵ぞうどんと相対した時にお教えしもそ。今ここでおいが半はん次じ郎ろうどんに殺されては、一いち蔵ぞうどんと会えぬ。それでは、互いに悔いが残りもそ」

「まさか。おいが西せ郷ごどんを斬るはずがなか!?　西せ郷ごどんのおらん世界に、おいは一日たりとも生きてはおられん！　西せ郷ごどん以外に、おいに死に場所を与えてくれるお方はおらん！　おいは最後まで西せ郷ごどんの忠犬じゃ！　いったい西せ郷ごどんは、なにを……」

　西さい郷ごうと桐きり野のは、大おお村むら益ます次じ郎ろうの「餌」に釣られた。いや、西さい郷ごうはこれが大おお村むらの策であることを見抜いていたが、敢あえて乗った。大おお久く保ぼ利とし通みちが自分に会うために目の前に来ている。戦場の最前線に。ならば、自らも大おお久く保ぼに応えて田た原ばる坂ざかへ行かねばならない。たとえその結果、大おお村むら益ます次じ郎ろうの罠わなに陥って破滅するとしても、西さい郷ごうはあの大おお久く保ぼがこの土ど壇たん場ばで自分に向けて差し伸べてきた手をどうしても振りほどけなかった。

　会えば、話し合えば、再び理解し合えるかもしれない。しかし、それでも自分の考えは変わらない。薩さつ摩ま士族に敗れるような惰弱な新政府ならば倒れるべきであった。だが薩さつ摩ま士族は新政府軍を倒せなかった。この上は大おお久く保ぼに日本を委ねたい。自分は士族とともに滅び大おお久く保ぼによる新国家建設の礎いしずえになりたい。この西さい郷ごうの望みは、一種の破滅願望ではあったが、大おお久く保ぼとのかけがえのない友情を最後まで貫きたいという想いでもあった。

　西さい郷ごうは（一いち蔵ぞうどんのもとには、最優の軍事参謀大おお村むら益ます次じ郎ろうと、最強の剣客集団新選組がおりもした。半はん次じ郎ろうどんたち薩さつ摩ま士族もすばらしか勇猛な剣士たちじゃどん、芹せり沢ざわ鴨かもが守る熊本城ば落とせず、命綱とも言える田た原ばる坂ざかば僅か一日で封鎖されもした。こん戦の勝敗はすでに決しもした……薩さつ摩ま隼はや人とたちの皆さまは、そいでもこん負け戦をなお戦って死に絶えもすか。そん時はおいも一緒に死にもそ）と薩さつ摩ま士族の完全敗北を悟りながら、幕末の京で剣を振れない西さい郷ごうを最後まで守り抜いた伝説の用心棒「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」の顔に戻った桐きり野のを連れて、運命の田た原ばる坂ざかへと粛々と行軍を続けた。




　　※




　雨の田た原ばる坂ざか。

　田た原ばる坂ざか正面へ本隊が無謀な突撃を繰り返す中、新しん撰せん旅りよ団だんの抜刀奇襲によって田た原ばる坂ざか後方の横よこ平ひら山やまを奪取した東京軍は、田た原ばる坂ざかの「出口」にあたる七なな本もと柿かき木き台だい場ばをも奪取し、退路を断たれて前後から挟撃された田た原ばる坂ざか西さい郷ごう軍ぐん本陣への総攻撃準備を終えつつあった。

　七なな本もとを東京軍が塞いだ今、田た原ばる坂ざか丘陵に籠もる西さい郷ごう軍ぐん本隊は熊本への帰路を失い、全滅するか降伏するかの二択を迫られている。むろん、総大将の西さい郷ごうが「降伏する」と言わない限り、彼ら薩さつ摩ま士族は絶対に降伏しない。文字通り全滅するまで戦い続けるだろう。

　ついに西さい郷ごうは、用心棒の桐きり野のを連れて植うえ木きに来た。

　七なな本もとで西さい郷ごうを待ち続けていた大おお久く保ぼと、七なな本もととは目と鼻の先に位置する植うえ木きに陣取った西さい郷ごう。互いの使者の間で「会見場所をいずれにするか。七なな本もとか植うえ木きか」という交渉が行われ──大おお久く保ぼ自身が、自ら植うえ木きの西さい郷ごうのもとへ向かうと決断した。

　互いに西さい郷ごう軍ぐん本営への銃器及び剣の持ち込みは禁止。両者ともに丸腰で「会見」を実施すると定まった。

「虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずよ。ここで吉きち之の助すけさぁに会いに行かなければ、本来の未来と同じ結末に至ることになる。大おお村むら益ます次じ郎ろう、戦況を説明する役割はあなたよ、供をして。ただし余計なことは口にしないように。あなたは意識せずに相手を怒らせるから……近こん藤どう勇いさみ。土ひじ方かた歳とし三ぞう。近こん藤どう周しゆう平へい。三人は私の用心棒として同行を願うわ」

「この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうも参りましょうぞ！　否とは言わせませぬぞ、近こん藤どう氏うじの命がかかっておるのです！」

「イバハチちゃんも行くっ！　土ひじ方かたちゃん、ケンカになったらこのイバハチに任せて！　イバハチは素手でも強いんだよー！」

　大おお久く保ぼは「あなたたちは不必要よ」と渋ったが、「土ひじ方かたちゃんのためだもん！」と譲らない江戸っ子のイバハチさんと「近こん藤どう氏うじの命の問題なのですぞ」と泣いて土下座する佐さ々さ木きの説得にこれ以上時間を浪費できない。東京軍側の会見出席者は、総勢七人となった。




　植うえ木きの本陣で待ち構えていた西さい郷ごう軍ぐん側の主要メンバーは、総大将の西さい郷ごう隆たか盛もり。実質的な西南戦争の指揮官で西さい郷ごうの用心棒も務める桐きり野の利とし秋あきこと中なか村むら半はん次じ郎ろう。副将格の篠しの原はら国くに幹もとと村むら田た新しん八ぱち。桐きり野のの従い兄と弟こで、西さい郷ごうが特にかわいがっている別べつ府ぷ晋しん介すけ。総勢五人。

　交渉が決裂すれば、田た原ばる坂ざかで血で血を洗う大だい殲せん滅めつ戦せんがはじまる。互いに譲れない。とりわけ、東京軍使節の先頭を切って陣中に入ってきた大おお久く保ぼの姿を前にした桐きり野の利とし秋あきは「おはんが坂さか本もとどんに続いて西せ郷ごどんまで刺殺しようとしたために、こん戦ばはじまった！　誠の人斬りはおはんじゃ！」と顔を紅あかくして叫んでいた。

　陸軍少将桐きり野の利とし秋あきは「歩きながら電光石火の速さで抜刀して人を斬り、素知らぬ顔で死骸の横を通り過ぎる」と幕末の京で恐れられた「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」である。仇きゆう敵てきの顔を見た瞬間に反射的に詰め寄ろうとした桐きり野のを、西さい郷ごうと村むら田た新しん八ぱちが押さえつけていた。

「半はん次じ郎ろうどん、一いち蔵ぞうどんにも言いたいことを言っていただきもそ。じゃどん一目見て、おいにはわかりもした。一いち蔵ぞうどんは、おいを殺そうなどとはしちょりもはん。そん疑惑は誤解でごわす。すなわち、おいの刺殺の件を問いただすという西さい郷ごう軍ぐん蜂起の大義名分は間違いでごわした！」

「……吉きち之の助すけさぁ。こうして生きて再びあなたと会えるとは、噓うそのようだわ。お互いに周囲に制止されて、絶対に会えないはずだった。でも、一目だけでもいい、会えれば必ず誤解は解けると私だけはわかっていた……今私が抱いている感情がわかる？　吉きち之の助すけさぁ……ううっ……」

「よっく、わかりもんど。一いち蔵ぞうどんがおいを殺そうと企たくらむなど、ありえぬ話でごわしたな。じゃどん、おはんも薩さつ摩ま武士でごわす。人前ではらはらと泣いてはなりもさん」
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「……どうしてあなた自身が軍を指揮しなかったの、吉きち之の助すけさぁ。熊本城など無視して長崎を占領し港を奪っていれば、あなたはすぐにでも船に飛び乗って京都にいる私と会見できたというのに。なにも考えずに軍を直進させて目の前の熊本城に固執するなんて、あまりにも愚かな戦略だわ。いいえ、こんなものは戦略とすら言えない。やっぱり──あなたは桐きり野のたちに指揮を執らせたのね」

「もともとこいは若き薩さつ摩ま士族たちの戦ごわす。おいは旗頭じゃどん、東京新政府と薩さつ摩ま士族のいずれが未来に生き延びられるのかを黙って見ちょりもした」

「こちらにはあなたが処理できなかった上うえ野の戦争を一日で片付けた大おお村むら益ます次じ郎ろうと、そして新選組がいるのよ。九分九厘負けるとわかっていたのでしょう？　東京軍に勝って私の首を刎はねるつもりなんて、あなたにはなかったのでしょう？　自ら滅ぼした薩さつ摩ま士族の憤ふん懣まんやるかたない『感情』に同情して、九州で彼らと一緒に死のうとしていたのでしょう？　相変わらず吉きち之の助すけさぁは無責任だわ！　あなたはいつもそうやって、私にすべてを押しつけて勝手にどこかへ消えてしまうのよ！」

「……申し訳なか。一いち蔵ぞうどんには、つい甘えてしまいもす……じゃどん、勇猛果敢な薩さつ摩ま士族にも一分の勝機はありもした。これほど早く決着がついた原因は、東京軍の進軍があまりにも速すぎたこつごわす。まるで予あらかじめ薩さつ摩ま軍ぐんの未来の行動を知っているかのごつ」

　西さい郷ごうは、激げつ昂こうして泣きやまない大おお久く保ぼに深々と頭を下げて巨体を小さく丸めながら「もしや一いち蔵ぞうどんたちは未来を知っとったでごわすか」と気づき、巨眼を見開いていた。

　大おお村むら益ます次じ郎ろうが「未来を知らなくても私は天才軍略家ですからこの程度の戦はお茶の子さいさいですが、ええ、知っていましたとも。近こん藤どう周しゆう平へいさまは未来から来られたお方なのです♡」とどうしても俺を自慢したいらしくつい口を滑らせ、西さい郷ごうは「そいですべて腑ふに落ちもした。十割勝てぬ戦ならば、おいの身を挺ていしてでも戦ば止めるべきでごわした！」と膝を打った。

　むろん桐きり野のたち西さい郷ごう軍ぐん幹部には、西さい郷ごうたちがなんの話をしているのか理解できない。まず大おお久く保ぼと西さい郷ごうの能力についてすら彼らは知らない。まして、俺が未来人だなんて唐突な話は、彼らの理解力の範はん疇ちゆう外がいだった。

　大おお村むらは口が滑った勢いのままに「皆さんのもとにもそろそろ悲報が伝わると思いますが、実は私、すでに別働旅団を編成して海路から熊本と鹿児島の中間地点・八やつ代しろに上陸させ、これを占領させております。別働旅団を率いるは榎えの本もと武たけ揚あき、軍需物資の運搬担当は三みつ菱びしの坂さか本もと龍りよ馬うまです」と言いだし、桐きり野のたちは騒然となった。まさか、ハッタリじゃ、と桐きり野のは信じようとしなかった。が、すぐに伝令が陣内に飛び込んできて、大おお村むらの言葉が事実であると確認された。

「薩さつ摩ま士族は前へ前へと攻め上ることしか考えない猪いのしし武む者しやですから、背後の八やつ代しろも本拠地の鹿児島も空き家同然。別働旅団は直ちに鹿児島も占領します、当たり前ですが。さて、八やつ代しろの後背軍と博はか多たから進んできたわれらに挟撃され熊本城奪取が不可能となれば、熊本から引き上げて天然の要害・人ひと吉よし盆ぼん地ちに籠もり持久戦に移るしかない。これくらいは皆さんでも思いつくでしょう。が、皆さんは人ひと吉よしに退却する前に田た原ばる坂ざかに封じ込められた西さい郷ごう軍ぐん本隊を解放せねばならず、われらとこの地で激戦を戦わねばなりません。西さい郷ごう隆たか盛もりに限って、田た原ばる坂ざかのお味方を見捨ててはいけますまい。その隙に別働旅団はさらに兵を進めて人ひと吉よしをもさっさと占領します。故に、西さい郷ごう軍ぐんは詰みです」

　ことごとく奇襲、空き巣狙い、不意打ちばかりじゃ！　まともな戦もせずに勝てばおはんはそれでよかか？　と納得がいかない桐きり野のは大おお村むらに迫った。

　だが相手の感情というものに興味がない大おお村むらは顔色ひとつ変えず「戦争は冒険ではなく勝つためにやるものであり、同じ勝ち戦でも人がより少なく死ぬほうがよろしい、当たり前です。私の本業は医者です。人の命を救うことが私の仕事です──その私が軍略を操り兵を動かすのは、戦争による死傷者を減らすためです。天才の私が軍の指揮を執れば、何百人かの兵を殺しますが、何千人何万人も救えますから命の差し引きは大幅なプラスです。これは木き戸どさんが私に与えてくださった天職なのです──私を見直して惚ほれ直なおしましたか周しゆう平へいさま♡」と桐きり野のの怒気をまったく感知できないでいる。彼女は感情がないかのように見えるが、心中には高こう邁まいな理念を抱いていた。この大おお村むら益ます次じ郎ろうを見み出いだして長ちよう州しゆう征伐戦の軍師に大だい抜ばつ擢てきした木き戸どは偉大な革命家だったのだ、と俺ははじめて痛感した。

　西さい郷ごうにも大おお村むらのようなタフさがあれば……西さい郷ごうは、どれほど多くの人間を救おうとも不幸にも死んでいく「何百人」の感情のマイナスに耐えきれずに自死を選んでしまう男だ。

「吉きち之の助すけさぁ。あなたが江戸の町人たちに同情して江戸無血開城を認めながらも『こん新政府はすべてが中ちゆ途うと半はん端ぱでごわす。革命には徹底した戦が必要でごわした』と思い詰め、不完全燃焼だった薩さつ摩ま士族たちに担かつがれるままに西南戦争で死ぬ未来を、私は近こん藤どう周しゆう平へいの記憶を通じて知ってしまった。だからこうなる運命を私はなんとしても回避したかった。ほんとうはあなたが望む徹底的な武力討幕革命を断行し、あなたと薩さつ摩ま士族に維新戦争で完全に燃え尽きてほしかった。無血革命路線を突き進んでいた坂さか本もと龍りよ馬うまを暗殺しようとしたのも、あなたを救うためだったの。でも、ダメだった……どれほど策を弄しても、西南戦争は止められなかった……」

「理屈はよか。一いち蔵ぞうどんの真意、おいにはすでに伝わりもした。これまでの無礼な失言を詫わびもそ、一いち蔵ぞうどん」

「西さい郷ごう軍ぐんにはもう逃げ場はないわ。それでもまだ戦う？　田た原ばる坂ざかで決戦をはじめる？」

「んにゃ、一いち蔵ぞうどん。おいたちの完敗ごわす。近こん藤どう周しゆう平へいどんがまさか未来から来たお人でごわしたとは、相手の感情しか読めぬおいにはわかりもはん。その話、おいに早く打ち明けてほしかったでごわすな」

「あなたに未来を教えても無駄だとわかっていたから。結局あなたを救うには、薩さつ摩ま士族たちが維新戦争を戦って消耗し尽くすしか道がなかった……本来の歴史よりも苦戦し、徹底的に戦って戦って、薩さつ摩ま士族ことごとくが斃たおれる以外に道は……でも、近こん藤どう周しゆう平へいがいる限りそれは不可能だったのよ。それに、私だって郷里の仲間たちを皆殺しにする策なんてほんとうは望まないわ。私にだって、感情はある……吉きち之の助すけさぁは知っているでしょう？」

「知っちょりもす。おはんのつらか想いは、おいが誰よりも知っちょりもす」

「薩さつ摩ま士族たちの感情を捨てられなかったのはあなたらしいわ。でも──私の感情のことも考えてよ！　どうして、私を捨てて薩さつ摩ま士族と死のうとしたの!?　月げつ照しようとは心中できても、なぜ私とは心中してくれなかったの？　私が女だから、一緒に死ぬ価値もないの？」

「……そいは誤解じゃ。一いち蔵ぞうどんは、おいにとって誰より親しき家族でありもす。幾たびもおいの命を救ってくれた一いち蔵ぞうどんを、おいのために死なせたくはなか……そいだけは、どげんしても、おいにはできもはん」

「ならば降伏して！　私たちが生きて再会できたこと自体、近こん藤どう周しゆう平へいと新選組が起こしてくれた奇跡なのよ。今が、運命を変える最後の機会なのよ！」

「……おいの一存では決められもはん。半はん次じ郎ろうどんたちと決むっことど」

「聞いて、吉きち之の助すけさぁ！　あなたが死ねば、すぐに私も死ぬのよ！　私を恨む士族は薩さつ摩ま人じんだけではない。私はあなたを慕う石いし川かわ士族に暗殺される。死ぬことは構わない！　完全な心中だもの、私にとっては幸福な最さい期ごですらある！　その時は、あなたから貰もらった手紙を懐ふところに抱いて死ぬわ！　でも……これからの日本はどうなるの？　あなたと私を欠いた新生日本は？　ついでに西南戦争の心労がたたって木き戸ども死ぬわ！」

　大おお久く保ぼが今まで「未来」について西さい郷ごうに語らなかった理由は俺にはわからないが、未来を知れば知るほど、「人間の運命は天が定めちょりもす」という運命論とも言うべき哲学を持っている西さい郷ごうはかえって諦念を抱き、定められた未来を人為的に変えようとする努力を拒絶し、運命に身を委ねようとしてしまう。彼はそういう人間なのだろう。

　しかし、そんな西さい郷ごうがはじめてあからさまに動揺した。泣きながら未来を訴える大おお久く保ぼの「感情」が、彼にだけは直接伝わるのだ。

「おいが死ねば、一いち蔵ぞうどんも殺されるでごわすか!?　ちょっしもた！　おいは、大馬鹿者でごわした……！　一いち蔵ぞうどん……申し訳、なか……！」

　そう。自らの死には常に恬てん淡たんとしていた西さい郷ごうが、「自分がここで死ねば大おお久く保ぼも死ぬ」と知った瞬間に顔色を変えて激しく身震いしたのだった。

　西さい郷ごうは、大おお久く保ぼに「心中しましょう」と迫られても決して首を縦に振らなかった男だ。

　男女の関係を越えた絆きずなが二人にはあり、西さい郷ごうが九州での自死を決意した理由のひとつには大おお久く保ぼがいれば日本は心配ないと彼女の能力と志を信じていたことがあった。

　その西さい郷ごうが大おお久く保ぼを救うべく「降伏」の二文字を口にしようとした、その時。

　西さい郷ごうが薩さつ摩ま士族を裏切って大おお久く保ぼに屈しようとしている！　と悟った桐きり野の利とし秋あきが、偉大なる維新の英雄西さい郷ごうを「敗北者」にしたくないという一時の感情に囚とらわれて暴発していた。

　瞬時に「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」の形相に立ち戻った桐きり野のは、机の下に隠していた愛刀和いず泉みの守かみ兼かね定さだを摑つかみ取とり、大おお久く保ぼへと突進していた。同時に、桐きり野のの感情の急変を察知した西さい郷ごうの巨体は、背後で彼を護衛していた別べつ府ぷ晋しん介すけたちに「危なか！」と取り押さえられる。

　岡おか田だ以い蔵ぞうたち幕末の人斬りを相手に戦い続けてきた殺人剣士が放つ、一撃必殺の一手打ち。あまりにも素早く、まるで殺気を放たず。完成された暗殺剣だった。大おお久く保ぼの額は無残に叩たたき割わられるはずだった。だが。

「いけない！　大おお久く保ぼさん！」

「かっちゃん！」

　大おお久く保ぼの左右に侍はべっていた近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが、咄とつ嗟さに大おお久く保ぼを庇かばう。二人とも丸腰だった。もしも虎こ徹てつと兼かね定さだを帯刀していれば、二人は桐きり野のを返り討ちにしただろう。が、取り決めに愚直に従ったがために、二人には戦う剣がない。いずれにせよ剣を陣内に持ち込むことは不可能だった。

「邪魔をするかああああっ！」

「……がっ……！　しゅ、周しゆうちゃん……トシちゃん……ごめん……ね……虎こ徹てつさえあれば……」

「……和いず泉みの守かみ兼かね定さだを……くだらぬ暗殺に使うな……この……人斬り……め……周しゆう平へい……すまない、あとは頼む……」

　斬られた。身を挺ていして大おお久く保ぼを庇かばった近こん藤どうさんが一撃で額を割られ、桐きり野のが力任せに振り下ろした切っ先はそのまま土ひじ方かたさんの胸元に深々と突き立っていた。

「うおおおおおお、近こん藤どう氏うじいいいいっ？　中なか村むら氏うじ、貴様あああああああっ！」

「ひ、土ひじ方かたちゃんっ!?　噓うそだよこんなのっ!?　桐きり野のおおおっ！　頭おかしいんじゃないのか、てんめえええ！」

「……近こん藤どう周しゆう平へい。打ち合わせ通りに直ちに『闘死』して、お願い！」

「周しゆう平へいさま。ご帰還をお祈りしながらこの大おお村むらも愛するあなたとともに死にます、当たり前ですが」

「大おお久く保ぼ卿きよう、承知！　近こん藤どうさん……土ひじ方かたさん……もう絶対に死なせないと誓っていたのに……ちくしょおおおおおっ！　桐きり野のおおおおっ！　よくも血迷ったな、それで陸軍少将かあっ！　一時の感情にあかせて人ひと斬きり半はん次じ郎ろうに戻るとは、それでも軍人かああっ！　恥を知れ、この人斬りがあっ！」

「おう、近こん藤どう周しゆう平へい！　おいは西せ郷ごどんの無二の親友ば殺した！　西せ郷ごどんに詫わびるべく、この場で切腹しもそ！　じゃどん、近おう江み屋や以来の仇きゆう敵てきのおはんだけは地獄へ連れていく！　チェストオオオオオ！」

　挑発。桐きり野のが切腹する前に、俺へと刃を向けさせる。俺は徒手空拳のまま、桐きり野のへと突進していた──そして、喉元を桐きり野のの剣に貫かれた。




　　※




　……

　……

　……

　東京軍側の会見出席者は、総勢七人。全員が丸腰である。入室時に身体チェックされるため、刀や銃器の持ち込みは不可能だ。

　植うえ木きの本営で待ち構えていた西さい郷ごう軍ぐん側のメンバーは、総大将の西さい郷ごう隆たか盛もり。実質的な西南戦争の指揮官で西さい郷ごうの用心棒も務める桐きり野の利とし秋あきこと中なか村むら半はん次じ郎ろう。副将格の篠しの原はら国くに幹もとと村むら田た新しん八ぱち。桐きり野のの従い兄と弟こで、西さい郷ごうが特にかわいがっている別べつ府ぷ晋しん介すけ。総勢五人。

　ただし桐きり野のは剣を隠しており、いつでも大おお久く保ぼに斬りかかれる。

　そして机の下で、俺は密ひそかにその大おお久く保ぼと掌てのひらを重ね合わせていた。

「大おお久く保ぼさん。俺の記憶は読み取れましたか？　俺はいったいどうすれば？」

「死に戻ってくるまでの三さん千ぜん世せ界かいでの記憶が膨大すぎて少し苦労したけれど、読めたわ……そうね、会見の流れを変えるわ。桐きり野のを決して激げつ昂こうさせてはならない。彼は西さい郷ごうを敗軍の将にだけはしたくないの。はじめからここですべての責任と罪を背負って死ぬ覚悟よ」

　西さい郷ごうが大おお久く保ぼに見せた親友としての情愛は、桐きり野のたち西さい郷ごうを慕う薩さつ摩ま士族にとっては耐えがたいものがあったのだろう。「嫉妬」だ。大おお久く保ぼが女であるがために、そして彼らとは真逆の「薩さつ摩ま士族失格」と呼ばれる狡こう猾かつな策士性格であるがために、激しく嫉妬される。

　ならば、西さい郷ごうに「降伏」の二文字を口にさせてはならない。

　大おお久く保ぼと西さい郷ごうの対話が、クライマックス直前まで再び進行する。そして。

「……一いち蔵ぞうどんは、おいにとっては誰より親しき家族でありもす。幾たびもおいの命を救ってくれた一いち蔵ぞうどんを、おいのために死なせたくはなか……そいだけは、どげんしても、おいにはできもはん」

　ここで大おお久く保ぼが感情を激しながら自らの死の運命を西さい郷ごうに伝えれば、西さい郷ごうは震えながら情に流されて「一いち蔵ぞうどんに降伏しもす」と告げる。そして、崇拝する英雄西さい郷ごうの敗北を決して認めたくない桐きり野のが激げつ昂こうして大おお久く保ぼを殺し、自らも切腹する。

　故に、大おお久く保ぼは「言葉」を微妙に変えた。同時に、揺れ動く自らの感情をも強烈な意志力によって制御する。情に厚い西さい郷ごうが激しないように、静かに、包み込むように西さい郷ごうへの敬愛の念だけを胸に抱きながら、嚙かみしめるように言葉を重ねる。

「吉きち之の助すけさぁ。あなたが死ねば、私も死ぬわ。私を恨む士族は薩さつ摩ま人じんだけではない。私はあなたを慕う石いし川かわ士族に暗殺される。死ぬことは構わないの、やっとあなたと心中できるのだもの。日本の未来は狂ってしまうけれども、私にとっては最高に幸福な最さい期ごよ。だって、あなたのいない日本に私が生き続ける意味なんてない。かつて遠島を命じられたあなたとともに死にたいと乞い願ったあの日から変わっていないわ、私の心は」

「一いち蔵ぞうどん？　己の死の運命を、一いち蔵ぞうどんはなぜ喜ぶでごわすか？」

　大おお久く保ぼの「感情」が変わったために、西さい郷ごうの反応もまた大きく異なっていた。先刻は大おお久く保ぼが生の感情を爆発させてしまったために、西さい郷ごうの感情も激しく揺れた。この感情爆発の連鎖が、熱すぎる魂を持つ桐きり野のを暴発させた。だから、大おお久く保ぼは慎重に、自らの感情を制御し続けている。相手の感情をそのまま受け取ってしまう繊細な西さい郷ごうを決して傷つけないように。

「だって私に生きる目的と意味と場所を与えてくれた人は、吉きち之の助すけさあ。あなたなのだから。あなたとともに生き、そして死ぬ。それが私の夢。あなたのもとに集っている薩さつ摩ま士族たちと同じよ、なにも変わらない。ただ……」

「ただ？」

「優先事項が少し違う。いかに武士らしく死ぬかということよりも、私はあなたに生きていてほしい。そちらのほうが私にとっては大事なの。心中は最終手段よ。だから──陸軍大将西さい郷ごう隆たか盛もりに、新政府に戻ってきてほしい。参議でも、内ない務む卿きようでも、あなたが働きやすい役職を準備するわ。この戦は西さい郷ごう軍ぐんの勝利よ。私はあなたの部下となって新政府で働くわ。他にあなたに生きてもらう道がないのならば、私は喜んで吉きち之の助すけさぁに降伏する」

　なにを言いだすのですかーっ！　西南戦争はわれらの勝利です、当たり前ですが！　と大おお久く保ぼの背後に立っていた大おお村むら益ます次じ郎ろうが珍しく感情を剝むき出だしにして地団駄を踏んだ。

「そいでは窮乏する薩さつ摩ま士族たちの蝦え夷ぞ地ち屯とん田でんを認めてくれるでごわすか、一いち蔵ぞうどんは？　そいが、おいの唯一の要求でごわす」

「ええ、認めるわ。ただ私は、今回の西南戦争同様に薩さつ摩ま士族が暴走してロシアと戦争をはじめることを危惧しているの。吉きち之の助すけさぁの蝦え夷ぞ地ち入りを阻止したのはそのためよ。近こん藤どう勇いさみと土ひじ方かた歳とし三ぞう率いる新しん撰せん旅りよ団だんの指揮下に入った薩さつ摩ま士族たちが、蝦え夷ぞ地ちに屯とん田でん兵へいとして駐屯する──この条件だけを吞のんでくれれば、あとは吉きち之の助すけさぁにすべてお任せするわ」

　かかか勝手なことを言うな、私は周しゆう平へいと結婚して食堂でメイドさんをやるのだ！　とこんどは土ひじ方かたさんが慌てたが、大おお久く保ぼが「降伏する」と口にしたことで桐きり野のたち西さい郷ごう軍ぐん幹部はみな「西せ郷ごどんは」「敗軍の将になる恥を免まぬがれるのか」と安あん堵どし、平静を保っていた。大おお久く保ぼとも親しく、暴発に最後まで反対していた西洋帰りの村むら田た新しん八ぱちに至っては「よかった、よかった……西せ郷ごどんを死なせずに済んだ」と嬉うれし涙なみだを流している。

「んにゃ。こん戦は誰が見ても一いち蔵ぞうどんの勝ちでありもす。降伏ではなく、和睦でよろしかろう。おいは、今いちどだけ一いち蔵ぞうどんのもとで働かせていただくでごわす──半はん次じ郎ろうどんたち薩さつ摩ま士族をどうかよろしくお願いしもす、近こん藤どうどん、土ひじ方かたどん。二度と今回のような暴発をさせぬよう、彼らを局きよく中ちゆう法はつ度とで厳しく縛っていただきもそ」

「ええと。突然の話で頭がついていきませんが、わかりました～。私、蝦え夷ぞ地ちでジャガイモ畑を開墾しようと思ってるんです～。カリーの具としてたくさん生産したくて～」

「わはははは！　西南戦争は西さい郷ごう軍ぐんの勝ち、蝦え夷ぞ地ち駐屯軍は近こん藤どう氏うじが隊長に。両者五分五分といったところですかな！　目め出で度たきかな、目め出で度たきかな！　あとは周しゆう平へい氏うじとの結婚だけですな近こん藤どう氏！」

　佐さ々さ木きが呵か々か大たい笑しようする。この人の豪快かつ粗野な喋しやべり方のせいだろうが、まるで新選組が薩さつ摩ま士族に勝ったかのようにも聞こえなくもない。事実、横よこ平ひら山やまでの戦いでは新しん撰せん旅りよ団だんが西さい郷ごう軍ぐんを破っているわけだが、なにか嫌な予感がふとよぎった。

「半はん次じ郎ろうどん。蝦え夷ぞ地ち駐ちゆう屯とんの悲願、叶かないもしたぞ。こいで薩さつ摩ま士族は救われもす。一いち蔵ぞうどんと握手ば──シェイクハンドばして、こん戦はしまいにしもそ」

「……承知。まさかおはんのほうから降伏を申し出てくるとは、驚きもした。西せ郷ごどんの面目はおかげで保たれもした、大おお久く保ぼ卿きよう」

　西さい郷ごうには、大おお久く保ぼの偽りなき心情が伝わった。これで二人の運命は──。

　だが。

　吹っ切れたような笑みを浮かべて大おお久く保ぼに接近した桐きり野のは──またしても机の下に隠していたあの和いず泉みの守かみ兼かね定さだを音も立てずに手に取り、もう片方の手では親しげに握手を交わしながら大おお久く保ぼの胸元に静かに剣を突き立てていたのである。感情をいっさい揺らすことなく。まさに「人ひと斬きり」だった。

　半はん次じ郎ろうどん、なにをするかあああ!?　と西さい郷ごうが悲鳴のような声をあげた。が、間に合わない。俺も近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも予想だにしていなかった、あっという間の凶行だった。

「……がっ……な、なぜ……どうして……」

「人のよか西せ郷ごどんは騙だませても、おいは騙だまされん。どこの世界に、完璧な勝ち戦をしていながら降伏する者がおるかあああ！　おはんがここで降伏して西せ郷ごどんを政府に呼び戻しても、東京政府の木き戸どたちが認めるはずがなか！　蝦え夷ぞ地ち出兵を潰したおはんは、今もまた西せ郷ごどんを言葉巧みに騙だまして、おいたちと西せ郷ごどんを引き離そうと陰謀を企んじょる！　おいは絶対に信じん！」

　噓うそおおおおっ!?　と近こん藤どうさんが叫び声をあげ、土ひじ方かたさんとイバハチさんが幕末のテロリストへと逆戻りした桐きり野のの左右へと展開する。刀を奪い取るために。やはり嫉妬か。嫉妬に狂ったのか、桐きり野の利とし秋あき。西さい郷ごうだけが東京に留まり大おお久く保ぼに独占され、自分たちは新選組の監視下に置かれて蝦え夷ぞ地ちに流される、これは降伏でも和睦でもなく巧妙な分断策だとそう解釈したのか。

「半はん次じ郎ろうどん！　なんという、なんということを……ああ、ああ……血が、血が止まりもさん！　一いち蔵ぞうどん。おはんだけを置いてはおきもはん！」

「……吉きち之の助すけさぁ……自じ業ごう自じ得とくとはいえ……私も、とことん嫌われ尽くしたものね……」

「すべてはおいのためでごわす、おいの代わりにすべての汚れ仕事を、一いち蔵ぞうどんは……！」

「……近こん藤どう……周しゆう平へい……お願い……」

　俺は無言で頷うなずき、血に塗まみれた剣を握りしめながら「おいは、おいはなんちゅう短慮を」と我に返って呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた桐きり野のの正面へと飛び込んでいた。近おう江み屋や事件や蝦え夷ぞ地ち出兵妨害をはじめ、何度も大おお久く保ぼに煮え湯を飲まされ続けて疑心暗鬼に陥っていた桐きり野のは、室内に剣を隠していることを不意に思いだし、後先考えずに衝動的にやってしまったらしい。が、本来の桐きり野のはこれほど短絡的でも凶悪でもない。大おお久く保ぼが士族に暗殺されるという結末を成じよう就じゆさせるべく「運命の強制力」が働いて彼を「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」に逆戻りさせ、突き動かしたとしか思えない。捨て置けば、この男は西さい郷ごうへの罪の意識からすぐさま自じ刃じんしてしまう。その前に俺は、この男と戦って闘死しなければ──！

「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう！　それがお前の本性だ！　西さい郷ごう隆たか盛もりの副官にお前などが就いたことが、悲劇のはじまりだったんだ！　切腹する前に俺と戦え！　俺を斬ってみろ！　その根性があるか、お前に!?　それともただ感情の赴くままにしか人を斬れない狂犬か、お前は!?」

「……言いもしたな、近こん藤どう周しゆう平へい！　ならば、おはんだけは地獄へ連れて行くっ！」




　　※




　……

　……

　……

　東京軍側の会見出席者は、総勢七人。全員が丸腰である。

　入室時に身体チェックされるため、刀や銃器の持ち込みは不可能だ。

　植うえ木きの本営で待ち構えていた西さい郷ごう軍ぐん側のメンバーは、総大将の西さい郷ごう隆たか盛もり。実質的な西南戦争の指揮官で西さい郷ごうの用心棒も務める桐きり野の利とし秋あきこと中なか村むら半はん次じ郎ろう。副将格の篠しの原はら国くに幹もとと村むら田た新しん八ぱち。桐きり野のの従い兄と弟こで、西さい郷ごうが特にかわいがっている別べつ府ぷ晋しん介すけ。総勢五人。

　ただし桐きり野のは剣を隠しており、いつでも大おお久く保ぼに斬りかかれる。

　俺の記憶を読み取った大おお久く保ぼは、西さい郷ごうとの和解を果たしていた。条件は先刻と同じ。「蝦え夷ぞ地ちに駐ちゆう屯とんする薩さつ摩ま士族を近こん藤どう土ひじ方かた両者が監督する」という条件だけは、大おお久く保ぼは絶対に譲らなかった。桐きり野のがこの会見の席でテロを行う未来を何度も見た彼女は、やはり薩さつ摩ま士族を野放しにはできないと固く誓っている。少なくとも、桐きり野の利とし秋あきには委ねてはならないと──。

　だが哀かなしいことに、大おお久く保ぼの噓うそ偽りのない「感情」は、西さい郷ごう以外の人間には伝わらないのだ。彼女は幕末以来、繊細な西さい郷ごうの代わりに憎まれ役を買って出て、謀略の限りを尽くしてきた。桐きり野のたちには悪の権ごん化げとしか思えないし、彼女が西さい郷ごうを想う純粋すぎる心は彼らにはかいま見ることもできないのだ。

　故に。

「半はん次じ郎ろうどん。蝦え夷ぞ地ち駐ちゆう屯とんの悲願、叶かないもしたぞ。こいで薩さつ摩ま士族は救われもす。一いち蔵ぞうどんと握手ば──シェイクハンドばして、こん戦はしまいにしもそ」

「……承知。まさかおはんのほうから降伏を申し出てくるとは、驚きもした。西せ郷ごどんの面目はおかげで保たれもした、大おお久く保ぼ卿きよう」

　大おお久く保ぼと西さい郷ごうの和解が成り、桐きり野の利とし秋あきが笑みを浮かべながら右手を大おお久く保ぼに差し出しつつ腰を浮かせ、同時に机の下に潜ませている兼かね定さだを左手で握ろうとしたその瞬間に。

「新選組一番隊長、沖おき田た総そう司じだーっ！　御用だ、御用だーっ！　無む明みよう三さん段だん突づきっ！」

「……斎さい藤とう一はじめ、参る。和睦の席で交渉相手を殺傷せんとする輩やからは、許さない……」

「……がっ……がはっ!?」

　沖おき田たさんと斎さい藤とうさんが陣内へと風のように飛び込んできて、そして兼かね定さだを手に構えた桐きり野の利とし秋あきを容赦なく瞬殺していた。

　一対一ならば、どちらが勝つかわからない戦いとなっただろう。だが、沖おき田た総そう司じと斎さい藤とう一はじめが同時に斬りかかれば、「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」といえども対処は難しい。その上、二人の新選組最強剣士はあたかも何度もこの「奇襲」を繰り返してきたかのように阿あ吽うんの呼吸で桐きり野のを襲撃していた。菊きく一いち文もん字じに喉を突かれて崩れ落ちていきながら、桐きり野のの瞳は「おいは衝動的に大おお久く保ぼ刺殺を思いついたはずなのに、なぜ読まれていた？　なぜ、かくも見事に一本を奪われた？　不可解じゃ」と訴えていた。

　そう。俺は、死に戻る時間を自ら選択できる。

　だから、今日二度目の死に戻りの際、俺はこの会見がはじまる少し前の時間に戻り、会見に出立する前に大おお久く保ぼに記憶を読ませた。その結果、大おお村むら益ます次じ郎ろうの「桐きり野ののような感情的な人間は理屈では説得不可能です。一人の犠牲で数千数万の将兵の命を救えるのならば、誠に不本意ながら新選組の『剣』を行使することもやむを得ません」という提案を大おお久く保ぼが悩みながらも採用し、帯刀した沖おき田たさんと斎さい藤とうさんを予あらかじめ陣外に潜ませていたのだった。近こん藤どうさんは「あのう。新選組局長が言うのもなんですが、人を斬ってもあまりいい結末にはならないかと……」と反対したが、他に対案はなかったのだ。

　むろん、沖おき田たさんと斎さい藤とうさんが厳重に監視されている陣へ接近するまでに様々な苦労があり、しかも最強の二人をもってしても「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」桐きり野のを一撃で仕留めきることは困難だった。

　故に、これが実に「五度目」の桐きり野の刺殺計画実行だった。そして、ようやく成功した。

　だが──大おお村むら案あんはやはり、西さい郷ごう隆たか盛もりという巨大な感情の塊を計算に入れていなかった。西さい郷ごうは、目の前で斬られて死んでいった桐きり野のの「申し訳なか、西せ郷ごどん」という痛切な哀かなしみの感情に捕らえられて、桐きり野のの遺体を抱きながら号泣していた。

「こいはどういうことでごわすか一いち蔵ぞうどん!?　騙だまし討うちでごわすか？」

「桐きり野のが兼かね定さだを抜いたのを見たでしょう、吉きち之の助すけさぁ。彼はなおも私を疑い続けていて、私を刺殺するつもりだったのよ。私は今ここで斬られてもいい。でも、それでは西南戦争は泥沼化してしまい、あなたは戦死し、薩さつ摩ま士族も全滅する……桐きり野の一人の犠牲で薩さつ摩ま士族が、そしてあなたが救われるのよ」

「はい。テロリストとはいえ人を斬るのは哀かなしいことですが、計算上はとてつもないプラスです。当たり前ですが」

　桐きり野のを殺された西さい郷ごうは、激怒していた。彼がこれほどに怒っている姿を、俺ははじめて見た。凄すさまじい感情の熱量を一気に浴びて、身体が言うことをきかない。近こん藤どうさんが「やっぱりこの策は無謀だったんだよ～！　桐きり野のを殺しても西さい郷ごうさんは納得しないよ～！」とそんな西さい郷ごうの凄すさまじい哀かなしみと絶望に吞のみ込こまれたかのように嘆く。

「近こん藤どうどんの仰おつしやる通りでごわす！　もっと互いに言葉を尽くせば、半はん次じ郎ろうどんば死なせることはなかったはずでごわす！　半はん次じ郎ろうどんたちはおいとは違う。普通の人間は、目を合わせただけで心は通じん！　一いち蔵ぞうどんの誠意は、いつもおいにしか向けられん！　なぜ薩さつ摩ま士族たちにその誠意ば見せぬでごわすか!?　なんちゅう……なんちゅうこつ……」

「吉きち之の助すけさぁ？　待って。待って頂戴。話を聞いて！　はじめから彼を斬るつもりだったんじゃないの。ここに至るまでには長い経緯が……！」

「もう遅か。晋しん介すけどん、こん戦はおいの負けでごわんど。半はん次じ郎ろうどん一人を犠牲にしておめおめと生き延びるつもりは、おいにはなか。薩さつ摩ま士族とともに田た原ばる坂ざかで滅びもそ。介かい錯しやくをお願いしもす！」

「承知。チェストオオオオオオ！」

　桐きり野の刺殺に全力を使い果たした沖おき田たさんと斎さい藤とうさんには、制止する時間すらなかった。

　桐きり野の利とし秋あきの従い兄と弟こ・別べつ府ぷ晋しん介すけは、桐きり野のの遺骸を抱いたまま正座して頭こうべを垂れた西さい郷ごうの首を、桐きり野のが遺のこした兼かね定さだを用いて一刀のもとに切り落としていた──。

「……そんな馬鹿な……情に生きる人間の行動は、私には理解不能です……これが理屈の限度であり、私の限界……周しゆう平へいさま、申し訳ありません……」

　大おお村むら益ます次じ郎ろうは、絶句。目の前で西さい郷ごうの首が落ちる瞬間を見てしまった大おお久く保ぼは絶望と衝撃のあまり失神し、近こん藤どうさんの腕の中に倒れ込んでいた。

　西さい郷ごうはこれほど激げつ昂こうしながらも、桐きり野のを目の前で刺殺させた大おお久く保ぼを殺すという考えはまったく浮かばなかったらしい。己を責め、自らの死を迷わず選択していた。西さい郷ごうとは、そういう男なのだ。滅びゆく薩さつ摩ま士族の象徴とも言うべき副官の桐きり野のを斬れば、西さい郷ごうは死ぬ。たとえ死に戻ってこの場での西さい郷ごうの自決を止めても、彼は必ず死ぬ。桐きり野の刺殺に激怒してもはや制御不能となるであろう薩さつ摩ま士族たちとともに。

「ダメだ！　どうやってもダメだ！　この策は失敗だ！　土ひじ方かたさん、今一度死に戻ります！　次こそは……げほっ、げほっ……」

　三さん千ぜん世せ界かいで無限の鴉からすを斬り続けているうちに、俺の身体はボロボロになっていた。「死に戻り」によって俺の身体は強化されていくのだが、死に戻りを何度も重ねていくうちに強化の限界を超えて、肉体が耐えられなくなり自己崩壊しつつある。精神のほうも崩壊寸前だが、こちらはまだ耐えられる。土ひじ方かたさんが俺の隣にいてくれる限り。だが、肉体の限界だけはどうしようもない──。

「ま、待て、周しゆう平へい。お前、血を吐いて……もしかして、もう死に戻る力の使いすぎで心身に限界が来ているのか？　ほんとうにまだ死に戻れるのか？」

「……確かに……莫ばく大だいな負荷がかかっていることは……事実です。もう俺は保ちません。ですが……あと一度。あと一度だけなら、まだ戻れます！　こんな最悪な結末だけは、俺は絶対に回避したいんです！　歴史を変えた者として最後まで責任を取らせてください。ここで諦めれば俺は士道不覚悟です！　土ひじ方かたさん！」

「……泣いて止めても、お前は立ち止まらないのだろうな。そんな周しゆう平へいだから、私は愛さずにはいられなかった……どうか、絶対に戻ってくると約束してほしい。指切りだ」

「はい、約束します！」

　……

　……

　……




　　※




　……

　……

　……

　東京軍側の会見出席者は、総勢七人。全員が丸腰である。

　入室時に身体チェックされるため、刀や銃器の持ち込みは不可能だ。

　植うえ木きの本営で待ち構えていた西さい郷ごう軍ぐん側のメンバーは、総大将の西さい郷ごう隆たか盛もり。実質的な西南戦争の指揮官で西さい郷ごうの用心棒も務める桐きり野の利とし秋あきこと中なか村むら半はん次じ郎ろう。副将格の篠しの原はら国くに幹もとと村むら田た新しん八ぱち。桐きり野のの従い兄と弟こで、西さい郷ごうが特にかわいがっている別べつ府ぷ晋しん介すけ。総勢五人。

　ただし桐きり野のは剣を隠しており、いつでも大おお久く保ぼに斬りかかれる。

（泣いても笑ってもこれが最後の人生だ、もう俺は死に戻れない。次に死んだら、俺は虚無に還かえる。すべてが終わりだ──）

　大おお久く保ぼと西さい郷ごうの和睦会談は、西さい郷ごうと桐きり野のたちの感情を激げつ昂こうさせぬよう、終始柔らかく暖かい空気のもとで「再開」されていた。彼女の理屈も新選組の「剣」も通じないと思い知らされた大おお村むらは口をつぐみ、泣きそうな表情で状況を見守っている。何度も失敗を繰り返し、その記憶を俺から読み取った大おお久く保ぼは「こちらの希望は停戦と和睦よ。でも、そちらの希望と要求も聞きましょう。吉きち之の助すけさぁ。あなたはこの戦になにを望むの？　桐きり野の少将たちは？」と西さい郷ごうたちに問いかけていた。大おお久く保ぼもまた、俺がもうやり直せないことを俺の記憶を介して知っている。それだけに、絶対にもう失敗は許されない、と交渉のやり方をすっかり変えていた。

　桐きり野のは「おいたちは西せ郷ごどんをおはんの魔手から守るために蜂起したまでじゃ。大おお久く保ぼ、おいが求めるはおはんの首のみじゃ」と明快に答えていた。大おお久く保ぼは、西さい郷ごうが「承知」と頷うなずけば、己の首を桐きり野のに差し出したかもしれない。が、西さい郷ごうが彼女の首などを望んではいないことを、大おお久く保ぼは痛いほどに知っている。

「半はん次じ郎ろうどん、そいは誤解ごわす。一いち蔵ぞうどんはおいを刺殺しようなどと考えておりもはん」

「なぜ西せ郷ごどんにそれがわかりもすか。西せ郷ごどんはお人ひと好よしじゃ、とりわけ大おお久く保ぼには何度騙だまされてきたこつか！　蝦え夷ぞ地ち出兵の議を土ど壇たん場ばで潰された怒りを忘れもしたか!?」

「今まで黙っておりもしたが、おいの巨眼には、人の抱く感情がすべて見えもす。一いち蔵ぞうどんがおいに向ける心には、一点の曇りもなか。半はん次じ郎ろうどんと同じごわす」

「西せ郷ごどん？　突然そがいな奇矯な話ばされても、到底承知できもはんど!?」

　これまで黙して語らなかったヨーロッパ帰りの村むら田た新しん八ぱちが「半はん次じ郎ろうどん。東京政府が西せ郷ごどんに刺殺団を送り込んだ疑惑については、堂々と裁判で争うという方法もあります。これ以上戦を続ければ大勢の薩さつ摩ま兵へ児こが死ぬ。大おお久く保ぼ卿きようがここまで譲歩してくださった以上、その子供じみた主張はいったん引っ込められよ」とついに口を開いた。

　シルクハットとフロックコートに身を包んでいる村むら田た新しん八ぱちは、西さい郷ごうが遠島された際に連座して島へ流された、西さい郷ごうの古くからの弟分だ。彼は西洋文明を直接見聞して「これからは大おお久く保ぼ卿きようが言う通り、内治の時代。富国強兵・文明開化に邁まい進しんして西洋に追いつかねば。今は戦争どころではない」と世界観を一変させた、西さい郷ごう軍ぐんの幹部の中でも異色の開戦反対派だった。洋行から帰国した村むら田たは事態の急変を知り、大おお久く保ぼに「西せ郷ごどんを止めてきもす」と言い残して東京から薩さつ摩ま入りしたという。だが、桐きり野のや篠しの原はらたち主戦派の声が圧倒的に大きかったため、「ならばおいも西せ郷ごどんとともに死にもそ」と官僚としての輝かしい未来を捨てて西さい郷ごう軍ぐんに身を投じた。西さい郷ごうとの長年の友情に殉じるために。

「そもそも半はん次じ郎ろうどんは、なぜそこまで大おお久く保ぼ卿きようを憎んでおりもすか？」

「新しん八ぱちどん。こん女は昔、近おう江み屋やで西せ郷ごどんのためと偽っておいに人斬りをやらせた。じゃどん、西せ郷ごどんに𠮟られたのは大おお久く保ぼではなくおい一人じゃった！　一度だけではなか。いつもいつもそうじゃった！　西せ郷ごどんは大おお久く保ぼだけを特別扱いしちょる。敬愛する西せ郷ごどんば疑いたくはないが、おいは──こん二人は、あるいは──」

　自分は二人は男女の仲ではないかと疑っている、自分たち薩さつ摩ま士族と西さい郷ごうとが結んでいるような純粋な友情関係ではない。二人は不純な関係にあるのではないかと桐きり野のは言いたいらしい。ずっと西さい郷ごうが恐れていた「男の嫉妬」である。が、気性の激しい桐きり野のも、さすがにその言葉を西さい郷ごうの前で直接口にすることははばかった。正しければ西さい郷ごうに恥を搔かかせ、間違っていれば西さい郷ごうを傷つける。

　女武士を認めず「真の武士ではない」と忌避する薩さつ摩ま士族にとって、男女の関係を武士同士で築くことは切腹ものの恥なのだ。もしも二人の間に艶なまめいた噂うわさが立ったら。いや、噂うわさではなく事実だったら……これが、桐きり野のたちが大おお久く保ぼを必要以上に忌避する一因だった。

　この最後の「死に戻り」の直後に、俺はやっとこの「常識」を大おお久く保ぼから教えてもらえた。大おお久く保ぼは土ど壇たん場ばまで見落としていたのだ、俺が未来人であるが故に薩さつ摩ま独特の風習にまるで疎うといということに。

　桐きり野のたちが抱く大おお久く保ぼへの尋常ではない怒りの原因は、士族階級廃止と蝦え夷ぞ地ち出兵を巡って彼女が薩さつ摩ま士族と西さい郷ごうを裏切ったことが発端ではあるが、薩さつ摩ま士族独特の価値観──女武士はこれを認めず、武士たる者は男女の関係に陥らず──が燃料になっていた。「西さい郷ごうの恥であり西さい郷ごうの傷である」と、彼らは大おお久く保ぼの存在そのものを恐れていた。西さい郷ごうと大おお久く保ぼが互いに異能力を持つが故に特別な絆きずなで結ばれていることを彼らは知らなかったし、たとえ知ってもあまりの話の怪異さにとても納得できなかっただろう。

「女武士」が当たり前のように闊かつ歩ぽしているこの世界を生きてきた俺は、そのことにようやく気づいた。あまりにも遅かったかもしれない。二重鎖国を貫いてきた薩さつ摩まだけは他の藩とは違うのだ。日本でありながら、異国と言っていい。

　大おお久く保ぼも、そして大おお村むら益ます次じ郎ろうも、桐きり野のたち薩さつ摩ま士族を理性的に納得させられる術を持たない。この二人とも、理屈によって生きている。大おお久く保ぼは己の感情を押し殺しながら、「情」は西さい郷ごうに委ねて自らは不器用で人を謀はかれない西さい郷ごうを支える「頭脳」として生きる道を選んできてた。大おお村むら益ます次じ郎ろうは、感情と切り離して知性だけで思考し発言し行動する性格で、情でものごとを考えられない。俺の件を除いては。

　ならば、理屈で説くのではなく、「西さい郷ごうと大おお久く保ぼの誠の関係」を直接見せるしかない。

　二人は男女の仲ではない。男女の間にも真の友情は成立する、その希け有うな関係の最高のかたちが西さい郷ごうと大おお久く保ぼであると、桐きり野のたちに頭ではなく心で理解させるしかない。

　そして最適な演者がこの場に揃そろっていた。

「なるほどなるほど！　西さい郷ごう氏うじと大おお久く保ぼ氏うじが男女の仲なのではないかと、薩さつ摩まの皆さまは疑っておられるわけですな！」

　肝が太く、物もの怖おじせずにずけずけと発言する佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう。

「マジー？　そうだったん、佐さ々さ木きちゃん？　そっかー。それで大おお久く保ぼちゃんの首をよこせってしつこかったんだー！　言われてみれば単純な話じゃーん？」

　そして、マシンガンのように早口で喋しやべり散ちらすイバハチさんだった。

　なにを言うかーっおはんらーっ！　暴言じゃ！　と桐きり野のたちが激げつ昂こうして浮き足だつ。

　純朴な彼らは西さい郷ごうの「タブー」に触れられて動揺し、即座に乗ってきた。これが俺たちに遺のこされた最後の機会、最後の賭けだ。決裂し殺し合うか、それとも。

「あいや待たれよ！　この佐さ々さ木きも、皆さまと同じ境遇でござる！　拙者、近こん藤どう氏うじに横恋慕すること数年。江戸、京、東京、箱はこ館だて、九州と、常に犬のように近こん藤どう氏うじを追いかけ、つきまとい、近こん藤どう氏うじを守って参りました！　されど近おう江み屋やでは大おお久く保ぼ氏うじに乗せられた結果近こん藤どう氏うじと斬り合う悪夢の如ごとき立場に陥り、切腹を図り申した！　このこと、桐きり野の氏うじはよくご存じのはず！　なにしろともに近おう江み屋やで坂さか本もとを襲撃しましたからな、わははは！」

　おはんは近こん藤どうどんに惚ほれちょるだけじゃ。おいは西せ郷ごどんとそのような関係ではなか、と桐きり野のが困惑しながら再び席に座った。なにが言いたいのだこの鈍感な男はと苛いら立だちつつも、佐さ々さ木きの紡つむぐ言葉に興味を抱いたらしい。

「ええ、ええ。わかっております！　薩さつ摩ま士族の皆さまと西さい郷ごう氏うじの関係が、衆しゆ道どうとはまったく異なることは！　西洋風にいえば、友情でありますな！　皆さまは友を守るために立ち上がり、戦い、友のために死のうとしておるのですな！　皆さまと戦い議論を重ねるうちに、拙者もようやく自分自身にとってなにがいちばん大切かということに気づいたのです。拙者は、近こん藤どう氏うじの幸福のみを願っておりました。養子の近こん藤どう周しゆう平へいと実は恋仲で結婚するという話を聞いた時にも、二人を祝福し応援して参りました。拙者自身が近こん藤どう氏うじと結ばれずともよいのです、これぞ無私の愛！　ですが──」

「でも、二人の結婚話は偽装だったんだよねー佐さ々さ木きちゃん。近こん藤どうちゃんってば殿方と結婚したくないっていうかー、佐さ々さ木きちゃんと結婚するのは暑苦しくて嫌だからあ、慌てて周しゆう平へいちゃんと結婚しますって言いだしちゃって、引っ込みがつかなくなっちゃったんだよねー。すっぱり振ってあげればよかったのにー。そしたら土ひじ方かたちゃんと周しゆう平へいちゃんは今頃夫婦だよねー夫婦♪」

「そうなのです伊い庭ば氏うじ。拙者も薄々その事実に気づいておりましたが、拙者が袖にされたという事実をどうしても認めがたく……やはり拙者は完全に無私にはなりきれておりませんでした！　薩さつ摩ま士族すべてに無償の愛を捧ささげておられる西さい郷ごう氏うじと比べて、己の小ささを拙者は恥じておりまする！　近こん藤どう氏うじ！　はっきりとお伝えくだされ、あなたのご本心を！」

「え、えええ……私ですか？　今はそういう話をしている場合では……」

「いいから言え、かっちゃん。桐きり野のも危ないが、佐さ々さ木きも危ない。ここで暴発させたらすべてが終わる。言葉ですっぱり介かい錯しやくしてやれ」

　まずいな。土ひじ方かたさんが必死でフォローしているが、打ち合わせとは大幅に展開が違ってしまっている。

　佐さ々さ木きとイバハチさんは、まず西さい郷ごうと桐きり野のたち薩さつ摩ま士族の友情関係について熱く語り、しかる後に西さい郷ごうと大おお久く保ぼはお互いに「情」と「頭脳」を共有して幕末維新を戦ってきた運命的な同士関係にあり、いわば双子の兄きよう妹だいのようなものなのだ、新選組における近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんのように。近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが同性愛関係だという講談本も一部に出回っているがむろん事実は違う、たとえばかの池いけ田だ屋やでは──とまあ、そんな風に講談口調で話を展開して、「近こん藤どう＝土ひじ方かた」と「西さい郷ごう＝大おお久く保ぼ」の関係を同じものであり諸君が邪推し嫉妬するのは誤解であると桐きり野のたちの情に訴えて納得させてしまう予定だった。

　しかし、佐さ々さ木きは熱く語っているうちに自ら興奮したらしい。本来の目的を完全に忘れ、近こん藤どうさんの結婚話を今ここで決着させてしまおうと暴走してしまっていた。

「……そうですね、この場で死ぬことになるかもしれないのですから、語ってしまいましょう。佐さ々さ木きさん、今まであなたを騙だましていて申し訳ありませんでした。周しゆうちゃんは、トシちゃんの夫になる人です。私と周しゆうちゃんは確かに、分かちがたい情と絆きずなで深く結びついております。周しゆうちゃんは私にとってかけがえのない家族であり、親友です。愛いとしいお方だとすら思っております──もしもトシちゃんと周しゆうちゃんが恋に落ちていなければ、きっとこの私が周しゆうちゃんに恋をしていたことでしょう。いいえ、ほんとうは我知らず半ば恋に落ちてしまっていたのかもしれません。だから、この問題を引きずってしまっていたのかも……私の優柔不断さのために、トシちゃんや周しゆうちゃん、総そう司じたちにもずいぶんと迷惑をかけてしまいましたね。ごめんなさい」

「こ、近こん藤どうさん!?」

「ええっ、かっちゃん？」

「おおっ？　それでは、近こん藤どう氏うじは拙者に噓うそをついていたのではなく、土ひじ方かた氏うじとの友情のために敢あえて己の恋心を抑えて耐え忍んでおられたのですな？　ならば、拙者は今まで同様に近こん藤どう氏うじの恋路を応援すればよろしいのですな!?」

「いいえ。佐さ々さ木きさん、それはお心得違い。トシちゃんもまた、私にとっては自分の分身とも言うべき無二の親友です。新選組では、局長の私はいつも隊士たちを包み込む『情』の人として生きておりました。私は容易に人を信じ、騙だまされてばかりですが、それでも『情』に生きる以外の道を私は知らないのです。そんな無能で愚鈍な私を『頭脳』として支え続けてくれた親友が、副長土ひじ方かた歳とし三ぞう。いつだって、トシちゃんは私に代わって組織の汚れ仕事を一手に引き受け、隊士たちに憎まれる役目を務めてくれました。一言の文句も言わずにです。『鬼の副長』や『冷血の女』というトシちゃんの悪名は、局長の私が隊士たちに嫌われぬようにとトシちゃんが自らを犠牲にしてくれたその結果です。トシちゃんはいつだって、私のために──」

　近こん藤どうさん。

　あなたは。

「そんなトシちゃんがたったひとつ、私情を抱いて自分自身の幸福のために生きる道を見み出いだした。斬り合いと戦が続く幕末の京で花開いた周しゆうちゃんとの恋です。私は、トシちゃんに幸福になってもらいたい。ですから、私はどうしても二人に結ばれてほしいのです、佐さ々さ木きさん。恋人として結ばれるだけが愛ではなく、親友として、家族として二人を静かに見守る愛もあるのです。夫婦にはなれずとも、親子にはなれます、家族にはなれます。大好きな二人と、家族として一緒に生きていきたい。それが私の偽らざる望み。あなたの求婚をお断りした私が言うのもなんですが、どうかご理解いただけますでしょうか？」

「……近こん藤どうちゃん……そうだねー。土ひじ方かたちゃんは子供の頃からずっと近こん藤どうちゃん一筋で生きてたもんねー。恋人ができたと知ってびっくりしたけど、やっぱり近こん藤どうちゃんもイバハチちゃんと同じ気持ちだったんだねっ！　でもさー、焼き餅焼いたりしないの？」

「はい。私はどんくさいですから、家族が増えて楽しいなあって思うほうが先ですね～。そういう性分なんでしょうね」

「それはどうでしょう。私としたことがあなたの言葉には感情を揺さぶられて少し泣きそうになりましたが、生物学的には恋愛の最終目的は子孫繁栄すなわち己の血を後世に繫つなげるということであり、見守る愛という概念は論理矛盾しているのではないかと、むがむぐ」

「あなたは少し黙っていなさい！」

　大おお村むら益ます次じ郎ろうがなにか言おうとしたが、大おお久く保ぼが口を塞いでしまった。

「……反省した……総そう司じ推しも、もはやこれまで……試し衛えい館かんの仲間を分裂させないように敢あえて三国鼎てい立りつ策を続けてきたけれど、この斎さい藤とうも周しゆう平へいと土ひじ方かたさんを応援する……」

「だからー。ボクはそもそもみんな家族なんだから誰が周しゆう平へいくんと結婚しても同じじゃんって言ってたでしょーはじめちゃーん！　もちろん、ボクの一発逆転大勝利ルートでもよかったけどねー！　むふー、未来語ばっちり！」

「まあまあ。総そう司じ、勝手に入ってきてはダメですよ？」

「ううっ。あたしも反省したよっ！　そうだよね。近こん藤どうどのと周しゆう平へいどのの結婚をゴリ押しするなんて、あたしが先走ってたよ！　近こん藤どうどのの偽りなき赤心、確かに伝わったから！　まだだ、まだあたしには恋の道という極めるべき道があった！　ええと。こ、これからも、試し衛えい館かんにいてもいい……？　左さ之の助すけと平へい助すけはあたしに付き合ってくれてただけだからさっ！　説明すればすぐ納得してくれるよ！」

「はい。もちろんです永なが倉くらさん。ありがとうございます。うふっ」

　って、斎さい藤とうさん？　沖おき田たさん？　最後の機会ということで三人目の切り札として潜んでもらっていた永なが倉くらさんまで！　せっかく陣幕の外に潜んでいたのに、姿を現してどうするんですか？

「こ、近こん藤どう氏うじ。あなたというお方は、まさに慈母でござる……！　江戸の試し衛えい館かん道場時代から、拙者はあなたの中に母を見ていたのかもしれませぬ……！　重ね重ねの見当外れの親切の押し売り、無謀かつ唐突な求婚、数えきれぬ非礼をどうかお許しくだされ……！」

「いえいえ。佐さ々さ木きさんと結婚する気になぜかなれなくて、すみません～。近おう江み屋やが原因じゃないんですよ？　どうも私、試し衛えい館かんのみんなとわちゃわちゃやっているほうが楽しいみたいで、しばらくは殿方との結婚は考えられないみたいです～」

「試し衛えい館かんの仲間たちが隣にいてくれれば、それであなたは満足なのでしょうな。了解致しました！　この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうも、これからはあなたを見守りながら静かに愛し続けまする！　決して再び試し衛えい館かんにご迷惑はおかけしません！　箱はこ館だて自治区の総裁に据えたこと、平にお許しください！　まかり間違えば、あなたの首は落ちていた……拙者の短絡のために……しかも、あなたは敗れた際には仲間を救うために自ら投降し斬首されるお覚悟までされておられた！　大おお久く保ぼ氏うじと大おお村むら氏うじが寛容の精神で箱はこ館だてと和睦を結んでくれねば、近こん藤どう氏うじの命は……拙者の愛はいつだって、お仕着せの愛でありました！　ですが、これからはきっと成長致しますぞ！　近こん藤どう氏うじのような大きな人間に、拙者はなりまする！」

「いえ～。うっかり乗っちゃった私のせいですから～。私、考えなしに流されるんで」

「近こん藤どう氏うじはどこまでも『情』の人でござる。拙者、今後はそのことを肝に銘じまする。もう近こん藤どう氏うじを担かつぎ上あげて暴発したりは致しますまい！　おお、そういえば西さい郷ごう氏うじも近こん藤どう氏うじと同じお立場でありましたな！　まことに似ておりますな、お二人は！　してみれば大おお久く保ぼ氏うじと土ひじ方かた氏うじもなるほど、役割も性格もよく似ておりますなあ！　新選組と薩さつ摩ま藩はん。強い組織には『情』と『頭脳』の両輪が欠かせぬのでありますな！」

　脱線し続けていた話題が、奇跡のように元の路線に戻っていた。

　佐さ々さ木きはただ己の情熱の赴くままに近こん藤どうさんと語り合っていただけなのだが、西さい郷ごうと大おお久く保ぼの無二の絆きずなと、そして西さい郷ごうを勝手に担かつぎ上あげて暴発した薩さつ摩ま士族たちへと話が舞い戻っていた。近こん藤どうさんが誘導してくれたのだろうか？　でも、この人も天然だし……。

　だが桐きり野の利とし秋あきたち薩さつ摩ま士族の幹部には、はっきりと伝わったらしい。西さい郷ごうと大おお久く保ぼが、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんと同じく余人には立ち入れない特別な関係であり、そしてその絆きずなに色恋の要素はないことを。たまたま大おお久く保ぼが女だったため、女武士という薩さつ摩までは異色の存在に不慣れな自分たちが勝手に邪推していたということを。

　そしてそれ以上に、自分たちは西さい郷ごうの尽きぬ情にどこまでも甘えて、無謀にも西さい郷ごうを神み輿こしに担かついで暴発し、あげく熊本城を落とせぬばかりか田た原ばる坂ざかを封鎖され敗北必至となり、西さい郷ごうを死地へと追い込んでしまったことを。自分たちが佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと同じ過あやまちを犯していたことを。

「……よっくわかりもした。おいたちは西せ郷ごどんに甘えておりもした。『シサツ』という言葉を『刺殺』と決めつけるほどに大おお久く保ぼ卿きように嫉妬していたのは、おいの方でごわした。あれは『視察』でありもしたか。思えば、おいも西せ郷ごどんに命じられて箱はこ館だてを視察していたでごわす。西せ郷ごどんは最後まで大おお久く保ぼ卿きようにその意志はなかと言い続けておりもした。こん戦を起こしたは、断じて西せ郷ごどんではありもさん。おいでありもす。こん桐きり野の利とし秋あきば首ひとつで、どうか西せ郷ごどんをお助けいただければ──」

「いや。半はん次じ郎ろうどん一人が暴発したのではなか。この篠しの原はらも同罪でありもす！」

「責任を問うならば、大おお久く保ぼ卿きように西せ郷ごどんを暴発から守ると誓いながら止められず、あまつさえともに決起したこの村むら田た新しん八ぱちに最大の責任がありもそう」

「んにゃ。この別べつ府ぷ晋しん介すけなどは、こと敗れれば西せ郷ごどんの首を介かい錯しやくするというお役目を承り、いつでも実行するつもりでおりもした。おいは、恥ずかしか……！」

　薩さつ摩ま士族たちは、口々に「西せ郷ごどんを助けてたもんせ」「おいの首で戦ば収めてくりゃんせ」と近こん藤どうさんに詰め寄ってきた。ほとんど懇願と言っていい。

　大おお久く保ぼは「どうして私ではなく近こん藤どうに」となおも薩さつ摩ま士族たちと自分との間に立ちはだかる壁に眉をひそめたが、これで最大の難局は乗り切れた、あとは西さい郷ごう自身が「和睦しもそ」と自分に一言言ってくれればそれで西南戦争は終結すると安あん堵どのため息をついてもいた。

　その西さい郷ごうは、しかし、誰も予想していなかった意外な行動に出た。

　親友として再会し和解を果たした大おお久く保ぼと固く握手を交わすのかと思いきや。

「こ……近こん藤どうどん！　おいは、おいは感激しもした！　佐さ々さ木きどんの仰おつしやる通り、近こん藤どうどんのお姿がおいにも慈母に見えもす！　近こん藤どうどんのその赤子の如ごとき無私のお心、これからはおいにも見守らせてたもせ！」

「「「えっ？」」」

　西さい郷ごうはその巨体を小さくかがめながら頰を赤らめ、近こん藤どうさんの足下にひれ伏していたのだった。

　いったいどういうことだ？　と土ひじ方かたさんが俺に訴えてくるが、俺にもわけがわからない。

「この西さい郷ごう吉きち之の助すけ、こん呪われた力のために女人に恋をしたことがありもはん。女人の内心はおそろしかと、できる限り遠ざけておりもした。一いち蔵ぞうどんは幼き頃より妹のごつ者で家族でごわんど、例外でごわす。じゃどん、おいは今、近こん藤どう氏うじの無む垢くな『感情』に触れ、魂を奪われもした！　わが主斉なり彬あきら公こうなきあと、おいは理由をこねては死ぬことばかりを考えちょりもした。久ひさ光みつ公こうをジゴロと罵って遠島処分を受けたのも、武力討幕戦を望んだのも、蝦え夷ぞ地ち出兵を主張したのも、こたびの西南戦争に乗ったのも、すべては武士として死ぬためでごわした！　幕府とともにおいが滅ぼした薩さつ摩ま士族と運命をともにしようと。半はん次じ郎ろうどんたちを真しんに想うならば、暴発ば止めるべきでごわした。おいの身勝手ごわした。じゃどん──」

「吉きち之の助すけさぁ？　ちょっとっ？　なにやってんのよあなたっ!?」

「おいは、生きる意味を二つ与えられもした。ひとつは、おいが死ねば一いち蔵ぞうどんも死ぬと知ったこつごわす！　一いち蔵ぞうどんに生きてもらわねば、新しか日本を築いてもらわねば、おいも薩さつ摩ま士族も無駄死にでごわす！　故に、おいはまだ生きねばなりもはん！　そしてもうひとつ。おいは仕えるべきお方に、『敬けい天てん仁じん愛あい』の四文字の相応しきお方に再び巡り会いもした！　これは忠義の心であり同時に恋心でごわす。おいはこれより、愛いとしき近こん藤どうどんのために牛馬の労ば尽くしもそ！」

「はあああ？　なにを言ってるのよ、頭がどうかしたんじゃないの吉きち之の助すけさぁ？　このほわほわした女に、なに、あなたが恋？　恋ですって？　冗談でしょう!?」

「一いち蔵ぞうどん、冗談ではなか！　もそっとふとましかほうがおいの好みじゃが、愛に外見は関係なか！　心じゃ。近こん藤どうどんの真っ白で無私なこのお心は、おいにとっての救いの慈母じゃ！　京や江戸ではいつ何時敵対するやもしれぬ近こん藤どうどんや土ひじ方かたどんと迂う闊かつに視線を合わせぬよう注意しておりもして、新選組の誠というものをおいはついに知らずに終わりもした。じゃどん今、誠の意味がようやくわかったでごわす！　それは、近こん藤どうどんの誠実なお心そのもの！」

　桐きり野の利とし秋あきたちが「女武士に恋をして土下座とは、西せ郷ごどんはもう薩さつ摩ま武士ではなか！　お命頂戴、チェストー！」と西さい郷ごうの首を斬りに来るのではないかと俺は恐れたが、新選組の近こん藤どう勇いさみは彼らにとっては薩さつ摩ま藩はんの外の人間であり、故に西さい郷ごうが近こん藤どうさんに惚ほれるのは問題ないらしい。「西せ郷ごどんに衆しゆ道どうの気がなかこつは知っちょったが」「おなごに惚ほれるとは、おいたちはよいものを見ちょる！」「佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと決闘せねばなりませんな西せ郷ごどん！」「相撲じゃな。西せ郷ごどんが戦うなら、相撲じゃ」と笑いながらはやし立てていた。

　なかなかに、薩さつ摩まの風習はややこしい。

「え、え、え？　さ、西さい郷ごうさん？　いったいなにを？　と、とりあえず大おお久く保ぼさんと和睦してくれるんですよね～？　今はそっちの話のほうが大事で……」

「むろん和睦しもそう！　じゃどん条件が二つありもす！　まず、困窮する士族たちに寛大なご処置を、そして新たな仕事の周旋を頼みもそ！　これは絶対に譲れもはん！」

「は、はい。わかりました。その件では、大おお久く保ぼさんもすでにいくつか案を準備しています。あ、あとひとつは？」

「もうひとつは……西さい郷ごう吉きち之の助すけ生涯最大の我わが儘ままをどうか認めてたもせ。おいは、近こん藤どうどんのもとで働きたか！　近こん藤どうどん、どうか新政府の要職についてたもせ！」

「待ちなさいよーっ！　なに。なんなの、この展開は？　私と一緒に東京新政府で働きなさいよーっ！　吉きち之の助すけさぁ、あなたという人間はどこまで自分勝手なのーっ!?」

　あの常に冷静沈着な男装の麗人大おお久く保ぼが、完全に木き戸ど孝たか允よしと化していた。いつもは冷血宰相の仮面を被かぶっているが、やっぱり西さい郷ごうには弱いのだな。ほんとうに、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんの関係に似ている。

「い、一いち蔵ぞうどん。申し訳なか。じゃどん、おいにもこの感情だけはどうにも制御しがたか……おまはんはご存じじゃろが、おいは見た目は大将格じゃどん、到底大将として生きられるような肝の太か人間ではなか。惚ほれ抜ぬいたお方、尊敬するお方に牛馬のごつ仕えてこその吉きち之の助すけでごわす。どうか許してたもんせ！」

「……本気なのね。斉なり彬あきら公こうが急死されて以来ずっと鬱々と死に場所を求めていたあなたが、やっと生きる目的を見つけられたのね……んもう。ほんとうに仕方ない人ね、吉きち之の助すけさぁは」

「一いち蔵ぞうどん、感謝しもす。おはんには、生涯報いきれぬほどの恩ば受けちょりもすなあ」

「いいえ。私たちの間に恩も借りもないわよ、吉きち之の助すけさぁ」

　西さい郷ごうと大おお久く保ぼの間に流れる空気は、一変した。竹馬の友の二人は、ついに心から和解できたのだ。

「え、ええ～と。どうしようトシちゃん？　周しゆうちゃん？」

「……どうもこうもない、かっちゃん。今までの西さい郷ごうは負け戦前提で指揮を蜂起し、桐きり野のたちのなすがままに流されていた。だが西さい郷ごうが本気で爆発すれば、九州どころか日本全土が焼け野原になる……下手をすれば全世界が。とりあえず交際申し込みの返事は保留して、配下に加えてやるとだけ認めておけ」

「え、ええええ～？　周しゆうちゃん、ごめん！　もう一度死に戻って？　だ、ダメ？　えへ？」

「すみません近こん藤どうさん。もうあの力は二度と使えないんです。つまり、俺たちの人生は今のこのルートで最終確定です。これからは引き返せない一本道を生きていくしかありません。が、頑張りましょう！」

「そんなあああ～!?　佐さ々さ木きさん、なんとか言って～！」

「拙者はどこまでも近こん藤どう氏うじの幸せを願いながら黙って見守りますぞ、うははははは！　維新の英雄西さい郷ごう隆たか盛もりならば近こん藤どう氏うじの伴侶に相応ふさわしき御仁、周しゆう平へい氏うじとの結婚を諦めるのでしたら彼の他に近こん藤どう氏うじに相応ふさわしき殿方はおりますまい！　もちろん、迷惑なので西さい郷ごう氏うじを斬れと仰おおせでしたら直ちに小こ太だ刀ち日本一のこの佐さ々さ木きが──」

「生きる意欲ば取り戻しなされた西さい郷ごうどんを、むざむざ斬らせはせん！　佐さ々さ木きぃ！　この半はん次じ郎ろうが相手じゃ、チェストおおおおおお！」

　……

　……

　……

　西南戦争はこうして終結し、近こん藤どうさんは──大おお久く保ぼ利とし通みちに激しく恨まれることになった。

　男女の仲ではないとはいえ、西さい郷ごうが自分と和解して泣き合うよりも早く（結局後でそうなったが）、目の前で西さい郷ごうが近こん藤どうさんに惚ほれて「おいは生きもす！」と新たな希望を抱いて目を輝かせていた姿を見せつけられたことがあまりにも面白くなかったらしい。

　近こん藤どうさんに激しい嫉妬心を抱いた大おお久く保ぼが、桐きり野のたち薩さつ摩ま士族の幹部連中を相手に畳を回しながらグチグチと西さい郷ごうの悪口を重ねつつやけ酒を飲んだのは、この会談が終わったその日の夜のことだった。無愛想で薩さつ摩ま嫌いの大おお村むら益ます次じ郎ろうも珍しく宴会に加わり「西さい郷ごうは今まで新政府の仇きゆう敵てきでしたが、これから私は西さい郷ごうと近こん藤どうさんの仲を全力で後押し致します。新政府の運営が安定する上に厄介な恋敵が一人減ってくれるのですから当たり前ですが。人間の感情というものが私にはようやく理解できました」と一方的に共闘を宣言して桐きり野のたちを呆あきれさせたという。




　しかし俺たち新しん撰せん旅りよ団だんは、その宴会には付き合わず、急ぎ熊本城へと南下を開始していた。すでに熊本城を包囲している西さい郷ごう軍ぐんにも「終戦」の報告は届いているだろうが、一刻も早く熊本城に入城して芹せり沢ざわさんと再会したい、と近こん藤どうさんが主張したためだった。

「かっちゃんは西さい郷ごうから体よく逃げたかっただけだろう。一日くらい休ませてほしかったな、まったく」

「べ、べ、別に、そ、そういうつもりはないのよ～？　はあ……私、やっぱり大男って苦手みたいなの……どうしていかつい巨体の殿方ばかり言い寄ってくるのかなあ～。周しゆうちゃんみたいな年下の優男じゃなきゃイヤ～」

「周しゆう平へいは私の旦那さまになると、もう宣言しただろうに！　やらんぞ！　たとえかっちゃんでも、こればっかりは譲れないっ！」

「わかってるけど～。でも早く身を固めないと、今後も西さい郷ごうさんに言い寄られそうで～」

「あっはっは！　まーた話が一周して振り出しに戻っていますなー。近こん藤どうさん！　土ひじ方かたさん！　ともかく芹せり沢ざわさんに会いに行こうー！　カリーの調味料を持ってきましたから、芹せり沢ざわさんにカリーをおごろーう！　熊本城で馬肉カリーだー！」

　斎さい藤とうさんと腕を組んで跳びはねながら進んでいく沖おき田たさんを先頭に、新しん撰せん旅りよ団だんは一路熊本城へと行軍するのだった。
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　明治四年十一月十二日、横浜。

　東京新政府から選抜された第二次洋行使節団が、米国籍蒸気船アメリカ号に搭乗して今まさに太平洋航路へ出発しようとしていた。汽笛が鳴らされると同時に、桟橋に集まった新政府の留守番組たちが、

「吉きち之の助すけさぁ、行ってらっしゃい！　今回は私と木き戸どが留守政府を守るわ！」

「外国で生水を飲むと病気になるから気をつけるのよ。うっ、お腹なかが……そうそう、いつまでもヨーロッパの社交界で浮かれている久く坂さかをさっさと連れ戻してきなさいよー！　あの女ってばなぜかあっちの貴族に『東洋一の美女』と大人気で、おかげで不平等条約改正まであと一歩だそうだけれど、なんとしてもあの女に初代総理大臣をやらせるんだからっ！　私に休暇を！　久く坂さか、いい加減に働きなさいよーっ！」

「異国情調溢あふれる西洋こそは恋愛の花が開く好機。サンフランシスコでさっさと近こん藤どうさんを押し倒して口説くのです西さい郷ごうさん。あなたはその異能故に繊細すぎて恋に奥手すぎます。重ねて言いますが生物学的には恋の究極的目標は子孫を築くことです、当たり前ですが」

「なにを仰おつしやる大おお村むら氏うじ！　お聞きあれ西さい郷ごう氏うじ！　無理矢理近こん藤どう氏うじを押し倒したらこの佐さ々さ木きが決して生かしてはおきませぬぞおおお！　旧見み廻まわり組ぐみ隊士たちが必ずや近こん藤どう氏うじをお守り致す！　われらは、たとえ魂こん魄ぱくとなってでも太平洋を渡りますからな！」

「軍のほうは任せておけ。元水み戸と天てん狗ぐ党とうのこの鴨かもにな！　熊本城で果敢に戦った薩さつ摩ま士族どもとも、終戦の夜にともに試し衛えい館かん謹製カリーを食って以来今では昵じつ懇こんの仲よ！　薩さつ摩まと水み戸とはよ、そもそも大老井い伊い直なお弼すけ襲撃以来の同志だからな！」

「へっへ。お前さんたちも、アメリカでいちど腰を抜かしてきな。おいらは船酔いでへろへろになってたんで、あんまり記憶がねえがよ」

「龍りよ馬うまああああ！　なぜわしを連れていってくれんがじゃあああ！　頼むうううう！　勝かつ先生からしばらく離れたいがじゃあああ！　え？　次？　いつじゃあ、次ちゅうのは！　伊い東とう～っ、おまんが洋行を辞退したからわしまで巻き添えを食ったがじゃあああ！」

「私も勝かつ先生同様船酔いが酷ひどいので今回は遠慮した。それに私は坂さか本もとくんに頼めばいつでも船に乗れるからな、ふふ。諸君の旅の無事を祈っている」

「おいおい、この松まつ本もと先生を船医として連れていってくれねえのカヨ？　あーっ、西洋美人の身体に検診と称してあんなことしたりこんなことしたりしてみたいゼ！　周しゆう平へいが羨ましいゼ畜生！　海水浴ならイタリア地中海がお勧めだゼー！」

　と笑顔で俺たちを送り出す。

　第二次洋行使節団の主なメンバーは。

「ささ。うち自らが旅先案内人を務めてあげるき！　未来語で言うツアーコンダクターぜよ！　夢のようじゃにゃあ～！　あの西さい郷ごうさんと一緒にアメリカへ、そしてヨーロッパへ旅をするがじゃ！　西さい郷ごうさんの運命も変わり、日本に真の夜明けが訪れたがじゃ！　これで、日本は平和な貿易立国路線を採って百年先まで大きくなるぜよ。ウィンウィンぜよ！」

　岩いわ崎さき弥や太た郎ろう社長に企業経営を委ねて「船長」として無理矢理に旧友たちとの世界旅行に飛び入り参加してきた、三みつ菱びしの会長・坂さか本もと龍りよ馬うまさん。楽しみで仕方がないらしく「外国人のウケを狙うがじゃ」と久々に昔の浪人姿で乗船している。

「一いち蔵ぞうどんにも木き戸どどんにも新しん八ぱちどんにも、そして周しゆう平へいどんにも洋行を勧められもした。おいは異国は苦手じゃどん、狭い薩さつ摩まを飛び出して斉なり彬あきら公こうのまことの志を知るには洋行すべしとみなに説かれれば、行くしかなか。半はん次じ郎ろうどん、晋しん介すけどん。異国にてもよろしくお願いしもす」

「『井いの中なかの蛙かわず大海を知らず』と近こん藤どう周しゆう平へいが西さい郷ごうどんをジゴロ呼ばわりした時は斬っちゃろうと思いもしたが、西せ郷ごどんが西南戦争で討ち死にした未来から来たお人じゃとさんざん大おお久く保ぼ卿きようから説かれれば、近おう江み屋やの件も西南戦争の件も腑ふに落ちもした。大おお久く保ぼ卿きようや木き戸どたちが第一回の洋行で世界観を一変させて富国強兵・内治主義に切り替わったのと同じに、西せ郷ごどんやおいたちもいよいよ目を覚ます時が来たでありもすなあ」

「おいは消し飛ばされた未来で何度も西せ郷ごどんの介錯ば務めてきたち聞いて、切腹したか～！　新しん八ぱちどんごつ西洋紳士になりきってみせるでごわす！　じゃどん、シルクハットは勘弁してほしか～！」

「……おいはオーダーメイドの赤マンテルば……欲しか……」

　田た原ばる坂ざかで大おお久く保ぼと和睦を果たし、新政府に戻った西さい郷ごう隆たか盛もり。短い服役を終えて出所した桐きり野の利とし秋あき。別べつ府ぷ晋しん介すけ。篠しの原はら国くに幹もと。薩さつ摩ま士族たちはみな、腹を割って打ち解けてみれば「水すい滸こ伝でん」の梁りよう山ざん泊ぱくにたむろしていそうな、単純だが愚直で正直な好漢ばかりだった。他人の感情を読み取ってしまい苦しみ続けていた西さい郷ごうが、周囲に彼らを置いていた理由もわかる気がする。

　西さい郷ごうを見み出いだした幕末最大の名君・島しま津づ斉なり彬あきらは、西洋諸国の文明と経済力そして軍事力に驚きよう愕がくし、しかし西洋をいたずらに恐れず、尊皇攘じよ夷ういという時代の波に吞のまれることなく開国路線をいち早く採り、産業革命と海外貿易による「富国強兵」策を打ち出して薩さつ摩ま藩はんを改革した。もしも病に倒れていなければ斉なり彬あきらは薩さつ摩ま軍ぐんを率いて上じよう洛らくし、幕府をも大改革していただろう。斉なり彬あきらの急死が、幕末の混乱を呼んだのだ。

　大おお久く保ぼも西さい郷ごうも「日本を変える。今の旧態依然とした幕府ではもうダメなのだ」という斉なり彬あきらの志の根本は受け継いだが、斉なり彬あきらが見通していた来きたるべき日本の未来像までは若い二人には理解できなかった。西さい郷ごうはナポレオンやワシントンを尊敬している男で、決して西洋嫌いではないが、斉なり彬あきらが打ち出した「日本朝鮮清国の東アジア三カ国が連携してロシアや列強の侵略を防がねばならない」という対外軍事構想は彼なりに理解し得たものの、国内産業育成や文明の西洋化による富国強兵を主眼とする斉なり彬あきらの新国家構想にはついていけなかったし、大おお久く保ぼも斉なり彬あきらが抱いていたビジョンへの理解度は西さい郷ごうと同等だった。二人はがむしゃらに幕府を倒したあと、どのような新政府を築けばいいのかという構想を持っていなかった。

　ただ、大おお久く保ぼは新政府の人事案や「船中八策」をお膳立てした坂さか本もと龍りよ馬うまさんから「なにをすればええか知りたいのなら今すぐ西洋へ行くがじゃ！」とせかされて「正史」より数年早く出立した洋行によって、変わった。斉なり彬あきらがなにを目指していたのか、アメリカを、そしてヨーロッパをその目で見た瞬間に肌で理解した。西洋の風景そして文明が、俺の記憶から読み取った未来の日本のそれとあまりにも似ていたからだった。それほどに今の日本は立ち後れているのだ、と聡そう明めいな大おお久く保ぼは悟った。

　太たい閤こう秀ひで吉よしの時代の如ごとき軍事的冒険など今の日本では論外。今後三十年は内政・経済発展・貿易に専念しなければ、軍事費すら捻出できない。これ以上イギリスへの借款が嵩かさめば結局は借地を奪われる。大おお久く保ぼが富国強兵策を至急実現するためビスマルク譲りの強権独裁政権を暫定的に築くべく帰国し、留守政府で桐きり野のたち薩さつ摩ま士族を救済するために蝦え夷ぞ地ち出兵を計画していた西さい郷ごうと今まで経験したことのない大ゲンカをやり訣けつ別べつした最大の原因は、大おお久く保ぼの世界観が一変していたからだった。

　が、西さい郷ごうは大おお久く保ぼの感情は伝わっても、大おお久く保ぼの「思考」は読み取れない。対する大おお久く保ぼは、西さい郷ごうが桐きり野のたちにいいように流されて日本を軍事的暴走への道に奔はしらせようとしているその記憶だけを読んで西さい郷ごうを守ろうとし、歴史の敗残者となった士族たちに寄せる西さい郷ごうの深すぎる情を完全には理解できなかった。だから、二人はすれ違い、対立した──。

　ちなみに木き戸ど孝たか允よしは西洋文明に圧倒されて「凄すごすぎる。もう日本はおしまいだわ、追いつけるはずがない。徳とく川がわ家いえ光みつの時代に戻って鎖国政策を無かったことにしないともう無理」と落ち込んでしまったという。俄が然ぜん「斉なり彬あきら公こうの志がやっと理解できたわ」とやる気を出した大おお久く保ぼとの性格の違いだろうか。その木き戸ども、西さい郷ごうと大おお久く保ぼが和解したことでやっと鬱状態を脱し、今は晴れ晴れとした笑顔で桟橋に佇たたずみ手を振っている。

　今回、西さい郷ごうと桐きり野のたち薩さつ摩ま士族が洋行に出発したのは、大おお久く保ぼが見たものを西さい郷ごうたちにも見てもらうためだった。桐きり野のをはじめとする薩さつ摩ま人じんたちには、難解な理屈や言葉よりも世界の「現実」を直接見せたほうが早い。議論は下手だが、地頭はいい面々なのだ。第一回洋行に参加して西洋紳士に変身した村むら田た新しん八ぱちはその代表とも言える。なぜかかたくなに洋行を嫌がっていた西さい郷ごうも、斉なり彬あきら公こうの真の夢を海の向こうで理解すれば、これから自分が大おお久く保ぼとともになすべきことを見み出いだしてくれるはずだ。もう「おいは死にたか」と世を捨てて大おお久く保ぼのもとから逃げ去ってしまうことはなくなるだろう。

「……周しゆう平へいどん。おいは船は好きでごわすが、太平洋だけはダメでごわす……実はこの果てしなく続く大海を眺めていると、沖おきの永え良ら部ぶ島じまの吹きさらしの牢ろうに押し込められていた日々のことを思いだして、恐ろしくなるでごわす……」

　そうか。かつて南海の孤島の浜辺に建てられた吹きさらしの牢ろうで、西さい郷ごうは来る日も来る日も太平洋を眺めていたのだったな。もしも大おお久く保ぼによる懸命の救援工作が間に合わなければ、あるいは牢ろう番ばんが西さい郷ごうに心服して保護してくれなければ、彼は確実に海を眺めながら孤独に死んでいた。それで広い海が苦手になったのか。それがすべてではないだろうが、西さい郷ごうの心に刻まれたその傷が一因となって「正史」の西さい郷ごうは洋行を拒否し、大おお久く保ぼのように変わることができず、すれ違い、西南戦争で死んでいったのか……。

「すぐに慣れますよ、この海の向こうには新大陸がちゃんとありますから。坂さか本もとさんのツアー計画では、太平洋を東に進んでまずアメリカ西海岸のサンフランシスコを訪問。アメリカ大陸を陸路で進んでワシントン、ニューヨークへ。そこからは大西洋行きの船に乗り換えてヨーロッパへ入り、イギリス、フランス、オランダ、ドイツ、ロシア、イタリア……合計十数カ国を訪れる予定です。西さい郷ごうさんが大好きなナポレオン翁おうの墓があるコルシカ島にも立ち寄りますよ」

「ナポレオン翁おうの？　そいは楽しみじゃ！　おいは沖おきの永え良ら部ぶ島じまに流されちょった時、ナポレオン翁おうの伝記を読んで歯ば食いしばって耐えておりもしたからなあ。ワーテルローの大戦に敗れてセントヘレナ島に流る刑けいとなってなお、ナポレオン翁おうは革命児の誇りば忘れんで凜り々りしゅう生き、そして気高う死んでいきもした。おいも久ひさ光みつ公こうに逆ろうて遠島にされてばかりでごわしたが、ナポレオン翁おうのごつなりたかと願い、幕府の封建体制ば戦で突き崩す革命児たらんと志しもした──じゃどん、そん先は考えておりもさんでなあ」

「西せ郷ごどん。おいたち薩さつ摩ま士族にはまともに近代戦ばする学がありもはん。西洋で軍学を学び、一から出直しもす。おいは、食うにも困り道場に通う銭すら持たぬ貧乏侍の倅せがれじゃった。そのおいが西せ郷ごどんに泥の中から拾い上げられ、陸軍少将桐きり野の利とし秋あきにしていただきもした。西南戦争で西せ郷ごどんを破滅寸前に追い詰めた人ひと斬きり半はん次じ郎ろうのままでは終わりとうなか。少しでも大おお村むら益ます次じ郎ろうや土ひじ方かた歳とし三ぞうに追いつきたか。周しゆう平へいどん、よろしく頼みもす」

「俺は軍学のことはあまり……土ひじ方かたさんに師事するといいですよ。なにしろフランス軍のブリュネのお墨付き、今すぐにフランス軍で指揮官を務められる天才だそうですから」

「こっちに振るな周しゆう平へい！　私は西さい郷ごうたちとの洋行など望んでいないっ！　周しゆう平へいと二人きりで世界一周の旅に出たかったのに……こんな暑苦しい男どもと……風流さが足りない……」

「いえいえ、一緒に箱はこ館だて戦争を戦ったミーは知ってイマース！　土ひじ方かたドノは戦の天才デース！　ミーはお世辞はいいまセーン！　フランスに到着したら、皇帝ナポレオン三世陛下に土ひじ方かたドノを外人部隊の指揮官として推薦しマース！　オーウ、戦友の榎えの本もとドノも一緒に来てほしかったデース」

「おお、ナポレオン三世陛下でごわすか。ナポレオン翁おうの甥おい御ごさんでごわすな」

　榎えの本もと武たけ揚あきは前回の洋行に参加しているので、今回は留守政府組として東京に居残りつつ、十年限定で試験運営されると決まった箱はこ館だて自治区の第二代総裁としても活躍中だ。もっとも、まるで休日が取れず今日の横浜送迎にも間に合わなくて「ノー！　自由は、自由はいずこ～!?」と悲鳴をあげているそうだが。

　西南戦争の間しばらく試し衛えい館かん組ぐみの前から姿を消していたブリュネは、本国フランスがプロシアとの戦争でゴタゴタしていたために一時帰国していたが、「皆さまの洋行に全面協力しマース！」と舞い戻ってきた。

「ハッ？　シマッタデス！　陛下はプロシアとの戦争に負けて退位されてしまったのデース！　無念、無念でゴザル！　新選組の皆さまがフランスに義勇軍として参戦してくだされば陛下は今頃……オーウ！　お労いたわしや陛下！　今はイギリスに亡命されておられますので、こっそりご紹介致しマース！　むろん、土ひじ方かたドノのフランス軍への推薦は問題なし！」

「ブリュネどの。だから私はフランス軍人になるつもりなどない。早く箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂に戻せっ！　私はメイドさんになると言っているだろうに！」

「そいでは今のフランスは共和国に戻っているでごわすか」と西さい郷ごうがブリュネに尋ね、ブリュネは「その通りデース！　王党派にはすでに人民の支持がなく、ナポレオンの血統を引く者による帝政に戻ることも陛下の度重なる失策が響いて二度とないでショウ。これからのフランスは共和制。アメリカと同じデース」と告げた。

　坂さか本もとさんが「王政復古も行きすぎるとナポレオン三世のフランスみたいになるがじゃ。うまく共和主義と帝みかどの立ち位置を融和させにゃあ、いずれ帝みかどを絶対的な神み輿こしとして担かつぎ上あげた軍人が好き勝手に暴走しかねんぜよ。薩さつ摩ま士族が英雄西さい郷ごうさんを担かつぎ上あげて暴発したのはの、未来の日本の悪あしき雛ひな形がたぜよ。おまんが責任を取るがじゃ。生きて日本の舵かじ取とりをよろしく頼むぜよ、西さい郷ごうさん」と西さい郷ごうの大きな背中をぽんぽんと叩たたき、はっぱをかけた。

「……今にして思えば、薩さつ摩ま国主の意思を無視して寺てら田だ屋やで攘じよ夷ういを決行せんと突出した薩さつ摩ま士族たちを上位討ちさせた久ひさ光みつ公こうも、やむにやまれず彼らを処置したでごわすな。おいは、久ひさ光みつ公こうは冷たきお方じゃと憤慨しちょりもしたが、突出する半はん次じ郎ろうどんたち若き薩さつ摩ま士族ば止めなんだ結果があの西南戦争ごわした。おいはこん腹ば切ってでも大将として薩さつ摩ま士族の暴発を止めるべきじゃった、坂さか本もとさぁ」

「まーた西さい郷ごうさんは。切腹せずとも、人は理解し合えるがじゃ～。異国を訪れれば、われらはみな同じ日本人じゃちゅう新しい意識が生まれるぜよ！　もう薩さつ摩まも長ちよう州しゆうも幕府もないがじゃ。みんな等しく日本人じゃ、日本人！　いちどニューヨークの摩天楼を見ればにゃあ、同じ日本人同士で戦って血を流すなんて阿あ呆ほらしゅうなるぜよ！」

　日本人……と西さい郷ごうが、そして桐きり野のたち薩さつ摩ま士族が行く手に広がる大海原を見つめながら呟つぶやく。薩さつ摩ま人じんではなく、日本人。アメリカを、そしてヨーロッパを訪れれば、嫌でも自分たちの意識は変わるのだと、彼らは予感していた。まったく新しい人生がはじまるのだと。

　西さい郷ごうが懇願した、士族たちの救済策の実施は着実に進んでいた。個人事業主になる者、蝦え夷ぞ地ちで屯とん田でん兵へいになる者、三みつ菱びしや三みつ井いの関連企業に勤める者、徳とく川がわ慶よし喜のぶの側近だった渋しぶ沢さわ栄えい一いちが計画している新事業に関わる者。決して順風満帆ではなく、これからも苦難は続くだろうが、彼らは自らの命を賭けて大おお久く保ぼと直じか談だん判ぱんし、士族救済を訴えた西さい郷ごうの温情に感謝している。そしてその士族のリーダーである西さい郷ごうと桐きり野のたちが今、「これからの日本」の未来を切り開くべく洋行に出発したのだ。もう、大規模な士族の反乱はないだろう。

「こ、近こん藤どうどん。せ、西洋ではおいが必ず近こん藤どうどんを忠実な家臣としてお守り致しもす。ど、どうかふつつか者でごわすがよろしくお願いしもす」

「ふええええん。私は洋行なんて嫌だって何度も断ったのに～！　どうして私までメリケンへ連れ去られるの～？　嫌あああ～！　食堂のメイド長に戻らせて～！」

　近こん藤どうさん、すみません。近こん藤どうさんが同行しないのならば絶対に絶対に絶対に洋行には行かないと西さい郷ごうが駄々をこねたので、仕方なかったんです。そのかわりに近こん藤どうさんの政府入閣は西さい郷ごうに諦めてもらって、近こん藤どうさんは「政府民間顧問・臨時相談役」という自由な立場を得られ、試し衛えい館かん組ぐみ全員の箱はこ館だて試し衛えい館かん食堂への復帰が叶かなったわけですから、諦めてください。俺も土ひじ方かたさんたち試し衛えい館かん組ぐみもいつも一緒にいますから……俺は心の中で近こん藤どうさんに土下座して詫わびていた。巨漢じゃなくて、俺みたいなシュッとした（関西弁）細面の若い殿方が近こん藤どうさんに惚ほれてくれないかな。でも、そういう男ってだいたい近こん藤どうさんの名前を聞くだけで「ししし新選組局長!?　無数の志士の血を虎こ徹てつで吸ってきた、あの？」と震えあがって逃げだすんだよなあ。俺だって、はじめてこの世界に来た時には「新選組」と聞いただけで生きた心地がしなかったものだ。今となっては、なにもかも懐なつかしい。

「これはおまんら二人にとっては世界一周ハネムーンの旅ぜよ、周しゆう平へいちゃん！　土ひじ方かたさん！　しかも費用は政府持ち～、何割かはうちの懐ふところに～♪　いやあ、最高じゃにゃあ～♪」

「さ、坂さか本もとさん。あなたが新政府に入らずに貿易ばかりやってるから、新政府がゴタゴタしたんじゃないですか。三みつ菱びしの経営のほうは岩いわ崎さき社長というやり手がうまくやってるんでしょう？　ちゃんとこっちを手伝ってくださいよ～」

「わかっちょるわかっちょる。うちにはどうも商売の才能がないのでにゃあ～、しばらくはカマキリ博士にお任せするぜよ」

「なんです、カマキリ博士って？」

「弥や太た郎ろうは昆虫が大好きでにゃあ～。隙あらばカマキリの交尾がどうの、セミの生涯がどうのと虫の蘊うん蓄ちくばかり垂れゆう。阿あ呆ほらしいので聞き流しちょったら『わしゃあおまんが大嫌いじゃあ、龍りよ馬うまあああ！』と激怒しよるがじゃ。というわけで、うちも周しゆう平へいちゃんのハネムーンに同行したがじゃ。一緒に日本の夜明けを見るぜよー♪　のう、土ひじ方かたさん♪」

「う、うるさい坂さか本もと。私はかっちゃんを守るために同伴しただけだ……お前は帰れ。いっそサンフランシスコに置き去りにしていきたい……こんなハネムーンがあるか！　総そう司じも山やま南なみさんも源げんさんもみんな同伴してきたのだぞ!?　これでは試し衛えい館かん組ぐみの遠足だ……いつ周しゆう平へいと二人きりになれるのだ、私は……」

「はーい！　沖おき田たさんも来ましたー！　もこもこだよこの洋服～。暑苦しいなあ～。ダンダラ羽は織おりのほうが涼しくて好き～。ああもちろん、周しゆう平へいくんも好きだよー！　いいねえ、見守る愛。近こん藤どうさんっていいこと言うねえ。さすが局長だー、むふー。この無敵理論を通せば、ずっと周しゆう平へいくんと一緒にいられるもんねっ！」

「……総そう司じが異国で病気にならないよう、この斎さい藤とうが総そう司じの体調管理をばっちりやる……ヨーロッパの北のほうは蝦え夷ぞ地ちみたいに寒いらしい。体温を下げないこと。あと偏食を我慢してきちんと栄養を摂とる。イギリス料理はまずいと噂うわさだけれど、ちゃんと食べる」

「あははっ。はじめちゃんってば、すっかりボクの奥さんみたいになっちゃってー！　イギリス料理って英国式カリー以外は謎なものが多いよねー。留守中の試し衛えい館かん食堂を預けたボースさんも『イギリス人はドーカシテルヨー！　ニシンパイとか、どこの邪教儀式の供く物もつなんだヨー！　マズい以前に怖ええヨ！　インド人もビックリダヨ！』って激おこだったもんねー。ボクに食べられるかなあ、ニシンパイ……」

「……パイから頭を出している不気味なニシンは自分が引っこ抜いて美お味いしくいただいて処理するから、総そう司じはパイ生地だけ食べてればいい……お魚は別途ちゃんと食べるように」

　斎さい藤とうさんは相変わらず、沖おき田たさんが心配でたまらないらしい。「えーっ？　近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんと周しゆう平へいくんが行くならボクも行くー！」と付いてきてしまった沖おき田たさんの体調管理役として洋行をさくっと決意し、同船している。斎さい藤とうさんがいてくれれば沖おき田たさんの健康面も安心だな。それに、斎さい藤とうさんも剣を失ったのになんだかとても幸福そうに見える。この世界が、親友の沖おき田たさんが生きられる世界として確定したから、だろうか。

　そう。武士の時代は田た原ばる坂ざかで終わり、沖おき田たさんと斎さい藤とうさんは剣を置いた。二人にも新しい世界、新しい人生のスタートを切ってほしい。だから、沖おき田たさんの健康面で多少の懸け念ねんはあったが、斎さい藤とうさんが責任を持って沖おき田たさんの体調を管理するという条件で、近こん藤どうさんが最終的に二人の同行を許可した。

　武士の時代から新時代へ。同じく剣を置いた永なが倉くらさんたちも、結局同じ理由で同船している。

「あたしはアメリカの大陸横断鉄道に乗ってみたい！　剣の道は極めた、次は恋！　なんだけど、まずは文明開化からだよねっ！　江戸の頃の色恋と新時代の恋愛はいろいろ違うって周しゆう平へいどのから聞いたしねー。アメリカの紳士に惚ほれられたらどうしよう左さ之の助すけ？　だってあたし、英語が話せないっ!?」

「はあ？　おめーがメリケン人にモテるわけねーだろ、がらっぱち。どっちが強いか勝負だと言いだしてケンカをはじめるに決まってんだろ。永なが倉くら新しん八ぱちの武者修行暴れ旅はついに世界編に突入だー。しょーがねーなー。おいらも一緒に暴れてやんよ、テキサスあたりで馬賊にでもなろうかー。わっはっは！」

「なに言ってんのよ。あたしをなんだと思ってるのさ左さ之の助すけは!?」

「アメリカじゃ、牛さんをいっぱい食べることになるのかなあ。残さずぺろりと平らげたあと供く養ようとかすっからよ、成じよう仏ぶつしてくれよ……じゅるり。いけね、お腹なかすいてきた」

「左さ之の助すけは西洋料理の食べ歩き目的で付いてきたのですわね？　わたくしは文明開化時代に相応ふさわしい藤とう堂どう家けの立派なレディになるために、西洋でレディ修行をするつもりですわ。父上、ご覧ください。必ずや西洋の貴婦人にも負けない新時代の姫君となって戻って参ります……！」

「んだよ平へい助すけ。おめーも武者修行暴れ旅のクチだろ？　新選組でズバズバやってきた魁さきがけ先生が、そんなにコロッと変われるかよってんだ」

「変わりますとも！　周しゆう平へいくんにお手伝いいただいて、必ず麗しのレディになりますわ！　でも左さ之の助すけ、新しん八ぱち……向こうの男たちにもお稚ち児ごさんと間違えられて襲われたらどうしようっ？　周しゆう平へいくんいわく、西洋には美少年趣味がある殿方が多いって……むしろ日本人より多いって！　いっ、いやああああっ!?」

「イバハチちゃんも食い倒れツアー世界編を開始だー！　頑張って世界中の名物料理に郷土料理に家庭料理に、とにかく飯という飯を食べるぞおおおー！　食べた料理の情報は全部手帳に書いて、『イバハチちゃん食い倒れ日記世界編』として出版しちゃう！　お店に星をつけて採点するのはどっかなー？　土ひじ方かたちゃんも同行よろしくうー！」

　イバハチはこのまま未来で言うところの料理評論家になりそうだな、と土ひじ方かたさんが苦笑していた。たぶんミシュランガイドはこの時代にはまだ登場していないから、時代を先取りできる。料理評論業界の市場を総取りだなイバハチさん。低い星をつけられた店の面々が怒って襲撃しに来そうだが、イバハチさんならあっさり返り討ちにするだろうし。

「ふふ。結局、試し衛えい館かん組ぐみはボースさんに食堂を任せて全員来ちゃいましたね。私は周しゆう平へいさんの教師役を務めていた時間がなによりも楽しかったので──これからの新時代に開設される学校に務める教師の道を進むため、西洋文明をたくさん学ぼうと思っているんです。源げんさんは海外でなにをされる予定なのでしょうか？」

「俺？　俺は近こん藤どう先生ちゃんが行くところなら、どこにでも黙って付いて行くまでよ。陰の用心棒としてな。それが試し衛えい館かん一筋、井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうの生き方さ。フッ」

「えー、噓うそだー。源げんさんは、アメリカは南北戦争でいっぱい戦死者が出たから未亡人で溢あふれかえっているって聞いて『未亡人万歳、子持ちならなお最高！』って慌てて船に飛び乗ってきたんじゃないですかー！　源げんさんには食堂の店長をお任せしたはずだったのにー！　ボースさんにお店を押しつけてさー！」

「うるせえぞ総そう司じ！　日本の歴史は本来のものとは大きく変わり、幕末維新の内戦は小規模で終わった。周しゆう平へいの尽力でよ。例の箱はこ館だての後家さんも、俺が西南戦争に出征している間に再婚しちまったし。だからよ──未亡人が、日本にはいねええええ！　しょうがねえんだよ！　まだ見ぬ未亡人を求めて三千里、海の彼方かなたのアメリカで未亡人が俺を待っている！　源げんさんが今行くぞおおおお！」

　年齢的にもかなり切実な問題ですねそれは、と山やま南なみさんが苦笑いしていた。俺はまだ若いよ！　と焦あせった源げんさんが切り返す。




　広大なアメリカ大陸を目指し、船は太平洋を進んでいく。

　土ひじ方かたさんと俺は、試し衛えい館かん組ぐみの喧けん噪そうの輪からこっそり離れて、二人きりで海を眺めていた。

「周しゆう平へい。もう死に戻れないと言っていたが、もしかして最後の最後に、お前には『未来に戻る』という選択肢もあったんじゃないか？　私はなんでもご存じだぞ。周しゆう平へいの顔を見ていると、なんとなくわかる。大おお久く保ぼや西さい郷ごうのような特殊な能力はなくても、周しゆう平へいのことならなんでもお見通しだ。身も心も繫つながっているからな。今でも夢でお前の記憶を見るし」

「土ひじ方かたさんには噓うそはつけないなあ。そうですよ。最後に三さん千ぜん世せ界かいの門を開いた時、アサギロの隊服を着た、俺と同じ名前を持つ男が俺を待っていましてね。『われらの力では、お前自身が生きる世界の過去にはお前を送れなかった。男女の多くが逆転している並行世界ではあったが、新選組隊士たちの無念を晴らしてくれて礼を言う。俺たち散っていった隊士たちの魂こん魄ぱくが、お前にその力を与えてきた。が、それももう最後だ。とうとう魂こん魄ぱくが尽きたのでな』と真相を明かされましたよ──三さん千ぜん世せ界かいに到達する難易度がどんどんあがっていたのは、魂こん魄ぱくの在庫が尽きつつあったからだとも。俺が死に戻る度に肉体を強化されていたのは、亡なき隊士たちの魂こん魄ぱくを吸収していたからだったんです。肉体に限界が来たのと魂こん魄ぱくが尽きたのが同時だったのは、偶然だったようです。むしろ俺の身体は本来ならとっくに限界を超えていると言われました」

「非ひ業ごうの死を遂げていった新選組隊士の魂こん魄ぱく、それが周しゆう平へいに死に戻りの力を与えていたというわけか。田た原ばる坂ざかで、ついに使い切ったのか。その時お前は、礼として最後の最後に『元の未来の世界に戻る』道を示されたはずだ」

「はい。元の未来世界に戻るか、この世界に戻るかの二択でした。もう死に戻りの力は使えない。後悔しても決してやり直せない。この世界では時間はほとんど進まないから熟考して決めろと──そう告げられました。でも、一秒だって迷うことはありませんでしたよ。だって、ここが俺の世界です。俺はここで生きて、ここで死にます。必ず戻ると土ひじ方かたさんと約束したんだし」

「……そうか。ふふ、そうか。言葉を交わさずとも周しゆう平へいと一緒にいればわかることだったのに、いちいち言葉にさせるなんて野暮だったな。だが、やはり嬉うれしいものだな。後悔はさせない周しゆう平へい。西さい郷ごうとかっちゃんの問題は、試し衛えい館かん組ぐみがついているからなんとかなるだろう。いっそこのまま、サンフランシスコで結婚式を挙げようか。この旅をほんもののハネムーンにしてしまおうか？」

「はい。そうしましょう──新婚旅行で世界一周。たぶん日本人初の快挙ですよ」

「ここから先は周しゆう平へいにもまったく見えない別の未来、別の世界か。いったいなにが待っているのかな、私たちの未来には──」

「試し衛えい館かんのみんながいてくれる限り、なにも心配いりませんよ土ひじ方かたさん」

「ああ、そうだな周しゆう平へい。ほんとうに、楽しみだ」

　はじめて見る、運命の重圧から解放された土ひじ方かたさんのほんとうの笑顔。

　その笑顔をこんなに間近で見ることができただけで、俺は満足だった。

「こほん。それでは、輝かしい新婚旅行のはじまりを記念して豊ほう玉ぎよく宗そう匠しようがここで一句──」

「ぷっ。それはいいですから！　せっかくいい雰囲気だったのに、笑かしにかからないでくださいよ！」

「笑かしにかかってなどいないっ！　むしろお前を感動させて泣かせるところだぞ？　なにがおかしいのだ？　そんなに切腹させられたいのかーっ!?」

　そして、相変わらず豊ほう玉ぎよく宗そう匠しようとして俳諧師になろうという夢をかたくなに捨てず、うっかり失笑してしまった俺に向けてくる土ひじ方かたさんの怒り顔も。

　すべてが、愛いとしかった。
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　　　あとがき




　いよいよ最終巻となりました。新選組が滅びる箱はこ館だて戦争と薩さつ摩ま隼はや人とが滅びる西せい南なん戦争、この二つの戦争によって武士の時代が終わり維新が完成するわけなので、三巻は二部構成。前半が箱はこ館だて戦争、後半が西せい南なん戦争となります。そして、近こん藤どう周しゆう平へいと新選組の激闘の旅路もここで終了となります。

　箱はこ館だて戦争では、一巻で出すチャンスがなかった伊い庭ば八はち郎ろうが参戦します。一巻でもほんとうは参戦してるんですがページの都合で……ちなみに伊い庭ば八はち郎ろうの代表作は食い倒れグルメツアー日記です。駄句を永遠に後世に残した土ひじ方かたも、グルメライター伊い庭ばも、天下太平の世に生まれていればぜんぜん違った人生があったんだろうなあと思います。

　西せい南なん戦争では、激動の幕末を生き延びた「維新三傑」の西さい郷ごう隆たか盛もり・大おお久く保ぼ利とし通みち・木き戸ど孝たか允よしの三人がことごとく死に、まるで「三さん国ごく志し演えん義ぎ」の最終回のような「勝者なし」エンディングを現実で見せられるわけですが、箱はこ館だて戦争での土ひじ方かたの結末と同じくらいに歴史を修正できるなら修正してみたいですよね。当時の日本国民もその思いが強かったらしく、「西さい郷ごう星ほし」が流行したり、「西さい郷ごうロシア亡命説」が囁ささやかれて大おお津つ事件に繫つながったりと、西さい郷ごうの大衆人気は歴史を揺るがすレベルに凄すさまじかったようです。

「芹せり沢ざわ鴨かも＝剣で語り合う」「徳とく川がわ慶よし喜のぶ＝四民平等パンチでぶん殴る」という解決方法があった過去の二大ラスボスと比べると、「剣＝振れません」「パンチ＝桐きり野のに先に殺されます」と、どう考えても救う方法がなさそうな難攻不落の西さい郷ごうですが、三巻は、それでも新選組と近こん藤どう勇いさみが生存している世界線ならばあるいは？　というＩＦルートとなります。

　薩さつ摩ま藩はんにおける西さい郷ごうと大おお久く保ぼの関係は、新選組における近こん藤どうと土ひじ方かたの関係によく似ていると思うのですが、近こん藤どうに殉じることができた土ひじ方かたと比べると、大おお久く保ぼはほんとうに悲壮ですね。戦争屋の土ひじ方かたと政治家の大おお久く保ぼという立場の違いも大きかったでしょうが。明治政府の創業半ばで西さい郷ごうと大おお久く保ぼが死ななかった世界線のことをどうしても考えてしまいます。バランサーの木き戸どももう少し長く生きられたでしょうしね。

　美麗なイラストを描いていただいた葉は山やまえいしさま、いろいろ幕末ネタを出していただいた担当編集さま、スタッフさま、そして読者さまに感謝を。令和時代は激動のスタートを迎えましたが、この先の未来がどうなるのかともに見届けていければと思います。とりあえずは『賊軍　土ひじ方かた歳とし三ぞう』を読みながら映画『燃えよ剣』の公開日を待ちたいと思います。ちなみに、巣ごもり中なので『ＦＧＯ』の斎さい藤とう一はじめはぐだイベ開催中に即絆きずな礼れい装そうゲットしました。やったよはじめちゃん。
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